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国立大学法人小樽商科大学

教務課
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後期中間試験

（対面）
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試験科目以外は
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研究指導

内定者発表

研究指導募集選考期間 月 日 木 ～ 月 日 金
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ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ期間
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前前期期のの授授業業日日ににつついいてて

● 月 日（火）から授業を行う。（昼間・夜間主コース）

● 月 日（木）：通常通り木曜の授業を行う。（祝日）

● 月 日（火）：学生大会（ ～ ・ 講目は通常授業。）

● 月 日（土）：補講を行う。

● 月 日（木）：大学祭（ ～ 講目は通常授業。）

● 月 日（金）：大学祭（ ・ 講目は通常授業。）

● 月 日（水）：通常通り水曜の授業を行う。（創立記念日）

● 月 日（木）： ～ 講目は補講を行う。

・ 講目は木曜の授業を行う。

● 月 日（金）： ～ 講目は補講を行う。
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● 月 日（土）：補講を行う。

● 月 日（木）：補講を行う。（木曜の授業は行わない。）

● 月 日（木）：補講を行う。（木曜の授業は行わない。）

注注意意事事項項

※「補講」とは担当教員の所用により休講となった科目について行う講義

を指す。補講を行う科目については、別途掲示により通知する。
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令和３年度 教務日程
【前 期】

日 程 行 事 等
4/2（金） 入学式、新入生オリエンテーション
4/5（月） 新入生オリエンテーション
4/6（火）～ 前期授業開始（昼間・夜間主）
4/13（火）～19（月） 履修登録期間
4/29（木） 木曜日通常授業日（昭和の日）
5/25（火） 学生大会（1～3、6講目は通常授業）
5/29（土） 補講日
6/1（火）～7（月） （対面試験）前期中間試験（試験科目以外は通常授業）
6/8（火）～14（月） （遠隔試験）前期中間試験（試験科目以外は通常授業）
6/15（月）～21（月） 履修取消期間
6/25（木） 緑宵祭（1～5講目は通常授業）
6/26（金） 緑丘祭・緑宵祭（1・2講目は通常授業）
7/7（水） 水曜日通常授業日（本学創立記念日）
7/22（木） 6・7講目は木曜日通常授業、1～5講目は補講
7/23（金） 3～7講目は金曜日通常授業、1・2講目は補講
7/27（火） 4、5、7講目は火曜日通常授業、1～3、6講目は補講
7/28（水）～8/4（水） （対面試験）前期期末試験
7/30（金） 卒業論文提出締切（9月卒業対象者）
8/5（木）～8/11（水） （遠隔試験）前期期末試験
8/17（火）～9/18（土） 夏季集中講義・夜間主夏学期
9/1（水）~ 前期科目成績通知開始
9/22（水） 学位記授与式

【後 期】
日 程 行 事 等
9/27（月）～ 後期授業開始（昼間・夜間）
10/4（月）～8（金） 後期科目履修登録変更期間
11/6（土） 補講日
11/15（月）～19（金） （対面試験）後期中間試験（試験科目以外は通常授業）
11/24（水）～30（火） （遠隔試験）後期中間試験（試験科目以外は通常授業）
12/1（水）～7（火） 履修取消期間
12/7（火）～10（金） 学科所属オリエンテーション期間
12/25（土）～1/5（水） 冬季休業
1/6（木） 補講日（木曜日授業は行わない）
1/14（金） 臨時休業
1/27（木） 補講日
1/31（月） 卒業論文提出締切（3月卒業対象者）
1/28（金）～2/4（金） （対面試験）後期期末試験
2/7（月）～11（金） （遠隔試験）後期期末試験
2/2（水）~ 卒年次生成績通知開始
3/1（火）~ 在学生成績通知開始
3/17（木） 学位記授与式
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Ⅰ．教育課程
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１. 小樽商科大学の教育課程の目的  

小樽商科大学は、明治 （ ）年、 番目の官立高等商業学校として創立され、昭和 （ ）年、
戦後の学制改革に伴い小樽商科大学として単独昇格しました。本学は、創立以来、「実学、語学、品格」を教
育理念とし、広い視野と豊かな教養並びに倫理観に基づいた深い専門的知識と識見を有し、現代社会の複合的、
国際的な問題の解決に指導的役割を果たす人材を育成してきました。
商学部の｢ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）｣及び｢カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施

方針）｣は以下のとおりです。

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 
【学士（商学）】
本学は、豊かな教養と外国語能力を基礎とした深い専門知識を有し、グローバルな視点から地域経済の発展

に寄与し、広く社会に貢献できる人材の育成を教育の目的と定めます。この目的のもと、本学は、設置された
学科における所定の単位を修得し、以下の能力を身につけた者に対して、学位を授与します。
１．社会科学、人文科学、自然科学等の幅広い学問分野の知識を修得することで、広い視野及び豊かな教養と
倫理観に基づいて行動できる。

２．経済学、商学、法学、情報科学等の学問分野において深い専門知識を有し、それらを組み合わせて実践的
に活用することにより、実社会の様々な問題を自発的に解決できる。

３．グローバル時代に対応する実践的な語学能力を身につけ、世界の様々な文化を学ぶことにより、異なる文
化を持つ人々と協調し十分な意思疎通ができる。

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針・成績評価） 
本学は、ディプロマ・ポリシーに掲げた３つの能力を有した人材を育成するために、以下の方針のもとに教

育課程を編成・実施し、明確な成績評価基準により学修成果を評価します。

１．教育課程の編成
（１） 共通科目（５２単位必修）
① 基礎科目

人間生活及び市民社会の諸相を認識・理解することができる幅広い基礎 知識を備えた人材を育成す
るために、「人間と文化」、「社会と人間」、「自然と環境」、「知（地）の基礎系」、「健康科学」
の科目群が配置される。「人間と文化」、「社会と人間」、「自然と環境」、「健康科学」の科目群は、
それぞれ人文科学、社会科学、自然科学系、健康科学系の科目から構成される。「知（地）の基礎系」
科目群は、導入教育・キャリア教育、地域志向科目等からなり、 も積極的に取り入れた科目群であ
る。

② 外国語科目
グローバル時代に対応した実践的な語学能力を身に着けるために、英語、ドイツ語、フランス語、中

国語、スペイン語、ロシア語、韓国語の中から２言語を２年間必修とする。（夜間主コースは、英語以
外の外国語は１年間必修。）

（２）学科科目（７２単位必修）
① 専門４学科の学問分野にかかわる科目

専門４学科（経済学科、商学科、企業法学科、社会情報学科）においては、各学問分野の基礎的な知
識・理論を学ぶための科目群として「基幹科目」が、また、応用・発展的内容を学ぶための科目群とし
て「発展科目」が配置される。「自由科目」は、教員免許を取得するための科目群である。学修成果の
集大成として、卒業論文を伴う２年間の「研究指導」（ゼミナール）が原則必修となっている。

 

② 専門共通科目
「共通科目」で教養として学んだ学問分野を、さらに専門的に学ぶための科目群である。

③ 教職共通科目（必修外）
教員免許（商業、公民、社会、情報、英語）を取得するために必要な科目群で、各学科に共通で開設

されている。

（３）国際交流科目
留学生並びにグローカルコース及びグローカルマネージメント副専攻履修生を対象とした選択必修

科目であり、英語で運営され、グローカル教育を更に強化した科目群である。

２．教育の実施方針
（１）教養教育と専門教育を有機的に連携させ、学科の枠組みを越えた学習及び基礎から応用への段階的学

習を可能とするカリキュラムを編成することにより、深く、且つ幅広い知識を有する人材を育成する。
加えて、主専攻プログラム（グローカルコース）及び副専攻プログラム（グローカルマネージメント、
経済、ビジネス法務、経営情報、アカウンティング）を設置し、国際性・地域性を更に強化する。

（２）実学教育を推進するために、企業や地域・社会と連携して進める授業科目を配置し、実践やグループ
ワーク・ （課題解決型学習）等を取り入れた自律的に学ぶ授業形態を積極的に導入する。

（３）本学伝統の語学教育を更に継承・発展させ、現代国際化社会に対応する多様な外国語教育を行う。の
みならず、専門教育においても、グローバル人材育成のための授業科目を配置する。

３．教育の実施体制
（１）授業科目のナンバリングを定め、学科等ごとのカリキュラムマップを作製し、 制を導入するこ

とにより、学生が無理なく効率的な履修計画を立てられるよう支援する。
（２）学部教育の実施体制は、各学科から選任された教務委員より成る学部教務委員会が企画・管理する。
（３）上記の教務委員に加え、１・２年次の履修指導教員及び３・４年次のゼミナール担当教員を通じて、

学生の履修指導体制を徹底する。
（４）アクティブラーニング、キャリア教育等の の開発や、教育効果の可視化・検証については、グロ

ーカル戦略推進センター教育支援部門が中心となり推進する。

４．学修成果の評価
（１）学修成果の評価は、ディプロマ・ポリシーを基にした各科目の到達目標を基準にして行われる。
（２）各科目の学習内容・到達目標・成績評価方法等は、シラバスにより事前に履修生に十分周知される。
（３）教員は、シラバスに明記した成績評価方法に則り、履修者の学修成果の到達度を厳格に評価する。
（４）教員は、評価の根拠となった資料（試験答案、レポート等）を保存し、履修者が成績評価の内容を確

認したい場合や異議がある場合は、履修者に対し評価に関する説明責任を常に果たすべく心掛ける。

２. 小樽商科大学の教育の特徴 

本学の教育の特徴は以下の二つにまとめることができます。
第一の特徴は、学生にとって選択できる学問分野の幅が広いということです。他大学の場合、経済学部なら

経済学、法学部なら法学に関する講義が中心になりますが、本学では、商学部の中に、経済学、商学、法学、
社会情報学という専門４学科に関わる学問分野の科目が置かれ、学生は学科の枠を超えて学習することができ
ます。さらにそれだけでなく、外国語、人文科学、自然科学に関する科目についても、教養としてだけでなく、
専門科目として学ぶことができるようになっています。
第二の特徴は、時代に対応する実践的能力を身につけることができるということです。本学には実践を取り

入れた科目、社会との連携を重視する科目、少人数で運営するゼミナール、語学教育、留学制度等が充実して
おり、学生は、議論する力、発表する力、外国語を運用する力など、それぞれの学問分野の知識を組み合わせ
て活用する能力を習得することができます。
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１. 小樽商科大学の教育課程の目的  

小樽商科大学は、明治 （ ）年、 番目の官立高等商業学校として創立され、昭和 （ ）年、
戦後の学制改革に伴い小樽商科大学として単独昇格しました。本学は、創立以来、「実学、語学、品格」を教
育理念とし、広い視野と豊かな教養並びに倫理観に基づいた深い専門的知識と識見を有し、現代社会の複合的、
国際的な問題の解決に指導的役割を果たす人材を育成してきました。
商学部の｢ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）｣及び｢カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施

方針）｣は以下のとおりです。

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 
【学士（商学）】
本学は、豊かな教養と外国語能力を基礎とした深い専門知識を有し、グローバルな視点から地域経済の発展

に寄与し、広く社会に貢献できる人材の育成を教育の目的と定めます。この目的のもと、本学は、設置された
学科における所定の単位を修得し、以下の能力を身につけた者に対して、学位を授与します。
１．社会科学、人文科学、自然科学等の幅広い学問分野の知識を修得することで、広い視野及び豊かな教養と
倫理観に基づいて行動できる。

２．経済学、商学、法学、情報科学等の学問分野において深い専門知識を有し、それらを組み合わせて実践的
に活用することにより、実社会の様々な問題を自発的に解決できる。

３．グローバル時代に対応する実践的な語学能力を身につけ、世界の様々な文化を学ぶことにより、異なる文
化を持つ人々と協調し十分な意思疎通ができる。

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針・成績評価） 
本学は、ディプロマ・ポリシーに掲げた３つの能力を有した人材を育成するために、以下の方針のもとに教

育課程を編成・実施し、明確な成績評価基準により学修成果を評価します。

１．教育課程の編成
（１） 共通科目（５２単位必修）
① 基礎科目

人間生活及び市民社会の諸相を認識・理解することができる幅広い基礎 知識を備えた人材を育成す
るために、「人間と文化」、「社会と人間」、「自然と環境」、「知（地）の基礎系」、「健康科学」
の科目群が配置される。「人間と文化」、「社会と人間」、「自然と環境」、「健康科学」の科目群は、
それぞれ人文科学、社会科学、自然科学系、健康科学系の科目から構成される。「知（地）の基礎系」
科目群は、導入教育・キャリア教育、地域志向科目等からなり、 も積極的に取り入れた科目群であ
る。

② 外国語科目
グローバル時代に対応した実践的な語学能力を身に着けるために、英語、ドイツ語、フランス語、中

国語、スペイン語、ロシア語、韓国語の中から２言語を２年間必修とする。（夜間主コースは、英語以
外の外国語は１年間必修。）

（２）学科科目（７２単位必修）
① 専門４学科の学問分野にかかわる科目

専門４学科（経済学科、商学科、企業法学科、社会情報学科）においては、各学問分野の基礎的な知
識・理論を学ぶための科目群として「基幹科目」が、また、応用・発展的内容を学ぶための科目群とし
て「発展科目」が配置される。「自由科目」は、教員免許を取得するための科目群である。学修成果の
集大成として、卒業論文を伴う２年間の「研究指導」（ゼミナール）が原則必修となっている。

 

② 専門共通科目
「共通科目」で教養として学んだ学問分野を、さらに専門的に学ぶための科目群である。

③ 教職共通科目（必修外）
教員免許（商業、公民、社会、情報、英語）を取得するために必要な科目群で、各学科に共通で開設

されている。

（３）国際交流科目
留学生並びにグローカルコース及びグローカルマネージメント副専攻履修生を対象とした選択必修

科目であり、英語で運営され、グローカル教育を更に強化した科目群である。

２．教育の実施方針
（１）教養教育と専門教育を有機的に連携させ、学科の枠組みを越えた学習及び基礎から応用への段階的学

習を可能とするカリキュラムを編成することにより、深く、且つ幅広い知識を有する人材を育成する。
加えて、主専攻プログラム（グローカルコース）及び副専攻プログラム（グローカルマネージメント、
経済、ビジネス法務、経営情報、アカウンティング）を設置し、国際性・地域性を更に強化する。

（２）実学教育を推進するために、企業や地域・社会と連携して進める授業科目を配置し、実践やグループ
ワーク・ （課題解決型学習）等を取り入れた自律的に学ぶ授業形態を積極的に導入する。

（３）本学伝統の語学教育を更に継承・発展させ、現代国際化社会に対応する多様な外国語教育を行う。の
みならず、専門教育においても、グローバル人材育成のための授業科目を配置する。

３．教育の実施体制
（１）授業科目のナンバリングを定め、学科等ごとのカリキュラムマップを作製し、 制を導入するこ

とにより、学生が無理なく効率的な履修計画を立てられるよう支援する。
（２）学部教育の実施体制は、各学科から選任された教務委員より成る学部教務委員会が企画・管理する。
（３）上記の教務委員に加え、１・２年次の履修指導教員及び３・４年次のゼミナール担当教員を通じて、

学生の履修指導体制を徹底する。
（４）アクティブラーニング、キャリア教育等の の開発や、教育効果の可視化・検証については、グロ

ーカル戦略推進センター教育支援部門が中心となり推進する。

４．学修成果の評価
（１）学修成果の評価は、ディプロマ・ポリシーを基にした各科目の到達目標を基準にして行われる。
（２）各科目の学習内容・到達目標・成績評価方法等は、シラバスにより事前に履修生に十分周知される。
（３）教員は、シラバスに明記した成績評価方法に則り、履修者の学修成果の到達度を厳格に評価する。
（４）教員は、評価の根拠となった資料（試験答案、レポート等）を保存し、履修者が成績評価の内容を確

認したい場合や異議がある場合は、履修者に対し評価に関する説明責任を常に果たすべく心掛ける。

２. 小樽商科大学の教育の特徴 

本学の教育の特徴は以下の二つにまとめることができます。
第一の特徴は、学生にとって選択できる学問分野の幅が広いということです。他大学の場合、経済学部なら

経済学、法学部なら法学に関する講義が中心になりますが、本学では、商学部の中に、経済学、商学、法学、
社会情報学という専門４学科に関わる学問分野の科目が置かれ、学生は学科の枠を超えて学習することができ
ます。さらにそれだけでなく、外国語、人文科学、自然科学に関する科目についても、教養としてだけでなく、
専門科目として学ぶことができるようになっています。
第二の特徴は、時代に対応する実践的能力を身につけることができるということです。本学には実践を取り

入れた科目、社会との連携を重視する科目、少人数で運営するゼミナール、語学教育、留学制度等が充実して
おり、学生は、議論する力、発表する力、外国語を運用する力など、それぞれの学問分野の知識を組み合わせ
て活用する能力を習得することができます。

教
育
課
程
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３. 小樽商科大学の教育課程（カリキュラム・卒業に必要な単位数） 
 

（１）単位制 
本学の授業科目は、必ず、単位数（４単位、２単位、１単位等）と配当年次（履修できる学年を示したもの）

が決められています。学生は、その中から、各自の学習計画に基づいて履修する科目を決めなければなりませ
ん。卒業するためには合計１２４単位が必要です。ただし、履修は全く自由に決められるわけではありません。
本学の定める履修規則に従って単位を修得しなければなりません。１２４単位揃っていても、履修規則に従っ
ていないと卒業できません。履修規則については「（３）卒業に必要な単位数」を参照してください。以下で
は、履修規則に従って修得した１２４単位を「卒業所要単位」と呼ぶことにします。卒業所要単位は、卒業に
必要な最低の単位数ですから、これを超えて単位を修得することを妨げるものではありません。

（２）科目の構成  
本学の授業科目は、大きく、共通科目、学科科目、国際交流科目、日本語科目という科目群に区分されます。

各科目群に属する具体的な授業科目については、「Ⅱ．１．令和 年度開講科目」を参照してください。以
下では、上記の４区分について説明します。

［１］共通科目 
共通科目はさらに、基礎科目と外国語科目に分かれます。共通科目は主として、１、２年次に学習するため

のものです。人文科学、自然科学、外国語等の学問分野に関わる科目群によって構成され、社会で生きるため
に必要な幅広い教養的知識を身につけることを目的としています。卒業するためには、共通科目を５２単位修
得しなければなりません。

○ 基礎科目  
基礎科目の科目群は、「人間と文化」、「社会と人間」、「自然と環境」、「知（地）の基礎」、「健康科

学」の５つの系によって構成されています。これらは、社会、人間、歴史、環境に対する深い理解と健康に関
する正しい知識を得ることを目的とした科目群です。学生は、５つの系から万遍なく履修することが求められ
ます。
５つの系の中の「知（地）の基礎系」には、高校卒業後に大学で学習することに慣れるため、学問への導入

や基本的な知識、大学で学ぶための技法などを修得するための授業科目が置かれています。そのため、他の系
より卒業所要単位数が多くなっています。必ず、１年次に履修するようにしてください。
特に、知（地）の基礎系科目の１つである基礎ゼミナールは、特定のテーマのもとに少人数（１５名程度）

による教育が行われます。基礎ゼミナールでは、学生に以下のような能力を習得させることを共通の目標にし
ています。
・図書館での各種文献や資料の検索と利用方法。
・情報総合センターの利用方法とパソコンやインターネットの活用法。
・文献を読み、また人の話を聞いて、その内容を理解すること。
・論理的にものを考え、人前で明瞭に意見を述べること。
・教員が指定した書式に従って、正確で分かりやすくレポートやレジュメを作成すること。
基礎ゼミナールは、教員と学生の密接な交流を通じて、大学生活になじみ、学問に対する意欲、自主性・積

極性を養うことを目的の１つとし、多くの学生が履修することを期待しています。

○ 外国語科目  
国際化の時代、外国語を学ぶことは大変重要なことです。本学は、「北の外国語学校」として全国的に知ら

れたほどの語学教育に関する伝統があり、現在は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシ
ア語、韓国語の７言語の授業科目を提供しています。

 

［２］学科科目 
※平成２４年度以降入学者と平成２３年度以前入学者で学科科目の構成が変わります。

【平成２４年度以降入学者】  

学科科目は、以下の３つの科目群によって構成されています。

① 専門４学科の学問分野にかかわる科目
② 専門共通科目
③ 教職共通科目

学科科目は、１年次から受講が始まりますが、本格的な学習に入るのは３年次からです。卒業するためには、
学科科目を７２単位修得しなければなりません。

○ 専門４学科の学科科目  
学科科目は、さらに基幹科目、発展科目、自由科目、研究指導に分かれます。基幹科目は、主として各分野

の基礎的な知識・理論を学ぶための科目群、発展科目は、基幹科目の応用的・発展的内容の科目群です。自由
科目は教員免許を取得するための科目群です。自由科目は、他の学科科目と違い、一部の科目のみ卒業所要単
位に含めることができます。卒業所要単位に含めることのできる科目については、「（３）卒業に必要な単位
数」の備考欄を見てください。研究指導は、いわゆるゼミナールと呼ばれるもので、少人数で２年間（３年次、
４年次）特定のテーマのもとで研究し、その成果を卒業論文としてまとめるものです。
本学では、学生の学問的関心に応じて幅広い知識を修得できるように、他学科の学科科目の履修を認め、卒

業所要単位に加えることができるようになっています。
なお、１年次には、
① 各学科の導入的・情報提供的な科目（配当年次Ⅰの科目）
② 各学科の最も基礎的な科目（配当年次「Ⅰ・Ⅱ」の科目）
（①と②の具体例：「経済学入門Ⅰ」「簿記原理」「法学」「社会情報入門Ⅰ」など）

を配置しています。①の科目は、できるだけすべて履修して、所属する学科を決める際の参考にしてください。

○ 専門共通科目  
共通科目（基礎科目・外国語科目）で教養として学んだ分野を、さらに専門的に学習するための科目群です。

幅広い知識の修得や高度で実践的な外国語学習を目的とします。また、専門共通科目の中にも研究指導が開講
されており、学生は、所属学科に関わらず、自由に履修することができます。専門共通科目は、自由科目と合
わせて２０単位まで、学科科目の卒業所要単位に含めることができます。

○ 教職共通科目  
教員の免許状を取得するために修得しなければならない科目群で、各学科に共通に開設している科目です。

教職共通科目は、卒業所要単位に含めることができません。

【平成２３年度以前入学者】  

学科科目は、以下の３つの科目群によって構成されています。

① 専門４学科の学問分野にかかわる科目
② 専門共通科目
③ 教職共通科目
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３. 小樽商科大学の教育課程（カリキュラム・卒業に必要な単位数） 
 

（１）単位制 
本学の授業科目は、必ず、単位数（４単位、２単位、１単位等）と配当年次（履修できる学年を示したもの）

が決められています。学生は、その中から、各自の学習計画に基づいて履修する科目を決めなければなりませ
ん。卒業するためには合計１２４単位が必要です。ただし、履修は全く自由に決められるわけではありません。
本学の定める履修規則に従って単位を修得しなければなりません。１２４単位揃っていても、履修規則に従っ
ていないと卒業できません。履修規則については「（３）卒業に必要な単位数」を参照してください。以下で
は、履修規則に従って修得した１２４単位を「卒業所要単位」と呼ぶことにします。卒業所要単位は、卒業に
必要な最低の単位数ですから、これを超えて単位を修得することを妨げるものではありません。

（２）科目の構成  
本学の授業科目は、大きく、共通科目、学科科目、国際交流科目、日本語科目という科目群に区分されます。

各科目群に属する具体的な授業科目については、「Ⅱ．１．令和 年度開講科目」を参照してください。以
下では、上記の４区分について説明します。

［１］共通科目 
共通科目はさらに、基礎科目と外国語科目に分かれます。共通科目は主として、１、２年次に学習するため

のものです。人文科学、自然科学、外国語等の学問分野に関わる科目群によって構成され、社会で生きるため
に必要な幅広い教養的知識を身につけることを目的としています。卒業するためには、共通科目を５２単位修
得しなければなりません。

○ 基礎科目  
基礎科目の科目群は、「人間と文化」、「社会と人間」、「自然と環境」、「知（地）の基礎」、「健康科

学」の５つの系によって構成されています。これらは、社会、人間、歴史、環境に対する深い理解と健康に関
する正しい知識を得ることを目的とした科目群です。学生は、５つの系から万遍なく履修することが求められ
ます。
５つの系の中の「知（地）の基礎系」には、高校卒業後に大学で学習することに慣れるため、学問への導入

や基本的な知識、大学で学ぶための技法などを修得するための授業科目が置かれています。そのため、他の系
より卒業所要単位数が多くなっています。必ず、１年次に履修するようにしてください。
特に、知（地）の基礎系科目の１つである基礎ゼミナールは、特定のテーマのもとに少人数（１５名程度）

による教育が行われます。基礎ゼミナールでは、学生に以下のような能力を習得させることを共通の目標にし
ています。
・図書館での各種文献や資料の検索と利用方法。
・情報総合センターの利用方法とパソコンやインターネットの活用法。
・文献を読み、また人の話を聞いて、その内容を理解すること。
・論理的にものを考え、人前で明瞭に意見を述べること。
・教員が指定した書式に従って、正確で分かりやすくレポートやレジュメを作成すること。
基礎ゼミナールは、教員と学生の密接な交流を通じて、大学生活になじみ、学問に対する意欲、自主性・積

極性を養うことを目的の１つとし、多くの学生が履修することを期待しています。

○ 外国語科目  
国際化の時代、外国語を学ぶことは大変重要なことです。本学は、「北の外国語学校」として全国的に知ら

れたほどの語学教育に関する伝統があり、現在は、英語、ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシ
ア語、韓国語の７言語の授業科目を提供しています。

 

［２］学科科目 
※平成２４年度以降入学者と平成２３年度以前入学者で学科科目の構成が変わります。

【平成２４年度以降入学者】  

学科科目は、以下の３つの科目群によって構成されています。

① 専門４学科の学問分野にかかわる科目
② 専門共通科目
③ 教職共通科目

学科科目は、１年次から受講が始まりますが、本格的な学習に入るのは３年次からです。卒業するためには、
学科科目を７２単位修得しなければなりません。

○ 専門４学科の学科科目  
学科科目は、さらに基幹科目、発展科目、自由科目、研究指導に分かれます。基幹科目は、主として各分野

の基礎的な知識・理論を学ぶための科目群、発展科目は、基幹科目の応用的・発展的内容の科目群です。自由
科目は教員免許を取得するための科目群です。自由科目は、他の学科科目と違い、一部の科目のみ卒業所要単
位に含めることができます。卒業所要単位に含めることのできる科目については、「（３）卒業に必要な単位
数」の備考欄を見てください。研究指導は、いわゆるゼミナールと呼ばれるもので、少人数で２年間（３年次、
４年次）特定のテーマのもとで研究し、その成果を卒業論文としてまとめるものです。
本学では、学生の学問的関心に応じて幅広い知識を修得できるように、他学科の学科科目の履修を認め、卒

業所要単位に加えることができるようになっています。
なお、１年次には、
① 各学科の導入的・情報提供的な科目（配当年次Ⅰの科目）
② 各学科の最も基礎的な科目（配当年次「Ⅰ・Ⅱ」の科目）
（①と②の具体例：「経済学入門Ⅰ」「簿記原理」「法学」「社会情報入門Ⅰ」など）

を配置しています。①の科目は、できるだけすべて履修して、所属する学科を決める際の参考にしてください。

○ 専門共通科目  
共通科目（基礎科目・外国語科目）で教養として学んだ分野を、さらに専門的に学習するための科目群です。

幅広い知識の修得や高度で実践的な外国語学習を目的とします。また、専門共通科目の中にも研究指導が開講
されており、学生は、所属学科に関わらず、自由に履修することができます。専門共通科目は、自由科目と合
わせて２０単位まで、学科科目の卒業所要単位に含めることができます。

○ 教職共通科目  
教員の免許状を取得するために修得しなければならない科目群で、各学科に共通に開設している科目です。

教職共通科目は、卒業所要単位に含めることができません。

【平成２３年度以前入学者】  

学科科目は、以下の３つの科目群によって構成されています。

① 専門４学科の学問分野にかかわる科目
② 専門共通科目
③ 教職共通科目

教
育
課
程
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学科科目は、１年次から受講が始まりますが、本格的な学習に入るのは３年次からです。卒業するためには、
学科科目を７２単位修得しなければなりません。

○ 専門４学科の学科科目  
学科科目は、さらに基幹科目、発展科目、研究指導に分かれます。基幹科目は、主として各分野の基礎的な

知識・理論を学ぶための科目群、発展科目は、基幹科目の応用的・発展的内容の科目群です。研究指導は、い
わゆるゼミナールと呼ばれるもので、少人数で２年間（３年次、４年次）特定のテーマのもとで研究し、その
成果を卒業論文としてまとめるものです。
本学では、学生の学問的関心に応じて幅広い知識を修得できるように、他学科の学科科目の履修を認め、卒

業所要単位に加えることができるようになっています。
なお、１年次には、
① 各学科の導入的・情報提供的な科目（配当年次Ⅰの科目）
② 各学科の最も基礎的な科目（配当年次「Ⅰ・Ⅱ」の科目）
（①と②の具体例：「経済学入門Ⅰ」「簿記原理」「法学」「社会情報入門Ⅰ」など）

を配置しています。①の科目は、できるだけすべて履修して、所属する学科を決める際の参考にしてください。

○ 専門共通科目  
共通科目（基礎科目・外国語科目）で教養として学んだ分野を、さらに専門的に学習するための科目群です。

幅広い知識の修得や高度で実践的な外国語学習を目的とします。また、専門共通科目の中にも研究指導が開講
されており、学生は、所属学科に拘わらず、自由に履修することができます。専門共通科目は、次の教職共通
科目と合わせて、２０単位まで、学科科目の卒業所要単位に含めることができます。

○ 教職共通科目  
教員の免許状を取得するために修得しなければならない科目群です。教職共通科目は、専門共通科目と合わ

せて、２０単位まで、学科科目の卒業所要単位に含めることができます。 なお、教職共通科目のうち、卒業
所要単位に含めることのできる科目については、「（３）卒業に必要な単位」の備考欄を参照してください。

［３］国際交流科目 
国際交流科目とは、以下の科目をいいます。
① 本学の交換留学制度等を利用して外国の大学で修得した科目
② 本学の国際交流科目規程のグローバル教育科目群（主に、交換留学制度により受け入れた外国人学生の

ために英語で行われる科目群）で修得した科目
①は、その内容が、共通科目・学科科目・専門共通科目の授業科目のいずれかに該当する場合には、卒業所

要単位に含めることが可能です。②は、一部の科目が、自動的に経済学科又は商学科の科目として取り扱われ、
卒業所要単位に含めることができます。詳細は、「Ⅱ． ．令和 年度開講科目」の国際交流科目を参照して
ください。

［４］日本語科目 
外国人留学生のための科目です。

 

［５］くさび型カリキュラム 
以上、述べたことを図に示すと次のようになります。共通科目は、主として１、２年次で学習し、３、４年

次に学科科目として、専門的な学習に移ります。学科科目は、１、２年次から基礎的な学習が始まり、３、４
年次により専門的に学ぶようになります。これをくさび型カリキュラムと呼びます。

 ４年次 発展科目 研究指導
学
科
科
目

３年次

２年次
基幹科目 共

通
科
目

教職共通科目

１年次 基礎科目 外国語科目

    基礎科目
     人 間 と 文 化 系
     社 会 と 人 間 系
     自 然 と 環 境 系

 知（地）の基礎系
     健 康 科 学 系

共通科目

外国語科目

   基幹科目

 発展科目

 学科科目    自由科目（※H24入学者以降）

   専門共通科目

   教職共通科目

   研究指導（ゼミナール）

日本語科目
 

国際交流科目
 
 
 
 

  

自
由
科
目

履履修修ののここととやや単単位位ののここととでで不不明明なな点点ががああっったたらら必必ずず教教務務課課のの窓窓口口でで確確認認ししててくくだだささいい 

専門共通科目研究指導

教職共通科目

外国語科目基礎科目
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学科科目は、１年次から受講が始まりますが、本格的な学習に入るのは３年次からです。卒業するためには、
学科科目を７２単位修得しなければなりません。

○ 専門４学科の学科科目  
学科科目は、さらに基幹科目、発展科目、研究指導に分かれます。基幹科目は、主として各分野の基礎的な

知識・理論を学ぶための科目群、発展科目は、基幹科目の応用的・発展的内容の科目群です。研究指導は、い
わゆるゼミナールと呼ばれるもので、少人数で２年間（３年次、４年次）特定のテーマのもとで研究し、その
成果を卒業論文としてまとめるものです。
本学では、学生の学問的関心に応じて幅広い知識を修得できるように、他学科の学科科目の履修を認め、卒

業所要単位に加えることができるようになっています。
なお、１年次には、
① 各学科の導入的・情報提供的な科目（配当年次Ⅰの科目）
② 各学科の最も基礎的な科目（配当年次「Ⅰ・Ⅱ」の科目）
（①と②の具体例：「経済学入門Ⅰ」「簿記原理」「法学」「社会情報入門Ⅰ」など）

を配置しています。①の科目は、できるだけすべて履修して、所属する学科を決める際の参考にしてください。

○ 専門共通科目  
共通科目（基礎科目・外国語科目）で教養として学んだ分野を、さらに専門的に学習するための科目群です。

幅広い知識の修得や高度で実践的な外国語学習を目的とします。また、専門共通科目の中にも研究指導が開講
されており、学生は、所属学科に拘わらず、自由に履修することができます。専門共通科目は、次の教職共通
科目と合わせて、２０単位まで、学科科目の卒業所要単位に含めることができます。

○ 教職共通科目  
教員の免許状を取得するために修得しなければならない科目群です。教職共通科目は、専門共通科目と合わ

せて、２０単位まで、学科科目の卒業所要単位に含めることができます。 なお、教職共通科目のうち、卒業
所要単位に含めることのできる科目については、「（３）卒業に必要な単位」の備考欄を参照してください。

［３］国際交流科目 
国際交流科目とは、以下の科目をいいます。
① 本学の交換留学制度等を利用して外国の大学で修得した科目
② 本学の国際交流科目規程のグローバル教育科目群（主に、交換留学制度により受け入れた外国人学生の

ために英語で行われる科目群）で修得した科目
①は、その内容が、共通科目・学科科目・専門共通科目の授業科目のいずれかに該当する場合には、卒業所

要単位に含めることが可能です。②は、一部の科目が、自動的に経済学科又は商学科の科目として取り扱われ、
卒業所要単位に含めることができます。詳細は、「Ⅱ． ．令和 年度開講科目」の国際交流科目を参照して
ください。

［４］日本語科目 
外国人留学生のための科目です。

 

［５］くさび型カリキュラム 
以上、述べたことを図に示すと次のようになります。共通科目は、主として１、２年次で学習し、３、４年

次に学科科目として、専門的な学習に移ります。学科科目は、１、２年次から基礎的な学習が始まり、３、４
年次により専門的に学ぶようになります。これをくさび型カリキュラムと呼びます。

 ４年次 発展科目 研究指導
学
科
科
目

３年次

２年次
基幹科目 共

通
科
目

教職共通科目

１年次 基礎科目 外国語科目

    基礎科目
     人 間 と 文 化 系
     社 会 と 人 間 系
     自 然 と 環 境 系

 知（地）の基礎系
     健 康 科 学 系

共通科目

外国語科目

   基幹科目

 発展科目

 学科科目    自由科目（※H24入学者以降）

   専門共通科目

   教職共通科目

   研究指導（ゼミナール）

日本語科目
 

国際交流科目
 
 
 
 

  

自
由
科
目

履履修修ののここととやや単単位位ののここととでで不不明明なな点点ががああっったたらら必必ずず教教務務課課のの窓窓口口でで確確認認ししててくくだだささいい 

専門共通科目研究指導

教職共通科目

外国語科目基礎科目

教
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（３）卒業に必要な単位数 
［２０２１年度以降入学者（グローカルコースを除く）］  

 
１）共通科目及び日本語科目  

 
区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。

   

 

２）学科科目  

●経済学科、商学科（商学科英語専修を除く）、企業法学科及び社会情報学科共通

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 商学科英語専修の科目を除く。

自学科発展科目 ２８単位 商学科英語専修の科目を除く。自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数
を超える単位を含めることができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超え
る単位を含めることができる。

２．商学科英語専修科目及び学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に
含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法
・英語上級Ⅰ ・英語上級Ⅱ ・英語上級Ⅲ ・英語上級Ⅳ
・ビジネス英語Ⅰ ・ビジネス英語Ⅱ
・英語学特講Ⅰ ・英語学特講Ⅱ ・英文学特講Ⅰ ・英文学特講Ⅱ

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認
定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学
科、企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。
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（３）卒業に必要な単位数 
［２０２１年度以降入学者（グローカルコースを除く）］  

 
１）共通科目及び日本語科目  

 
区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。

   

 

２）学科科目  

●経済学科、商学科（商学科英語専修を除く）、企業法学科及び社会情報学科共通

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 商学科英語専修の科目を除く。

自学科発展科目 ２８単位 商学科英語専修の科目を除く。自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数
を超える単位を含めることができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超え
る単位を含めることができる。

２．商学科英語専修科目及び学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に
含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法
・英語上級Ⅰ ・英語上級Ⅱ ・英語上級Ⅲ ・英語上級Ⅳ
・ビジネス英語Ⅰ ・ビジネス英語Ⅱ
・英語学特講Ⅰ ・英語学特講Ⅱ ・英文学特講Ⅰ ・英文学特講Ⅱ

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認
定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学
科、企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。
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●商学科英語専修

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 英語専修基幹科目から１２単位

自学科発展科目 ２８単位 英語学概論Ⅲ及び英作文Ⅰを含め英語専修発展科目から２８単位

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位
１．英語専修の科目を除く。
２．学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・法学 ・国際法

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認定
する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

２．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。

商学科英語専修について
年度から、商学科に英語専修が新設されました（ 年度入学生から適用）。英語専修は、今まで

卒業所要単位に含むことのできなかった教職共通科目の教科（英語）に関する科目が学科の基幹科目、発展科
目に配置され、より英語の教育職員免許状が取得しやすくなっています。
商学科英語専修に所属するためには、まず、商学科に所属しなければなりません。商学科に所属した上で、

英語専修への所属届を提出します（詳細については、掲示等でお知らせします）。また、英語専修に所属した
場合は、３年次の終わりまでに、教職共通科目のうちから原則として２１単位以上修得しなければなりません。
なお、英語専修に所属しなくても、英語の教育職員免許状取得は可能です。

   

 

 
［２０２１年度以降入学者（グローカルコース）］  

１）共通科目及び日本語科目  
 

区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ８単位以上 １．英語で開講する基礎ゼミナール２単位を必修
とする。

２．外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を
修得した場合には，日本語科目の修得単位に振
り替えることができる。

人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１０単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。
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●商学科英語専修

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 英語専修基幹科目から１２単位

自学科発展科目 ２８単位 英語学概論Ⅲ及び英作文Ⅰを含め英語専修発展科目から２８単位

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位
１．英語専修の科目を除く。
２．学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・法学 ・国際法

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認定
する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

２．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。

商学科英語専修について
年度から、商学科に英語専修が新設されました（ 年度入学生から適用）。英語専修は、今まで

卒業所要単位に含むことのできなかった教職共通科目の教科（英語）に関する科目が学科の基幹科目、発展科
目に配置され、より英語の教育職員免許状が取得しやすくなっています。
商学科英語専修に所属するためには、まず、商学科に所属しなければなりません。商学科に所属した上で、

英語専修への所属届を提出します（詳細については、掲示等でお知らせします）。また、英語専修に所属した
場合は、３年次の終わりまでに、教職共通科目のうちから原則として２１単位以上修得しなければなりません。
なお、英語専修に所属しなくても、英語の教育職員免許状取得は可能です。

   

 

 
［２０２１年度以降入学者（グローカルコース）］  

１）共通科目及び日本語科目  
 

区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ８単位以上 １．英語で開講する基礎ゼミナール２単位を必修
とする。

２．外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を
修得した場合には，日本語科目の修得単位に振
り替えることができる。

人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１０単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。
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２）学科科目  

●経済学科ビジネス経済学コース、商学科グローカルマネジメントコース

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位

内２０単位以
上は国際交流
科目（グロー
カルセミナー
Ⅰ～Ⅳ及び研
究論文Ⅰ・Ⅱ
を除く）から
修得

商学科英語専修の科目を除く。

自学科発展科目 ２８単位 商学科英語専修の科目を除く。自学科基幹科目の単位数欄に掲
げる単位数を超える単位を含めることができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．ギャップイヤープログラムに参加しない者は、専門共通科
目のアジア・オセアニア事情、ヨーロッパ事情、アメリカ事
情から１科目２単位を必修とする。

２．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単
位数を超える単位を含めることができる。

３．商学科英語専修科目及び学科自由科目は以下の科目を卒業
所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法
・英語上級Ⅰ ・英語上級Ⅱ ・英語上級Ⅲ ・英語上級Ⅳ
・ビジネス英語Ⅰ ・ビジネス英語Ⅱ
・英語学特講Ⅰ ・英語学特講Ⅱ ・英文学特講Ⅰ ・英文
学特講Ⅱ

研究指導 １２単位

１．国際交流科目のグローカルセミナーⅠ（２単位），グロー
カルセミナーⅡ（２単位），グローカルセミナーⅢ（２単位），
グローカルセミナーⅣ（２単位），研究論文Ⅰ（２単位），
研究論文Ⅱ（２単位）の計１２単位を研究指導とする。

２．３年以上４年未満の在学で卒業する場合は，グローカルセ
ミナーⅠ～Ⅲ及び研究論文Ⅰの４科目８単位の修得を必修
とし、修得した単位は学科発展科目として認定する。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学科、
企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければな
らない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければなら
ない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 例外的措置として研究指導を履修しないことを認める場合，履修上の区分又は学科を変更しなければなら
ない。
ウ 上記「イ」の者は、変更後の学科の研究指導履修方法に従う。

 

 
［２０１９年度～２０２０年度入学者］  

 
１）共通科目及び日本語科目  

 
区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。
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２）学科科目  

●経済学科ビジネス経済学コース、商学科グローカルマネジメントコース

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位

内２０単位以
上は国際交流
科目（グロー
カルセミナー
Ⅰ～Ⅳ及び研
究論文Ⅰ・Ⅱ
を除く）から
修得

商学科英語専修の科目を除く。

自学科発展科目 ２８単位 商学科英語専修の科目を除く。自学科基幹科目の単位数欄に掲
げる単位数を超える単位を含めることができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．ギャップイヤープログラムに参加しない者は、専門共通科
目のアジア・オセアニア事情、ヨーロッパ事情、アメリカ事
情から１科目２単位を必修とする。

２．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単
位数を超える単位を含めることができる。

３．商学科英語専修科目及び学科自由科目は以下の科目を卒業
所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法
・英語上級Ⅰ ・英語上級Ⅱ ・英語上級Ⅲ ・英語上級Ⅳ
・ビジネス英語Ⅰ ・ビジネス英語Ⅱ
・英語学特講Ⅰ ・英語学特講Ⅱ ・英文学特講Ⅰ ・英文
学特講Ⅱ

研究指導 １２単位

１．国際交流科目のグローカルセミナーⅠ（２単位），グロー
カルセミナーⅡ（２単位），グローカルセミナーⅢ（２単位），
グローカルセミナーⅣ（２単位），研究論文Ⅰ（２単位），
研究論文Ⅱ（２単位）の計１２単位を研究指導とする。

２．３年以上４年未満の在学で卒業する場合は，グローカルセ
ミナーⅠ～Ⅲ及び研究論文Ⅰの４科目８単位の修得を必修
とし、修得した単位は学科発展科目として認定する。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学科、
企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければな
らない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければなら
ない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 例外的措置として研究指導を履修しないことを認める場合，履修上の区分又は学科を変更しなければなら
ない。
ウ 上記「イ」の者は、変更後の学科の研究指導履修方法に従う。

 

 
［２０１９年度～２０２０年度入学者］  

 
１）共通科目及び日本語科目  

 
区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。
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２）学科科目  

●経済学科、商学科（商学科英語専修を除く）、企業法学科及び社会情報学科共通

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 商学科英語専修の科目を除く。

自学科発展科目 ２８単位 商学科英語専修の科目を除く。自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数
を超える単位を含めることができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超え
る単位を含めることができる。

２．商学科英語専修科目及び学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に
含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法
・英語上級Ⅰ ・英語上級Ⅱ ・英語上級Ⅲ ・英語上級Ⅳ
・ビジネス英語Ⅰ ・ビジネス英語Ⅱ
・英語学特講Ⅰ ・英語学特講Ⅱ ・英文学特講Ⅰ ・英文学特講Ⅱ

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認
定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学
科、企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。

 
   

 

●商学科英語専修

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 英語専修基幹科目から１２単位

自学科発展科目 ２８単位 英語学概論Ⅲ及び英作文Ⅰを含め英語専修発展科目から２８単位

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位
１．英語専修の科目を除く。
２．学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・法学 ・国際法

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認定
する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

２．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。

商学科英語専修について
年度から、商学科に英語専修が新設されました（ 年度入学生から適用）。英語専修は、今まで

卒業所要単位に含むことのできなかった教職共通科目の教科（英語）に関する科目が学科の基幹科目、発展科
目に配置され、より英語の教育職員免許状が取得しやすくなっています。
商学科英語専修に所属するためには、まず、商学科に所属しなければなりません。商学科に所属した上で、

英語専修への所属届を提出します（詳細については、掲示等でお知らせします）。また、英語専修に所属した
場合は、３年次の終わりまでに、教職共通科目のうちから原則として２１単位以上修得しなければなりません。
なお、英語専修に所属しなくても、英語の教育職員免許状取得は可能です。
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２）学科科目  

●経済学科、商学科（商学科英語専修を除く）、企業法学科及び社会情報学科共通

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 商学科英語専修の科目を除く。

自学科発展科目 ２８単位 商学科英語専修の科目を除く。自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数
を超える単位を含めることができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超え
る単位を含めることができる。

２．商学科英語専修科目及び学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に
含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法
・英語上級Ⅰ ・英語上級Ⅱ ・英語上級Ⅲ ・英語上級Ⅳ
・ビジネス英語Ⅰ ・ビジネス英語Ⅱ
・英語学特講Ⅰ ・英語学特講Ⅱ ・英文学特講Ⅰ ・英文学特講Ⅱ

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認
定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学
科、企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。

 
   

 

●商学科英語専修

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位 英語専修基幹科目から１２単位

自学科発展科目 ２８単位 英語学概論Ⅲ及び英作文Ⅰを含め英語専修発展科目から２８単位

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位
１．英語専修の科目を除く。
２．学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・法学 ・国際法

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認定
する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

２．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。

商学科英語専修について
年度から、商学科に英語専修が新設されました（ 年度入学生から適用）。英語専修は、今まで

卒業所要単位に含むことのできなかった教職共通科目の教科（英語）に関する科目が学科の基幹科目、発展科
目に配置され、より英語の教育職員免許状が取得しやすくなっています。
商学科英語専修に所属するためには、まず、商学科に所属しなければなりません。商学科に所属した上で、

英語専修への所属届を提出します（詳細については、掲示等でお知らせします）。また、英語専修に所属した
場合は、３年次の終わりまでに、教職共通科目のうちから原則として２１単位以上修得しなければなりません。
なお、英語専修に所属しなくても、英語の教育職員免許状取得は可能です。
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［平成２４～３０年度入学者］  
 

１）共通科目及び日本語科目  

（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。

   

 

２）学科科目  

経済学科、商学科、企業法学科及び社会情報学科共通
（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位

自学科発展科目 ２８単位 自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数を超える単位を含めること
ができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超え
る単位を含めることができる。

２．学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認
定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学
科、企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。
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［平成２４～３０年度入学者］  
 

１）共通科目及び日本語科目  

（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単 位 数 備 考

共
通
科
目

基
礎
科
目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上

外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択
必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。

   

 

２）学科科目  

経済学科、商学科、企業法学科及び社会情報学科共通
（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位

自学科発展科目 ２８単位 自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数を超える単位を含めること
ができる。

自他学科科目
専門共通科目
学科自由科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超え
る単位を含めることができる。

２．学科自由科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・経済学入門Ⅰ ・経済学入門Ⅱ ・国際経済学
・英語コミュニケーションⅠ ・英語コミュニケーションⅡ
・比較文化Ⅰ ・比較文化Ⅱ ・法学 ・国際法

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に認
定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。学科自由科目とは、経済学科、商学
科、企業法学科、社会情報学科の自由科目をいう。

２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を、２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければ
ならない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に
単位を履修しなければならない。
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［平成１６～２３年度入学者］  

１）共通科目及び日本語科目  

（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単 位 数 備 考

共

通

科

目

基

礎

科

目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上
外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択

必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、 計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。

 

 

２）学科科目  

経済学科、商学科、企業法学科及び社会情報学科共通
（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位

自学科発展科目 ２８単位 自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数を超える単位を含めること
ができる。

自他学科科目
専門共通科目
教職共通科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超
える単位を含めることができる。

２．教職共通科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・教育の歴史 ・教育方法 ・道徳教育
・商業科教育法Ⅰ ・商業科教育法Ⅱ ・教育相談 ・総合演習

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に
認定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。
２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければな
らない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に１
２単位を履修しなければならない。
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［平成１６～２３年度入学者］  

１）共通科目及び日本語科目  

（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単 位 数 備 考

共

通

科

目

基

礎

科

目

知（地）の基礎 ６単位以上 外国人留学生が日本語学と比較日本文化論を修
得した場合には、日本語科目の修得単位に振り替
えることができる。人間と文化 ４単位以上

単位以上社会と人間 ４単位以上

自然と環境 ４単位以上

健康科学 ２単位以上
外国語科目 １４単位以上 １．７外国語科目のうちから２外国語科目を選択

必修とする。この場合において、外国語科目の
Ⅰは２外国語各４単位、 計８単位を、Ⅱは１外
国語をⅡＡとして４単位を、他方をⅡＢとして
２単位をそれぞれ必修とする。ただし、外国人
留学生の場合は、母語を含めることはできない。

２．外国人留学生の場合は、上級日本語及び日本
事情から計６単位以上をもって、１外国語とす
ることができる。

３．外国人留学生が、外国語科目・日本語科目を、
１４単位を超えて修得した場合には、日本語科
目の日本事情Ⅰ・Ⅱに限り４単位まで基礎科目
中の人間と文化系の修得単位に振り替えること
ができる。

４．外国人留学生以外の学生が日本語科目を修得
しても卒業所要単位には算入しない。

日本語科目 （１２単位

自由選択
共通科目の単位数欄に掲
げる単位を超える単位

１２単位

計 ５２単位

※外国人留学生が日本語学または比較日本文化論を修得し、日本語科目の修得単位に振り替えようとする場合
には学部教務係の窓口で申請を行うこと。

 

 

２）学科科目  

経済学科、商学科、企業法学科及び社会情報学科共通
（「科目対応表」を参照のこと）

区 分 単位数 備 考

自学科基幹科目 １２単位

自学科発展科目 ２８単位 自学科基幹科目の単位数欄に掲げる単位数を超える単位を含めること
ができる。

自他学科科目
専門共通科目
教職共通科目

２０単位

１．自学科基幹科目及び自学科発展科目の単位数欄に掲げる単位数を超
える単位を含めることができる。

２．教職共通科目は以下の科目を卒業所要単位に含めることができる。
・教育の歴史 ・教育方法 ・道徳教育
・商業科教育法Ⅰ ・商業科教育法Ⅱ ・教育相談 ・総合演習

研究指導 １２単位 ３年以上４年未満の在学で卒業する場合は、６単位を学科発展科目に
認定する 。

計 ７２単位

卒業所要単位 １２４単位

（注）
１．自他学科科目とは、所属学科及び所属以外の学科の科目をいう。
２．進級に必要な単位数
ア ３年次に進級するためには、４６単位 卒業所要単位に算入される単位に限る。 以上修得しなければ
ならない。
イ 上記「ア」の単位数を２年を超えて修得した者は、修得した年度の終了後２年以上在学しなければな
らない。

３．研究指導の履修方法
ア 研究指導は原則として必修科目とする。
イ 研究指導を履修する者は、原則として、自学科科目あるいは専門共通科目の研究指導を履修するもの
とする。
ウ 例外的措置として研究指導を履修しないことが認められた者は、自学科の学科科目のうちから別に１
２単位を履修しなければならない。
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Ⅱ．開講科目
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Ⅱ．開講科目
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１．令和３年度 開講科目（昼間コース） 
令和３年度の開講科目は、以下の通りです。修正・変更がある場合がありますので、掲示を確認してください。
（注）教員名の前の△は、非常勤講師であることを示しています。
（注）Ａ又はＢ（ａ又はｂ）等の２つ以上にクラスが分かれている場合は、どれか一つのクラスしか履修でき

ません。

（１）共通科目  
ア 基礎科目 
系 授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

人
間
と
文
化

哲学 Ⅰ 前期 金３ 宮田賢人
＊論理学 Ⅰ 非開講
倫理学 Ⅰ 後期 火 火 宮田賢人 ・
宗教学 Ⅰ 前期 月 △堀雅彦
心理学Ⅰ Ⅰ 前期 金 金 杉山成 ・
心理学Ⅱ Ⅰ 後期 金３ 杉山成
教育学 Ⅰ 非開講
日本文学Ⅰ Ⅰ 後期 月 月５ 中村史 ・
日本文学Ⅱ Ⅰ 前期 水 中村史
＊外国文学Ⅰ Ⅰ 非開講
＊外国文学Ⅱ Ⅰ 非開講
文化論 Ⅰ 前期 月 △谷川靖郎
＊言語学 Ⅰ 非開講
＊日本語学 Ⅰ 非開講
＊比較日本文化論 Ⅰ 非開講
＊ことばと文化 Ⅰ 非開講
言語・文学特別講義（英米文学Ⅰ） Ⅰ 後期 月 高橋優季 ※１
外国語コミュニケーションⅠ Ⅰ 非開講

外国語コミュニケーションⅡ Ⅰ 後期 金４ △杉浦康則
前期 月４ 石井登

外国事情 Ⅰ ※２

社
会
と
人
間

科学方法論 Ⅰ 前期 木 △佐々木邦子
社会科学 Ⅰ 非開講
歴史学Ⅰ Ⅰ 前期 水２ 醍醐龍馬
歴史学Ⅱ Ⅰ 前期 水 醍醐龍馬
社会思想史Ⅰ Ⅰ 前期 金 金４ 西永亮 ・
社会思想史Ⅱ Ⅰ 後期 月５ 西永亮
政治学Ⅰ Ⅰ 前期 金４ △大場崇代
政治学Ⅱ Ⅰ 後期 金４ △大場崇代
社会学Ⅰ Ⅰ 前期 火３ 須永将史
社会学Ⅱ Ⅰ 後期 月３ 火 須永将史 ・
文化人類学 Ⅰ 後期 火４ △北原モコットゥナシ

自
然
と
環
境

数学Ⅰ Ⅰ 前期 Ａ水 Ｂ木 後藤良彰 ・
数学Ⅱ Ⅰ 後期 水 後藤良彰
物理学Ⅰ Ⅰ 前期 Ａ月 Ｂ金４ 杉之原立史 ・
物理学Ⅱ Ⅰ 後期 金５ 杉之原立史
化学Ⅰ Ⅰ 前期 水２ 沼田ゆかり
化学Ⅱ Ⅰ 後期 木３ 沼田ゆかり
生物学Ⅰ Ⅰ 前期 木２ 片山昇
生物学Ⅱ Ⅰ 後期 木２ 片山昇

環境科学 Ⅰ 夏季集中
片山昇
沼田ゆかり
△小寺史浩

 

系 授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

知
地
の
基
礎

総合科目Ⅰ Ⅰ

後期 月 醍醐龍馬 外 ）小樽学

前期 金２
佐山公一
△高橋大洋
△吉田政弘

）地域とインタ
ーネットメディ
アのリテラシー

総合科目Ⅱ Ⅰ 前期 水 大津晶
田島貴裕

総合科目Ⅲ Ⅰ 後期 水

佐野博之
大津晶
白田康洋
市原啓善
齋藤健一郎
木村泰知
外

基礎数学 Ⅰ 後期 火３ Ｂ水１ 赤塚広隆 ・

基礎ゼミナール Ⅰ 前期

月１ 森谷亮太

月

須永将史
岡部善平
中村史
沼田ゆかり
安宅仁人
佐野博之
小野塚祐紀
加賀田和弘
坂柳明
國武英生
岩元尚禧
小林友彦
大津晶
副島美由紀
石井登
田島貴裕
西出崇

水
醍醐龍馬
高橋恭子
後藤良彰

金

西永亮
片山昇
宮田賢人
ジョーダン チャールズ
小林敏彦

地域活性化システム論 Ⅰ 夏季集中
伊藤一
加賀田和弘
鈴木和宏

グローバリズムと地域経済 Ⅰ 前期 水１ △高野宏康

地域学 Ⅰ 前期 金３
李済民
北川泰治郎
後藤英之

社会連携実践Ⅰ
※２ Ⅰ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰ
ﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ･ﾗｰﾆﾝ
ｸﾞ

大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾗｰ
ﾆﾝｸﾞ
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１．令和３年度 開講科目（昼間コース） 
令和３年度の開講科目は、以下の通りです。修正・変更がある場合がありますので、掲示を確認してください。
（注）教員名の前の△は、非常勤講師であることを示しています。
（注）Ａ又はＢ（ａ又はｂ）等の２つ以上にクラスが分かれている場合は、どれか一つのクラスしか履修でき

ません。

（１）共通科目  
ア 基礎科目 
系 授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

人
間
と
文
化

哲学 Ⅰ 前期 金３ 宮田賢人
＊論理学 Ⅰ 非開講
倫理学 Ⅰ 後期 火 火 宮田賢人 ・
宗教学 Ⅰ 前期 月 △堀雅彦
心理学Ⅰ Ⅰ 前期 金 金 杉山成 ・
心理学Ⅱ Ⅰ 後期 金３ 杉山成
教育学 Ⅰ 非開講
日本文学Ⅰ Ⅰ 後期 月 月５ 中村史 ・
日本文学Ⅱ Ⅰ 前期 水 中村史
＊外国文学Ⅰ Ⅰ 非開講
＊外国文学Ⅱ Ⅰ 非開講
文化論 Ⅰ 前期 月 △谷川靖郎
＊言語学 Ⅰ 非開講
＊日本語学 Ⅰ 非開講
＊比較日本文化論 Ⅰ 非開講
＊ことばと文化 Ⅰ 非開講
言語・文学特別講義（英米文学Ⅰ） Ⅰ 後期 月 高橋優季 ※１
外国語コミュニケーションⅠ Ⅰ 非開講

外国語コミュニケーションⅡ Ⅰ 後期 金４ △杉浦康則
前期 月４ 石井登

外国事情 Ⅰ ※２

社
会
と
人
間

科学方法論 Ⅰ 前期 木 △佐々木邦子
社会科学 Ⅰ 非開講
歴史学Ⅰ Ⅰ 前期 水２ 醍醐龍馬
歴史学Ⅱ Ⅰ 前期 水 醍醐龍馬
社会思想史Ⅰ Ⅰ 前期 金 金４ 西永亮 ・
社会思想史Ⅱ Ⅰ 後期 月５ 西永亮
政治学Ⅰ Ⅰ 前期 金４ △大場崇代
政治学Ⅱ Ⅰ 後期 金４ △大場崇代
社会学Ⅰ Ⅰ 前期 火３ 須永将史
社会学Ⅱ Ⅰ 後期 月３ 火 須永将史 ・
文化人類学 Ⅰ 後期 火４ △北原モコットゥナシ

自
然
と
環
境

数学Ⅰ Ⅰ 前期 Ａ水 Ｂ木 後藤良彰 ・
数学Ⅱ Ⅰ 後期 水 後藤良彰
物理学Ⅰ Ⅰ 前期 Ａ月 Ｂ金４ 杉之原立史 ・
物理学Ⅱ Ⅰ 後期 金５ 杉之原立史
化学Ⅰ Ⅰ 前期 水２ 沼田ゆかり
化学Ⅱ Ⅰ 後期 木３ 沼田ゆかり
生物学Ⅰ Ⅰ 前期 木２ 片山昇
生物学Ⅱ Ⅰ 後期 木２ 片山昇

環境科学 Ⅰ 夏季集中
片山昇
沼田ゆかり
△小寺史浩

 

系 授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

知
地
の
基
礎

総合科目Ⅰ Ⅰ

後期 月 醍醐龍馬 外 ）小樽学

前期 金２
佐山公一
△高橋大洋
△吉田政弘

）地域とインタ
ーネットメディ
アのリテラシー

総合科目Ⅱ Ⅰ 前期 水 大津晶
田島貴裕

総合科目Ⅲ Ⅰ 後期 水

佐野博之
大津晶
白田康洋
市原啓善
齋藤健一郎
木村泰知
外

基礎数学 Ⅰ 後期 火３ Ｂ水１ 赤塚広隆 ・

基礎ゼミナール Ⅰ 前期

月１ 森谷亮太

月

須永将史
岡部善平
中村史
沼田ゆかり
安宅仁人
佐野博之
小野塚祐紀
加賀田和弘
坂柳明
國武英生
岩元尚禧
小林友彦
大津晶
副島美由紀
石井登
田島貴裕
西出崇

水
醍醐龍馬
高橋恭子
後藤良彰

金

西永亮
片山昇
宮田賢人
ジョーダン チャールズ
小林敏彦

地域活性化システム論 Ⅰ 夏季集中
伊藤一
加賀田和弘
鈴木和宏

グローバリズムと地域経済 Ⅰ 前期 水１ △高野宏康

地域学 Ⅰ 前期 金３
李済民
北川泰治郎
後藤英之

社会連携実践Ⅰ
※２ Ⅰ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰ
ﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ･ﾗｰﾆﾝ
ｸﾞ

大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾗｰ
ﾆﾝｸﾞ
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系 授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

知
地
の
基
礎

社会連携実践Ⅱ
※２ Ⅰ・Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ

健
康
科
学

生活と健康 Ⅰ 非開講
予防の医学 Ⅰ 前期 金 金 高橋恭子
健康スポーツ Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 石崎香理

△花輪啓一
△細川賢一

※４健康スポーツ Ⅰｂ Ⅰ・Ⅱ 後期
健康スポーツ Ⅰｃ Ⅰ・Ⅱ 後期
健康スポーツ Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 前期 中川喜直

△瀧澤一騎
△平岡英樹

※４健康スポーツ Ⅱｂ Ⅰ・Ⅱ 後期

健康スポーツ Ⅱｃ
（スキー） Ⅰ・Ⅱ 冬季集中

中川喜直
△平岡英樹
△星野宏司
△瀧澤一騎
△吉田充
△木本理可
△塚本未来

※４

 
（注）健康スポーツで同じアルファベットの科目（ａ1とａ2等）は、どれか一つのクラスしか履修できませ

ん。
（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
※１ 「外国文学Ⅱ」を修得済みの学生は、「言語・文学特別講義（英米文学Ⅰ）」を履修することができま

せん。
※２ 「外国事情」の単位については、学則第47条の２の規定に基づくギャップイヤープログラム履修生の

単位認定に充てます。詳細については、「V．３．留学による単位認定について」の「（4）共通科目「外
国事情」の履修について」を参照してください。

※３ 平成 27年度以前入学生は、「社会連携実践」の履修方法に注意が必要です。
詳しくは「２．科目の新設・廃止・統合、配当年次・単位数・科目区分・名称変更等がある科目につい

て」を確認してください。
※４ 平成 年度以前に、

・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツｆまたは 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ （スキー）」を履修すること
ができません。

 

イ 外国語科目 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

英語Ⅰ Ⅰ 通年
カルヤヌ ダニエラ
クランキー ショーン
小林敏彦
サーマン ジョン
高橋優季
西口純代
ホルスト マーク
三ツ木真実
森谷亮太
△エドワーズ シンシア
△カルジス ジョゼフ
△川内裕子
△ケンプ ジェイミー
△デイビス マイケル
△中津川雅宣
△バロー スティーヴン
△ブランクレイ ティモシー
△フリーゼン ケンレイ
△マーフィー マーティン
△マンビ イアン
△山本久雄
△リームスト ピーター

英語Ⅰ Ⅰ 通年

英語Ⅰ Ⅰ 通年

英語Ⅰ Ⅰ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

ドイツ語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 鈴木将史
副島美由紀
△佐藤和枝
△杉浦康則
△高橋希衣

ドイツ語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 前期 火

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 後期 火

フランス語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 尾形弘人
△江口修
△小澤卓哉
△高橋純
△ヤヤウイ セドリック

フランス語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 前期 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 後期 木

中国語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 嘉瀬達男
章天明
△胡慧君
△呉秀娟
△霜鳥かおり
△谷内哲治
△裴崢
△藤井得弘
△山田敦士
△楊志剛

中国語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木

中国語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木

中国語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木

中国語Ⅱ Ⅱ 前期 火

中国語Ⅱ Ⅱ 後期 火
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系 授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

知
地
の
基
礎

社会連携実践Ⅱ
※２ Ⅰ・Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ

健
康
科
学

生活と健康 Ⅰ 非開講
予防の医学 Ⅰ 前期 金 金 高橋恭子
健康スポーツ Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 石崎香理

△花輪啓一
△細川賢一

※４健康スポーツ Ⅰｂ Ⅰ・Ⅱ 後期
健康スポーツ Ⅰｃ Ⅰ・Ⅱ 後期
健康スポーツ Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 前期 中川喜直

△瀧澤一騎
△平岡英樹

※４健康スポーツ Ⅱｂ Ⅰ・Ⅱ 後期

健康スポーツ Ⅱｃ
（スキー） Ⅰ・Ⅱ 冬季集中

中川喜直
△平岡英樹
△星野宏司
△瀧澤一騎
△吉田充
△木本理可
△塚本未来

※４

 
（注）健康スポーツで同じアルファベットの科目（ａ1とａ2等）は、どれか一つのクラスしか履修できませ

ん。
（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
※１ 「外国文学Ⅱ」を修得済みの学生は、「言語・文学特別講義（英米文学Ⅰ）」を履修することができま

せん。
※２ 「外国事情」の単位については、学則第47条の２の規定に基づくギャップイヤープログラム履修生の

単位認定に充てます。詳細については、「V．３．留学による単位認定について」の「（4）共通科目「外
国事情」の履修について」を参照してください。

※３ 平成 27年度以前入学生は、「社会連携実践」の履修方法に注意が必要です。
詳しくは「２．科目の新設・廃止・統合、配当年次・単位数・科目区分・名称変更等がある科目につい

て」を確認してください。
※４ 平成 年度以前に、

・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツｆまたは 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ （スキー）」を履修すること
ができません。

 

イ 外国語科目 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

英語Ⅰ Ⅰ 通年
カルヤヌ ダニエラ
クランキー ショーン
小林敏彦
サーマン ジョン
高橋優季
西口純代
ホルスト マーク
三ツ木真実
森谷亮太
△エドワーズ シンシア
△カルジス ジョゼフ
△川内裕子
△ケンプ ジェイミー
△デイビス マイケル
△中津川雅宣
△バロー スティーヴン
△ブランクレイ ティモシー
△フリーゼン ケンレイ
△マーフィー マーティン
△マンビ イアン
△山本久雄
△リームスト ピーター

英語Ⅰ Ⅰ 通年

英語Ⅰ Ⅰ 通年

英語Ⅰ Ⅰ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

英語Ⅱ Ⅱ 通年

ドイツ語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 鈴木将史
副島美由紀
△佐藤和枝
△杉浦康則
△高橋希衣

ドイツ語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 前期 火

ドイツ語Ⅱ Ⅱ 後期 火

フランス語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 尾形弘人
△江口修
△小澤卓哉
△高橋純
△ヤヤウイ セドリック

フランス語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 前期 木

フランス語Ⅱ Ⅱ 後期 木

中国語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 嘉瀬達男
章天明
△胡慧君
△呉秀娟
△霜鳥かおり
△谷内哲治
△裴崢
△藤井得弘
△山田敦士
△楊志剛

中国語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木

中国語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木

中国語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木

中国語Ⅱ Ⅱ 前期 火

中国語Ⅱ Ⅱ 後期 火

開
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授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

スペイン語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 石井登
△ロペスハラ サンティアゴ
△村瀬幸代

スペイン語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 前期 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 後期 木
ロシア語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 山田久就
ロシア語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木
ロシア語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木
ロシア語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木
ロシア語Ⅱ Ⅱ 前期 火
ロシア語Ⅱ Ⅱ 後期 火
韓国語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 △金昌九

△千永柱韓国語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木
韓国語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木
韓国語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木
韓国語Ⅱ Ⅱ 前期 火
韓国語Ⅱ Ⅱ 後期 火
語学研修 【２】 Ⅰ・Ⅱ ※１
※１ 「語学研修」の単位については、学則第38条の規定に基づく留学の単位認定に充てます。詳細につい

ては、「V．３．留学による単位認定について」の「（3）語学研修における単位認定について」を参照し
てください。

ウ 日本語科目 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

上級日本語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 山川史
上級日本語Ⅱ Ⅰ 後期 火 木 山川史
上級日本語Ⅲ Ⅱ 前期 火２ 木２ 山川史
上級日本語Ⅳ Ⅱ 後期 火２ 木２ 山川史
日本事情Ⅰ Ⅰ 後期 木３ 山川史
日本事情Ⅱ Ⅱ 非開講

  

 

（２）学科科目  
 
（注）自由科目は教員免許状を修得するための科目で、平成 24年度以降の入学生のみ履修可能です。
 

ア 経済学科 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

基
礎
経
済
学

基
幹
科
目

マクロ経済学 Ⅱ 後期 月 木 水島淳恵
ミクロ経済学 Ⅱ 前期 月 木 中島大輔

統計学 Ⅰ 前期 金 岩澤政宗 Ａ
後期 金 寺坂崇宏 Ｂ

経済史 Ⅱ 前期 金５ 平井進
計量経済学 Ⅱ 後期 月 水 岩澤政宗 ※１

発
展
科
目

現代経済理論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講
現代経済理論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 火２ 水島淳恵
数理統計学 Ⅲ・Ⅳ 非開講
経済データ解析論 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 月 瀬戸篤
経済学史 Ⅲ・Ⅳ 非開講
日本経済史 Ⅱ 夏季集中 △高槻泰郎
外国経済史Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国経済史Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 金 金 松家仁

応
用
経
済
学

基
幹

科
目 国際経済学 Ⅱ 前期 火 柴山千里

発
展
科
目

公共経済学 Ⅲ・Ⅳ 非開講
労働経済学 Ⅱ 非開講
産業組織論 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 金 土居直史
財政学 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 火 天野大輔
金融論 Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
国際金融と世界経済 Ⅲ・Ⅳ 前期 木 木 廣瀬健一
現代ファイナンス理論 Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
国際貿易理論 Ⅲ・Ⅳ 後期 水 柴山千里
国際マクロ経済学 Ⅲ・Ⅳ 後期 木 木 廣瀬健一

基
幹
科
目

経済数学 Ⅱ 後期 金 赤塚広隆
経済学入門Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 月 土居直史 ※２

経済学入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 後期 月

岩澤政宗
小野塚祐紀
佐野博之
土居直史
松本朋哉

発
展
科
目

経済学特別講義 Ⅱ･Ⅲ･
Ⅳ 非開講

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｂ ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ

自
由
科
目

☆日本史 Ⅰ 前期 水 △吉嶺茂樹
☆外国史 Ⅰ 非開講
☆地理学 Ⅰ 前期 金 △金森正郎
☆法学 Ⅰ 前期 木 竹村壮太郎 外
☆国際法 Ⅱ 前期 月 月 張博一

研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

※1 平成 28年度以前の入学生については、経済学科発展科目としての参入となります。
※2 「経済学入門Ⅰ」は夜間主コース科目との合同授業として、６講目に開講されます。
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授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

スペイン語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 石井登
△ロペスハラ サンティアゴ
△村瀬幸代

スペイン語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 前期 木
スペイン語Ⅱ Ⅱ 後期 木
ロシア語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 山田久就
ロシア語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木
ロシア語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木
ロシア語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木
ロシア語Ⅱ Ⅱ 前期 火
ロシア語Ⅱ Ⅱ 後期 火
韓国語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 △金昌九

△千永柱韓国語Ⅰ Ⅰ 後期 火 木
韓国語Ⅱ Ⅱ 前期 火 木
韓国語Ⅱ Ⅱ 後期 火 木
韓国語Ⅱ Ⅱ 前期 火
韓国語Ⅱ Ⅱ 後期 火
語学研修 【２】 Ⅰ・Ⅱ ※１
※１ 「語学研修」の単位については、学則第38条の規定に基づく留学の単位認定に充てます。詳細につい

ては、「V．３．留学による単位認定について」の「（3）語学研修における単位認定について」を参照し
てください。

ウ 日本語科目 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

上級日本語Ⅰ Ⅰ 前期 火 木 山川史
上級日本語Ⅱ Ⅰ 後期 火 木 山川史
上級日本語Ⅲ Ⅱ 前期 火２ 木２ 山川史
上級日本語Ⅳ Ⅱ 後期 火２ 木２ 山川史
日本事情Ⅰ Ⅰ 後期 木３ 山川史
日本事情Ⅱ Ⅱ 非開講

  

 

（２）学科科目  
 
（注）自由科目は教員免許状を修得するための科目で、平成 24年度以降の入学生のみ履修可能です。
 

ア 経済学科 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

基
礎
経
済
学

基
幹
科
目

マクロ経済学 Ⅱ 後期 月 木 水島淳恵
ミクロ経済学 Ⅱ 前期 月 木 中島大輔

統計学 Ⅰ 前期 金 岩澤政宗 Ａ
後期 金 寺坂崇宏 Ｂ

経済史 Ⅱ 前期 金５ 平井進
計量経済学 Ⅱ 後期 月 水 岩澤政宗 ※１

発
展
科
目

現代経済理論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講
現代経済理論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 火２ 水島淳恵
数理統計学 Ⅲ・Ⅳ 非開講
経済データ解析論 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 月 瀬戸篤
経済学史 Ⅲ・Ⅳ 非開講
日本経済史 Ⅱ 夏季集中 △高槻泰郎
外国経済史Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国経済史Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 金 金 松家仁

応
用
経
済
学

基
幹

科
目 国際経済学 Ⅱ 前期 火 柴山千里

発
展
科
目

公共経済学 Ⅲ・Ⅳ 非開講
労働経済学 Ⅱ 非開講
産業組織論 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 金 土居直史
財政学 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 火 天野大輔
金融論 Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
国際金融と世界経済 Ⅲ・Ⅳ 前期 木 木 廣瀬健一
現代ファイナンス理論 Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
国際貿易理論 Ⅲ・Ⅳ 後期 水 柴山千里
国際マクロ経済学 Ⅲ・Ⅳ 後期 木 木 廣瀬健一

基
幹
科
目

経済数学 Ⅱ 後期 金 赤塚広隆
経済学入門Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 月 土居直史 ※２

経済学入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 後期 月

岩澤政宗
小野塚祐紀
佐野博之
土居直史
松本朋哉

発
展
科
目

経済学特別講義 Ⅱ･Ⅲ･
Ⅳ 非開講

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｂ ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ

自
由
科
目

☆日本史 Ⅰ 前期 水 △吉嶺茂樹
☆外国史 Ⅰ 非開講
☆地理学 Ⅰ 前期 金 △金森正郎
☆法学 Ⅰ 前期 木 竹村壮太郎 外
☆国際法 Ⅱ 前期 月 月 張博一

研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

※1 平成 28年度以前の入学生については、経済学科発展科目としての参入となります。
※2 「経済学入門Ⅰ」は夜間主コース科目との合同授業として、６講目に開講されます。

開
講
科
目
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イ 商学科 

 
 
 
 
 
 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

商
学

基
幹

科
目

流通システム論Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 木 鈴木和宏
流通システム論Ⅱ Ⅱ 後期 木 多田伶

発
展
科
目

マーケティング Ⅱ 前期 月 火 近藤公彦
貿易論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
マーケティング行動論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
チャネル・マネジメント Ⅲ・Ⅳ 前期 木 木 猪口純路
国際マーケティング Ⅲ・Ⅳ 前期 月 木 プラート カロラス
保険論 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 木 中浜隆
金融市場論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 月 齋藤一朗
商学特講（証券投資と金
融リテラシー） Ⅲ・Ⅳ 前期 水 齋藤一朗 外 ※１

日本証券業協会提供講座
商学特講（地域金融と信
用金庫） Ⅲ・Ⅳ 後期 金 中浜隆 外 ※１

北海道信用金庫提供講座

経
営
学

基
幹
科
目

経営学原理Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 月６ △加藤敬太 ※２
経営学原理Ⅱ Ⅱ 後期 月 △加藤敬太
経営管理論 Ⅱ 前期 金 金 玉井健一

発
展
科
目

経営史 Ⅱ 後期 月 火 高田聡
経営学説史 ２ Ⅲ・Ⅳ 後期 火 西村友幸

経営組織論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
＊旧：組織行動論

労務管理論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 金 金鎔基
財務管理論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
国際経営論 Ⅲ・Ⅳ 前期 火 火 李濟民

企業と社会 Ⅲ・Ⅳ 非開講
＊旧：環境経営論

中小企業論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
経営学特講 Ⅲ・Ⅳ 非開講
経営戦略論 Ⅲ・Ⅳ 後期 金 金 内田純一

会
計
学

基
幹
科
目

簿記原理 Ⅰ 後期 月 石井孝和
市原啓善 ・

応用簿記 Ⅱ 前期 月 市原啓善
経営と会計 Ⅱ 後期 木 堺昌彦

発
展
科
目

財務会計論 Ⅱ 後期 火 金 石川業
原価計算論 Ⅱ 前期 月 火 上山晋平
管理会計論 Ⅲ・Ⅳ 前期 水 木 乙政佐吉
監査論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
国際会計論 Ⅲ・Ⅳ 前期 火 金 石井孝和
組織と会計 Ⅲ・Ⅳ 非開講
税務会計論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 水 市原啓善
会計学特講（北海道税理
士会租税講座） Ⅲ・Ⅳ 後期 水 石川業 外 ※３

会計学特講（財務会計論
特講） Ⅲ・Ⅳ 前期 金 石川業 ※３

発
展
科
目

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ

 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

英

語

専

修

基
幹
科
目

英語学概論Ⅰ Ⅰ 前期 金 西口純代
英語学概論Ⅱ Ⅰ 前期 水 カルヤヌ ダニエラ
英文学史Ⅰ Ⅰ 前期 木 高橋優季
英文学概論Ⅰ Ⅰ 前期 月 羽村貴史
英語コミュニケーションⅠ Ⅰ 後期 火 ホルスト マーク
比較文化Ⅰ Ⅰ 前期 火 ホルスト マーク

発
展
科
目

言語学概論 Ⅱ 後期 水 クランキー ショーン
英語学概論Ⅲ Ⅱ 後期 水 カルヤヌ ダニエラ
英語学Ⅰ Ⅱ 非開講
英語学Ⅱ Ⅱ 後期 月 カルヤヌ ダニエラ
英文学史Ⅱ Ⅱ 後期 金 高橋優季
英文学概論Ⅱ Ⅱ 非開講
英文学Ⅰ Ⅱ 非開講
英文学Ⅱ Ⅱ 前期 火 羽村貴史
英作文Ⅰ Ⅱ 後期 月 カルヤヌ ダニエラ
英作文Ⅱ Ⅱ 前期 月 カルヤヌ ダニエラ
英語コミュニケーションⅡ Ⅱ 非開講
英語コミュニケーションⅢ Ⅱ 非開講
英語コミュニケーションⅣ Ⅱ 非開講
比較文化Ⅱ Ⅱ 非開講

比較文化Ⅲ Ⅱ 後期 木
ホルスト マーク
森谷亮太

比較文化Ⅳ Ⅱ 非開講

自
由
科
目

☆英語上級Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
☆英語上級Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 月 サーマン ジョン ※
☆英語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
☆英語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
☆ビジネス英語Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 前期 木 クランキー ショーン ※
☆ビジネス英語Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 木２ クランキー ショーン ※
☆英語学特講Ⅰ Ⅱ 非開講 ※
☆英語学特講Ⅱ Ⅱ 後期 水 西口純代 ※
☆英文学特講Ⅰ Ⅱ 非開講 ※
☆英文学特講Ⅱ Ⅱ 前期 水 羽村貴史 ※
☆職業指導 Ⅱ 非開講

研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

（注）英語専修の科目及び自由科目は、主に英語の教育職員免許状を取得するための科目です。卒業所要単位
への算入については、「Ⅰ．教育課程」の「3.小樽商科大学の教育課程（3）卒業に必要な単位数」を参
照してください。

（注）＊のついている授業科目は学則上廃止された科目です。
※１ 「商学特講（証券投資と金融リテラシー）」と「商学特講（地域金融と信用金庫）」は、それぞれ独立

した科目であり、両方を履修することが可能です。ただし、「商学特講（地域金融と信用金庫）」は、
平成 30 年度開講の「商学特講」及び平成 29 年度以前開講の「地域市場システム論」を修得済みの学
生は履修できません。

※２ 「経営学原理Ⅰ」は、昼夜開講科目として６講目に開講されます。
※３ 「会計学特講（北海道税理士会租税講座）」と「会計学特講（財務会計論）」は、それぞれ独立した科

目であり、両方を履修することが可能です。ただし、「会計学特講（北海道税理士会租税講座）」は、
2019 年度に開講した「会計学特講（日税連寄附講座）」、平成29年度・30年度に開講した「会計学特
講」を修得済みの学生は履修できません。
なお、「会計学特講（財務会計論特講）」は、2019年度に開講した「会計学特講（財務会計（発展））」、

平成25年度・27年度に開講した「会計学特講」とは別科目となります。
※4 これらの自由科目は、平成 30年度以前入学生は、「専門共通科目」として卒業所要単位へ算入できま

す。
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イ 商学科 

 
 
 
 
 
 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

商
学

基
幹

科
目

流通システム論Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 木 鈴木和宏
流通システム論Ⅱ Ⅱ 後期 木 多田伶

発
展
科
目

マーケティング Ⅱ 前期 月 火 近藤公彦
貿易論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
マーケティング行動論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
チャネル・マネジメント Ⅲ・Ⅳ 前期 木 木 猪口純路
国際マーケティング Ⅲ・Ⅳ 前期 月 木 プラート カロラス
保険論 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 木 中浜隆
金融市場論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 月 齋藤一朗
商学特講（証券投資と金
融リテラシー） Ⅲ・Ⅳ 前期 水 齋藤一朗 外 ※１

日本証券業協会提供講座
商学特講（地域金融と信
用金庫） Ⅲ・Ⅳ 後期 金 中浜隆 外 ※１

北海道信用金庫提供講座

経
営
学

基
幹
科
目

経営学原理Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 月６ △加藤敬太 ※２
経営学原理Ⅱ Ⅱ 後期 月 △加藤敬太
経営管理論 Ⅱ 前期 金 金 玉井健一

発
展
科
目

経営史 Ⅱ 後期 月 火 高田聡
経営学説史 ２ Ⅲ・Ⅳ 後期 火 西村友幸

経営組織論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
＊旧：組織行動論

労務管理論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 金 金鎔基
財務管理論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
国際経営論 Ⅲ・Ⅳ 前期 火 火 李濟民

企業と社会 Ⅲ・Ⅳ 非開講
＊旧：環境経営論

中小企業論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
経営学特講 Ⅲ・Ⅳ 非開講
経営戦略論 Ⅲ・Ⅳ 後期 金 金 内田純一

会
計
学

基
幹
科
目

簿記原理 Ⅰ 後期 月 石井孝和
市原啓善 ・

応用簿記 Ⅱ 前期 月 市原啓善
経営と会計 Ⅱ 後期 木 堺昌彦

発
展
科
目

財務会計論 Ⅱ 後期 火 金 石川業
原価計算論 Ⅱ 前期 月 火 上山晋平
管理会計論 Ⅲ・Ⅳ 前期 水 木 乙政佐吉
監査論 Ⅲ・Ⅳ 非開講
国際会計論 Ⅲ・Ⅳ 前期 火 金 石井孝和
組織と会計 Ⅲ・Ⅳ 非開講
税務会計論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 水 市原啓善
会計学特講（北海道税理
士会租税講座） Ⅲ・Ⅳ 後期 水 石川業 外 ※３

会計学特講（財務会計論
特講） Ⅲ・Ⅳ 前期 金 石川業 ※３

発
展
科
目

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ

 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

英

語

専

修

基
幹
科
目

英語学概論Ⅰ Ⅰ 前期 金 西口純代
英語学概論Ⅱ Ⅰ 前期 水 カルヤヌ ダニエラ
英文学史Ⅰ Ⅰ 前期 木 高橋優季
英文学概論Ⅰ Ⅰ 前期 月 羽村貴史
英語コミュニケーションⅠ Ⅰ 後期 火 ホルスト マーク
比較文化Ⅰ Ⅰ 前期 火 ホルスト マーク

発
展
科
目

言語学概論 Ⅱ 後期 水 クランキー ショーン
英語学概論Ⅲ Ⅱ 後期 水 カルヤヌ ダニエラ
英語学Ⅰ Ⅱ 非開講
英語学Ⅱ Ⅱ 後期 月 カルヤヌ ダニエラ
英文学史Ⅱ Ⅱ 後期 金 高橋優季
英文学概論Ⅱ Ⅱ 非開講
英文学Ⅰ Ⅱ 非開講
英文学Ⅱ Ⅱ 前期 火 羽村貴史
英作文Ⅰ Ⅱ 後期 月 カルヤヌ ダニエラ
英作文Ⅱ Ⅱ 前期 月 カルヤヌ ダニエラ
英語コミュニケーションⅡ Ⅱ 非開講
英語コミュニケーションⅢ Ⅱ 非開講
英語コミュニケーションⅣ Ⅱ 非開講
比較文化Ⅱ Ⅱ 非開講

比較文化Ⅲ Ⅱ 後期 木
ホルスト マーク
森谷亮太

比較文化Ⅳ Ⅱ 非開講

自
由
科
目

☆英語上級Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
☆英語上級Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 月 サーマン ジョン ※
☆英語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
☆英語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 非開講 ※
☆ビジネス英語Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 前期 木 クランキー ショーン ※
☆ビジネス英語Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 木２ クランキー ショーン ※
☆英語学特講Ⅰ Ⅱ 非開講 ※
☆英語学特講Ⅱ Ⅱ 後期 水 西口純代 ※
☆英文学特講Ⅰ Ⅱ 非開講 ※
☆英文学特講Ⅱ Ⅱ 前期 水 羽村貴史 ※
☆職業指導 Ⅱ 非開講

研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

（注）英語専修の科目及び自由科目は、主に英語の教育職員免許状を取得するための科目です。卒業所要単位
への算入については、「Ⅰ．教育課程」の「3.小樽商科大学の教育課程（3）卒業に必要な単位数」を参
照してください。

（注）＊のついている授業科目は学則上廃止された科目です。
※１ 「商学特講（証券投資と金融リテラシー）」と「商学特講（地域金融と信用金庫）」は、それぞれ独立

した科目であり、両方を履修することが可能です。ただし、「商学特講（地域金融と信用金庫）」は、
平成 30 年度開講の「商学特講」及び平成 29 年度以前開講の「地域市場システム論」を修得済みの学
生は履修できません。

※２ 「経営学原理Ⅰ」は、昼夜開講科目として６講目に開講されます。
※３ 「会計学特講（北海道税理士会租税講座）」と「会計学特講（財務会計論）」は、それぞれ独立した科

目であり、両方を履修することが可能です。ただし、「会計学特講（北海道税理士会租税講座）」は、
2019 年度に開講した「会計学特講（日税連寄附講座）」、平成29年度・30年度に開講した「会計学特
講」を修得済みの学生は履修できません。
なお、「会計学特講（財務会計論特講）」は、2019年度に開講した「会計学特講（財務会計（発展））」、

平成25年度・27年度に開講した「会計学特講」とは別科目となります。
※4 これらの自由科目は、平成 30年度以前入学生は、「専門共通科目」として卒業所要単位へ算入できま

す。

開
講
科
目
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ウ 企業法学科 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

基
礎
法

基
幹
科
目

憲法・基礎Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 後期 木 坂東雄介
憲法・基礎Ⅱ Ⅱ 前期 水 坂東雄介
行政法Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 後期 火 金 齋藤健一郎
民法・基礎Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 後期 金 岩本尚禧
民法・基礎Ⅱ Ⅱ 前期 金 竹村壮太郎
刑法Ⅰ Ⅱ 前期 火 金 菅沼真也子
法学 Ⅰ 前期 木 竹村壮太郎 外 ※

発
展
科
目

憲法Ⅱ Ⅱ 後期 月 月 小倉一志
行政法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 月 水 石黒匡人
租税法 Ⅲ・Ⅳ 前期 木 石黒匡人
民法Ⅱ Ⅱ 後期 火 木 竹村壮太郎
民法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 前期 月 月 橋本伸
民法Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 後期 月 岩本尚禧
刑法Ⅱ Ⅱ 非開講
国際法 Ⅱ 前期 月 月 張博一
国際機構論 Ⅱ 後期 月 張博一
基礎法特講（刑訴） Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 後期 水 菅沼真也子

企
業
法

基
幹

科
目 商法Ⅰ Ⅱ 前期 月 木 高橋周史

発
展
科
目

商法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 月 火 多木誠一郎
商法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 後期 木 金 河森計二
経済法 Ⅲ・Ⅳ 夏季集中 △姜連甲
知的財産法 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 火 才原慶道
労働法 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 木 國武英生
社会保障法 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 木 片桐由喜
国際経済法 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 金 小林友彦
企業法特講
（民事手続法） Ⅲ・Ⅳ 前期 水 △佐藤眞紀世 ※２

発
展
科
目

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ

大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ

自
由
科
目

☆日本史 Ⅰ 前期 水 △吉嶺茂樹
☆外国史 Ⅰ 非開講
☆地理学 Ⅰ 前期 金 △金森正郎

☆経済学入門Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 Ａ月
Ｂ月

中村健一
土居直史

☆経済学入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 後期 月

岩澤政宗
小野塚祐紀
佐野博之
土居直史
松本朋哉

☆国際経済学 Ⅱ 前期 火 柴山千里
研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

※１ 「法学」は、昼夜開講科目として６講目に開講されます。
※２ 「企業法特講（民事手続法）」は、平成 29 年度以前に開講された「民事手続法」を修得済みの学生は

履修できません。

 

エ 社会情報学科 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

計
画
科
学

基
幹
科
目

オペレーションズ・リサ
ーチ Ⅱ 前期 月

ジョーダン チャ
ールズ

統計科学 Ⅱ 後期 水 小泉大城
計画数学Ⅰ Ⅱ 前期 水 小泉大城
計画数学Ⅱ Ⅱ 後期 月 小泉大城

発
展
科
目

社会計画Ⅰ Ⅱ 前期 火 大津晶 ※
社会計画Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 木 大津晶 ※

計画科学Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 後期 月
ジョーダン チャ
ールズ

※

計画科学Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 夏季集中 △原口和也 ※
意思決定論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 前期 木 片岡駿 ※
意思決定論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 木 片岡駿 ※

組
織
と
情
報

基
幹
科
目

経営システム基礎 Ⅱ 前期 月 平沢尚毅

情報システム管理論 Ⅱ 前期 月 三浦克宜

発
展
科
目

プロジェクトマネジメ
ント Ⅱ 後期 火

平沢尚毅
深田秀実

※４

組織コミュニケーショ
ン論 Ⅱ 後期 金 阿部孝太郎

デジタルデザイン論 Ⅱ 前期 木 平沢尚毅
システム戦略論 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 深田秀実
組織情報論 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 阿部孝太郎
社会情報論 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 △石井和平
情報システム構築論 Ⅲ・Ⅳ 後期 金 三浦克宜
＊実践プロジェクトマ
ネジメント Ⅲ・Ⅳ 非開講

ビジネスシステム論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 △石井和平

社
会
と
情
報

基
幹
科
目

知識科学基礎 Ⅱ 後期 金 木村泰知
情報処理Ⅰ Ⅱ 前期 火 加地太一 ※５
情報処理Ⅱ Ⅱ 後期 金 木村泰知 ※５

発
展
科
目

情報数理 Ⅱ 後期 木 沼澤政信
ソフトウェア科学 Ⅱ 後期 月 月 加地太一 ※
認知科学 Ⅲ・Ⅳ 後期 水 金 佐山公一
コンピュータネットワ
ーク論 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 夏季 三谷和史

情報と職業 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 △中山由之
応用情報論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 前期 水 三浦克宜
応用情報論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 非開講

基
幹
科
目

社会情報入門Ⅰ Ⅰ 前期 金
佐山公一
木村泰知

社会情報入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 後期 金
沼澤政信
深田秀実

情報処理基礎 Ⅰ・Ⅱ 後期 木 沼澤政信
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ウ 企業法学科 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

基
礎
法

基
幹
科
目

憲法・基礎Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 後期 木 坂東雄介
憲法・基礎Ⅱ Ⅱ 前期 水 坂東雄介
行政法Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 後期 火 金 齋藤健一郎
民法・基礎Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 後期 金 岩本尚禧
民法・基礎Ⅱ Ⅱ 前期 金 竹村壮太郎
刑法Ⅰ Ⅱ 前期 火 金 菅沼真也子
法学 Ⅰ 前期 木 竹村壮太郎 外 ※

発
展
科
目

憲法Ⅱ Ⅱ 後期 月 月 小倉一志
行政法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 月 水 石黒匡人
租税法 Ⅲ・Ⅳ 前期 木 石黒匡人
民法Ⅱ Ⅱ 後期 火 木 竹村壮太郎
民法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 前期 月 月 橋本伸
民法Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 後期 月 岩本尚禧
刑法Ⅱ Ⅱ 非開講
国際法 Ⅱ 前期 月 月 張博一
国際機構論 Ⅱ 後期 月 張博一
基礎法特講（刑訴） Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 後期 水 菅沼真也子

企
業
法

基
幹

科
目 商法Ⅰ Ⅱ 前期 月 木 高橋周史

発
展
科
目

商法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 月 火 多木誠一郎
商法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 後期 木 金 河森計二
経済法 Ⅲ・Ⅳ 夏季集中 △姜連甲
知的財産法 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 火 才原慶道
労働法 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 木 國武英生
社会保障法 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 木 片桐由喜
国際経済法 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 金 小林友彦
企業法特講
（民事手続法） Ⅲ・Ⅳ 前期 水 △佐藤眞紀世 ※２

発
展
科
目

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ

大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ

自
由
科
目

☆日本史 Ⅰ 前期 水 △吉嶺茂樹
☆外国史 Ⅰ 非開講
☆地理学 Ⅰ 前期 金 △金森正郎

☆経済学入門Ⅰ Ⅰ・Ⅱ 前期 Ａ月
Ｂ月

中村健一
土居直史

☆経済学入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 後期 月

岩澤政宗
小野塚祐紀
佐野博之
土居直史
松本朋哉

☆国際経済学 Ⅱ 前期 火 柴山千里
研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

※１ 「法学」は、昼夜開講科目として６講目に開講されます。
※２ 「企業法特講（民事手続法）」は、平成 29 年度以前に開講された「民事手続法」を修得済みの学生は

履修できません。

 

エ 社会情報学科 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

計
画
科
学

基
幹
科
目

オペレーションズ・リサ
ーチ Ⅱ 前期 月

ジョーダン チャ
ールズ

統計科学 Ⅱ 後期 水 小泉大城
計画数学Ⅰ Ⅱ 前期 水 小泉大城
計画数学Ⅱ Ⅱ 後期 月 小泉大城

発
展
科
目

社会計画Ⅰ Ⅱ 前期 火 大津晶 ※
社会計画Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 木 大津晶 ※

計画科学Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 後期 月
ジョーダン チャ
ールズ

※

計画科学Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 夏季集中 △原口和也 ※
意思決定論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 前期 木 片岡駿 ※
意思決定論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 後期 木 片岡駿 ※

組
織
と
情
報

基
幹
科
目

経営システム基礎 Ⅱ 前期 月 平沢尚毅

情報システム管理論 Ⅱ 前期 月 三浦克宜

発
展
科
目

プロジェクトマネジメ
ント Ⅱ 後期 火

平沢尚毅
深田秀実

※４

組織コミュニケーショ
ン論 Ⅱ 後期 金 阿部孝太郎

デジタルデザイン論 Ⅱ 前期 木 平沢尚毅
システム戦略論 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 深田秀実
組織情報論 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 阿部孝太郎
社会情報論 Ⅲ・Ⅳ 後期 月 △石井和平
情報システム構築論 Ⅲ・Ⅳ 後期 金 三浦克宜
＊実践プロジェクトマ
ネジメント Ⅲ・Ⅳ 非開講

ビジネスシステム論 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 △石井和平

社
会
と
情
報

基
幹
科
目

知識科学基礎 Ⅱ 後期 金 木村泰知
情報処理Ⅰ Ⅱ 前期 火 加地太一 ※５
情報処理Ⅱ Ⅱ 後期 金 木村泰知 ※５

発
展
科
目

情報数理 Ⅱ 後期 木 沼澤政信
ソフトウェア科学 Ⅱ 後期 月 月 加地太一 ※
認知科学 Ⅲ・Ⅳ 後期 水 金 佐山公一
コンピュータネットワ
ーク論 Ⅲ・Ⅳ 前期 金 夏季 三谷和史

情報と職業 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 △中山由之
応用情報論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 前期 水 三浦克宜
応用情報論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 非開講

基
幹
科
目

社会情報入門Ⅰ Ⅰ 前期 金
佐山公一
木村泰知

社会情報入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 後期 金
沼澤政信
深田秀実

情報処理基礎 Ⅰ・Ⅱ 後期 木 沼澤政信
 
 
 
 
 
 

開
講
科
目
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授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

発
展
科
目

社会情報特講Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講
社会情報特講Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 夏季集中 △穴澤務
社会情報特講Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 非開講

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ
自
由

科
目 ☆職業指導 Ⅱ 非開講
研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
   ※1「社会計画」を修得済みの学生は、「社会計画Ⅰ」「社会計画Ⅱ」を履修することができません。
   ※2「計画科学」を修得済みの学生は、「計画科学Ⅰ」「計画科学Ⅱ」を履修することができません。
   ※3「意思決定論」を修得済みの学生は、「意思決定論Ⅰ」「意思決定論Ⅱ」を履修することができません。

 ※４「プロジェクトマネジメント基礎」を修得済みの学生は、「プロジェクトマネジメント」を履修するこ
とができません。

 ※５「情報処理」を修得済みの学生は、「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」を履修することができません。
 ※６「ソフトウェア科学」については、2019 年度以前入学生は、従来どおり３年次以上にならなければ

履修できません。
  

 

オ 専門共通科目 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

現代哲学論 Ⅱ 非開講
現代心理学 Ⅱ 非開講
文学と人間 Ⅱ 後期 水 中村史
現代思想 Ⅱ 後期 水 西永亮
現代の社会 Ⅱ 非開講
歴史と社会 Ⅱ 非開講
現代の化学 Ⅱ 非開講
自然と物理学 Ⅱ 非開講
現代の生物学 Ⅱ 後期 金 片山昇 ＊旧：食糧生産と環境

現代の数学Ⅰ Ⅱ 非開講
現代の数学Ⅱ Ⅱ 非開講
人間科学論 Ⅱ 前期 水 石崎香理
国際コミュニケーションⅠ Ⅱ 非開講
国際コミュニケーションⅡ Ⅱ 非開講
外国語上級Ⅰ（ドイツ語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 副島美由紀
外国語上級Ⅰ（フランス語） Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国語上級Ⅰ（中国語） Ⅲ・Ⅳ 前期 火 嘉瀬達男
外国語上級Ⅰ（スペイン語） Ⅲ・Ⅳ 前期 火 石井登
外国語上級Ⅰ（ロシア語） Ⅲ・Ⅳ 前期 木 山田久就
外国語上級Ⅰ（韓国語） Ⅲ・Ⅳ 前期 火 △金昌丸
外国語上級Ⅱ（ドイツ語） Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国語上級Ⅱ（フランス語） Ⅲ・Ⅳ 後期 木 △ヤウヤウイ セドリック

外国語上級Ⅱ（中国語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 嘉瀬達男
外国語上級Ⅱ（スペイン語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 石井登
外国語上級Ⅱ（ロシア語） Ⅲ・Ⅳ 後期 木 山田久就
外国語上級Ⅱ（韓国語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 △金昌丸
外国語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 非開講

アジア・オセアニア事情 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
プラート カロラス
クランキー ショーン
池田真介
松本朋哉
猪口純路
山川史
王力勇
小林広治
森谷亮太
カルヤヌ ダニエラ

ヨーロッパ事情 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

アメリカ事情 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年
 
（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
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授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

発
展
科
目

社会情報特講Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 非開講
社会情報特講Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 夏季集中 △穴澤務
社会情報特講Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 非開講

社会連携実践Ⅲ Ⅱ

大津晶
松家仁
加賀田和弘
岩本尚禧
深田秀実

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

大津晶 ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ
大津晶 外 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ応用

卒業研究 Ⅲ
自
由

科
目 ☆職業指導 Ⅱ 非開講
研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年

（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
   ※1「社会計画」を修得済みの学生は、「社会計画Ⅰ」「社会計画Ⅱ」を履修することができません。
   ※2「計画科学」を修得済みの学生は、「計画科学Ⅰ」「計画科学Ⅱ」を履修することができません。
   ※3「意思決定論」を修得済みの学生は、「意思決定論Ⅰ」「意思決定論Ⅱ」を履修することができません。

 ※４「プロジェクトマネジメント基礎」を修得済みの学生は、「プロジェクトマネジメント」を履修するこ
とができません。

 ※５「情報処理」を修得済みの学生は、「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」を履修することができません。
 ※６「ソフトウェア科学」については、2019 年度以前入学生は、従来どおり３年次以上にならなければ

履修できません。
  

 

オ 専門共通科目 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考

現代哲学論 Ⅱ 非開講
現代心理学 Ⅱ 非開講
文学と人間 Ⅱ 後期 水 中村史
現代思想 Ⅱ 後期 水 西永亮
現代の社会 Ⅱ 非開講
歴史と社会 Ⅱ 非開講
現代の化学 Ⅱ 非開講
自然と物理学 Ⅱ 非開講
現代の生物学 Ⅱ 後期 金 片山昇 ＊旧：食糧生産と環境

現代の数学Ⅰ Ⅱ 非開講
現代の数学Ⅱ Ⅱ 非開講
人間科学論 Ⅱ 前期 水 石崎香理
国際コミュニケーションⅠ Ⅱ 非開講
国際コミュニケーションⅡ Ⅱ 非開講
外国語上級Ⅰ（ドイツ語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 副島美由紀
外国語上級Ⅰ（フランス語） Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国語上級Ⅰ（中国語） Ⅲ・Ⅳ 前期 火 嘉瀬達男
外国語上級Ⅰ（スペイン語） Ⅲ・Ⅳ 前期 火 石井登
外国語上級Ⅰ（ロシア語） Ⅲ・Ⅳ 前期 木 山田久就
外国語上級Ⅰ（韓国語） Ⅲ・Ⅳ 前期 火 △金昌九
外国語上級Ⅱ（ドイツ語） Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国語上級Ⅱ（フランス語） Ⅲ・Ⅳ 後期 木 △ヤヤウイ セドリック

外国語上級Ⅱ（中国語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 嘉瀬達男
外国語上級Ⅱ（スペイン語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 石井登
外国語上級Ⅱ（ロシア語） Ⅲ・Ⅳ 後期 木 山田久就
外国語上級Ⅱ（韓国語） Ⅲ・Ⅳ 後期 火 △金昌九
外国語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 非開講
外国語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 非開講

アジア・オセアニア事情 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
プラート カロラス
クランキー ショーン
池田真介
松本朋哉
猪口純路
山川史
王力勇
小林広治
森谷亮太
カルヤヌ ダニエラ

ヨーロッパ事情 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

アメリカ事情 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

研究指導 Ⅲ・Ⅳ 通年
 
（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
 

開
講
科
目
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カ 教職共通科目（昼間コース・夜間主コース共通） 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考 令和 年度

開講予定

教

職

に

関

す

る

科

目

教職論 Ⅱ 前期 月 安宅仁人 〇

教育原理 Ⅱ 前期 Ａ水 Ｂ木 安宅仁人
＊旧：教育
の歴史 〇

教育心理 Ⅰ 前期 木 △浅村亮彦 〇
★特別支援教育 Ⅱ･Ⅲ 前期 火 △古原祥子 〇
教育制度 Ⅰ 後期 Ａ木 Ｂ木 安宅仁人 〇

商業科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 前期 火
△田中修一
△越前元博

×

商業科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 後期 火
△田中修一
△越前元博

×

☆社会科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 後期 木 △菊地達夫 ×
☆社会科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 前期 木 △吉田徹 ×
☆社会科・公民科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
☆社会科・公民科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
英語科教育法Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 後期 金 三ツ木真実 〇
英語科教育法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 月 サーマン ジョン 〇
英語科教育法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 前期 金 小林敏彦 〇
★英語科教育法Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 後期 金 サーマン ジョン ○
情報科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
情報科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
道徳教育 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 安宅仁人 〇
教育課程論 Ⅱ 前期 金 岡部善平 〇

★「総合的な学習の時間」
指導法

Ⅱ･Ⅲ 前期 火
岡部善平
安宅仁人
外

×

☆特別活動論 Ⅱ 非開講 〇
教育方法 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 岡部善平 〇
生徒指導 Ⅱ 前期 金 岡部善平 〇
教育相談 Ⅲ・Ⅳ 前期 水 △渡邊誠 〇

事前・事後指導 Ⅳ

岡部善平
安宅仁人
サーマン ジョン
三ツ木真実

〇

教育実習Ⅰ Ⅳ

岡部善平
安宅仁人
サーマン ジョン
三ツ木真実

〇

教育実習Ⅱ Ⅳ

岡部善平
安宅仁人
サーマン ジョン
三ツ木真実

〇

教職実践演習（中・高） Ⅳ 後期 月 安宅仁人 外 〇

そ
の
他

の
科
目

情報機器概論 Ⅰ 前期 火 △金子義之 〇

（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
（注）☆がついている科目は、平成 24年度以降の入学生のみ履修可能です。

★がついている科目は、2019年度以降の入学生のみ履修可能です。
（注）6講目に開講されている教職共通科目は、昼間コースの学生も履修できます。

 

（３）国際交流科目  
 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考
グローカルマネジメント入門 Ⅰ 後期 火 近藤公彦 外
ビジネス経済学Ⅰ Ⅰ 後期 月３ 水 池田真介 秋ｸｫｰﾀｰ
ビジネス経済学Ⅱ Ⅱ 前期 金 金 池田真介 春ｸｫｰﾀｰ
実証研究入門 Ⅱ 後期 月 月 小野塚祐紀 秋ｸｫｰﾀｰ
※国際経済学 Ⅱ 非開講
グローカルフィールドワークⅠ Ⅲ・Ⅳ 前期 松本朋哉

王力勇グローカルフィールドワークⅡ Ⅲ・Ⅳ 後期
日本経済 Ⅱ 前期 月 月 松本朋哉 春ｸｫｰﾀｰ
※アジア太平洋経済協力 Ⅲ 非開講
国際開発協力 Ⅲ・Ⅳ 後期 金 金 松本朋哉 秋ｸｫｰﾀｰ
アジア太平洋におけるマーケティング戦略 Ⅲ 後期 月２ 水 王力勇 春ｸｫｰﾀｰ

世界の中の日本企業 Ⅲ 後期 火２ 木２
王力勇
小林広治

秋ｸｫｰﾀｰ

日本的経営入門 Ⅱ 前期 月 木
王力勇
小林広治

夏ｸｫｰﾀｰ

観光マーケティング Ⅱ 前期 月 水 王力勇 春ｸｫｰﾀｰ
グローバル経済学特講 Ⅲ・Ⅳ 非開講
グローバル商学特講 ２ Ⅲ・Ⅳ 非開講
グローカルインターンシップⅠ Ⅰ 通年 松本朋哉

池田真介グローカルインターンシップⅡ Ⅰ 通年
グローカルセミナーⅠ Ⅰ 後期 金 森谷亮太
グローカルセミナーⅡ Ⅱ 前期 金５ プラート カロラス 外

グローカルセミナーⅢ Ⅲ・Ⅳ
前期 火４ 木４ 松本朋哉

池田真介
王力勇
小林広治

後期 火４ 木４

グローカルセミナーⅣ Ⅲ・Ⅳ
前期 火４ 木４
後期 火４ 木４

研究論文Ⅰ Ⅲ・Ⅳ
前期 木５ 松本朋哉

池田真介
王力勇
小林広治

後期 木

研究論文Ⅱ ２ Ⅲ・Ⅳ
前期 木５
後期 木

外国の大学等に留学して履修した授業科目
（注）＊のついた授業科目は規程上廃止された科目です。
（注）国際交流科目のうち、本学の学生が上記の科目を履修した場合、別表の授業科目区分に算入する。

別 表  
授業科目 単位数 本学の学生が履修した場合の授業科目区分

グローカルマネジメント入門 学科科目 商学科・発展科目
ビジネス経済学Ⅰ 学科科目 経済学科・発展科目
ビジネス経済学Ⅱ 学科科目 経済学科・発展科目
実証研究入門 学科科目 経済学科・発展科目
国際経済学 学科科目 経済学科・基幹科目
グローカルフィールドワークⅠ 学科科目 経済学科／商学科・発展科目
グローカルフィールドワークⅡ 学科科目 経済学科／商学科・発展科目
日本経済 学科科目 経済学科・発展科目
アジア太平洋経済協力 学科科目 経済学科・発展科目

34

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   3432100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   34 2021/03/04   10:45:562021/03/04   10:45:56



カ 教職共通科目（昼間コース・夜間主コース共通） 
授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考 令和 年度

開講予定

教

職

に

関

す

る

科

目

教職論 Ⅱ 前期 月 安宅仁人 〇

教育原理 Ⅱ 前期 Ａ水 Ｂ木 安宅仁人
＊旧：教育
の歴史 〇

教育心理 Ⅰ 前期 木 △浅村亮彦 〇
★特別支援教育 Ⅱ･Ⅲ 前期 火 △古原祥子 〇
教育制度 Ⅰ 後期 Ａ木 Ｂ木 安宅仁人 〇

商業科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 前期 火
△田中修一
△越前元博

×

商業科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 後期 火
△田中修一
△越前元博

×

☆社会科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 後期 木 △菊地達夫 ×
☆社会科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 前期 木 △吉田徹 ×
☆社会科・公民科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
☆社会科・公民科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
英語科教育法Ⅰ Ⅲ・Ⅳ 後期 金 三ツ木真実 〇
英語科教育法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 前期 月 サーマン ジョン 〇
英語科教育法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 前期 金 小林敏彦 〇
★英語科教育法Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 後期 金 サーマン ジョン ○
情報科教育法Ⅰ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
情報科教育法Ⅱ Ⅱ・Ⅲ 非開講 〇
道徳教育 Ⅲ・Ⅳ 後期 火 安宅仁人 〇
教育課程論 Ⅱ 前期 金 岡部善平 〇

★「総合的な学習の時間」
指導法

Ⅱ･Ⅲ 前期 火
岡部善平
安宅仁人
外

×

☆特別活動論 Ⅱ 非開講 〇
教育方法 Ⅲ・Ⅳ 前期 月 岡部善平 〇
生徒指導 Ⅱ 前期 金 岡部善平 〇
教育相談 Ⅲ・Ⅳ 前期 水 △渡邊誠 〇

事前・事後指導 Ⅳ

岡部善平
安宅仁人
サーマン ジョン
三ツ木真実

〇

教育実習Ⅰ Ⅳ

岡部善平
安宅仁人
サーマン ジョン
三ツ木真実

〇

教育実習Ⅱ Ⅳ

岡部善平
安宅仁人
サーマン ジョン
三ツ木真実

〇

教職実践演習（中・高） Ⅳ 後期 月 安宅仁人 外 〇

そ
の
他

の
科
目

情報機器概論 Ⅰ 前期 火 △金子義之 〇

（注）＊のついた授業科目は学則上廃止された科目です。
（注）☆がついている科目は、平成 24年度以降の入学生のみ履修可能です。

★がついている科目は、2019年度以降の入学生のみ履修可能です。
（注）6講目に開講されている教職共通科目は、昼間コースの学生も履修できます。

 

（３）国際交流科目  
 

授業科目 単位数 配当年次 実施期間 時間割 担当者 備考
グローカルマネジメント入門 Ⅰ 後期 火 近藤公彦 外
ビジネス経済学Ⅰ Ⅰ 後期 月３ 水 池田真介 秋ｸｫｰﾀｰ
ビジネス経済学Ⅱ Ⅱ 前期 金 金 池田真介 春ｸｫｰﾀｰ
実証研究入門 Ⅱ 後期 月 月 小野塚祐紀 秋ｸｫｰﾀｰ
※国際経済学 Ⅱ 非開講
グローカルフィールドワークⅠ Ⅲ・Ⅳ 前期 松本朋哉

王力勇グローカルフィールドワークⅡ Ⅲ・Ⅳ 後期
日本経済 Ⅱ 前期 月 月 松本朋哉 春ｸｫｰﾀｰ
※アジア太平洋経済協力 Ⅲ 非開講
国際開発協力 Ⅲ・Ⅳ 後期 金 金 松本朋哉 秋ｸｫｰﾀｰ
アジア太平洋におけるマーケティング戦略 Ⅲ 後期 月２ 水 王力勇 春ｸｫｰﾀｰ

世界の中の日本企業 Ⅲ 後期 火２ 木２
王力勇
小林広治

秋ｸｫｰﾀｰ

日本的経営入門 Ⅱ 前期 月 木
王力勇
小林広治

夏ｸｫｰﾀｰ

観光マーケティング Ⅱ 前期 月 水 王力勇 春ｸｫｰﾀｰ
グローバル経済学特講 Ⅲ・Ⅳ 非開講
グローバル商学特講 ２ Ⅲ・Ⅳ 非開講
グローカルインターンシップⅠ Ⅰ 通年 松本朋哉

池田真介グローカルインターンシップⅡ Ⅰ 通年
グローカルセミナーⅠ Ⅰ 後期 金 森谷亮太
グローカルセミナーⅡ Ⅱ 前期 金５ プラート カロラス 外

グローカルセミナーⅢ Ⅲ・Ⅳ
前期 火４ 木４ 松本朋哉

池田真介
王力勇
小林広治

後期 火４ 木４

グローカルセミナーⅣ Ⅲ・Ⅳ
前期 火４ 木４
後期 火４ 木４

研究論文Ⅰ Ⅲ・Ⅳ
前期 木５ 松本朋哉

池田真介
王力勇
小林広治

後期 木

研究論文Ⅱ ２ Ⅲ・Ⅳ
前期 木５
後期 木

外国の大学等に留学して履修した授業科目
（注）＊のついた授業科目は規程上廃止された科目です。
（注）国際交流科目のうち、本学の学生が上記の科目を履修した場合、別表の授業科目区分に算入する。

別 表  
授業科目 単位数 本学の学生が履修した場合の授業科目区分

グローカルマネジメント入門 学科科目 商学科・発展科目 ※
ビジネス経済学Ⅰ 学科科目 経済学科・発展科目
ビジネス経済学Ⅱ 学科科目 経済学科・発展科目
実証研究入門 学科科目 経済学科・発展科目
国際経済学 学科科目 経済学科・基幹科目
グローカルフィールドワークⅠ 学科科目 経済学科／商学科・発展科目 ※
グローカルフィールドワークⅡ 学科科目 経済学科／商学科・発展科目 ※
日本経済 学科科目 経済学科・発展科目
アジア太平洋経済協力 学科科目 経済学科・発展科目

開
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授業科目 単位数 本学の学生が履修した場合の授業科目区分
国際開発協力 学科科目 経済学科・発展科目
アジア太平洋におけるマーケティング戦略 学科科目 商学科・発展科目
世界の中の日本企業 学科科目 商学科・発展科目
日本的経営入門 学科科目 商学科・発展科目
観光マーケティング 学科科目 商学科・発展科目 ※
グローバル経済学特講 【２】 学科科目 経済学科・発展科目 ※
グローバル商学特講 【２】 学科科目 商学科・発展科目 ※
※１ 令和 3年度以降に当該科目を履修した場合、上記の授業科目区分に算入する。
※２ 令和 3年度以降にグローカルフィールドワークⅠ・Ⅱを履修した者が、商学科に所属する場合、商学科・発展科目に算入

する。

 

２．科目の新設・廃止・統合、配当年次・単位数・科目区分・名称変更
等がある科目について 

※科目対応表については、本学ホームページを参照してください。
 

令和３年度からの変更について  

 
共通科目 

 
科目の新設
●昼間コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考
言語・文学特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ

●夜間主コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

言語・文学特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ

●昼間コース、夜間主コース共通
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考
語学研修 外国語科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。
※ 「語学研修」は、学則 条の規定に基づく留学の単位認定に充てます。詳細については「 留学によ
る単位認定について」の「（ ）語学研修における単位認定について」を参照してください。

科目の新設に伴う廃止
以下の科目は、「言語・文学特別講義」の新設に伴い令和 年度を以て廃止となりました。

●昼間コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

外国文学Ⅰ 基礎科目 ２ Ⅰ
外国文学Ⅱ 基礎科目 ２ Ⅰ
言語学 基礎科目 ２ Ⅰ
日本文学 基礎科目 ２ Ⅰ

比較日本文化論 基礎科目 ２ Ⅰ
ことばと文化 基礎科目 ２ Ⅰ

  
●夜間主コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考
外国文学 基礎科目 ２ Ⅰ・Ⅱ
言語学 基礎科目 ２ Ⅰ・Ⅱ

ことばと文化 基礎科目 ２ Ⅰ・Ⅱ
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授業科目 単位数 本学の学生が履修した場合の授業科目区分
国際開発協力 学科科目 経済学科・発展科目
アジア太平洋におけるマーケティング戦略 学科科目 商学科・発展科目
世界の中の日本企業 学科科目 商学科・発展科目
日本的経営入門 学科科目 商学科・発展科目
観光マーケティング 学科科目 商学科・発展科目
グローバル経済学特講 【２】 学科科目 経済学科・発展科目
グローバル商学特講 【２】 学科科目 商学科・発展科目

 

 

２．科目の新設・廃止・統合、配当年次・単位数・科目区分・名称変更
等がある科目について 

※科目対応表については、本学ホームページを参照してください。
 

令和３年度からの変更について  

 
共通科目 

 
科目の新設
●昼間コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考
言語・文学特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ

●夜間主コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

言語・文学特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ

●昼間コース、夜間主コース共通
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考
語学研修 外国語科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。
※ 「語学研修」は、学則 条の規定に基づく留学の単位認定に充てます。詳細については「 留学によ
る単位認定について」の「（ ）語学研修における単位認定について」を参照してください。

科目の新設に伴う廃止
以下の科目は、「言語・文学特別講義」の新設に伴い令和 年度を以て廃止となりました。

●昼間コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

外国文学Ⅰ 基礎科目 ２ Ⅰ
外国文学Ⅱ 基礎科目 ２ Ⅰ
言語学 基礎科目 ２ Ⅰ
日本文学 基礎科目 ２ Ⅰ

比較日本文化論 基礎科目 ２ Ⅰ
ことばと文化 基礎科目 ２ Ⅰ

  
●夜間主コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考
外国文学 基礎科目 ２ Ⅰ・Ⅱ
言語学 基礎科目 ２ Ⅰ・Ⅱ

ことばと文化 基礎科目 ２ Ⅰ・Ⅱ
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学科科目 
 
配当年次の変更
●昼間コース

令和３年度以降入学生 令和２年度以前入学生
科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

刑法Ⅱ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ 刑法Ⅱ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

令和２年度からの変更について  

 
共通科目 

 
科目の廃止

●昼間コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次
論理学 基礎科目 ２ Ⅰ

  
学科科目 

 
科目の廃止

●昼間コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次

実践プロジェクト
マネジメント

社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

配当年次の変更

●昼間コース
令和２年度以降入学生 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

金融論 経済学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ 金融論 経済学科

発展科目 Ⅱ
現代ファイナ
ンス理論

経済学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ 現代ファイナ

ンス理論
経済学科
発展科目 Ⅱ

ソフトウェア
科学

社会情報学科
発展科目 Ⅱ ソフトウェア

科学
社会情報学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ

※ 「金融論」「現代ファイナンス理論」については、 年度以前入学生は、従来どおり２年次からの履
修が可能です。「ソフトウェア科学」については、 年度以前入学生は、従来どおり３年次以上になら
なければ履修できません。

 

科目の分割・名称変更

●昼間コース
令和２年度以降入学生 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次
プロジェクト
マネジメント

社会情報学科
発展科目 ２ Ⅱ

プロジェクトマ
ネジメント基礎

社会情報学科
発展科目 ２ Ⅱ

 
令和２年度以降入学生 年度以前入学生

情報処理Ⅰ 社会情報学科
基幹科目 Ⅱ

情報処理 社会情報学科
基幹科目 Ⅱ

情報処理Ⅱ 社会情報学科
基幹科目 Ⅱ

※ 「プロジェクトマネジメント基礎」を修得済みの学生は、「プロジェクトマネジメント」を履修すること
はできません。

※ 「情報処理」を修得済みの学生は、「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」を履修することはできません。

2019年度からの変更について  

共通科目 

配当年次の変更

「外国事情」の単位については、学則第 条に基づく学生の派遣留学において、留学を認める学生を２年
次以上から１年次以上に引き下げたことに伴い、配当年次が２年次から１年次に変更されました。

●昼間コース、夜間主コース共通
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

外国事情 基礎科目 ２ Ⅰ 外国事情 基礎科目 ２ Ⅱ

科目名・配当年次の変更

年度より、健康スポーツは下記のとおり、科目名、配当年次等が変更になりましたので、履修の際は
注意してください。

●昼間コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
健康スポーツⅠ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツ 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツⅠｂ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｂ 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツⅠｃ 基礎科目 Ⅰ・Ⅱ

健康スポーツⅡ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｃ 基礎科目 ⅡⅡ

健康スポーツⅡ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｄ 基礎科目 ⅡⅡ
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学科科目 
 
配当年次の変更
●昼間コース

令和３年度以降入学生 令和２年度以前入学生
科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

刑法Ⅱ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ 刑法Ⅱ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

令和２年度からの変更について  

 
共通科目 

 
科目の廃止

●昼間コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次
論理学 基礎科目 ２ Ⅰ

  
学科科目 

 
科目の廃止

●昼間コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次

実践プロジェクト
マネジメント

社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

配当年次の変更

●昼間コース
令和２年度以降入学生 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

金融論 経済学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ 金融論 経済学科

発展科目 Ⅱ
現代ファイナ
ンス理論

経済学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ 現代ファイナ

ンス理論
経済学科
発展科目 Ⅱ

ソフトウェア
科学

社会情報学科
発展科目 Ⅱ ソフトウェア

科学
社会情報学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ

※ 「金融論」「現代ファイナンス理論」については、 年度以前入学生は、従来どおり２年次からの履
修が可能です。「ソフトウェア科学」については、 年度以前入学生は、従来どおり３年次以上になら
なければ履修できません。

 

科目の分割・名称変更

●昼間コース
令和２年度以降入学生 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次
プロジェクト
マネジメント

社会情報学科
発展科目 ２ Ⅱ

プロジェクトマ
ネジメント基礎

社会情報学科
発展科目 ２ Ⅱ

 
令和２年度以降入学生 年度以前入学生

情報処理Ⅰ 社会情報学科
基幹科目 Ⅱ

情報処理 社会情報学科
基幹科目 Ⅱ

情報処理Ⅱ 社会情報学科
基幹科目 Ⅱ

※ 「プロジェクトマネジメント基礎」を修得済みの学生は、「プロジェクトマネジメント」を履修すること
はできません。

※ 「情報処理」を修得済みの学生は、「情報処理Ⅰ」「情報処理Ⅱ」を履修することはできません。

2019年度からの変更について  

共通科目 

配当年次の変更

「外国事情」の単位については、学則第 条に基づく学生の派遣留学において、留学を認める学生を２年
次以上から１年次以上に引き下げたことに伴い、配当年次が２年次から１年次に変更されました。

●昼間コース、夜間主コース共通
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

外国事情 基礎科目 ２ Ⅰ 外国事情 基礎科目 ２ Ⅱ

科目名・配当年次の変更

年度より、健康スポーツは下記のとおり、科目名、配当年次等が変更になりましたので、履修の際は
注意してください。

●昼間コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
健康スポーツⅠ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツ 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツⅠｂ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｂ 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツⅠｃ 基礎科目 Ⅰ・Ⅱ

健康スポーツⅡ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｃ 基礎科目 ⅡⅡ

健康スポーツⅡ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｄ 基礎科目 ⅡⅡ
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2019 年度以降入学生 平成30年度以前入学生

廃止 健康スポーツ
（水泳） 基礎科目 Ⅰ

健康スポーツⅡ
（スキー） 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ

健康スポーツｆ
（スキーⅠ） 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツｇ
（スキーⅡ） 基礎科目 ⅡⅡ

※履修上の注意
平成 年度以前に
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツｆまたは 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ （スキー）」を履修することができ
ません。

●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
健康スポーツⅠ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツ 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツⅡ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｂ 基礎科目 ⅠⅠ

廃止 健康スポーツ
（水泳） 基礎科目 Ⅰ

健康スポーツⅡ

（スキー）
基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ

健康スポーツｆ
（スキーⅠ） 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツｇ
（スキーⅡ） 基礎科目 ⅡⅡ

※履修上の注意
平成 年度以前に、
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ」を履修することができません。
・「健康スポーツｆまたは 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ （スキー）」を履修することができ
ません。

＜夜間主コース学生による昼間コース科目の履修について＞
・夜間主コース科目「健康スポーツⅠ」と昼間コース科目「健康スポーツⅠ 」は同一科目です。
・夜間主コース科目「健康スポーツⅡ」と昼間コース科目「健康スポーツⅠ 」は同一科目です。
・夜間主コース学生は、昼間コース科目「健康スポーツⅠ 」「健康スポーツⅡ 」「健康スポーツⅡ 」を履
修することが可能です。

単位数の変更

年度から特別講義の取扱が変更になり、複数の講義題目により行われる場合は、それぞれ一つの授業
科目として履修することができるようになりました。
なお、平成 年度以前の入学生で、これらの科目の単位を修得済みであっても、講義題目（講義内容）が

異なる場合は履修が可能です。

 

●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
人文科学
特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ 人文科学

特別講義 基礎科目 Ⅰ・Ⅱ

社会科学
特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ 社会科学

特別講義 基礎科目 Ⅰ・Ⅱ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。

学科科目 

単位数・配当年次の変更

年度から学科科目の特別講義の取扱が変更になり、複数の講義題目により行われる場合は、それぞれ
一つの授業科目として履修することができるようになりました。それに伴い、下記のとおり単位数、配当年次
が変更になりましたので注意してください。
なお、平成 年度以前の入学生で、これらの科目の単位を修得済みであっても、講義題目（講義内容）が

異なる場合は履修が可能です。

●昼間コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
経済学
特別講義

経済学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 経済学

特別講義
経済学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

商学特講 商学科
発展科目 【２】 Ⅲ･Ⅳ 商学特講 商学科

発展科目 ４ Ⅲ･Ⅳ

経営学特講 商学科
発展科目 【２】 Ⅲ･Ⅳ 経営学特講 商学科

発展科目 ２ Ⅲ･Ⅳ

会計学特講 商学科
発展科目 【２】 Ⅲ･Ⅳ 会計学特講 商学科

発展科目 ２ Ⅲ･Ⅳ

基礎法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

基礎法特講Ⅰ
基礎法特講Ⅱ
基礎法特講Ⅲ

企業法学科
発展科目

２
２
２

Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

企業法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

企業法特講Ⅰ
企業法特講Ⅱ
企業法特講Ⅲ

企業法学科
発展科目

２
２
２

Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

社会情報特講Ⅰ
社会情報特講Ⅱ
社会情報特講Ⅲ

社会情報学科
発展科目

【２】
【２】
【２】

Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ

社会情報特講Ⅰ
社会情報特講Ⅱ
社会情報特講Ⅲ

社会情報学科
発展科目

２
２
２

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
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2019 年度以降入学生 平成30年度以前入学生

廃止 健康スポーツ
（水泳） 基礎科目 Ⅰ

健康スポーツⅡ
（スキー） 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ

健康スポーツｆ
（スキーⅠ） 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツｇ
（スキーⅡ） 基礎科目 ⅡⅡ

※履修上の注意
平成 年度以前に
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ 」を履修することができません。
・「健康スポーツｆまたは 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ （スキー）」を履修することができ
ません。

●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
健康スポーツⅠ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツ 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツⅡ 基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ 健康スポーツｂ 基礎科目 ⅠⅠ

廃止 健康スポーツ
（水泳） 基礎科目 Ⅰ

健康スポーツⅡ

（スキー）
基礎科目 ⅠⅠ・・ⅡⅡ

健康スポーツｆ
（スキーⅠ） 基礎科目 ⅠⅠ

健康スポーツｇ
（スキーⅡ） 基礎科目 ⅡⅡ

※履修上の注意
平成 年度以前に、
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅠ」を履修することができません。
・「健康スポーツ 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ」を履修することができません。
・「健康スポーツｆまたは 」を修得済みの学生は、「健康スポーツⅡ （スキー）」を履修することができ
ません。

＜夜間主コース学生による昼間コース科目の履修について＞
・夜間主コース科目「健康スポーツⅠ」と昼間コース科目「健康スポーツⅠ 」は同一科目です。
・夜間主コース科目「健康スポーツⅡ」と昼間コース科目「健康スポーツⅠ 」は同一科目です。
・夜間主コース学生は、昼間コース科目「健康スポーツⅠ 」「健康スポーツⅡ 」「健康スポーツⅡ 」を履
修することが可能です。

単位数の変更

年度から特別講義の取扱が変更になり、複数の講義題目により行われる場合は、それぞれ一つの授業
科目として履修することができるようになりました。
なお、平成 年度以前の入学生で、これらの科目の単位を修得済みであっても、講義題目（講義内容）が

異なる場合は履修が可能です。

 

●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
人文科学
特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ 人文科学

特別講義 基礎科目 Ⅰ・Ⅱ

社会科学
特別講義 基礎科目 【 】 Ⅰ・Ⅱ 社会科学

特別講義 基礎科目 Ⅰ・Ⅱ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。

学科科目 

単位数・配当年次の変更

年度から学科科目の特別講義の取扱が変更になり、複数の講義題目により行われる場合は、それぞれ
一つの授業科目として履修することができるようになりました。それに伴い、下記のとおり単位数、配当年次
が変更になりましたので注意してください。
なお、平成 年度以前の入学生で、これらの科目の単位を修得済みであっても、講義題目（講義内容）が

異なる場合は履修が可能です。

●昼間コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次
経済学
特別講義

経済学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 経済学

特別講義
経済学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

商学特講 商学科
発展科目 【２】 Ⅲ･Ⅳ 商学特講 商学科

発展科目 ４ Ⅲ･Ⅳ

経営学特講 商学科
発展科目 【２】 Ⅲ･Ⅳ 経営学特講 商学科

発展科目 ２ Ⅲ･Ⅳ

会計学特講 商学科
発展科目 【２】 Ⅲ･Ⅳ 会計学特講 商学科

発展科目 ２ Ⅲ･Ⅳ

基礎法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

基礎法特講Ⅰ
基礎法特講Ⅱ
基礎法特講Ⅲ

企業法学科
発展科目

２
２
２

Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

企業法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

企業法特講Ⅰ
企業法特講Ⅱ
企業法特講Ⅲ

企業法学科
発展科目

２
２
２

Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

社会情報特講Ⅰ
社会情報特講Ⅱ
社会情報特講Ⅲ

社会情報学科
発展科目

【２】
【２】
【２】

Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ

社会情報特講Ⅰ
社会情報特講Ⅱ
社会情報特講Ⅲ

社会情報学科
発展科目

２
２
２

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

開
講
科
目
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年度以降入学生 平成 年度以前入学生
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ

専門共通科目

【２】
【２】
【２】
【２】
【２】
【２】

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ

専門共通科目

２
２
２
２
２
２

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。

●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

基礎法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 基礎法特講 企業法学科

発展科目 ２ Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

企業法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 企業法特講 企業法学科

発展科目 ２ Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。

科目の新設
以下の科目は、教員免許法改正に伴う本学教職課程の再課程認定により、2019 年度から新設された科目で

す。これらの科目は、2019年度以降の入学生のみ履修可能です。

●昼間コース、夜間主コース共通
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

特別支援教育 教職共通科目 Ⅱ
英語科教育法Ⅳ 教職共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ
「総合的な学習の時間」指導法 教職共通科目 Ⅱ

●夜間主コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

社会情報論 社会情報学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修

可能です。

科目の新設に伴う廃止

以下の科目は、「社会情報論」の新設に伴い平成 年度を以て廃止となりました。

●夜間主コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

プロジェクトマネジ
メント基礎

社会情報学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

科目区分・配当年次の変更
次ページの科目は、 年度から商学科に英語専修が新設されたことに伴い、科目区分が変更されました。

また、配当年次が変更になっている科目がありますので、注意してください。
 

●昼間コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

英語学概論Ⅰ
商学科
英語専修
基幹科目

Ⅰ 英語学概論Ⅰ

教職共通科目
英語専修

Ⅰ

英語学概論Ⅱ Ⅰ 英語学概論Ⅱ Ⅰ

英文学史Ⅰ Ⅰ 英文学史Ⅰ Ⅰ

英文学概論Ⅰ Ⅰ 英文学概論Ⅰ Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科英語専修
基幹科目

Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科
自由科目

Ⅰ

比較文化Ⅰ Ⅰ 比較文化Ⅰ Ⅰ

言語学概論

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 言語学概論

教職共通科目
英語専修

Ⅱ

英語学概論Ⅲ Ⅱ 英語学概論Ⅲ Ⅰ

英語学Ⅰ Ⅱ 英語学Ⅰ Ⅱ

英語学Ⅱ Ⅱ 英語学Ⅱ Ⅱ

英文学史Ⅱ Ⅱ 英文学史Ⅱ Ⅱ

英文学概論Ⅱ Ⅱ 英文学概論Ⅱ Ⅱ

英文学Ⅰ Ⅱ 英文学Ⅰ Ⅱ

英文学Ⅱ Ⅱ 英文学Ⅱ Ⅱ

英作文Ⅰ

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 英作文Ⅰ

商学科
自由科目

Ⅰ

英作文Ⅱ Ⅱ 英作文Ⅱ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ

比較文化Ⅱ Ⅱ 比較文化Ⅱ Ⅱ

比較文化Ⅲ Ⅱ 比較文化Ⅲ Ⅱ

比較文化Ⅳ Ⅱ 比較文化Ⅳ Ⅱ

英語上級Ⅰ

商学科
自由科目
※２

Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅰ

専門共通科目

Ⅲ・Ⅳ

英語上級Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅱ Ⅲ・Ⅳ

英語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ

英語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ

ビジネス英語Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ビジネス英語Ⅰ Ⅲ・Ⅳ

ビジネス英語Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ビジネス英語Ⅱ Ⅲ・Ⅳ

英語学特講Ⅰ Ⅱ 英語学特講Ⅰ Ⅱ

英語学特講Ⅱ Ⅱ 英語学特講Ⅱ Ⅱ

英文学特講Ⅰ Ⅱ 英文学特講Ⅰ Ⅱ

英文学特講Ⅱ Ⅱ 英文学特講Ⅱ Ⅱ
※ 商学科英語専修所属学生以外が、商学科英語専修基幹科目、商学科英語専修発展科目を単位修得しても、
自学科基幹科目、自学科発展科目の卒業所要単位には含まれませんので注意してください。

※２ 平成 年度以前入学生については、従来どおり専門共通科目として履修することが可能です。
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年度以降入学生 平成 年度以前入学生
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ

専門共通科目

【２】
【２】
【２】
【２】
【２】
【２】

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ

国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ

専門共通科目

２
２
２
２
２
２

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ
Ⅲ･Ⅳ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。

●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

基礎法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 基礎法特講 企業法学科

発展科目 ２ Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

企業法特講 企業法学科
発展科目 【２】 Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ 企業法特講 企業法学科

発展科目 ２ Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ

※ 単位欄中の数値に【 】がついている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一つの
授業科目として履修することができます。

科目の新設
以下の科目は、教員免許法改正に伴う本学教職課程の再課程認定により、2019 年度から新設された科目で

す。これらの科目は、2019年度以降の入学生のみ履修可能です。

●昼間コース、夜間主コース共通
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

特別支援教育 教職共通科目 Ⅱ
英語科教育法Ⅳ 教職共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ
「総合的な学習の時間」指導法 教職共通科目 Ⅱ

●夜間主コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

社会情報論 社会情報学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修

可能です。

科目の新設に伴う廃止

以下の科目は、「社会情報論」の新設に伴い平成 年度を以て廃止となりました。

●夜間主コース
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

プロジェクトマネジ
メント基礎

社会情報学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

科目区分・配当年次の変更
次ページの科目は、 年度から商学科に英語専修が新設されたことに伴い、科目区分が変更されました。

また、配当年次が変更になっている科目がありますので、注意してください。
 

●昼間コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

英語学概論Ⅰ
商学科
英語専修
基幹科目

Ⅰ 英語学概論Ⅰ

教職共通科目
英語専修

Ⅰ

英語学概論Ⅱ Ⅰ 英語学概論Ⅱ Ⅰ

英文学史Ⅰ Ⅰ 英文学史Ⅰ Ⅰ

英文学概論Ⅰ Ⅰ 英文学概論Ⅰ Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科英語専修
基幹科目

Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科
自由科目

Ⅰ

比較文化Ⅰ Ⅰ 比較文化Ⅰ Ⅰ

言語学概論

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 言語学概論

教職共通科目
英語専修

Ⅱ

英語学概論Ⅲ Ⅱ 英語学概論Ⅲ Ⅰ

英語学Ⅰ Ⅱ 英語学Ⅰ Ⅱ

英語学Ⅱ Ⅱ 英語学Ⅱ Ⅱ

英文学史Ⅱ Ⅱ 英文学史Ⅱ Ⅱ

英文学概論Ⅱ Ⅱ 英文学概論Ⅱ Ⅱ

英文学Ⅰ Ⅱ 英文学Ⅰ Ⅱ

英文学Ⅱ Ⅱ 英文学Ⅱ Ⅱ

英作文Ⅰ

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 英作文Ⅰ

商学科
自由科目

Ⅰ

英作文Ⅱ Ⅱ 英作文Ⅱ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ

比較文化Ⅱ Ⅱ 比較文化Ⅱ Ⅱ

比較文化Ⅲ Ⅱ 比較文化Ⅲ Ⅱ

比較文化Ⅳ Ⅱ 比較文化Ⅳ Ⅱ

英語上級Ⅰ

商学科
自由科目
※２

Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅰ

専門共通科目

Ⅲ・Ⅳ

英語上級Ⅱ Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅱ Ⅲ・Ⅳ

英語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅲ Ⅲ・Ⅳ

英語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ 英語上級Ⅳ Ⅲ・Ⅳ

ビジネス英語Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ビジネス英語Ⅰ Ⅲ・Ⅳ

ビジネス英語Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ビジネス英語Ⅱ Ⅲ・Ⅳ

英語学特講Ⅰ Ⅱ 英語学特講Ⅰ Ⅱ

英語学特講Ⅱ Ⅱ 英語学特講Ⅱ Ⅱ

英文学特講Ⅰ Ⅱ 英文学特講Ⅰ Ⅱ

英文学特講Ⅱ Ⅱ 英文学特講Ⅱ Ⅱ
※ 商学科英語専修所属学生以外が、商学科英語専修基幹科目、商学科英語専修発展科目を単位修得しても、
自学科基幹科目、自学科発展科目の卒業所要単位には含まれませんので注意してください。

※２ 平成 年度以前入学生については、従来どおり専門共通科目として履修することが可能です。

開
講
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●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次
英語学概論Ⅰ

商学科
英語専修
基幹科目

Ⅰ 英語学概論Ⅰ

教職共通科目
英語専修

Ⅰ
英語学概論Ⅱ Ⅰ 英語学概論Ⅱ Ⅰ

英文学史Ⅰ Ⅰ 英文学史Ⅰ Ⅰ

英文学概論Ⅰ Ⅰ 英文学概論Ⅰ Ⅰ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科英語専修

基幹科目
Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科

自由科目
Ⅰ

比較文化Ⅰ Ⅰ 比較文化Ⅰ Ⅰ

言語学概論

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 言語学概論

教職共通科目
英語専修

Ⅱ

英語学概論Ⅲ Ⅱ 英語学概論Ⅲ Ⅰ

英語学Ⅰ Ⅱ 英語学Ⅰ Ⅱ
英語学Ⅱ Ⅱ 英語学Ⅱ Ⅱ

英文学史Ⅱ Ⅱ 英文学史Ⅱ Ⅱ
英文学概論Ⅱ Ⅱ 英文学概論Ⅱ Ⅱ

英文学Ⅰ Ⅱ 英文学Ⅰ Ⅱ
英文学Ⅱ Ⅱ 英文学Ⅱ Ⅱ

英作文Ⅰ

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 英作文Ⅰ

商学科
自由科目

Ⅰ

英作文Ⅱ Ⅱ 英作文Ⅱ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ
比較文化Ⅱ Ⅱ 比較文化Ⅱ Ⅱ

比較文化Ⅲ Ⅱ 比較文化Ⅲ Ⅱ
比較文化Ⅳ Ⅱ 比較文化Ⅳ Ⅱ

※ 商学科英語専修所属学生以外が、商学科英語専修基幹科目、商学科英語専修発展科目を単位修得しても、
コース基幹科目、コース発展科目の卒業所要単位には含まれませんので注意してください。

 

 

 

平成 30年度からの変更について  

共通科目 

科目の名称変更

「朝鮮語」は、以下の通り名称変更が行われました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

韓国語Ⅰ－１
韓国語Ⅰ－１
韓国語Ⅱ －１
韓国語Ⅱ －２
韓国語Ⅱ －１
韓国語Ⅱ －２

外国語科目

２
２
２
２
１
１

Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

朝鮮語Ⅰ－１
朝鮮語Ⅰ－１
朝鮮語Ⅱ －１
朝鮮語Ⅱ －２
朝鮮語Ⅱ －１
朝鮮語Ⅱ －２

外国語科目

２
２
２
２
１
１

Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

※ 平成 年度以前入学生で、「朝鮮語Ⅰ」「朝鮮語Ⅱ」を修得済みの学生は、「韓国語Ⅰ」「韓国語Ⅱ」
を履修できません。

学科科目 

配当年次の変更
 
以下の科目は、平成 年度から配当年次が引き下げられました。

 
●昼間コース

平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

統計学 経済学科
基幹科目 ２ Ⅰ 統計学 経済学科

基幹科目 ２ Ⅰ・Ⅱ

基礎法特講Ⅰ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 基礎法特講Ⅰ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

基礎法特講Ⅱ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 基礎法特講Ⅱ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

企業法特講Ⅰ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 企業法特講Ⅰ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

企業法特講Ⅱ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 企業法特講Ⅱ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

※ 「基礎法特講Ⅰ」「基礎法特講Ⅱ」「企業法特講Ⅰ」「企業法特講Ⅱ」は、平成 年度から 年次以上
の学生が履修可能です。
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●夜間主コース
年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次
英語学概論Ⅰ

商学科
英語専修
基幹科目

Ⅰ 英語学概論Ⅰ

教職共通科目
英語専修

Ⅰ
英語学概論Ⅱ Ⅰ 英語学概論Ⅱ Ⅰ

英文学史Ⅰ Ⅰ 英文学史Ⅰ Ⅰ

英文学概論Ⅰ Ⅰ 英文学概論Ⅰ Ⅰ
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科英語専修

基幹科目
Ⅰ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 商学科

自由科目
Ⅰ

比較文化Ⅰ Ⅰ 比較文化Ⅰ Ⅰ

言語学概論

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 言語学概論

教職共通科目
英語専修

Ⅱ

英語学概論Ⅲ Ⅱ 英語学概論Ⅲ Ⅰ

英語学Ⅰ Ⅱ 英語学Ⅰ Ⅱ
英語学Ⅱ Ⅱ 英語学Ⅱ Ⅱ

英文学史Ⅱ Ⅱ 英文学史Ⅱ Ⅱ
英文学概論Ⅱ Ⅱ 英文学概論Ⅱ Ⅱ

英文学Ⅰ Ⅱ 英文学Ⅰ Ⅱ
英文学Ⅱ Ⅱ 英文学Ⅱ Ⅱ

英作文Ⅰ

商学科
英語専修
発展科目

Ⅱ 英作文Ⅰ

商学科
自由科目

Ⅰ

英作文Ⅱ Ⅱ 英作文Ⅱ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ Ⅱ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ Ⅱ
比較文化Ⅱ Ⅱ 比較文化Ⅱ Ⅱ

比較文化Ⅲ Ⅱ 比較文化Ⅲ Ⅱ
比較文化Ⅳ Ⅱ 比較文化Ⅳ Ⅱ

※ 商学科英語専修所属学生以外が、商学科英語専修基幹科目、商学科英語専修発展科目を単位修得しても、
コース基幹科目、コース発展科目の卒業所要単位には含まれませんので注意してください。

 

 

 

平成 30年度からの変更について  

共通科目 

科目の名称変更

「朝鮮語」は、以下の通り名称変更が行われました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

韓国語Ⅰ－１
韓国語Ⅰ－１
韓国語Ⅱ －１
韓国語Ⅱ －２
韓国語Ⅱ －１
韓国語Ⅱ －２

外国語科目

２
２
２
２
１
１

Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

朝鮮語Ⅰ－１
朝鮮語Ⅰ－１
朝鮮語Ⅱ －１
朝鮮語Ⅱ －２
朝鮮語Ⅱ －１
朝鮮語Ⅱ －２

外国語科目

２
２
２
２
１
１

Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

※ 平成 年度以前入学生で、「朝鮮語Ⅰ」「朝鮮語Ⅱ」を修得済みの学生は、「韓国語Ⅰ」「韓国語Ⅱ」
を履修できません。

学科科目 

配当年次の変更
 
以下の科目は、平成 年度から配当年次が引き下げられました。

 
●昼間コース

平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

統計学 経済学科
基幹科目 ２ Ⅰ 統計学 経済学科

基幹科目 ２ Ⅰ・Ⅱ

基礎法特講Ⅰ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 基礎法特講Ⅰ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

基礎法特講Ⅱ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 基礎法特講Ⅱ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

企業法特講Ⅰ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 企業法特講Ⅰ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

企業法特講Ⅱ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 企業法特講Ⅱ 企業法学科

発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

※ 「基礎法特講Ⅰ」「基礎法特講Ⅱ」「企業法特講Ⅰ」「企業法特講Ⅱ」は、平成 年度から 年次以上
の学生が履修可能です。

開
講
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科目の名称変更

平成 年度から「環境経営論」「食糧生産と環境」「教育の歴史」は、それぞれ「企業と社会」「現代の
生物学」「教育原理」に名称変更となりました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

企業と社会 商学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ 環境経営論 商学科

発展科目 Ⅲ・Ⅳ

現代の生物学 専門共通科目 ２ Ⅱ 食糧生産と環境 専門共通科目 ２ Ⅱ

教育原理 教職共通科目 ２ Ⅱ 教育の歴史 教職共通科目 ２ Ⅱ

※ 平成 年度以前入学生で「環境経営論」「食糧生産と環境」「教育の歴史」の単位を修得済みの学生は、
「企業と社会」「現代の生物学」「教育原理」を履修することはできません。

科目の分割

以下の科目は平成 年度から、科目の分割が行われました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

社会計画Ⅰ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅱ

社会計画 社会情報学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

社会計画Ⅱ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

計画科学Ⅰ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

計画科学 社会情報学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

計画科学Ⅱ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

意思決定論Ⅰ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

意思決定論 社会情報学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

意思決定論Ⅱ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

※ 社会計画Ⅰについては、平成 年度入学生から履修可能です。
※ 「社会計画」「計画科学」「意思決定論」の単位を修得済みの学生は、分割後の科目を履修することはで
きません。

科目の廃止

以下の科目は、平成 年度を以て廃止となりました。数年間は、経過措置として開講される場合がありま
すので、計画的に履修してください。なお、平成 年度以降の入学生は、下記の科目を履修できませんので、
注意してください。

 

●昼間コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 開講予定
Ｈ

民事手続法 企業法学科
発展科目 ４ Ⅱ × ×（※ ） ×（※ ）

倒産処理法 企業法学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ ×（※１） × ×

国際取引法 企業法学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ × × ×

政治心理学 専門共通科目 ２ Ⅱ × × ×
国際関係論 専門共通科目 ２ Ⅱ － － －
現代の数学Ⅲ 専門共通科目 ２ Ⅱ × × ×
現代の数学Ⅳ 専門共通科目 ２ Ⅱ × × ×

※１ 平成 年度「倒産処理法」は「企業法特講Ⅲ」として開講。
※２ 年度、令和 年度の「民事手続法」は「企業法特講（民事手続法）」として開講。

●夜間主コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 開講予定

民事手続法 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ × × ×

国際取引法 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ × × ×

国際関係論 専門共通科目 ２ Ⅱ － － －
※１ 平成30年度「民事手続法」は「企業法特講」として開講。

科目区分の新設

以下の科目は、平成 年度から新設された科目です。

●昼間コース科目
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

基礎法特講Ⅲ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修

可能です。

企業法特講Ⅲ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

●夜間主コース科目
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

基礎法特講 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修

可能です。

企業法特講 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
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科目の名称変更

平成 年度から「環境経営論」「食糧生産と環境」「教育の歴史」は、それぞれ「企業と社会」「現代の
生物学」「教育原理」に名称変更となりました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

企業と社会 商学科
発展科目 Ⅲ・Ⅳ 環境経営論 商学科

発展科目 Ⅲ・Ⅳ

現代の生物学 専門共通科目 ２ Ⅱ 食糧生産と環境 専門共通科目 ２ Ⅱ

教育原理 教職共通科目 ２ Ⅱ 教育の歴史 教職共通科目 ２ Ⅱ

※ 平成 年度以前入学生で「環境経営論」「食糧生産と環境」「教育の歴史」の単位を修得済みの学生は、
「企業と社会」「現代の生物学」「教育原理」を履修することはできません。

科目の分割

以下の科目は平成 年度から、科目の分割が行われました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

社会計画Ⅰ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅱ

社会計画 社会情報学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

社会計画Ⅱ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

計画科学Ⅰ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

計画科学 社会情報学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

計画科学Ⅱ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

意思決定論Ⅰ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

意思決定論 社会情報学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

意思決定論Ⅱ 社会情報学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

※ 社会計画Ⅰについては、平成 年度入学生から履修可能です。
※ 「社会計画」「計画科学」「意思決定論」の単位を修得済みの学生は、分割後の科目を履修することはで
きません。

科目の廃止

以下の科目は、平成 年度を以て廃止となりました。数年間は、経過措置として開講される場合がありま
すので、計画的に履修してください。なお、平成 年度以降の入学生は、下記の科目を履修できませんので、
注意してください。

 

●昼間コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 開講予定
Ｈ

民事手続法 企業法学科
発展科目 ４ Ⅱ × ×（※ ） ×（※ ）

倒産処理法 企業法学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ ×（※１） × ×

国際取引法 企業法学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ × × ×

政治心理学 専門共通科目 ２ Ⅱ × × ×
国際関係論 専門共通科目 ２ Ⅱ － － －
現代の数学Ⅲ 専門共通科目 ２ Ⅱ × × ×
現代の数学Ⅳ 専門共通科目 ２ Ⅱ × × ×

※１ 平成 年度「倒産処理法」は「企業法特講Ⅲ」として開講。
※２ 年度、令和 年度の「民事手続法」は「企業法特講（民事手続法）」として開講。

●夜間主コース

科目名 科目区分 単位数 配当年次 開講予定

民事手続法 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ × × ×

国際取引法 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ × × ×

国際関係論 専門共通科目 ２ Ⅱ － － －
※１ 平成30年度「民事手続法」は「企業法特講」として開講。

科目区分の新設

以下の科目は、平成 年度から新設された科目です。

●昼間コース科目
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

基礎法特講Ⅲ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修

可能です。

企業法特講Ⅲ 企業法学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

●夜間主コース科目
科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

基礎法特講 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修

可能です。

企業法特講 企業法学科
コース発展科目 ２ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
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平成 29年度からの変更について  

共通科目 

科目の名称変更

●昼間コース、夜間主コース共通
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

ことばと文化 基礎科目
（人間と文化） ２ Ⅰ 言語コミュニ

ケーション論
基礎科目

（人間と文化） ２ Ⅰ

※ 平成 年度以前入学生で、「言語コミュニケーション論」を修得済みの学生は、「ことばと文化」を履
修できません。

学科科目 

配当年次の変更

●昼間コース 
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

統計学 経済学科
基幹科目 ２ Ⅰ・Ⅱ 統計学 経済学科

基幹科目 ２ Ⅱ

現代経済理論Ⅰ 経済学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ 現代経済理論Ⅰ 経済学科

発展科目 ２ Ⅱ

数理統計学 経済学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ 数理統計学 経済学科

発展科目 ４ Ⅱ

単位数の変更

以下の科目については、平成 年度以降 単位で開講されます。

●昼間コース 
科目名 科目区分 単位数 配当年次

国際貿易理論 経済学科発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ
租税法 企業法学科発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

国際機構論 企業法学科発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

科目区分の変更
 
「計量経済学」は、経済学科の「発展科目」から「基幹科目」へ区分が変更になりました。

 

 

●昼間コース 
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

計量経済学 経済学科
基幹科目 ４ Ⅱ 計量経済学 経済学科

発展科目 ４ Ⅱ

※ 平成 年度以前の入学生が平成 年度以降に単位修得した場合、「経済学科発展科目」への算入とな
ります。

科目の統合・名称変更

●昼間コース 
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

現代の化学 専門共通科目 ２ Ⅱ
環境の分析化学Ⅰ 専門共通科目 ２ Ⅱ
環境の分析化学Ⅱ 専門共通科目 ２ Ⅱ

外国語上級Ⅰ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅰ
フランス語上級Ⅰ
中国語上級Ⅰ

スペイン語上級Ⅰ
ロシア語上級Ⅰ
朝鮮語上級Ⅰ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

外国語上級Ⅱ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅱ
フランス語上級Ⅱ
中国語上級Ⅱ

スペイン語上級Ⅱ
ロシア語上級Ⅱ
朝鮮語上級Ⅱ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

外国語上級Ⅲ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅲ
フランス語上級Ⅲ
中国語上級Ⅲ

スペイン語上級Ⅲ
ロシア語上級Ⅲ
朝鮮語上級Ⅲ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

外国語上級Ⅳ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅳ
フランス語上級Ⅳ
中国語上級Ⅳ

スペイン語上級Ⅳ
ロシア語上級Ⅳ
朝鮮語上級Ⅳ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

※平成 年度以前入学生で右記科目のいずれかを修得済みの場合、平成 年度以降に開講の対応する科目
の履修はできません。科目対応表（本学ＨＰに掲載）も併せて確認すること。

科目の新設
 
●昼間コース科目

科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

経営戦略論 商学科発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修可
能です。
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平成 29年度からの変更について  

共通科目 

科目の名称変更

●昼間コース、夜間主コース共通
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

ことばと文化 基礎科目
（人間と文化） ２ Ⅰ 言語コミュニ

ケーション論
基礎科目

（人間と文化） ２ Ⅰ

※ 平成 年度以前入学生で、「言語コミュニケーション論」を修得済みの学生は、「ことばと文化」を履
修できません。

学科科目 

配当年次の変更

●昼間コース 
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

統計学 経済学科
基幹科目 ２ Ⅰ・Ⅱ 統計学 経済学科

基幹科目 ２ Ⅱ

現代経済理論Ⅰ 経済学科
発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ 現代経済理論Ⅰ 経済学科

発展科目 ２ Ⅱ

数理統計学 経済学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ 数理統計学 経済学科

発展科目 ４ Ⅱ

単位数の変更

以下の科目については、平成 年度以降 単位で開講されます。

●昼間コース 
科目名 科目区分 単位数 配当年次

国際貿易理論 経済学科発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ
租税法 企業法学科発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

国際機構論 企業法学科発展科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

科目区分の変更
 
「計量経済学」は、経済学科の「発展科目」から「基幹科目」へ区分が変更になりました。

 

 

●昼間コース 
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

計量経済学 経済学科
基幹科目 ４ Ⅱ 計量経済学 経済学科

発展科目 ４ Ⅱ

※ 平成 年度以前の入学生が平成 年度以降に単位修得した場合、「経済学科発展科目」への算入とな
ります。

科目の統合・名称変更

●昼間コース 
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当年次 科目名 科目区分 単位数 配当年次

現代の化学 専門共通科目 ２ Ⅱ
環境の分析化学Ⅰ 専門共通科目 ２ Ⅱ
環境の分析化学Ⅱ 専門共通科目 ２ Ⅱ

外国語上級Ⅰ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅰ
フランス語上級Ⅰ
中国語上級Ⅰ

スペイン語上級Ⅰ
ロシア語上級Ⅰ
朝鮮語上級Ⅰ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

外国語上級Ⅱ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅱ
フランス語上級Ⅱ
中国語上級Ⅱ

スペイン語上級Ⅱ
ロシア語上級Ⅱ
朝鮮語上級Ⅱ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

外国語上級Ⅲ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅲ
フランス語上級Ⅲ
中国語上級Ⅲ

スペイン語上級Ⅲ
ロシア語上級Ⅲ
朝鮮語上級Ⅲ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

外国語上級Ⅳ 専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

ドイツ語上級Ⅳ
フランス語上級Ⅳ
中国語上級Ⅳ

スペイン語上級Ⅳ
ロシア語上級Ⅳ
朝鮮語上級Ⅳ

専門共通科目 ２ Ⅲ・Ⅳ

※平成 年度以前入学生で右記科目のいずれかを修得済みの場合、平成 年度以降に開講の対応する科目
の履修はできません。科目対応表（本学ＨＰに掲載）も併せて確認すること。

科目の新設
 
●昼間コース科目

科目名 科目区分 単位数 配当年次 備考

経営戦略論 商学科発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ 平成 年度以前の入学生も履修可
能です。
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平成 28年度からの変更について  

共通科目 

科目の統合・名称変更

平成２８年度より「インターンシップ」と「地域連携キャリア開発」は、キャリア教育科目間の連携をはか
り、効果的、効率的にキャリア教育を実施するための体制整備をするとともに、インターンシップの多様化へ
の対応を図ることを目的に、科目分割および名称変更が行われました。入学年次により科目区分・単位数・配
当年次が異なりますので、注意してください。なお、履修方法は、掲示及びオリエンテーションにより通知し
ます。

●昼間コース、夜間主コース共通
平成 年度以降入学生 平成 年度入学生 平成 年度入学生

科目名 科目区分
単
位
数

配当
年次

科目名 科目区分
単
位
数

配当
年次

科目名 科目区分
単
位
数

配当
年次

社会連携
実践Ⅰ

共通科目
（知（地）の基礎）

２
社会連携
実践Ⅰ

各学科
発展科目

２ Ⅱ
地域連携

キャリア開発
各学科
発展科目

４ Ⅱ

社会連携
実践Ⅱ

共通科目
（知（地）の基礎）

２ ・Ⅱ
社会連携
実践Ⅱ

各学科
発展科目

２ Ⅲ・Ⅳ
インターン
シップ

各学科
発展科目

２ Ⅲ・Ⅳ
社会連携
実践Ⅲ

各学科
発展科目

２ Ⅱ
社会連携
実践Ⅲ

各学科
発展科目

２ Ⅲ・Ⅳ

学科科目 

科目の名称変更

平成 年度から「組織行動論」は、「経営組織論」に名称変更となりました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

経営組織論 商学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ 組織行動論 商学科

発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

※ 平成 年度以前入学生で「組織行動論」の単位を修得済みの学生は、「経営組織論」を履修することは
できません。
  

 

平成 27年度からの変更について  

共通科目 

平成 年度より「総合科目Ⅰ」は、地域に関する科目の充実を図ることを目的に、以下のとおり科目分割
及び名称変更が行われました。科目履修の際に以下の点に注意してください。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 単位数 配当年次 科目名 単位数 配当年次
総合科目 ２

総合科目地域活性化システム論 ２
グローバリズムと地域経済 ２

※履修上の注意

１．平成２６年度以前入学者について
（１）「総合科目Ⅰ」を既に修得済みの学生は、「地域活性化システム論」及び「グローバリズムと地域経

済」を履修できません。
（２）「総合科目Ⅰ」を全く修得していない学生は、「総合科目Ⅰ」、「地域活性化システム論」及び「グ

ローバリズムと地域経済」のうち、いずれか１科目を履修できます。

２．平成２７年度以降入学者について
「総合科目Ⅰ」、「地域活性化システム論」及び「グローバリズムと地域経済」のいずれの科目も履修で
きます。
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平成 28年度からの変更について  

共通科目 

科目の統合・名称変更

平成２８年度より「インターンシップ」と「地域連携キャリア開発」は、キャリア教育科目間の連携をはか
り、効果的、効率的にキャリア教育を実施するための体制整備をするとともに、インターンシップの多様化へ
の対応を図ることを目的に、科目分割および名称変更が行われました。入学年次により科目区分・単位数・配
当年次が異なりますので、注意してください。なお、履修方法は、掲示及びオリエンテーションにより通知し
ます。

●昼間コース、夜間主コース共通
平成 年度以降入学生 平成 年度入学生 平成 年度入学生

科目名 科目区分
単
位
数

配当
年次

科目名 科目区分
単
位
数

配当
年次

科目名 科目区分
単
位
数

配当
年次

社会連携
実践Ⅰ

共通科目
（知（地）の基礎）

２
社会連携
実践Ⅰ

各学科
発展科目

２ Ⅱ
地域連携

キャリア開発
各学科
発展科目

４ Ⅱ

社会連携
実践Ⅱ

共通科目
（知（地）の基礎）

２ ・Ⅱ
社会連携
実践Ⅱ

各学科
発展科目

２ Ⅲ・Ⅳ
インターン
シップ

各学科
発展科目

２ Ⅲ・Ⅳ
社会連携
実践Ⅲ

各学科
発展科目

２ Ⅱ
社会連携
実践Ⅲ

各学科
発展科目

２ Ⅲ・Ⅳ

学科科目 

科目の名称変更

平成 年度から「組織行動論」は、「経営組織論」に名称変更となりました。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 科目区分 単位数 配当
年次 科目名 科目区分 単位数 配当

年次

経営組織論 商学科
発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ 組織行動論 商学科

発展科目 ４ Ⅲ・Ⅳ

※ 平成 年度以前入学生で「組織行動論」の単位を修得済みの学生は、「経営組織論」を履修することは
できません。
  

 

平成 27年度からの変更について  

共通科目 

平成 年度より「総合科目Ⅰ」は、地域に関する科目の充実を図ることを目的に、以下のとおり科目分割
及び名称変更が行われました。科目履修の際に以下の点に注意してください。

●昼間コース
平成 年度以降入学生 平成 年度以前入学生

科目名 単位数 配当年次 科目名 単位数 配当年次
総合科目 ２

総合科目地域活性化システム論 ２
グローバリズムと地域経済 ２

※履修上の注意

１．平成２６年度以前入学者について
（１）「総合科目Ⅰ」を既に修得済みの学生は、「地域活性化システム論」及び「グローバリズムと地域経

済」を履修できません。
（２）「総合科目Ⅰ」を全く修得していない学生は、「総合科目Ⅰ」、「地域活性化システム論」及び「グ

ローバリズムと地域経済」のうち、いずれか１科目を履修できます。

２．平成２７年度以降入学者について
「総合科目Ⅰ」、「地域活性化システム論」及び「グローバリズムと地域経済」のいずれの科目も履修で
きます。
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１．外国語科目の履修方法（全語系共通） 

（１）令和３年度開講科目 

表 ：令和３年度開講の外国語Ⅰ
科目名 （単位数、開講学期） 科目名 （単位数、開講学期）

英語 ⅠＡ （１単位、前期） 中国語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

英語 ⅠＢ （１単位、前期） 中国語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

英語 ⅠＣ （１単位、後期） スペイン語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

英語 ⅠＤ （１単位、前／後） スペイン語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

ドイツ語 Ⅰ－１ （２単位、前期） ロシア語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

ドイツ語 Ⅰ―２ （２単位、後期） ロシア語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

フランス語 Ⅰ－１ （２単位、前期） 韓国語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

フランス語 Ⅰ－２ （２単位、後期） 韓国語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

表２：令和３年度開講の外国語Ⅱ
科目名 （単位数、開講学期） 科目名 （単位数、開講学期）
英語 ⅡＡ１／ⅡＢ１ （１単位、前／後） 中国語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）
英語 ⅡＡ２／ⅡＢ２ （１単位、前／後） 中国語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）

英語 ⅡＡ３ （１単位、前／後） スペイン語 ⅡＡ－１ （２単位、前期）

英語 ⅡＡ４ （１単位、前／後） スペイン語 ⅡＡ－２ （２単位、後期）
ドイツ語 ⅡＡ－１ （２単位、前期） スペイン語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）

ドイツ語 ⅡＡ－２ （２単位、後期） スペイン語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）
ドイツ語 ⅡＢ－１ （１単位、前期） ロシア語 ⅡＡ－１ （２単位、前期）

ドイツ語 ⅡＢ－２ （１単位、後期） ロシア語 ⅡＡ－２ （２単位、後期）

フランス語 ⅡＡ－１ （２単位、前期） ロシア語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）

フランス語 ⅡＡ－２ （２単位、後期） ロシア語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）
フランス語 ⅡＢ－１ （１単位、前期） 韓国語 ⅡＡ－１ （２単位、前期）
フランス語 ⅡＢ－２ （１単位、後期） 韓国語 ⅡＡ－２ （２単位、後期）

中国語 ⅡＡ－１ （２単位、前期） 韓国語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）

中国語 ⅡＡ－２ （２単位、後期） 韓国語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）

  

 

（２）必修１４単位の履修方法 

１）卒業に必要な外国語科目の必修単位は１４単位です。

２）英語、ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語、韓国語のうちからふたつの言語を選択し、
それぞれについて外国語Ⅰと外国語Ⅱを履修します。

３）外国語科目の必修１４単位の内訳は次のとおりです。
① 外国語Ⅰは、ひとつの言語につき４単位、ふたつの言語で計８単位が必修。
② 外国語Ⅱは、外国語Ⅰで選択した２言語のうち、一方をＡコース（ⅡＡ）として４単位、他方をＢコー

ス（ⅡＢ）として２単位、計６単位が必修。

４）例えば、外国語Ⅰで英語とドイツ語を選択し、外国語Ⅱで英語をＡコース、ドイツ語をＢコースとして履
修した場合、次の表のようになります。

表３：外国語選択の例
英語 ドイツ語 計

外国語Ⅰ ４単位 ４単位 ８単位
外国語Ⅱ ４単位

（ⅡＡ）
２単位
（ⅡＢ）

６単位

計 ８単位 ６単位 １４単位

５）外国語科目として英語を選択せず、例えばドイツ語とフランス語を履修することもできます。ただし、英
語以外の外国語は同一時間帯に開講されますので、時間割上の制約があります。

６）前掲の表１および表２の外国語科目の単位数は、以下に定められた授業回数（および予習・復習時間数）
より算定されています
① 半期１単位科目については、週１回、半期１５週、計１５回の授業
② 半期２単位科目については、週２回、半期１５週、計３０回の授業

７）各科目の単位認定にあたっては、原則として、上記６）に定める授業への出席回数を満たしたうえで、定
期試験等により成績評価が行われ、合格・不合格の判定が行われます。なお、「秀、優、良、可」の評価基
準については、後述する各語系の履修方法および各教員のシラバスを参照してください。

８）英語以外の外国語科目では、外国語Ⅰの単位が未修得のまま、外国語Ⅱを同時履修することは認められま
せん。ただし、卒年次生に限り外国語Ⅰと外国語Ⅱの同時履修を認めますが、単位認定の基準等について特
別な扱いはありません。実際問題として、ⅠとⅡの同時履修は相当に困難であり、また、成績評価にあたっ
ては、個人的事情は一切考慮しませんので注意してください。

（３）外部試験による単位認定（大学以外の教育施設等における学修の単位認定） 

外国語の外部試験（実用英語技能検定、 、 、ドイツ語技能検定試験 等）で一定以上の成績を
修めて申請すると、本学の外国語科目として単位が認定されます。申請にあたっては「Ⅴ．２ 大学以外の教
育施設等における学修の単位認定」を参照の上、教務課学部教務係まで必要書類を提出してください。
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１．外国語科目の履修方法（全語系共通） 

（１）令和３年度開講科目 

表 ：令和３年度開講の外国語Ⅰ
科目名 （単位数、開講学期） 科目名 （単位数、開講学期）

英語 ⅠＡ （１単位、前期） 中国語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

英語 ⅠＢ （１単位、前期） 中国語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

英語 ⅠＣ （１単位、後期） スペイン語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

英語 ⅠＤ （１単位、前／後） スペイン語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

ドイツ語 Ⅰ－１ （２単位、前期） ロシア語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

ドイツ語 Ⅰ―２ （２単位、後期） ロシア語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

フランス語 Ⅰ－１ （２単位、前期） 韓国語 Ⅰ－１ （２単位、前期）

フランス語 Ⅰ－２ （２単位、後期） 韓国語 Ⅰ－２ （２単位、後期）

表２：令和３年度開講の外国語Ⅱ
科目名 （単位数、開講学期） 科目名 （単位数、開講学期）
英語 ⅡＡ１／ⅡＢ１ （１単位、前／後） 中国語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）
英語 ⅡＡ２／ⅡＢ２ （１単位、前／後） 中国語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）

英語 ⅡＡ３ （１単位、前／後） スペイン語 ⅡＡ－１ （２単位、前期）

英語 ⅡＡ４ （１単位、前／後） スペイン語 ⅡＡ－２ （２単位、後期）
ドイツ語 ⅡＡ－１ （２単位、前期） スペイン語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）

ドイツ語 ⅡＡ－２ （２単位、後期） スペイン語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）
ドイツ語 ⅡＢ－１ （１単位、前期） ロシア語 ⅡＡ－１ （２単位、前期）

ドイツ語 ⅡＢ－２ （１単位、後期） ロシア語 ⅡＡ－２ （２単位、後期）

フランス語 ⅡＡ－１ （２単位、前期） ロシア語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）

フランス語 ⅡＡ－２ （２単位、後期） ロシア語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）
フランス語 ⅡＢ－１ （１単位、前期） 韓国語 ⅡＡ－１ （２単位、前期）
フランス語 ⅡＢ－２ （１単位、後期） 韓国語 ⅡＡ－２ （２単位、後期）

中国語 ⅡＡ－１ （２単位、前期） 韓国語 ⅡＢ－１ （１単位、前期）

中国語 ⅡＡ－２ （２単位、後期） 韓国語 ⅡＢ－２ （１単位、後期）

  

 

（２）必修１４単位の履修方法 

１）卒業に必要な外国語科目の必修単位は１４単位です。

２）英語、ドイツ語、フランス語、中国語、スペイン語、ロシア語、韓国語のうちからふたつの言語を選択し、
それぞれについて外国語Ⅰと外国語Ⅱを履修します。

３）外国語科目の必修１４単位の内訳は次のとおりです。
① 外国語Ⅰは、ひとつの言語につき４単位、ふたつの言語で計８単位が必修。
② 外国語Ⅱは、外国語Ⅰで選択した２言語のうち、一方をＡコース（ⅡＡ）として４単位、他方をＢコー

ス（ⅡＢ）として２単位、計６単位が必修。

４）例えば、外国語Ⅰで英語とドイツ語を選択し、外国語Ⅱで英語をＡコース、ドイツ語をＢコースとして履
修した場合、次の表のようになります。

表３：外国語選択の例
英語 ドイツ語 計

外国語Ⅰ ４単位 ４単位 ８単位
外国語Ⅱ ４単位

（ⅡＡ）
２単位
（ⅡＢ）

６単位

計 ８単位 ６単位 １４単位

５）外国語科目として英語を選択せず、例えばドイツ語とフランス語を履修することもできます。ただし、英
語以外の外国語は同一時間帯に開講されますので、時間割上の制約があります。

６）前掲の表１および表２の外国語科目の単位数は、以下に定められた授業回数（および予習・復習時間数）
より算定されています
① 半期１単位科目については、週１回、半期１５週、計１５回の授業
② 半期２単位科目については、週２回、半期１５週、計３０回の授業

７）各科目の単位認定にあたっては、原則として、上記６）に定める授業への出席回数を満たしたうえで、定
期試験等により成績評価が行われ、合格・不合格の判定が行われます。なお、「秀、優、良、可」の評価基
準については、後述する各語系の履修方法および各教員のシラバスを参照してください。

８）英語以外の外国語科目では、外国語Ⅰの単位が未修得のまま、外国語Ⅱを同時履修することは認められま
せん。ただし、卒年次生に限り外国語Ⅰと外国語Ⅱの同時履修を認めますが、単位認定の基準等について特
別な扱いはありません。実際問題として、ⅠとⅡの同時履修は相当に困難であり、また、成績評価にあたっ
ては、個人的事情は一切考慮しませんので注意してください。

（３）外部試験による単位認定（大学以外の教育施設等における学修の単位認定） 

外国語の外部試験（実用英語技能検定、 、 、ドイツ語技能検定試験 等）で一定以上の成績を
修めて申請すると、本学の外国語科目として単位が認定されます。申請にあたっては「Ⅴ．２ 大学以外の教
育施設等における学修の単位認定」を参照の上、教務課学部教務係まで必要書類を提出してください。
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２．英語の履修方法 

（１）英語クラスについて 

クラス名のうち、Ｅで始まる数字と記号は、英語のクラス別を表します。Ｅに続く１または２は履修基準年
次で、それぞれ１年次、２年次配当クラスであることを表します。残りの２桁の数字がクラスを表します。そ
の後の記号と数字は科目名を表します。

例）

〇 令和３年度入学生の英語のクラスはプレイスメントテストの成績により決定します。
〇 ２年次配当の「英語Ⅱ ／ 」および「英語Ⅱ ／ 」のクラスは、前年度の英語Ⅰの総合成績により
決定します。

〇 英語クラスのうち学生の自由選択によって決定されるのは、２年次配当の「英語ⅡＡ 」と「英語Ⅱ 」
のみです。

〇 なお、各科目の再履修については、後述する指示にしたがってください。

（２）英語Ⅰの履修方法 

令和３年度の英語Ⅰのクラスは、次表のとおりです。

昼 間 年 生
英語Ⅰ （ ：前期）

高橋（優）【発展】
【発展】

三ツ木
三ツ木

中津川
中津川
山本（久）
山本（久）【基礎】

【基礎】

英語Ⅰ （ ：前期）
川内【発展】

【発展】

【基礎】
小林（敏）【基礎】

英語クラス ２年次 クラス 科目名Ⅱ

英語Ⅰ （弱点強化クラス：後期）
【発展】

三ツ木【発展】
川内
山本（久）
山本（久）

【基礎】
中津川【基礎】

川内（前期：再履修）

英語Ⅰ
前 期 後 期

森谷（再履修） 森谷（ ）
森谷（ ）

令和３年度入学生  

① 「英語Ⅰ」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ（各１単位）に分かれており、外国語科目として英語を選択した場合には、
それぞれから１クラス１単位ずつ、合計４クラス４単位を修得しなければなりません。「英語ⅠＡ」は

クラス、「英語ⅠＢ」は クラス、「英語ⅠＣ」は弱点強化クラス、「英語Ⅰ
Ｄ」は クラス（ によるセルフ・アクセス・スタディ）です。なお、令和２年度以前入学
生は、「（３）英語Ⅰの再履修方法」を参照してください。

② 「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」には、基礎、標準、発展の３レベルがあり、 月 日（月）のプレ
イスメントテストの結果に基づき、クラスを決定します。履修クラスの発表は、 月 日（火）の朝までに
学内掲示等にてお知らせします。なお、履修登録は言語センターで行いますので、正しいクラスが登録され
ているかを確認してください。

③ 「英語Ⅰ 」は、 によるセルフ・アクセス・スタディです。後期の指定された時間に、言語
センター 教室や情報総合センター実習室などの学内施設で学習します。各自の学習履歴はすべてコンピ
ュータに記録されます。
「英語Ⅰ 」の成績評価は、本学で実施される テストのスコアおよび授業の平常点で算出され

ます。 テストのスコア基準は以下のとおりです。

テストのスコア

点未満 ・英語Ⅰ の単位は認められない。再履修クラスで単位を
修得のこと。

点以上 ・ テストのスコアに加え、平常点においても所定
の基準を満たした場合は、英語Ⅰ の単位を認定する。

※ 令和３年度の テストは、令和３年 月 日（木）、令和４年 月 日（月）に実施します。詳
細は、後日掲示します。
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２．英語の履修方法 

（１）英語クラスについて 

クラス名のうち、Ｅで始まる数字と記号は、英語のクラス別を表します。Ｅに続く１または２は履修基準年
次で、それぞれ１年次、２年次配当クラスであることを表します。残りの２桁の数字がクラスを表します。そ
の後の記号と数字は科目名を表します。

例）

〇 令和３年度入学生の英語のクラスはプレイスメントテストの成績により決定します。
〇 ２年次配当の「英語Ⅱ ／ 」および「英語Ⅱ ／ 」のクラスは、前年度の英語Ⅰの総合成績により
決定します。

〇 英語クラスのうち学生の自由選択によって決定されるのは、２年次配当の「英語ⅡＡ 」と「英語Ⅱ 」
のみです。

〇 なお、各科目の再履修については、後述する指示にしたがってください。

（２）英語Ⅰの履修方法 

令和３年度の英語Ⅰのクラスは、次表のとおりです。

昼 間 年 生
英語Ⅰ （ ：前期）

高橋（優）【発展】
【発展】

三ツ木
三ツ木

中津川
中津川
山本（久）
山本（久）【基礎】

【基礎】

英語Ⅰ （ ：前期）
川内【発展】

【発展】

【基礎】
小林（敏）【基礎】

英語クラス ２年次 クラス 科目名Ⅱ

英語Ⅰ （弱点強化クラス：後期）
【発展】

三ツ木【発展】
川内
山本（久）
山本（久）

【基礎】
中津川【基礎】

川内（前期：再履修）

英語Ⅰ
前 期 後 期

森谷（再履修） 森谷（ ）
森谷（ ）

令和３年度入学生  

① 「英語Ⅰ」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ（各１単位）に分かれており、外国語科目として英語を選択した場合には、
それぞれから１クラス１単位ずつ、合計４クラス４単位を修得しなければなりません。「英語ⅠＡ」は

クラス、「英語ⅠＢ」は クラス、「英語ⅠＣ」は弱点強化クラス、「英語Ⅰ
Ｄ」は クラス（ によるセルフ・アクセス・スタディ）です。なお、令和２年度以前入学
生は、「（３）英語Ⅰの再履修方法」を参照してください。

② 「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」には、基礎、標準、発展の３レベルがあり、 月 日（月）のプレ
イスメントテストの結果に基づき、クラスを決定します。履修クラスの発表は、 月 日（火）の朝までに
学内掲示等にてお知らせします。なお、履修登録は言語センターで行いますので、正しいクラスが登録され
ているかを確認してください。

③ 「英語Ⅰ 」は、 によるセルフ・アクセス・スタディです。後期の指定された時間に、言語
センター 教室や情報総合センター実習室などの学内施設で学習します。各自の学習履歴はすべてコンピ
ュータに記録されます。
「英語Ⅰ 」の成績評価は、本学で実施される テストのスコアおよび授業の平常点で算出され

ます。 テストのスコア基準は以下のとおりです。

テストのスコア

点未満 ・英語Ⅰ の単位は認められない。再履修クラスで単位を
修得のこと。

点以上 ・ テストのスコアに加え、平常点においても所定
の基準を満たした場合は、英語Ⅰ の単位を認定する。

※ 令和３年度の テストは、令和３年 月 日（木）、令和４年 月 日（月）に実施します。詳
細は、後日掲示します。
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（３）英語Ⅰの再履修方法 

 令和３年度入学生  

「英語Ⅰ 」、「英語ⅠＢ」、「英語Ⅰ 」及び「英語Ⅰ 」を履修し単位を修得できなかった場合は、翌年度に
再履修することになります。

 令和２年度以前入学生  
 
① 「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」、「英語ＩＤ」の再履修について

「英語Ⅰ 」と「英語Ⅰ 」については、前期開講の通常クラスを履修してください。各クラスとも、定
員を超える場合は抽選になります。
「英語Ⅰ 」については、時間割上の不都合などがないかぎり、原則として前期開講の再履修クラス

「 」を履修してください。
「英語Ⅰ 」については、前期開講の再履修クラスを選択してください。クラス間で履修希望者数に大き

く隔たりがある場合は抽選となります。「英語Ⅰ 」の単位取得のためには、本学で実施される
テストを受験し、さらに平常点においても所定の基準を満たさなければなりません。
なお、履修の辞退、やむを得ない理由（学科科目の重複等）によるクラス変更に関しては、言語センター

にお尋ねください。

② 上記①および②の再履修は、学年度末（ 月中ごろ）に 上で履修希望登録します。掲示にした
がって必要な手続きを行ってください。

 
（４）英語Ⅱ の履修方法 

令和３年度の英語Ⅱのクラスは、次表のとおりです。

昼 間 年 生
英語Ⅱ ／ （ ）

前 期 後 期
／ 【基礎】
／ 三ツ木【基礎】
／ 山本（久）
／ 山本（久）
／
／
／
／

／ 山本（久）
／
／
／
／
／
／ 【発展】
／ 中津川【発展】

／ 川内（後期：再履修）

英語Ⅱ ／ （ ）
前 期 後 期

／ 【発展】
／ 【発展】
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／ 【基礎】
／ 【基礎】

／ （後期：再履修）

英語Ⅱ 前期
水曜日 時間目 金曜日 時間目

小林（敏）【 】 高橋（優）
西口
三ツ木
中津川

英語Ⅱ 後期
水曜日 時間目 金曜日 時間目

森谷【 】
高橋（優）
三ツ木

山本（久）

 令和３年度入学生  

外国語Ⅱは、選択する外国語のうち一方を コース（Ⅱ ）として４単位、他方を コース（Ⅱ ）として２
単位、計６単位を修得する必要があります。誤った方法で履修すると、卒業要件を満たさず、卒業が延期され
ますから、注意してください。

① 英語Ⅱ コースを選択する場合、英語については、「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ 」
および「英語Ⅱ 」から、それぞれ１クラス１単位ずつ（計４単位）を修得する必要があります（英語以外
は 単位）。

② 英語Ⅱ コースを選択した場合、「英語Ⅱ ／ 」および「英語Ⅱ ／ 」から、前期・後期それぞれ
１クラス１単位ずつ（計２単位）を修得しなければなりません（英語以外は 単位）。

③ 「英語Ⅱ ／ 」および「英語Ⅱ ／ 」のクラスは、前年度の「英語Ⅰ」の総合成績により決定し、
言語センターで履修登録を行います。

④ 「英語Ⅱ 」および「英語Ⅱ 」のクラスは、学年度末（ 月中ごろ）に 上で履修希望登録しま
す。掲示にしたがって必要な手続きを行ってください。

⑤ クラス分けの結果は、掲示で発表します。履修の辞退、やむを得ない理由（学科科目の重複等）によるク
ラス変更に関しては、言語センターにお尋ねください。

（５）英語Ⅱの再履修方法 

 令和２年度以前入学生  
 

「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ 」、「英語Ⅱ 」を再履修する必要のある場合は、
掲示にしたがって、学年度末（ 月中ごろ）に 上で未修得の科目を履修希望登録してください。各
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（３）英語Ⅰの再履修方法 

 令和３年度入学生  

「英語Ⅰ 」、「英語ⅠＢ」、「英語Ⅰ 」及び「英語Ⅰ 」を履修し単位を修得できなかった場合は、翌年度に
再履修することになります。

 令和２年度以前入学生  
 
① 「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」、「英語Ⅰ 」、「英語ＩＤ」の再履修について

「英語Ⅰ 」と「英語Ⅰ 」については、前期開講の通常クラスを履修してください。各クラスとも、定
員を超える場合は抽選になります。
「英語Ⅰ 」については、時間割上の不都合などがないかぎり、原則として前期開講の再履修クラス

「 」を履修してください。
「英語Ⅰ 」については、前期開講の再履修クラスを選択してください。クラス間で履修希望者数に大き

く隔たりがある場合は抽選となります。「英語Ⅰ 」の単位取得のためには、本学で実施される
テストを受験し、さらに平常点においても所定の基準を満たさなければなりません。
なお、履修の辞退、やむを得ない理由（学科科目の重複等）によるクラス変更に関しては、言語センター

にお尋ねください。

② 上記①および②の再履修は、学年度末（ 月中ごろ）に 上で履修希望登録します。掲示にした
がって必要な手続きを行ってください。

 
（４）英語Ⅱ の履修方法 

令和３年度の英語Ⅱのクラスは、次表のとおりです。

昼 間 年 生
英語Ⅱ ／ （ ）

前 期 後 期
／ 【基礎】
／ 三ツ木【基礎】
／ 山本（久）
／ 山本（久）
／
／
／
／

／ 山本（久）
／
／
／
／
／
／ 【発展】
／ 中津川【発展】

／ 川内（後期：再履修）

英語Ⅱ ／ （ ）
前 期 後 期

／ 【発展】
／ 【発展】
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／ 【基礎】
／ 【基礎】

／ （後期：再履修）

英語Ⅱ 前期
水曜日 時間目 金曜日 時間目

小林（敏）【 】 高橋（優）
西口
三ツ木
中津川

英語Ⅱ 後期
水曜日 時間目 金曜日 時間目

森谷【 】
高橋（優）
三ツ木

山本（久）

 令和３年度入学生  

外国語Ⅱは、選択する外国語のうち一方を コース（Ⅱ ）として４単位、他方を コース（Ⅱ ）として２
単位、計６単位を修得する必要があります。誤った方法で履修すると、卒業要件を満たさず、卒業が延期され
ますから、注意してください。

① 英語Ⅱ コースを選択する場合、英語については、「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ 」
および「英語Ⅱ 」から、それぞれ１クラス１単位ずつ（計４単位）を修得する必要があります（英語以外
は 単位）。

② 英語Ⅱ コースを選択した場合、「英語Ⅱ ／ 」および「英語Ⅱ ／ 」から、前期・後期それぞれ
１クラス１単位ずつ（計２単位）を修得しなければなりません（英語以外は 単位）。

③ 「英語Ⅱ ／ 」および「英語Ⅱ ／ 」のクラスは、前年度の「英語Ⅰ」の総合成績により決定し、
言語センターで履修登録を行います。

④ 「英語Ⅱ 」および「英語Ⅱ 」のクラスは、学年度末（ 月中ごろ）に 上で履修希望登録しま
す。掲示にしたがって必要な手続きを行ってください。

⑤ クラス分けの結果は、掲示で発表します。履修の辞退、やむを得ない理由（学科科目の重複等）によるク
ラス変更に関しては、言語センターにお尋ねください。

（５）英語Ⅱの再履修方法 

 令和２年度以前入学生  
 

「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ ／ 」、「英語Ⅱ 」、「英語Ⅱ 」を再履修する必要のある場合は、
掲示にしたがって、学年度末（ 月中ごろ）に 上で未修得の科目を履修希望登録してください。各

外
国
語
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クラスとも、定員を超える場合は抽選になります。
なお、令和２年度入学生を含め、前期に単位を修得できなかった場合、履修登録の上限を超えない範囲内

で、空定員のあるクラスを後期に再度履修することができます。手続き方法は、後期開始前に掲示でお知ら
せします。

（６）履修方法の変更点について 

学則の一部改正にともない、平成 年度入学生から、特に英語Ⅰ 、英語Ⅱ ／ および英語Ⅱ ／ に
ついて、いくつかの変更点がありますので注意してください。

１ 英語Ⅰ および英語Ⅱ ／ については、 テストを最大で合計３回まで受験することを想
定していましたが、 テストの受験は「英語 についてのみ課す」と変更になりました。

２ これにともない、従来 科目だった英語Ⅱ ／ は、平成 年度から対面式のコミュニ
ケーション科目となりました。英語Ⅱ ／ の単位修得のために テストの受験は課されませ
ん。また、英語Ⅱ ／ は、従来 と の混合科目でしたが、平成 年度か
ら 科目となっています。
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クラスとも、定員を超える場合は抽選になります。
なお、令和２年度入学生を含め、前期に単位を修得できなかった場合、履修登録の上限を超えない範囲内

で、空定員のあるクラスを後期に再度履修することができます。手続き方法は、後期開始前に掲示でお知ら
せします。

（６）履修方法の変更点について 

学則の一部改正にともない、平成 年度入学生から、特に英語Ⅰ 、英語Ⅱ ／ および英語Ⅱ ／ に
ついて、いくつかの変更点がありますので注意してください。

１ 英語Ⅰ および英語Ⅱ ／ については、 テストを最大で合計３回まで受験することを想
定していましたが、 テストの受験は「英語 についてのみ課す」と変更になりました。

２ これにともない、従来 科目だった英語Ⅱ ／ は、平成 年度から対面式のコミュニ
ケーション科目となりました。英語Ⅱ ／ の単位修得のために テストの受験は課されませ
ん。また、英語Ⅱ ／ は、従来 と の混合科目でしたが、平成 年度か
ら 科目となっています。
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３．英語以外の外国語科目の履修方法 

（１）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法 
 

１）履修言語の決定
英語以外の外国語は、入学手続書類に同封する注意喚起文書『外国語の履修について』にしたがって、本

学ホームページより履修志望登録を行います。これをもとに抽選にて履修言語を決定し、初回授業の前に掲
示等にて発表します。

２）開講学期／授業回数
前掲「１ （１）令和３年度開講科目」の表１のうち、外国語Ⅰ－１は前期科目、外国語Ⅰ－２は後期科

目であり、それぞれ週２回（火曜日および木曜日）、半期１５週、計３０回の授業が開講されます。

３）クラス編成
Ⅰ－１、Ⅰ－２に複数のクラスがある場合、クラス名はアルファベット小文字で表記します。その場合、
履修者は、前期、後期とも同一のクラスを履修することとします（例えば、前期がⅠ－１ なら、後期
はⅠ－２ ）。なお、クラス所属については、履修言語の決定とともに掲示等にて発表します。

４）履修資格
後期の外国語Ⅰ－２を履修するためには、前期の外国語Ⅰ－１の２単位を修得しておかなければなりませ

ん（次ページのフローチャートを参照のこと）。

５）単位認定
Ⅰ－１、Ⅰ－２とも半期 単位科目です。原則として、上記 ）に定める授業への出席回数を満たした上

で、定期試験等により成績評価が行われ、合格または不合格の単位認定が行われます。
なお、火曜日と木曜日で担当者が異なる場合も、一括して半期２単位が認定されます。

６）定期試験の受験資格
「小樽商科大学履修方法等に関する規則」第１１条の により、単位認定に関わる定期試験を受験する

ためには、原則として、授業回数の少なくとも２／３以上の出席が必要です。ただし、外国語の学習では、
教室での実習が中心となりますので、度重なる欠席は好ましくありません。

７）合格および成績評価の基準
外国語Ⅰの合格基準および「秀、優、良、可」の評価基準については、後の「４．英語以外の各語系の履

修方法」および各教員のシラバスを参照してください。

８）再履修に関する注意

前期の外国語Ⅰ―１が不合格の場合、翌年度以降の前期に再履修することになります。
また、後期の外国語Ⅰ―２が不合格の場合、翌年度以降の後期に再履修することになります。
いずれの場合も、再履修するまでに半年間の空白期間が生じますので注意して下さい。
（次ページのフローチャートを参照のこと）

９）選択言語の変更
前年度以前に選択していた外国語を他の言語に変更する場合、次の扱いとなります。
① 外国語Ⅰの２言語８単位に不足がある場合、新入生と同じく抽選の対象となります。具体的な手続き
については、後の「３ （３）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修方法」を参照してください。

② 外国語Ⅰの２言語８単位を修得済みの場合、希望どおりの変更が認められます。ただし、変更した
言語の修得済みの単位は、外国語科目ではなく、自由選択科目に算入されます。
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３．英語以外の外国語科目の履修方法 

（１）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法 
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「小樽商科大学履修方法等に関する規則」第１１条の により、単位認定に関わる定期試験を受験する

ためには、原則として、授業回数の少なくとも２／３以上の出席が必要です。ただし、外国語の学習では、
教室での実習が中心となりますので、度重なる欠席は好ましくありません。

７）合格および成績評価の基準
外国語Ⅰの合格基準および「秀、優、良、可」の評価基準については、後の「４．英語以外の各語系の履

修方法」および各教員のシラバスを参照してください。

８）再履修に関する注意

前期の外国語Ⅰ―１が不合格の場合、翌年度以降の前期に再履修することになります。
また、後期の外国語Ⅰ―２が不合格の場合、翌年度以降の後期に再履修することになります。
いずれの場合も、再履修するまでに半年間の空白期間が生じますので注意して下さい。
（次ページのフローチャートを参照のこと）

９）選択言語の変更
前年度以前に選択していた外国語を他の言語に変更する場合、次の扱いとなります。
① 外国語Ⅰの２言語８単位に不足がある場合、新入生と同じく抽選の対象となります。具体的な手続き
については、後の「３ （３）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修方法」を参照してください。

② 外国語Ⅰの２言語８単位を修得済みの場合、希望どおりの変更が認められます。ただし、変更した
言語の修得済みの単位は、外国語科目ではなく、自由選択科目に算入されます。
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（変更を希望する者は、その旨を変更前の言語の担当教員、新たに履修する言語の担当教員、および学
部教務係に申し出ること。）

１０）第三外国語の履修
外国語Ⅰの２言語８単位を修得済みの場合、新たにもうひとつの外国語Ⅰの履修が可能になります。その

場合の単位の扱いは以下のとおりです。
➀ 当該言語を第三外国語とする場合、その単位は自由選択科目に算入されます。
② 既習の２言語の一方に代えて当該言語を必修単位に含める場合、変更前の外国語Ⅰの単位は、自由選
択科目に算入されます。

１１）外部試験による単位認定に関する注意
外国語Ⅰとして履修登録した２言語とは別の言語について、「１ （３）外部試験による単位認定」が認

められた場合、単位の扱いは以下のとおりです。
① 外国語Ⅰの 言語 単位に不足のある場合、自由選択科目に算入されます。
② 外国語Ⅰの 言語 単位を修得済みの場合、上記１０）に準じます。

１ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修のフローチャート

新入生

本学ホームページより
履修志望登録

抽選により決定の後、
掲示等にて発表

各自、キャンパス・スクエ
アにより履修登録

外国語Ⅰ－１を履修
（前期、火曜、木曜） 不合格 来年度以降の前期

に再履修

合 格

外国語Ⅰ－２を履修
（後期、火曜、木曜） 不合格 来年度以降の後期

に再履修

合 格

外国語Ⅰ（４単位）を修了、
外国語Ⅱの履修資格を獲得

   

 

（２）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法 

１）開講科目と開講学期
本年度開講される外国語Ⅱの開講科目および開講学期は、前掲「１ （１）令和３年度開講科目」の表２

のとおりです。

２）コース選択と所属クラスの決定
外国語Ⅰで選択した２言語のうち、一方をＡコースとして、他方をＢコースとして履修します。Ａコース

は前期のⅡＡ－１および後期のⅡＡ－２からなり、Ｂコースは前期のⅡＢ－１および後期のⅡＢ－２からな
ります。
同一のコースに複数のクラスがある場合、クラス名はアルファベット小文字で表記します。その場合、履

修者は、前期、後期とも同一のクラスを履修することとします（例えば、前期がⅡＡ－１ なら、後期はⅡ
Ａ－２ ）。
なお、各語系のコース選択および所属クラスの決定については、後の「４．英語以外の各語系の履修方法」

をご覧ください。

３）履修手続き
外国語Ⅱのコース選択および所属クラスは、１年次の学年末（３月）に実施する「 アンケート」

により行います。すべての手続きを で行いますので、期日までに必ずアンケートに回答して下さ
い。手続きを怠った場合、希望のコース、クラスを履修できない可能性があります。 年次に クラス体
制だったロシア語および韓国語については、希望するクラスを登録して履修して下さい。）

４）単位数とコース修了
ⅡＡ－１およびⅡＡ－２は、それぞれ週２回（火曜日および木曜日）、１５週、計３０回の２単位科目で

あり、両科目の計４単位の修得をもってＡコースの修了となります。
ⅡＢ－１およびⅡＢ－２は、それぞれ週１回（火曜日または木曜日）、１５週、計１５回の１単位科目で

あり、両科目の計２単位の修得をもってＢコースの修了となります。

５）履修資格
外国語Ⅱを履修するためには、外国語Ⅰの４単位を修得しておかなければなりません。また、ⅡＡ－２の

履修はⅡＡ－１の２単位を、ⅡＢ－２の履修はⅡＢ－１の１単位の修得を前提とします。

６）単位認定
単位の認定にあたっては、原則として、上記４）に定める授業への出席回数を満たした上で、定期試験等

により成績評価が行われ、合格または不合格が判定されます。
なお、Ａコースの場合、火曜日と木曜日で担当者が異なる場合も、一括して半期２単位が認定されます。

７）定期試験の受験資格
「小樽商科大学履修方法等に関する規則」第１１条の により、単位認定に関わる定期試験を受験する

ためには、原則として、授業回数の少なくとも２／３以上の出席が必要です。ただし、外国語の学習では、
教室での実習が中心となりますので、度重なる欠席は好ましくありません。

８）合格および成績評価の基準
外国語Ⅱの合格基準および「秀、優、良、可」の評価基準については、後の「４．英語以外の各語系の履

修方法」および各教員のシラバスを参照してください。

９）選択コースの変更
前年度以前に選択していたＡ／Ｂコースを変更しようとする場合は、次の扱いとなります。
① 既習のコースにおいて修得した単位は、外国語科目には算入されません。例えば、ドイツ語ⅡをＢコ
ースからＡコースに変更する場合、ドイツ語Ⅱ の 単位を修得していたとしても、新たにドイツ語Ⅱ
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（変更を希望する者は、その旨を変更前の言語の担当教員、新たに履修する言語の担当教員、および学
部教務係に申し出ること。）

１０）第三外国語の履修
外国語Ⅰの２言語８単位を修得済みの場合、新たにもうひとつの外国語Ⅰの履修が可能になります。その

場合の単位の扱いは以下のとおりです。
➀ 当該言語を第三外国語とする場合、その単位は自由選択科目に算入されます。
② 既習の２言語の一方に代えて当該言語を必修単位に含める場合、変更前の外国語Ⅰの単位は、自由選
択科目に算入されます。

１１）外部試験による単位認定に関する注意
外国語Ⅰとして履修登録した２言語とは別の言語について、「１ （３）外部試験による単位認定」が認

められた場合、単位の扱いは以下のとおりです。
① 外国語Ⅰの 言語 単位に不足のある場合、自由選択科目に算入されます。
② 外国語Ⅰの 言語 単位を修得済みの場合、上記１０）に準じます。

１ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修のフローチャート

新入生

本学ホームページより
履修志望登録

抽選により決定の後、
掲示等にて発表

各自、キャンパス・スクエ
アにより履修登録

外国語Ⅰ－１を履修
（前期、火曜、木曜） 不合格 来年度以降の前期

に再履修

合 格

外国語Ⅰ－２を履修
（後期、火曜、木曜） 不合格 来年度以降の後期

に再履修

合 格

外国語Ⅰ（４単位）を修了、
外国語Ⅱの履修資格を獲得

   

 

（２）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法 

１）開講科目と開講学期
本年度開講される外国語Ⅱの開講科目および開講学期は、前掲「１ （１）令和３年度開講科目」の表２

のとおりです。

２）コース選択と所属クラスの決定
外国語Ⅰで選択した２言語のうち、一方をＡコースとして、他方をＢコースとして履修します。Ａコース

は前期のⅡＡ－１および後期のⅡＡ－２からなり、Ｂコースは前期のⅡＢ－１および後期のⅡＢ－２からな
ります。
同一のコースに複数のクラスがある場合、クラス名はアルファベット小文字で表記します。その場合、履

修者は、前期、後期とも同一のクラスを履修することとします（例えば、前期がⅡＡ－１ なら、後期はⅡ
Ａ－２ ）。
なお、各語系のコース選択および所属クラスの決定については、後の「４．英語以外の各語系の履修方法」

をご覧ください。

３）履修手続き
外国語Ⅱのコース選択および所属クラスは、１年次の学年末（３月）に実施する「 アンケート」

により行います。すべての手続きを で行いますので、期日までに必ずアンケートに回答して下さ
い。手続きを怠った場合、希望のコース、クラスを履修できない可能性があります。 年次に クラス体
制だったロシア語および韓国語については、希望するクラスを登録して履修して下さい。）

４）単位数とコース修了
ⅡＡ－１およびⅡＡ－２は、それぞれ週２回（火曜日および木曜日）、１５週、計３０回の２単位科目で

あり、両科目の計４単位の修得をもってＡコースの修了となります。
ⅡＢ－１およびⅡＢ－２は、それぞれ週１回（火曜日または木曜日）、１５週、計１５回の１単位科目で

あり、両科目の計２単位の修得をもってＢコースの修了となります。

５）履修資格
外国語Ⅱを履修するためには、外国語Ⅰの４単位を修得しておかなければなりません。また、ⅡＡ－２の

履修はⅡＡ－１の２単位を、ⅡＢ－２の履修はⅡＢ－１の１単位の修得を前提とします。

６）単位認定
単位の認定にあたっては、原則として、上記４）に定める授業への出席回数を満たした上で、定期試験等

により成績評価が行われ、合格または不合格が判定されます。
なお、Ａコースの場合、火曜日と木曜日で担当者が異なる場合も、一括して半期２単位が認定されます。

７）定期試験の受験資格
「小樽商科大学履修方法等に関する規則」第１１条の により、単位認定に関わる定期試験を受験する

ためには、原則として、授業回数の少なくとも２／３以上の出席が必要です。ただし、外国語の学習では、
教室での実習が中心となりますので、度重なる欠席は好ましくありません。

８）合格および成績評価の基準
外国語Ⅱの合格基準および「秀、優、良、可」の評価基準については、後の「４．英語以外の各語系の履

修方法」および各教員のシラバスを参照してください。

９）選択コースの変更
前年度以前に選択していたＡ／Ｂコースを変更しようとする場合は、次の扱いとなります。
① 既習のコースにおいて修得した単位は、外国語科目には算入されません。例えば、ドイツ語ⅡをＢコ
ースからＡコースに変更する場合、ドイツ語Ⅱ の 単位を修得していたとしても、新たにドイツ語Ⅱ
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Ａの４単位を修得しなければなりません。なお、ドイツ語ⅡＢで修得した 単位は、自由選択科目に
算入されます。

② コースを変更する場合、他の外国語Ⅱについても、コース変更しなければなりません。例えばドイツ
語ⅡをＢコースからＡコースに変更した場合、もう一方の外国語Ⅱも、ＡコースからＢコースに変更す
る必要があり、その際の単位の取り扱いは、上記①に準じます。

１０）外国語Ⅱ（英語以外）の履修のフローチャート

外国語Ⅰの４単位を修得
済みの学生

 

外国語ⅡＡコース修了
（４単位）

外国語ⅡＢコース修了
（２単位）

  

学年度末（ 月）の
アンケートに回答

Ａコースを選択して履修
登録

Ｂコースを選択して履修
登録

外国語ⅡＡ－１を履修
（前期、火曜および木曜）

外国語ⅡＢ－１を履修
（前期、火曜または木曜）

合 格 不合格 合 格

翌年度以降の前
期に再履修

外国語ⅡＡ－２を履修
（後期、火曜および木曜）

外国語ⅡＢ－２を履修
（後期、火曜または木曜）

合 格 不合格 合 格

翌年度以降の後
期に再履修

 

（３）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修方法 

１）再履修の手続き
外国語Ⅰの再履修者は、年度末（ 月）に実施される「 アンケート」より登録する必要がありま

す。手続きを怠った場合、希望どおりのクラスは履修できない可能性がありますので、期日までに必ずアン
ケートに回答してください。 クラス体制のロシア語および韓国語を新規ではなく再履修する場合は、希
望するクラスを登録して履修して下さい。

① 選択する言語を変更しようとする場合、新入生と同じ抽選の対象となります。
② 選択する言語を変更しない場合も、必ずアンケートに回答して登録を済ませる必要があります。

クラス所属については、後の「４．英語以外の各語系の履修方法」を参照してください。

２）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修のフローチャート

言語を変更しないで再
履修する場合

言語を変更して再履修
する場合

アンケ―トより
希望を登録（ 月）

アンケ―トより
希望を登録（ 月）

抽選により決定の後、
掲示等にて発表

各自、キャンパス・スク
エアにより履修登録
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Ａの４単位を修得しなければなりません。なお、ドイツ語ⅡＢで修得した 単位は、自由選択科目に
算入されます。

② コースを変更する場合、他の外国語Ⅱについても、コース変更しなければなりません。例えばドイツ
語ⅡをＢコースからＡコースに変更した場合、もう一方の外国語Ⅱも、ＡコースからＢコースに変更す
る必要があり、その際の単位の取り扱いは、上記①に準じます。

１０）外国語Ⅱ（英語以外）の履修のフローチャート

外国語Ⅰの４単位を修得
済みの学生

 

外国語ⅡＡコース修了
（４単位）

外国語ⅡＢコース修了
（２単位）

  

学年度末（ 月）の
アンケートに回答

Ａコースを選択して履修
登録

Ｂコースを選択して履修
登録

外国語ⅡＡ－１を履修
（前期、火曜および木曜）

外国語ⅡＢ－１を履修
（前期、火曜または木曜）

合 格 不合格 合 格

翌年度以降の前
期に再履修

外国語ⅡＡ－２を履修
（後期、火曜および木曜）

外国語ⅡＢ－２を履修
（後期、火曜または木曜）

合 格 不合格 合 格

翌年度以降の後
期に再履修

 

（３）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修方法 

１）再履修の手続き
外国語Ⅰの再履修者は、年度末（ 月）に実施される「 アンケート」より登録する必要がありま

す。手続きを怠った場合、希望どおりのクラスは履修できない可能性がありますので、期日までに必ずアン
ケートに回答してください。 クラス体制のロシア語および韓国語を新規ではなく再履修する場合は、希
望するクラスを登録して履修して下さい。

① 選択する言語を変更しようとする場合、新入生と同じ抽選の対象となります。
② 選択する言語を変更しない場合も、必ずアンケートに回答して登録を済ませる必要があります。

クラス所属については、後の「４．英語以外の各語系の履修方法」を参照してください。

２）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修のフローチャート

言語を変更しないで再
履修する場合

言語を変更して再履修
する場合

アンケ―トより
希望を登録（ 月）

アンケ―トより
希望を登録（ 月）

抽選により決定の後、
掲示等にて発表

各自、キャンパス・スク
エアにより履修登録
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（４）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修方法 

１）再履修の手続き
外国語Ⅱの再履修者は、年度末（３月）に実施される「 アンケート」より登録する必要があり

ます。すべての手続きを で行いますので、期日までに必ずアンケートに回答して下さい。手続き
を怠った場合、希望のコース、クラスを履修できない可能性があります。 年次に クラス体制だったロ
シア語および韓国語については、希望するクラスを登録して履修して下さい。）

➀ コースを変更する場合、語系によっては抽選にてクラスを決定します。
② コースを変更しない場合、その扱いは語系によって異なります。詳細については「４．英語以外の各
語系の履修方法」をご覧ください。

２）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修のフローチャート

コースを変更しないで
再履修する場合

コースを変更して再履
修する場合

アンケ―トよ
り希望を登録（ 月）

アンケ―トよ
り希望を登録（ 月）

抽選の場合あり。結果
は掲示等にて発表

各自、キャンパス・スク
エアにより履修登録

 

４．英語以外の各語系の履修方法 

ドイツ語  

令和３年度開講科目 

表１：ドイツ語Ⅰ
前期 後期

火 ドイツ語Ⅰ－ 杉浦
ドイツ語Ⅰ－ 鈴木（将）

ドイツ語Ⅰ－ 杉浦
ドイツ語Ⅰ－ 鈴木（将）

木 ドイツ語Ⅰ－ 副島
ドイツ語Ⅰ－ 高橋（希）

ドイツ語Ⅰ－ 副島
ドイツ語Ⅰ－ 高橋（希）

表２：ドイツ語Ⅱ
前期 後期

火
ドイツ語Ⅱ － 杉浦
ドイツ語Ⅱ － 鈴木（将）
ドイツ語Ⅱ － 副島

ドイツ語Ⅱ － 杉浦
ドイツ語Ⅱ － 鈴木（将）
ドイツ語Ⅱ － 副島

木 ドイツ語Ⅱ － 副島
ドイツ語Ⅱ － 佐藤（和）

ドイツ語Ⅱ － 副島
ドイツ語Ⅱ － 佐藤（和）

ドイツ語Ⅰの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

ａ）クラス編成

Ⅰ－１、Ⅰ－２とも クラス編成（ 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修しなければ
なりません。
なお、クラス所属は学生番号により均等割りとし、初回授業より前に掲示等により発表します。

ｂ）合格および成績評価の基準

ドイツ語Ⅰはドイツ語Ⅱの履修に必要な基礎の修得をもって合格とします。
・ドイツ語の基礎的な文法・基本語彙を習得していること。
・平易な文章を読み書きできること。
・平易な発話を聞き取り、話せること。
なお、「秀、優、良、可」の基準については、各教員がシラバス等にて別途指示します。
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（４）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修方法 

１）再履修の手続き
外国語Ⅱの再履修者は、年度末（３月）に実施される「 アンケート」より登録する必要があり

ます。すべての手続きを で行いますので、期日までに必ずアンケートに回答して下さい。手続き
を怠った場合、希望のコース、クラスを履修できない可能性があります。 年次に クラス体制だったロ
シア語および韓国語については、希望するクラスを登録して履修して下さい。）

➀ コースを変更する場合、語系によっては抽選にてクラスを決定します。
② コースを変更しない場合、その扱いは語系によって異なります。詳細については「４．英語以外の各
語系の履修方法」をご覧ください。

２）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修のフローチャート

コースを変更しないで
再履修する場合

コースを変更して再履
修する場合

アンケ―トよ
り希望を登録（ 月）

アンケ―トよ
り希望を登録（ 月）

抽選の場合あり。結果
は掲示等にて発表

各自、キャンパス・スク
エアにより履修登録

 

４．英語以外の各語系の履修方法 

ドイツ語  

令和３年度開講科目 

表１：ドイツ語Ⅰ
前期 後期

火 ドイツ語Ⅰ－ 杉浦
ドイツ語Ⅰ－ 鈴木（将）

ドイツ語Ⅰ－ 杉浦
ドイツ語Ⅰ－ 鈴木（将）

木 ドイツ語Ⅰ－ 副島
ドイツ語Ⅰ－ 高橋（希）

ドイツ語Ⅰ－ 副島
ドイツ語Ⅰ－ 高橋（希）

表２：ドイツ語Ⅱ
前期 後期

火
ドイツ語Ⅱ － 杉浦
ドイツ語Ⅱ － 鈴木（将）
ドイツ語Ⅱ － 副島

ドイツ語Ⅱ － 杉浦
ドイツ語Ⅱ － 鈴木（将）
ドイツ語Ⅱ － 副島

木 ドイツ語Ⅱ － 副島
ドイツ語Ⅱ － 佐藤（和）

ドイツ語Ⅱ － 副島
ドイツ語Ⅱ － 佐藤（和）

ドイツ語Ⅰの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

ａ）クラス編成

Ⅰ－１、Ⅰ－２とも クラス編成（ 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修しなければ
なりません。
なお、クラス所属は学生番号により均等割りとし、初回授業より前に掲示等により発表します。

ｂ）合格および成績評価の基準

ドイツ語Ⅰはドイツ語Ⅱの履修に必要な基礎の修得をもって合格とします。
・ドイツ語の基礎的な文法・基本語彙を習得していること。
・平易な文章を読み書きできること。
・平易な発話を聞き取り、話せること。
なお、「秀、優、良、可」の基準については、各教員がシラバス等にて別途指示します。
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ｃ）再履修者のクラス所属

再履修者は、クラス所属を変更しない場合も含めて、「全員」が学年度末（ 月）に実施される「
アンケート」より登録する必要があります。

１）再履修者のクラス所属については、前年度のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。ただし、
クラス定員管理のため制限を加えることもあります。

２）他言語からの変更を認められた者のクラス所属は、上記 ）のとおり学生番号により均等割りとします。

ドイツ語Ⅱの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

）履修コースと所属クラスの決定

履修コースおよび所属クラスの決定は、 年次の学年度末（ 月）に実施する「 アンケート」によ
り行います。 は会話中心クラス、 は読解中心クラスです。初回授業より前に 上でクラス所属を
発表します。従って必ずアンケートに回答して下さい。

）再履修者の履修コースとクラス所属

再履修者の履修コースとクラス所属についても、上記ｄ の「 アンケート」にて決定しますので、
以下のいずれの場合も、期日までに必要な手続きを行ってください。

１）前期から再履修する場合、上記ｄ）と同じ扱いになります。
２）後期のみ再履修する場合、前年度以前と同じタイプ（ または ｃ）のクラスに所属して下さい。
ただし、「 アンケート」で選択クラスを登録しておかなければなりません。

）合格および成績評価の基準

ドイツ語Ⅱは中級程度のドイツ語の修得をもって合格とし、「秀、優、良、可」の基準については、各教員
が授業の目的および内容に沿って設定し、シラバス等にて指示します。

 

フランス語  

令和３年度開講科目 

表１：フランス語Ⅰ
前期 後期

火 フランス語Ⅰ－ 尾形
フランス語Ⅰ－ 小澤

フランス語Ⅰ－ 尾形
フランス語Ⅰ－ 小澤

木 フランス語Ⅰ－ ヤヤウイ
フランス語Ⅰ－ 江口

フランス語Ⅰ－ ヤヤウイ
フランス語Ⅰ－ 江口

表２：フランス語Ⅱ
前期 後期

火
フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 小澤
フランス語Ⅱ － 尾形

フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 小澤
フランス語Ⅱ － 尾形

木

フランス語Ⅱ － ヤヤウイ
フランス語Ⅱ － 江口
フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 尾形

フランス語Ⅱ － ヤヤウイ
フランス語Ⅱ － 江口
フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 尾形

フランス語Ⅰの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

ａ）クラス編成

Ⅰ－１、Ⅰ－２とも クラス編成（ 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修しなければ
なりません。
なお、クラス所属は学生番号により均等割りとし、初回授業より前に掲示等により発表します。

ｂ）合格および成績評価の基準

フランス語Ⅰはフランス語Ⅱの履修に必要な基礎の修得をもって合格とします。

①発音の規則を身につけ、基本的な発話、聞き取りができること。
②基本文法を理解し、辞書を用いて平易な文章の読み書きができること。
③特に動詞の活用および時制については習熟すること。

なお、「秀、優、良、可」の基準については、各教員がシラバス等にて別途指示します。
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ｃ）再履修者のクラス所属

再履修者は、クラス所属を変更しない場合も含めて、「全員」が学年度末（ 月）に実施される「
アンケート」より登録する必要があります。

１）再履修者のクラス所属については、前年度のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。ただし、
クラス定員管理のため制限を加えることもあります。

２）他言語からの変更を認められた者のクラス所属は、上記 ）のとおり学生番号により均等割りとします。

ドイツ語Ⅱの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

）履修コースと所属クラスの決定

履修コースおよび所属クラスの決定は、 年次の学年度末（ 月）に実施する「 アンケート」によ
り行います。 は会話中心クラス、 は読解中心クラスです。初回授業より前に 上でクラス所属を
発表します。従って必ずアンケートに回答して下さい。

）再履修者の履修コースとクラス所属

再履修者の履修コースとクラス所属についても、上記ｄ の「 アンケート」にて決定しますので、
以下のいずれの場合も、期日までに必要な手続きを行ってください。

１）前期から再履修する場合、上記ｄ）と同じ扱いになります。
２）後期のみ再履修する場合、前年度以前と同じタイプ（ または ｃ）のクラスに所属して下さい。
ただし、「 アンケート」で選択クラスを登録しておかなければなりません。

）合格および成績評価の基準

ドイツ語Ⅱは中級程度のドイツ語の修得をもって合格とし、「秀、優、良、可」の基準については、各教員
が授業の目的および内容に沿って設定し、シラバス等にて指示します。

 

フランス語  

令和３年度開講科目 

表１：フランス語Ⅰ
前期 後期

火 フランス語Ⅰ－ 尾形
フランス語Ⅰ－ 小澤

フランス語Ⅰ－ 尾形
フランス語Ⅰ－ 小澤

木 フランス語Ⅰ－ ヤヤウイ
フランス語Ⅰ－ 江口

フランス語Ⅰ－ ヤヤウイ
フランス語Ⅰ－ 江口

表２：フランス語Ⅱ
前期 後期

火
フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 小澤
フランス語Ⅱ － 尾形

フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 小澤
フランス語Ⅱ － 尾形

木

フランス語Ⅱ － ヤヤウイ
フランス語Ⅱ － 江口
フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 尾形

フランス語Ⅱ － ヤヤウイ
フランス語Ⅱ － 江口
フランス語Ⅱ － 高橋（純）
フランス語Ⅱ － 尾形

フランス語Ⅰの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

ａ）クラス編成

Ⅰ－１、Ⅰ－２とも クラス編成（ 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修しなければ
なりません。
なお、クラス所属は学生番号により均等割りとし、初回授業より前に掲示等により発表します。

ｂ）合格および成績評価の基準

フランス語Ⅰはフランス語Ⅱの履修に必要な基礎の修得をもって合格とします。

①発音の規則を身につけ、基本的な発話、聞き取りができること。
②基本文法を理解し、辞書を用いて平易な文章の読み書きができること。
③特に動詞の活用および時制については習熟すること。

なお、「秀、優、良、可」の基準については、各教員がシラバス等にて別途指示します。
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ｃ）再履修者のクラス所属

再履修者は、クラス所属を変更しない場合も含めて、「全員」が学年度末（ 月）に実施される「
アンケート」より登録する必要があります。

１）再履修者のクラス所属については、前年度のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。ただし、
クラス定員管理のため制限を加えることもあります。

２）他言語からの変更を認められた者のクラス所属は、上記 ）のとおり学生番号により均等割りとします。

フランス語Ⅱの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

）履修コースと所属クラスの決定

履修コースおよび所属クラスの決定は、 年次の学年度末（ 月）に実施する「 アンケート」によ
り行います。定員を超えた場合は抽選で決定しますので、必ずアンケートに回答して下さい。

）再履修者の履修コースと所属クラス

再履修者の履修コースとクラス所属についても、上記ｄ の「 アンケート」にて決定しますので、
以下のいずれの場合も、期日までに必要な手続きを行ってください。

１）前期から再履修する場合、上記ｄ）と同じ扱い（抽選）になります。
２）後期のみ再履修する場合、前年度以前のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。
ただし、「 アンケート」にて選択クラスを登録しておかなければなりません。

）合格および成績評価の基準

フランス語Ⅱは中級程度のフランス語の修得をもって合格とし、「秀、優、良、可」の基準については、各
教員が授業の目的および内容に沿って設定し、シラバス等にて別途指示します。
 

 

中国語  

令和３年度開講科目 

表１：中国語Ⅰ
前期 後期

火

中国語Ⅰ－ 呉
中国語Ⅰ－ 山田（敦）
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 霜鳥
中国語Ⅰ－ 谷内

中国語Ⅰ－ 呉
中国語Ⅰ－ 山田（敦）
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 霜鳥
中国語Ⅰ－ 谷内

木

中国語Ⅰ－ 嘉瀬
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 藤井
中国語Ⅰ－ 楊
中国語Ⅰ－ 裴

中国語Ⅰ－ 嘉瀬
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 藤井
中国語Ⅰ－ 楊
中国語Ⅰ－ 裴

表２：中国語Ⅱ
前期 後期

火

中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 霜鳥
中国語Ⅱ － 谷内
中国語Ⅱ － 胡

中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 霜鳥
中国語Ⅱ － 谷内
中国語Ⅱ － 胡

木

中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 楊
中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 裴

中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 楊
中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 裴

中国語Ⅰの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次の点に注意してください。

ａ）クラス編成

Ⅰ－１、Ⅰ－２ともに クラス編成（ 、 、 、 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修
しなければなりません。
なお、所属クラスは学生番号により均等に割り振り、初回授業より前に掲示等により発表します。

ｂ）合格および成績評価の基準

中国語Ⅰは、中国語Ⅱの履修に必要な能力が習得されていることをもって合格とします。合否の基準は、中
国語の基礎および初級の文法・語彙に習熟し、正しい発音で初歩的な日常会話を行なえるか否かによります。
なお、成績評価の基準については、各教員が別途指示します。
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ｃ）再履修者のクラス所属

再履修者は、クラス所属を変更しない場合も含めて、「全員」が学年度末（ 月）に実施される「
アンケート」より登録する必要があります。

１）再履修者のクラス所属については、前年度のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。ただし、
クラス定員管理のため制限を加えることもあります。

２）他言語からの変更を認められた者のクラス所属は、上記 ）のとおり学生番号により均等割りとします。

フランス語Ⅱの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次に注意してください。

）履修コースと所属クラスの決定

履修コースおよび所属クラスの決定は、 年次の学年度末（ 月）に実施する「 アンケート」によ
り行います。定員を超えた場合は抽選で決定しますので、必ずアンケートに回答して下さい。

）再履修者の履修コースと所属クラス

再履修者の履修コースとクラス所属についても、上記ｄ の「 アンケート」にて決定しますので、
以下のいずれの場合も、期日までに必要な手続きを行ってください。

１）前期から再履修する場合、上記ｄ）と同じ扱い（抽選）になります。
２）後期のみ再履修する場合、前年度以前のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。
ただし、「 アンケート」にて選択クラスを登録しておかなければなりません。

）合格および成績評価の基準

フランス語Ⅱは中級程度のフランス語の修得をもって合格とし、「秀、優、良、可」の基準については、各
教員が授業の目的および内容に沿って設定し、シラバス等にて別途指示します。
 

 

中国語  

令和３年度開講科目 

表１：中国語Ⅰ
前期 後期

火

中国語Ⅰ－ 呉
中国語Ⅰ－ 山田（敦）
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 霜鳥
中国語Ⅰ－ 谷内

中国語Ⅰ－ 呉
中国語Ⅰ－ 山田（敦）
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 霜鳥
中国語Ⅰ－ 谷内

木

中国語Ⅰ－ 嘉瀬
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 藤井
中国語Ⅰ－ 楊
中国語Ⅰ－ 裴

中国語Ⅰ－ 嘉瀬
中国語Ⅰ－ 章
中国語Ⅰ－ 藤井
中国語Ⅰ－ 楊
中国語Ⅰ－ 裴

表２：中国語Ⅱ
前期 後期

火

中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 霜鳥
中国語Ⅱ － 谷内
中国語Ⅱ － 胡

中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 霜鳥
中国語Ⅱ － 谷内
中国語Ⅱ － 胡

木

中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 楊
中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 裴

中国語Ⅱ － 嘉瀬
中国語Ⅱ － 楊
中国語Ⅱ － 章
中国語Ⅱ － 裴

中国語Ⅰの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」に加え、次の点に注意してください。

ａ）クラス編成

Ⅰ－１、Ⅰ－２ともに クラス編成（ 、 、 、 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修
しなければなりません。
なお、所属クラスは学生番号により均等に割り振り、初回授業より前に掲示等により発表します。

ｂ）合格および成績評価の基準

中国語Ⅰは、中国語Ⅱの履修に必要な能力が習得されていることをもって合格とします。合否の基準は、中
国語の基礎および初級の文法・語彙に習熟し、正しい発音で初歩的な日常会話を行なえるか否かによります。
なお、成績評価の基準については、各教員が別途指示します。
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ｃ）再履修者、後期のみの履修者、第三外国語を履修する者、言語を中国語に変更する者の所属クラス

１）中国語Ⅰを再履修する者と、中国語Ⅰ－ の２単位を修得済みで後期のみの履修者、外国語Ⅰの２言語
８単位を修得済みで第三外国語を履修する者は、年度末（ 月）に実施される「 アンケート」に
回答し、クラスを選択することができます。ただし、クラスの定員管理のために制限を加えることがあり
ます。

２）なお、外国語Ⅰの２言語８単位が未修得で、言語を中国語に変更を希望する者は、新入生と同じく抽選
の対象となります。抽選の結果、中国語の履修が認められた場合、上記ａ）同様、学生番号により割り振
りクラスを決定します。

中国語Ⅱの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、以下の点に注意してください。

ｄ）履修コースと所属クラスの決定（再履修者・後期のみの履修者を含む）

中国語Ⅱ （ クラス）、または中国語ⅡＢ（ クラス）の履修クラスは、年度末（ 月）に実施する「
アンケート」によって決定します。アンケートに回答していない者は、希望するクラスでの履修が認められな
いことがあります。

ｅ）合格および成績評価の基準

中国語Ⅱは、中級程度の中国語能力の習得をもって合格とします。成績評価の基準については、各教員が授
業の目的および内容に沿って設定し、別途指示します。
 

 

スペイン語  

令和３年度開講科目 
表１：スペイン語Ⅰ

前期 後期

火 Ⅰ－ ロペス ハラ
Ⅰ－ 石井（登）

Ⅰ－ 石井（登）
Ⅰ－ ロペス ハラ

木 Ⅰ－ 村瀬
Ⅰ－ ロペス ハラ

Ⅰ－ ロペス ハラ
Ⅰ－ 村瀬

表２：スペイン語Ⅱ

前期 後期

火 ⅡＡ－１ ロペス ハラ
ⅡＡ－１ 石井（登）

ⅡＡ－２ 石井（登）
ⅡＡ－２ ロペス ハラ

木
ⅡＡ－１ 石井（登）
ⅡＡ－１ ロペス ハラ
ⅡＢ－１ 村瀬

ⅡＡ－２ ロペス ハラ
ⅡＡ－２ 石井（登）
ⅡＢ－２ 村瀬

スペイン語ⅠⅠの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修方
法」に加え、次に注意してください。

クラス編成

ー１、 ー２とも２クラス編成（ 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修しなければな
りません。
なお、クラス所属は学生番号により均等割りとし、初回授業より前に掲示等により発表します。

）合格および成績評価の基準

スペイン語 はスペイン語Ⅱの履修に必要な基礎の修得をもって合格とします。
成績評価の基準についてはシラバスをよく確認してください。

）再履修者のクラス所属

再履修者は、クラス所属を変更しない場合も含めて、「全員」が学年度末（３月）に実施される「
アンケート」により登録する必要があります。
再履修者のクラス所属については、前年度のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。ただし、ク

ラス定員管理のために制限を加えることもあります。

・前期科目のスペイン語Ⅰ－ の単位を取得しないと、後期科目のスペイン語Ⅰ－ を履修できないので、注
意してください。
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ｃ）再履修者、後期のみの履修者、第三外国語を履修する者、言語を中国語に変更する者の所属クラス

１）中国語Ⅰを再履修する者と、中国語Ⅰ－ の２単位を修得済みで後期のみの履修者、外国語Ⅰの２言語
８単位を修得済みで第三外国語を履修する者は、年度末（ 月）に実施される「 アンケート」に
回答し、クラスを選択することができます。ただし、クラスの定員管理のために制限を加えることがあり
ます。

２）なお、外国語Ⅰの２言語８単位が未修得で、言語を中国語に変更を希望する者は、新入生と同じく抽選
の対象となります。抽選の結果、中国語の履修が認められた場合、上記ａ）同様、学生番号により割り振
りクラスを決定します。

中国語Ⅱの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、以下の点に注意してください。

ｄ）履修コースと所属クラスの決定（再履修者・後期のみの履修者を含む）

中国語Ⅱ （ クラス）、または中国語ⅡＢ（ クラス）の履修クラスは、年度末（ 月）に実施する「
アンケート」によって決定します。アンケートに回答していない者は、希望するクラスでの履修が認められな
いことがあります。

ｅ）合格および成績評価の基準

中国語Ⅱは、中級程度の中国語能力の習得をもって合格とします。成績評価の基準については、各教員が授
業の目的および内容に沿って設定し、別途指示します。
 

 

スペイン語  

令和３年度開講科目 
表１：スペイン語Ⅰ

前期 後期

火 Ⅰ－ ロペス ハラ
Ⅰ－ 石井（登）

Ⅰ－ 石井（登）
Ⅰ－ ロペス ハラ

木 Ⅰ－ 村瀬
Ⅰ－ ロペス ハラ

Ⅰ－ ロペス ハラ
Ⅰ－ 村瀬

表２：スペイン語Ⅱ

前期 後期

火 ⅡＡ－１ ロペス ハラ
ⅡＡ－１ 石井（登）

ⅡＡ－２ 石井（登）
ⅡＡ－２ ロペス ハラ

木
ⅡＡ－１ 石井（登）
ⅡＡ－１ ロペス ハラ
ⅡＢ－１ 村瀬

ⅡＡ－２ ロペス ハラ
ⅡＡ－２ 石井（登）
ⅡＢ－２ 村瀬

スペイン語ⅠⅠの履修方法 

本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修方
法」に加え、次に注意してください。

クラス編成

ー１、 ー２とも２クラス編成（ 、 ）です。履修者は前期、後期とも同一のクラスを履修しなければな
りません。
なお、クラス所属は学生番号により均等割りとし、初回授業より前に掲示等により発表します。

）合格および成績評価の基準

スペイン語 はスペイン語Ⅱの履修に必要な基礎の修得をもって合格とします。
成績評価の基準についてはシラバスをよく確認してください。

）再履修者のクラス所属

再履修者は、クラス所属を変更しない場合も含めて、「全員」が学年度末（３月）に実施される「
アンケート」により登録する必要があります。
再履修者のクラス所属については、前年度のクラス所属にかかわらずクラスを選択できます。ただし、ク

ラス定員管理のために制限を加えることもあります。

・前期科目のスペイン語Ⅰ－ の単位を取得しないと、後期科目のスペイン語Ⅰ－ を履修できないので、注
意してください。
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スペイン語ⅡⅡの履修方法 

・スペイン語ⅡＡ－ 、ⅡＡ－ はそれぞれ２クラス、ⅡＢ－ 、ⅡＢ－ は クラスだけ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、以下の点に注意してください。

履修コースの決定

履修者はＡコース（ⅡＡ－ およびⅡＡ－ ：火・木の週 回）またはＢコース（ⅡＢ－ およびⅡＢ－ ：
木（前期）・火（後期）で週 回）のいずれかを選択してください。
履修コースの決定は、１年次の学年度末（３月）に実施する「 アンケート」により行います。必
ずアンケートに回答してください。

再履修者の履修コース

再履修者の履修コースについても、上記 の「 アンケート」にて決定しますので、以下のいずれ
の場合も、期日までに必要な手続きを行ってください。

前期から再履修する場合、上記 と同じ扱いになります。
後期のみ再履修する場合、前年度以前のクラス所属にかかわらずクラス選択できます。ただし、「

アンケート」で選択したクラスに登録しておかなければなりません。

）合格および成績評価の基準

スペイン語Ⅱはスペイン語初級完成から中級程度のスペイン語の修得をもって合格とします。成績評価の
基準についてはシラバスをよく確認してください。

・前期科目のスペイン語ⅡＡ－ あるいはⅡＢ－ の単位を取得しないと、後期科目のスペイン語ⅡＡ－ あ
るいはⅡＢ－ を履修できないので、注意してください。

 

 

ロシア語  

令和３年度開講科目  

表１：ロシア語Ⅰ

前期 後期

火 Ⅰ－ 山田（久） Ⅰ－ 山田（久）

木 Ⅰ－ 山田（久） Ⅰ－ 山田（久）

表２：ロシア語Ⅱ

前期 後期

火 ⅡＡ－ ／ⅡＢ－ （合同）
山田（久）

ⅡＡ－ ／ⅡＢ－ （合同）
山田（久）

木 ⅡＡ－ 山田（久） ⅡＡ－ 山田（久）

・来年度（令和４年度）のロシア語ⅡＢ－ とロシア語ⅡＢ－ は、両方とも、前期に開講する予定です。た
だし、ロシア語ⅡＢ－ を後期に開講する可能性もあります。

ロシア語ⅠⅠの履修方法 

・ロシア語Ⅰ－ 、Ⅰ－ はそれぞれ クラスだけ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」をよく読んでください。

・前期科目のロシア語Ⅰ－ の単位を取得しないと、後期科目のロシア語Ⅰ－ を履修できないので、注意し
てください。

ロシア語ⅡⅡの履修方法 

・履修者はＡコース（ⅡＡ－ およびⅡＡ－ ：火、木の週 回）またはＢコース（ⅡＢ－ およびⅡＢ－ ：
火で週 回）のいずれかを選択してください。

・ロシア語ⅡＡ－ 、ⅡＡ－ 、ⅡＢ－ 、ⅡＢ－ はそれぞれ クラスだけ開講します。
・ロシア語ⅡＡ－ とロシア語ⅡＢ－ は合同で行います。また、ロシア語ⅡＡ－ とロシア語ⅡＢ－ も合
同で行います。

・本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」をよく読んでください。

・前期科目のロシア語ⅡＡ－ あるいはⅡＢ－ の単位を取得しないと、後期科目のロシア語ⅡＡ－ あるい
はⅡＢ－ を履修できないので、注意してください。
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スペイン語ⅡⅡの履修方法 

・スペイン語ⅡＡ－ 、ⅡＡ－ はそれぞれ２クラス、ⅡＢ－ 、ⅡＢ－ は クラスだけ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」に加え、以下の点に注意してください。

履修コースの決定

履修者はＡコース（ⅡＡ－ およびⅡＡ－ ：火・木の週 回）またはＢコース（ⅡＢ－ およびⅡＢ－ ：
木（前期）・火（後期）で週 回）のいずれかを選択してください。
履修コースの決定は、１年次の学年度末（３月）に実施する「 アンケート」により行います。必
ずアンケートに回答してください。

再履修者の履修コース

再履修者の履修コースについても、上記 の「 アンケート」にて決定しますので、以下のいずれ
の場合も、期日までに必要な手続きを行ってください。

前期から再履修する場合、上記 と同じ扱いになります。
後期のみ再履修する場合、前年度以前のクラス所属にかかわらずクラス選択できます。ただし、「

アンケート」で選択したクラスに登録しておかなければなりません。

）合格および成績評価の基準

スペイン語Ⅱはスペイン語初級完成から中級程度のスペイン語の修得をもって合格とします。成績評価の
基準についてはシラバスをよく確認してください。

・前期科目のスペイン語ⅡＡ－ あるいはⅡＢ－ の単位を取得しないと、後期科目のスペイン語ⅡＡ－ あ
るいはⅡＢ－ を履修できないので、注意してください。

 

 

ロシア語  

令和３年度開講科目  

表１：ロシア語Ⅰ

前期 後期

火 Ⅰ－ 山田（久） Ⅰ－ 山田（久）

木 Ⅰ－ 山田（久） Ⅰ－ 山田（久）

表２：ロシア語Ⅱ

前期 後期

火 ⅡＡ－ ／ⅡＢ－ （合同）
山田（久）

ⅡＡ－ ／ⅡＢ－ （合同）
山田（久）

木 ⅡＡ－ 山田（久） ⅡＡ－ 山田（久）

・来年度（令和４年度）のロシア語ⅡＢ－ とロシア語ⅡＢ－ は、両方とも、前期に開講する予定です。た
だし、ロシア語ⅡＢ－ を後期に開講する可能性もあります。

ロシア語ⅠⅠの履修方法 

・ロシア語Ⅰ－ 、Ⅰ－ はそれぞれ クラスだけ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」をよく読んでください。

・前期科目のロシア語Ⅰ－ の単位を取得しないと、後期科目のロシア語Ⅰ－ を履修できないので、注意し
てください。

ロシア語ⅡⅡの履修方法 

・履修者はＡコース（ⅡＡ－ およびⅡＡ－ ：火、木の週 回）またはＢコース（ⅡＢ－ およびⅡＢ－ ：
火で週 回）のいずれかを選択してください。

・ロシア語ⅡＡ－ 、ⅡＡ－ 、ⅡＢ－ 、ⅡＢ－ はそれぞれ クラスだけ開講します。
・ロシア語ⅡＡ－ とロシア語ⅡＢ－ は合同で行います。また、ロシア語ⅡＡ－ とロシア語ⅡＢ－ も合
同で行います。

・本手引きの「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅱ（英語以外）の再履修
方法」をよく読んでください。

・前期科目のロシア語ⅡＡ－ あるいはⅡＢ－ の単位を取得しないと、後期科目のロシア語ⅡＡ－ あるい
はⅡＢ－ を履修できないので、注意してください。

 

外
国
語
履
修
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韓国語  

令和３年度開講科目 

表１：韓国語Ⅰ

前期 後期

火 Ⅰ－ 千 Ⅰ－ 千

木 Ⅰ－ 金（昌） Ⅰ－ 金（昌）

表２：韓国語Ⅱ

前期 後期

火 ⅡＡ－ 千 
ⅡＢ－ 金（昌）

ⅡＡ－ 千
ⅡＢ－ 金（昌）

木 ⅡＡ－ 金（昌） ⅡＡ－ 金（昌）

韓国語ⅠⅠの履修方法 

・韓国語Ⅰ－ 、Ⅰ－ はそれぞれ クラスずつ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法をよく読んでください。

・前期科目の韓国語Ⅰ－ の単位を取得しないと、後期科目の韓国語Ⅰ－ を履修できないので、注意してく
ださい。

韓国語ⅡⅡの履修方法 

・韓国語ⅡＡ－ 、ⅡＡ－ 、ⅡＢ－ 、ⅡＢ－ はそれぞれ クラスずつ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」をよく読んでください。

・履修者はＡコース（ⅡＡ－ およびⅡＡ－ ：火、木の週２回）またはＢコース（ⅡＢ－ およびⅡＢ－ ：
木で週１回）のいずれかを選択してください。

・前期科目の韓国語ⅡＡ－ あるいはⅡＢ－ の単位を取得しないと、後期科目の韓国語ⅡＡ－ あるいはⅡ
Ｂ－ を履修できないので、注意してください。

Ⅳ．履修要領等
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韓国語  

令和３年度開講科目 

表１：韓国語Ⅰ

前期 後期

火 Ⅰ－ 千 Ⅰ－ 千

木 Ⅰ－ 金（昌） Ⅰ－ 金（昌）

表２：韓国語Ⅱ

前期 後期

火 ⅡＡ－ 千 
ⅡＢ－ 金（昌）

ⅡＡ－ 千
ⅡＢ－ 金（昌）

木 ⅡＡ－ 金（昌） ⅡＡ－ 金（昌）

以下の①、②、③については、「全員」が学年度末（３月）に実施される「 アンケート」により
履修希望を登録する必要があります。
① 韓国語Ⅰの再履修希望登録
② 韓国語Ⅱの履修希望登録
③ 韓国語Ⅱの再履修希望登録

韓国語ⅠⅠの履修方法 

・韓国語Ⅰ－ 、Ⅰ－ はそれぞれ クラスずつ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法をよく読んでください。

・前期科目の韓国語Ⅰ－ の単位を取得しないと、後期科目の韓国語Ⅰ－ を履修できないので、注意してく
ださい。

韓国語ⅡⅡの履修方法 

・韓国語ⅡＡ－ 、ⅡＡ－ 、ⅡＢ－ 、ⅡＢ－ はそれぞれ クラスずつ開講します。
・本手引きの「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の履修方法」および「 （ ）外国語Ⅰ（英語以外）の再履修
方法」をよく読んでください。

・履修者はＡコース（ⅡＡ－ およびⅡＡ－ ：火、木の週２回）またはＢコース（ⅡＢ－ およびⅡＢ－ ：
木で週１回）のいずれかを選択してください。

・前期科目の韓国語ⅡＡ－ あるいはⅡＢ－ の単位を取得しないと、後期科目の韓国語ⅡＡ－ あるいはⅡ
Ｂ－ を履修できないので、注意してください。

Ⅳ．履修要領等
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１．授業について 
 

（１）授業と時間割について 
「Ⅰ 小樽商科大学教育課程（カリキュラム）」に基づき、毎年開講する授業科目が決定されています。

授業の期間は年間 週を目標としているので、休講（担当教員の公務又は学会のための出張もしくは大学の
行事等によるもの）に対する補講、定期試験等の時間を考慮して、年間 週程度置かれています。
時間割は、毎年授業開始前に発表しており、前期又は後期の半年間で開講する科目（半期制科目）と 年

間開講する科目（通年科目）があり、また、夏季又は冬季休業中に集中講義があります。
科目ごとの授業内容や成績評価の方法等については学務情報システム（キャンパススクエア）内のシラバス

で確認することができます。シラバスは、学生の履修科目選択・履修計画・科目履修にあたっての事前準備等
に役立てるために作成されており、今年度開講する全ての科目を掲載しています。なお、授業の実施にあたっ
ては一部内容を変更して実施することがあります。その場合、掲示等により通知しますので注意してください。

（２）単位制について 
大学での授業は単位制度により実施されており、授業科目を履修し、試験を受け、合格することにより単位

が与えられます。

○ 単位の計算方法について
大学の単位制度は、「①教員が教室等で授業を行う時間」及び「②学生が事前・事後に教室外で準備学習・

復習を行う時間」を合わせて 時間の学修を 単位として構成されています。
各授業科目の単位は、この 単位 時間の学修を標準として、授業時間数を、講義・演習については

時間から 時間の範囲で、実技については 時間から 時間の範囲で大学が定めることとしています（大
学設置基準第 条）。
これに基づいて、本学では、 単位あたり、講義、研究指導は 時間、語学、実技等は 時間の授業を

行い、 時間に満たない時間は学生が自主的に学修（予習、復習、調査、研究）する時間となります。

授業科目の区分 単位数 授業時間数 学生が自主的に学修する
時間数の基準 合 計

講 義 単位 時間 時間 時間
研 究 指 導 単位 時間 時間 時間

語 学
単位 時間 時間 時間
単位 時間 時間 時間

実 技 単位 時間 時間 時間
実 習 単位 時間 時間 時間

本学では つの授業時間を 分とし、前期、後期とも各 週実施しています（単位の計算上は、 つの
授業時間を 時間に換算します）。例えば前期に 単位の講義の単位を修得しようという場合、 時限 時
間の授業を 週受け（ 時間）、 時間の自主的な学修が必要になります。
本学は、学生が単位制度の趣旨に則って学修し、授業内容の理解にとどまらず、自ら主体的に課題を探求し、

解決するための能力を育成するために、 週間の学修時間を、授業 時間、授業以外の自主的な学修を
時間に設定しました。これが、後に記載する履修登録上限制（キャップ制）の趣旨です。
  

 

２．履修科目選択について 

（１）履修科目選択期間とは 
授業開始日から履修登録期間前日までを「履修科目選択期間」とします。

履修科目選択期間（初回授業）は，学生が履修登録する科目を決定するための期間となりますので、履修す
る（検討している）科目のシラバスを熟読し、授業に出席してください。
当該期間には，イントロダクション（導入授業）を行う科目と第１回目の講義を開始する科目が混在するこ

とになりますが、２回目以降は現行どおり通常授業を実施します。

【履修科目選択期間】
◎前期・通年開講科目 年 月 日（火）～ 日（月）
◎後期開講科目 年 月 日（月）～ 月 日（金）

【注意事項】
・２回目以降は通常授業となるため、週 回授業を行う 単位科目及びクオーター科目に注意してください。

・初回授業において履修制限を行う科目もあるため、シラバス及び 上の掲示を必ず確認してくださ

い。

（2）基礎ゼミナールの履修方法 
基礎ゼミナールの履修者は、以下のとおり選考により決定します。事前にシラバス及び各基礎ゼミナールの

コースにある掲載内容を確認してください。 コースを閲覧するためには、自己登録が必要
となりますので、ご注意ください。また、この科目は他の一般的な科目と異なり、少人数教育（ クラス
名程度）を行うため、希望者が多い場合は、履修を希望しても認められないことがあります。

】各基礎ゼミナールのシラバス確認期間：～ 月 日（火）
】第 次志望申込期間：～ 月 日（火）

第１志望ゼミ名及び志望理由を コース「 年度基礎ゼミナール選考」内のアンケート
「第１次志望応募フォーム」に登録してください。

】第 次選考期間： 月 日（水）～ 日（月）
教員により選考方法が異なります。各基礎ゼミナールの コースより、選考の方法を確認し
てください。
選考方法の例）
・志望理由から内定者を決定
・志望者の中から抽選で内定者を決定
・別課題を設けて内定者を決定
・面接（遠隔 対面）を実施し内定者を決定

】第 次選考結果発表及び第２次募集期間： 月 日（水）～ 日（月）
各基礎ゼミナールの コースで、担当教員から内定者の発表・第２次募集の有無及び選考方
法が発表されます。

】第２次選考期間及び第２次選考結果発表： 月 日（火）～ 日（金）
① 第２次選考からは複数の基礎ゼミナールに申し込むことができます。第１次選考において所属が決ま
らなかった者は、各基礎ゼミナールの コースで発表される第 次募集の選考方法を確認し応
募してください。内定者は各基礎ゼミナールの コースで発表されます。

基礎ゼミナールの所属が決定した者は、 月 日（火）～ 日（月）の履修登録期間に必ず、学務情報
システム「キャンパススクエア」から決定した基礎ゼミナールの履修登録を行ってください。
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１．授業について 
 

（１）授業と時間割について 
「Ⅰ 小樽商科大学教育課程（カリキュラム）」に基づき、毎年開講する授業科目が決定されています。

授業の期間は年間 週を目標としているので、休講（担当教員の公務又は学会のための出張もしくは大学の
行事等によるもの）に対する補講、定期試験等の時間を考慮して、年間 週程度置かれています。
時間割は、毎年授業開始前に発表しており、前期又は後期の半年間で開講する科目（半期制科目）と 年

間開講する科目（通年科目）があり、また、夏季又は冬季休業中に集中講義があります。
科目ごとの授業内容や成績評価の方法等については学務情報システム（キャンパススクエア）内のシラバス

で確認することができます。シラバスは、学生の履修科目選択・履修計画・科目履修にあたっての事前準備等
に役立てるために作成されており、今年度開講する全ての科目を掲載しています。なお、授業の実施にあたっ
ては一部内容を変更して実施することがあります。その場合、掲示等により通知しますので注意してください。

（２）単位制について 
大学での授業は単位制度により実施されており、授業科目を履修し、試験を受け、合格することにより単位

が与えられます。

○ 単位の計算方法について
大学の単位制度は、「①教員が教室等で授業を行う時間」及び「②学生が事前・事後に教室外で準備学習・

復習を行う時間」を合わせて 時間の学修を 単位として構成されています。
各授業科目の単位は、この 単位 時間の学修を標準として、授業時間数を、講義・演習については

時間から 時間の範囲で、実技については 時間から 時間の範囲で大学が定めることとしています（大
学設置基準第 条）。
これに基づいて、本学では、 単位あたり、講義、研究指導は 時間、語学、実技等は 時間の授業を

行い、 時間に満たない時間は学生が自主的に学修（予習、復習、調査、研究）する時間となります。

授業科目の区分 単位数 授業時間数 学生が自主的に学修する
時間数の基準 合 計

講 義 単位 時間 時間 時間
研 究 指 導 単位 時間 時間 時間

語 学
単位 時間 時間 時間
単位 時間 時間 時間

実 技 単位 時間 時間 時間
実 習 単位 時間 時間 時間

本学では つの授業時間を 分とし、前期、後期とも各 週実施しています（単位の計算上は、 つの
授業時間を 時間に換算します）。例えば前期に 単位の講義の単位を修得しようという場合、 時限 時
間の授業を 週受け（ 時間）、 時間の自主的な学修が必要になります。
本学は、学生が単位制度の趣旨に則って学修し、授業内容の理解にとどまらず、自ら主体的に課題を探求し、

解決するための能力を育成するために、 週間の学修時間を、授業 時間、授業以外の自主的な学修を
時間に設定しました。これが、後に記載する履修登録上限制（キャップ制）の趣旨です。
  

 

２．履修科目選択について 

（１）履修科目選択期間とは 
授業開始日から履修登録期間前日までを「履修科目選択期間」とします。

履修科目選択期間（初回授業）は，学生が履修登録する科目を決定するための期間となりますので、履修す
る（検討している）科目のシラバスを熟読し、授業に出席してください。
当該期間には，イントロダクション（導入授業）を行う科目と第１回目の講義を開始する科目が混在するこ

とになりますが、２回目以降は現行どおり通常授業を実施します。

【履修科目選択期間】
◎前期・通年開講科目 年 月 日（火）～ 日（月）
◎後期開講科目 年 月 日（月）～ 月 日（金）

【注意事項】
・２回目以降は通常授業となるため、週 回授業を行う 単位科目及びクオーター科目に注意してください。

・初回授業において履修制限を行う科目もあるため、シラバス及び 上の掲示を必ず確認してくださ

い。

（2）基礎ゼミナールの履修方法 
基礎ゼミナールの履修者は、以下のとおり選考により決定します。事前にシラバス及び各基礎ゼミナールの

コースにある掲載内容を確認してください。 コースを閲覧するためには、自己登録が必要
となりますので、ご注意ください。また、この科目は他の一般的な科目と異なり、少人数教育（ クラス
名程度）を行うため、希望者が多い場合は、履修を希望しても認められないことがあります。

】各基礎ゼミナールのシラバス確認期間：～ 月 日（火）
】第 次志望申込期間：～ 月 日（火）

第１志望ゼミ名及び志望理由を コース「 年度基礎ゼミナール選考」内のアンケート
「第１次志望応募フォーム」に登録してください。

】第 次選考期間： 月 日（水）～ 日（月）
教員により選考方法が異なります。各基礎ゼミナールの コースより、選考の方法を確認し
てください。
選考方法の例）
・志望理由から内定者を決定
・志望者の中から抽選で内定者を決定
・別課題を設けて内定者を決定
・面接（遠隔 対面）を実施し内定者を決定

】第 次選考結果発表及び第２次募集期間： 月 日（水）～ 日（月）
各基礎ゼミナールの コースで、担当教員から内定者の発表・第２次募集の有無及び選考方
法が発表されます。

】第２次選考期間及び第２次選考結果発表： 月 日（火）～ 日（金）
① 第２次選考からは複数の基礎ゼミナールに申し込むことができます。第１次選考において所属が決ま
らなかった者は、各基礎ゼミナールの コースで発表される第 次募集の選考方法を確認し応
募してください。内定者は各基礎ゼミナールの コースで発表されます。

基礎ゼミナールの所属が決定した者は、 月 日（火）～ 日（月）の履修登録期間に必ず、学務情報
システム「キャンパススクエア」から決定した基礎ゼミナールの履修登録を行ってください。
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３．履修登録について 
 

（１）履修登録について 
学務情報システム（ ）より履修を希望する科目の登録を行います。学務情報システム

（ ）マニュアルに操作方法が掲載されています。

期間 登録可能科目

履修登録期間
年 月 日（火）～ 日（月）

前期・通年科目
夏季集中講義・夏学期科目※
後期科目
冬季集中講義

履修登録変更期間
年 月 日（月）～ 日（金）

後期科目
冬季集中講義

※ 夏季集中講義は、前期に履修登録する必要があります。なお、成績は後期に通知されます。

注意事項
○ 科目の履修は、各人の属する年次に配当された科目とし、高年次配当の科目の履修（上位履修）は認めら
れません。本学の授業は、学年の年次を基準として計画し編成されていますから、低年次の科目を後で履修
しなければならないような事態が生じると、その後の履修計画に支障を来すことになります。学年ごとの配
当科目をできる限り履修し、単位を修得するよう注意してください。科目は、それぞれ配当年次が決められ
ていますが、種々の事情により、年度により配当年次が変更になることがありますので、十分に留意してく
ださい。

○ 履修登録をしなかった科目は、たとえ出席していたとしても、単位は修得できません。
○ いったん履修登録を行い、承認を受けた科目は、その変更を認めません。また一度単位を修得した科目は、
再度履修することができません。

○ 教室等の収容人数を超える履修者がいる場合には、授業担当教員が当該授業科目の履修者数について制限
することがあります。

○ 研究指導は、昼間コース及び夜間主コースともに原則として必修科目となります。研究指導を履修しよう
とする者は、担当教員の承認を得るとともに 年次から 年次にわたり 学期まで履修しなければなりま
せん。また、研究指導を履修しないことを認められる学生（ノンゼミ）は、昼間コースは自学科の科目のう
ちから 単位を履修しなければなりません。

○ 科目の性質上、学生が学務情報システム（ ）で履修登録することができない科目があり
ます。該当科目は、以下の通りです。当該科目の履修登録は、学部教務係が行います。

・英語 ・英語Ⅱ ・英語Ⅱ
・研究指導
・履修制限を行っている科目で大学が取りまとめているもの。
※履修制限を行っている科目がある場合は、掲示でお知らせします。

・社会連携実践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
・事情科目 など

※ 期間内に履修登録を行っていない科目は、授業を受けていても単位を修得することができません。履修登
録が完了したら、プリントアウトする等し、履修登録がきちんと行われているか、必ず確認してください。

  

 

（２）履修登録上限制（キャップ制）について 
本学では、 年間に履修登録できる単位数に上限を設けています。
よって、履修登録にあたっては科目履修の要領を遵守し、授業科目の配当年次に従って履修計画を立てる必

要があります。キャップ制の取り扱いは次の通りですので、留意してください。

① 年間に履修できる単位数の上限は 単位までです。
② 当該年度に「不可」になった授業科目（成績が 点となった授業科目を除く。）がある場合、翌年度
に限り、 単位を超えて履修することができます。

③ 単位を超えて履修することができる単位数は、「不可」となった授業科目に相当する単位数とし、
単位を限度として履修できます。

④ 研究指導の履修登録は、 年次において昼間コースの学生は 単位を、上限の 単位に含めて行い
ます。

履修登録の上限（ 単位）に含まれない科目について
以下の科目は、履修登録上限（ 単位）に含めません。

2019 年度以降入学生 平成27年度～平成30年度入学生

①教職共通科目
②商学科英語専修科目及び自由科目のうち、卒業所要
単位に算入されない科目

③学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

④大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

⑤「社会連携実践Ⅰ」、「社会連携実践Ⅱ」、「社会
連携実践Ⅲ」

⑥国際交流科目
⑦「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

①教職共通科目
②自由科目のうち、卒業所要単位に算入されない科目
③学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

④大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

⑤「社会連携実践Ⅰ」、「社会連携実践Ⅱ」、「社会
連携実践Ⅲ」

⑥国際交流科目
⑦「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

平成 年度～平成 年度入学生 平成 年度以前入学生

①教職共通科目
②自由科目のうち、卒業所要単位に算入されない科目
③学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

④大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

⑤「インターンシップ」、「地域連携キャリア開発」
⑥国際交流科目
⑦「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

①教職共通科目のうち、卒業所要単位に算入されない
科目

②学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

③大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

④「インターンシップ」、「地域連携キャリア開発」
⑤国際交流科目
⑥「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」
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３．履修登録について 
 

（１）履修登録について 
学務情報システム（ ）より履修を希望する科目の登録を行います。学務情報システム

（ ）マニュアルに操作方法が掲載されています。

期間 登録可能科目

履修登録期間
年 月 日（火）～ 日（月）

前期・通年科目
夏季集中講義・夏学期科目※
後期科目
冬季集中講義

履修登録変更期間
年 月 日（月）～ 日（金）

後期科目
冬季集中講義

※ 夏季集中講義は、前期に履修登録する必要があります。なお、成績は後期に通知されます。

注意事項
○ 科目の履修は、各人の属する年次に配当された科目とし、高年次配当の科目の履修（上位履修）は認めら
れません。本学の授業は、学年の年次を基準として計画し編成されていますから、低年次の科目を後で履修
しなければならないような事態が生じると、その後の履修計画に支障を来すことになります。学年ごとの配
当科目をできる限り履修し、単位を修得するよう注意してください。科目は、それぞれ配当年次が決められ
ていますが、種々の事情により、年度により配当年次が変更になることがありますので、十分に留意してく
ださい。

○ 履修登録をしなかった科目は、たとえ出席していたとしても、単位は修得できません。
○ いったん履修登録を行い、承認を受けた科目は、その変更を認めません。また一度単位を修得した科目は、
再度履修することができません。

○ 教室等の収容人数を超える履修者がいる場合には、授業担当教員が当該授業科目の履修者数について制限
することがあります。

○ 研究指導は、昼間コース及び夜間主コースともに原則として必修科目となります。研究指導を履修しよう
とする者は、担当教員の承認を得るとともに 年次から 年次にわたり 学期まで履修しなければなりま
せん。また、研究指導を履修しないことを認められる学生（ノンゼミ）は、昼間コースは自学科の科目のう
ちから 単位を履修しなければなりません。

○ 科目の性質上、学生が学務情報システム（ ）で履修登録することができない科目があり
ます。該当科目は、以下の通りです。当該科目の履修登録は、学部教務係が行います。

・英語 ・英語Ⅱ ・英語Ⅱ
・研究指導
・履修制限を行っている科目で大学が取りまとめているもの。
※履修制限を行っている科目がある場合は、掲示でお知らせします。

・社会連携実践Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
・事情科目 など

※ 期間内に履修登録を行っていない科目は、授業を受けていても単位を修得することができません。履修登
録が完了したら、プリントアウトする等し、履修登録がきちんと行われているか、必ず確認してください。

  

 

（２）履修登録上限制（キャップ制）について 
本学では、 年間に履修登録できる単位数に上限を設けています。
よって、履修登録にあたっては科目履修の要領を遵守し、授業科目の配当年次に従って履修計画を立てる必

要があります。キャップ制の取り扱いは次の通りですので、留意してください。

① 年間に履修できる単位数の上限は 単位までです。
② 当該年度に「不可」になった授業科目（成績が 点となった授業科目を除く。）がある場合、翌年度
に限り、 単位を超えて履修することができます。

③ 単位を超えて履修することができる単位数は、「不可」となった授業科目に相当する単位数とし、
単位を限度として履修できます。

④ 研究指導の履修登録は、 年次において昼間コースの学生は 単位を、上限の 単位に含めて行い
ます。

履修登録の上限（ 単位）に含まれない科目について
以下の科目は、履修登録上限（ 単位）に含めません。

2019 年度以降入学生 平成27年度～平成30年度入学生

①教職共通科目
②商学科英語専修科目及び自由科目のうち、卒業所要
単位に算入されない科目

③学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

④大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

⑤「社会連携実践Ⅰ」、「社会連携実践Ⅱ」、「社会
連携実践Ⅲ」

⑥国際交流科目
⑦「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

①教職共通科目
②自由科目のうち、卒業所要単位に算入されない科目
③学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

④大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

⑤「社会連携実践Ⅰ」、「社会連携実践Ⅱ」、「社会
連携実践Ⅲ」

⑥国際交流科目
⑦「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

平成 年度～平成 年度入学生 平成 年度以前入学生

①教職共通科目
②自由科目のうち、卒業所要単位に算入されない科目
③学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

④大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

⑤「インターンシップ」、「地域連携キャリア開発」
⑥国際交流科目
⑦「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

①教職共通科目のうち、卒業所要単位に算入されない
科目

②学則に基づいて留学し、留学先大学等で修得した単
位で本学の単位として認定されたもの。

③大学以外の教育施設等における学修で本学の単位
として認定されたもの。（履修中の科目を除く）

④「インターンシップ」、「地域連携キャリア開発」
⑤国際交流科目
⑥「アジア・オセアニア事情」、「ヨーロッパ事情」、
「アメリカ事情」

 
  

履
修
要
領

83

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   8332100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   83 2021/03/04   10:46:372021/03/04   10:46:37



 

４．定期試験について 
 

（１）受験資格 
定期試験は、各授業科目の講義、実験、実習及び実技のそれぞれの時間数の 分の２以上出席しなけれ

ば受験することができません。ただし、授業担当教員が教育上有益と判断した場合には受験することができ
ます。

（２）定期試験の種類 
期末試験を 回と半期 単位制科目を対象とした中間試験を 回実施します。この他、定期試験期間外

に試験を行う場合があります。原則、中間試験及び期末試験の時間割は、授業時間割に基づいて作成されま
す。

（３）試験の方法 
担当教員の方針によることになっており、筆記試験もしくはレポート等によるのが通例です。

（４）追試験（科目試験に欠席した者に対して、改めて行う試験） 
原則として行いません。ただし、病気その他やむを得ない事情により定期試験を受験することができなか

った場合は、事由を証明する書類を添付のうえで「定期試験欠席届」を提出することができます。その場合、
授業担当教員が必要と認めた時に限り代替措置が講じられることがあります。なお、不合格となった科目の
再試験は、一切行いません。

（５）試験の受験にかかる注意事項 
前期中間・期末試験、後期中間・期末試験及びそれに準ずる試験を受験する際は、以下の注意事項を厳守

し、自己の不利益とならないようにすること。
 指定された座席に着席すること（試験開始５分前には着席していること）。
随時行う試験では、座席を指定しないことがある。

 学生証の携帯がなければ受験できない（座席の受験番号横に置くこと）。
 試験開始時刻に遅れた場合、原則として、受験できない。ただし、やむを得ない事情により遅れてきた
者で試験開始２０分以内の場合は、監督者の判断で受験の可否を決める。

 試験開始２０分以内は、退室できない。
 試験終了１０分前以降は、退室できない。
 持込みを禁止された試験において、教科書、参考書、ノート等の所持品はすべて鞄の中にしまうこと。
それらを机の中や上着等のポケットの中に入れることを禁止する。

 持込みを許可された試験において、それらの貸借を禁止する。
 携帯電話、スマートフォン・タブレット端末等、全ての電子機器の電源を切って鞄の中にしまうこと。
これらを時計として利用することはできない。また、時計は時計機能だけのものしか使用できない。

 試験室において、私語その他いやしくも不正行為の疑惑を招くような行為を禁止する。
 上記 から の禁止事項を行った場合は不正行為とみなす。
 試験中の不正行為については、学則に照らし厳重に処分されるので厳正な態度で受験すること。さらに、
不正行為を行った者に対しては、その学期に履修した科目の全ての単位が認定されない。したがって、
在学期間が１年以上延期することもある。

 答案は、必ず提出し、これを持ち帰ってはならない。
 その他試験場内において、監督者の指示に従わない場合は退場させる。
 履修登録していない科目についての受験は認められない。

 

 追試験（科目試験に欠席したものに対して、改めて行う試験）は原則として行わない。ただし、病気そ
の他やむを得ない事情により定期試験を受験することができなかった場合は、事由を証明する書類を添
付の上で「定期試験欠席届」を提出することができる。その場合、授業担当教員が必要と認めた時に限
り代替措置が講じられることがある。

 不合格となった科目の再試験は一切行わない。

（６）試験教室・座席指定について 
試験教室及び座席番号は、試験当日の朝 に学生センター入り口横（１講目の科目のみ）、大学会館

２階、３号館入り口付近に掲示します。

（７）定期試験欠席届について  
※ 「Ⅹ 関係諸規程」の「 定期試験欠席届取扱要項」も参照してください。

定期試験は原則、追試験を行いませんが、やむを得ない事情で定期試験を欠席せざるを得ない時、事由を
証明する書類を添付の上、「定期試験欠席届」を提出することができます。この場合、授業担当教員が必要
と認めた場合に限り、試験の代替措置が講じられることがあります。
やむを得ない事由は、次に該当するものとします。

① 病気・けが
② 災害及び不慮の事故
③ 二親等以内の親族の死亡
④ 教育実習
⑤ 小樽商科大学学生の派遣留学に関する規程による留学

【留意事項】
※ 「定期試験欠席届」は、原則として定期試験開始までに学部教務係に連絡し、かつ試験実施日を含め３
日以内（申請期限日が休業日の場合は、その翌日まで）に提出しなければなりません。

※ 「定期試験欠席届」には、病気・けがの場合にあっては医師の診断書、その他の場合にあっては、その
事由を証明する書類を提出しなければなりません（ただし上記、④及び⑤の事由を除く）。

※ 「定期試験欠席届」の取り扱いは、授業担当教員に一任されており、必要と認められた場合に限り、「代
替措置」が認められます。「代替措置」の実施が認められた場合、その内容や方法については、個別にお
知らせします。
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４．定期試験について 
 

（１）受験資格 
定期試験は、各授業科目の講義、実験、実習及び実技のそれぞれの時間数の 分の２以上出席しなけれ

ば受験することができません。ただし、授業担当教員が教育上有益と判断した場合には受験することができ
ます。

（２）定期試験の種類 
期末試験を 回と半期 単位制科目を対象とした中間試験を 回実施します。この他、定期試験期間外

に試験を行う場合があります。原則、中間試験及び期末試験の時間割は、授業時間割に基づいて作成されま
す。

（３）試験の方法 
担当教員の方針によることになっており、筆記試験もしくはレポート等によるのが通例です。

（４）追試験（科目試験に欠席した者に対して、改めて行う試験） 
原則として行いません。ただし、病気その他やむを得ない事情により定期試験を受験することができなか

った場合は、事由を証明する書類を添付のうえで「定期試験欠席届」を提出することができます。その場合、
授業担当教員が必要と認めた時に限り代替措置が講じられることがあります。なお、不合格となった科目の
再試験は、一切行いません。

（５）試験の受験にかかる注意事項 
前期中間・期末試験、後期中間・期末試験及びそれに準ずる試験を受験する際は、以下の注意事項を厳守

し、自己の不利益とならないようにすること。
 指定された座席に着席すること（試験開始５分前には着席していること）。
随時行う試験では、座席を指定しないことがある。

 学生証の携帯がなければ受験できない（座席の受験番号横に置くこと）。
 試験開始時刻に遅れた場合、原則として、受験できない。ただし、やむを得ない事情により遅れてきた
者で試験開始２０分以内の場合は、監督者の判断で受験の可否を決める。

 試験開始２０分以内は、退室できない。
 試験終了１０分前以降は、退室できない。
 持込みを禁止された試験において、教科書、参考書、ノート等の所持品はすべて鞄の中にしまうこと。
それらを机の中や上着等のポケットの中に入れることを禁止する。

 持込みを許可された試験において、それらの貸借を禁止する。
 携帯電話、スマートフォン・タブレット端末等、全ての電子機器の電源を切って鞄の中にしまうこと。
これらを時計として利用することはできない。また、時計は時計機能だけのものしか使用できない。

 試験室において、私語その他いやしくも不正行為の疑惑を招くような行為を禁止する。
 上記 から の禁止事項を行った場合は不正行為とみなす。
 試験中の不正行為については、学則に照らし厳重に処分されるので厳正な態度で受験すること。さらに、
不正行為を行った者に対しては、その学期に履修した科目の全ての単位が認定されない。したがって、
在学期間が１年以上延期することもある。

 答案は、必ず提出し、これを持ち帰ってはならない。
 その他試験場内において、監督者の指示に従わない場合は退場させる。
 履修登録していない科目についての受験は認められない。

 

 追試験（科目試験に欠席したものに対して、改めて行う試験）は原則として行わない。ただし、病気そ
の他やむを得ない事情により定期試験を受験することができなかった場合は、事由を証明する書類を添
付の上で「定期試験欠席届」を提出することができる。その場合、授業担当教員が必要と認めた時に限
り代替措置が講じられることがある。

 不合格となった科目の再試験は一切行わない。

（６）試験教室・座席指定について 
試験教室及び座席番号は、試験当日の朝 に学生センター入り口横（１講目の科目のみ）、大学会館

２階、３号館入り口付近に掲示します。

（７）定期試験欠席届について  
※ 「Ⅹ 関係諸規程」の「 定期試験欠席届取扱要項」も参照してください。

定期試験は原則、追試験を行いませんが、やむを得ない事情で定期試験を欠席せざるを得ない時、事由を
証明する書類を添付の上、「定期試験欠席届」を提出することができます。この場合、授業担当教員が必要
と認めた場合に限り、試験の代替措置が講じられることがあります。
やむを得ない事由は、次に該当するものとします。

① 病気・けが
② 災害及び不慮の事故
③ 二親等以内の親族の死亡
④ 教育実習
⑤ 小樽商科大学学生の派遣留学に関する規程による留学

【留意事項】
※ 「定期試験欠席届」は、原則として定期試験開始までに学部教務係に連絡し、かつ試験実施日を含め３
日以内（申請期限日が休業日の場合は、その翌日まで）に提出しなければなりません。

※ 「定期試験欠席届」には、病気・けがの場合にあっては医師の診断書、その他の場合にあっては、その
事由を証明する書類を提出しなければなりません（ただし上記、④及び⑤の事由を除く）。

※ 「定期試験欠席届」の取り扱いは、授業担当教員に一任されており、必要と認められた場合に限り、「代
替措置」が認められます。「代替措置」の実施が認められた場合、その内容や方法については、個別にお
知らせします。
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５．成績評価について 
 

（１）成績評価・GPA 制度について 
成績評価は、秀、優、良、可、不可の５段階により評価します。 制度は、 段階の成績評価をもとに、

受講した全科目の習熟度（ ： ）の平均を算出するものです。この制度は、学修の到
達度をより明確に示し、自らの履修管理に責任を持ち、履修登録した科目を自主的、意欲的に学修することを
目的としています。また、 段階評価や 制度は、外国の多くの大学が採用しており、国際化に対応した
成績評価方法です。これからは、留学や大学院進学等を希望する場合に必要な制度と考えられます。
詳細は、以下の表を参考にしてください。

合否区分 評価 評点 グレードポイント

合格

秀（ ） 点～ 点

優（ ） 点～ 点

良（ ） 点～ 点

可（ ） 点～ 点

不合格 不可（ ） 点以下

履修取消 （ ） 計算対象外

の算出方法
とは、 単位あたりの成績の平均値を示すものです。 を以下の通り計算し、その を 上

で各人に通知します。ただし、平成 年度以前入学者の の算出に対象となる科目は、インターンシッ
プを除く、すべての科目です。

算出式：
×秀の修得単位数 ×優の修得単位数 ×良の修得単位数 ×可の修得単位数

総履修登録単位数（「不可」の単位数を含む）

※ の計算は、小数第 位以下を四捨五入します。
※ 「履修取消し（ ）」は、計算式に含みません。
※ 「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し合格の評価を得た場合及び再履修の結果再び不合格の

評価であった場合、それぞれ再履修前の不合格評価については、通算の には算入しません。ただし、
年度ごとに算出する にはそれぞれ算入します。

（２）履修取消し制度について 
「履修取消し制度」とは、授業を受けてみたものの、授業内容が勉強したいものと違っていた場合や、授業

について行けるだけの知識が不足していた場合など、単位を修得することが難しく、不合格となることで
が下がることを回避するための特別な制度です。「履修取消し」を行った科目の成績は、“ （ ）”
となり、 の算出対象外となります。
※ 「履修取消し」は履修登録を無効にするものではありません。前期に「履修取消し」をした科目分の単位
数を後期に追加することはできません。また、「不可（ 点を除く）」とは異なり、翌年度の履修登録上限
（キャップ）も増えません。

※ 「履修取消し」を行った授業科目は、卒業や進級、就職などいかなる理由があっても、「履修取消し」の
申請を取消し、履修を復活させることはできません。

 

○ 申請方法

前期： 年６月 日（火）～ 日（月）、後期： 年 月 日（水）～ 日（火）に履修取消
期間を設けています。期間中に、学務情報システム（ ）の履修取消画面から取消申請を行っ
てください。
※ 集中講義及び一部科目は、上記期間外に履修取消期間を定めますので、必ず掲示を確認してください。

また、次に該当する理由で定期試験期間中に実施する試験（定期試験に準ずるものを含む）に欠席した者は、
所定の書類に欠席の理由を証明する書類を添え、該当する試験の終了後、原則として３日以内に学部教務係に
届け出、教務委員長の承認を得た場合、欠席した当該科目の履修を取り消すことができます。

（ ）天災等による事故
（ ）本人の負傷又は病気
（ ）二親等内の親族の忌引き
（ ）教育実習

欠席の理由を証明する書類は、次のとおりです。

欠席時由 証明する書類

（ ）天災等による事故 被災を証明できる書類またはその写し、通常利用して
いる電車、バスの事故による遅延証明書等

（ ）本人の負傷又は病気 安静治療・隔離を要し、又は登校不能な状態である旨
を明記した医師の診断書

（ ）二親等内の親族の忌引き
死亡を証明するもの
（死亡診断書の写し、または保証人による書面、葬礼
状など証明する書類）

（ ）教育実習 教育実習生受入承諾書の写し

（３）学科科目の成績評価基準について 
経済学科と社会情報学科には、統一の成績評価基準が以下のとおり定められています。これ以外の学科科目

についてはシラバスを参照してください。

【経済学科 成績評価の統一基準】

秀（１００～９０） 講義内容について秀でた理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな
経済問題について秀でた分析をすることができる。

優（８９～８０） 講義内容について優れた理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな
経済問題について優れた分析をすることができる。

良（７９～７０） 講義内容について良い理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな経
済問題について良い分析をすることができる。

可（６９～６０） 講義内容について理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな経済分
析について分析をすることができる。

不可（５９～０） 講義内容について十分な理解力を持たず、経済理論を応用して、さまざま
な経済問題について分析をすることができない。
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５．成績評価について 
 

（１）成績評価・GPA 制度について 
成績評価は、秀、優、良、可、不可の５段階により評価します。 制度は、 段階の成績評価をもとに、

受講した全科目の習熟度（ ： ）の平均を算出するものです。この制度は、学修の到
達度をより明確に示し、自らの履修管理に責任を持ち、履修登録した科目を自主的、意欲的に学修することを
目的としています。また、 段階評価や 制度は、外国の多くの大学が採用しており、国際化に対応した
成績評価方法です。これからは、留学や大学院進学等を希望する場合に必要な制度と考えられます。
詳細は、以下の表を参考にしてください。

合否区分 評価 評点 グレードポイント

合格

秀（ ） 点～ 点

優（ ） 点～ 点

良（ ） 点～ 点

可（ ） 点～ 点

不合格 不可（ ） 点以下

履修取消 （ ） 計算対象外

の算出方法
とは、 単位あたりの成績の平均値を示すものです。 を以下の通り計算し、その を 上

で各人に通知します。ただし、平成 年度以前入学者の の算出に対象となる科目は、インターンシッ
プを除く、すべての科目です。

算出式：
×秀の修得単位数 ×優の修得単位数 ×良の修得単位数 ×可の修得単位数

総履修登録単位数（「不可」の単位数を含む）

※ の計算は、小数第 位以下を四捨五入します。
※ 「履修取消し（ ）」は、計算式に含みません。
※ 「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し合格の評価を得た場合及び再履修の結果再び不合格の

評価であった場合、それぞれ再履修前の不合格評価については、通算の には算入しません。ただし、
年度ごとに算出する にはそれぞれ算入します。

（２）履修取消し制度について 
「履修取消し制度」とは、授業を受けてみたものの、授業内容が勉強したいものと違っていた場合や、授業

について行けるだけの知識が不足していた場合など、単位を修得することが難しく、不合格となることで
が下がることを回避するための特別な制度です。「履修取消し」を行った科目の成績は、“ （ ）”
となり、 の算出対象外となります。
※ 「履修取消し」は履修登録を無効にするものではありません。前期に「履修取消し」をした科目分の単位
数を後期に追加することはできません。また、「不可（ 点を除く）」とは異なり、翌年度の履修登録上限
（キャップ）も増えません。

※ 「履修取消し」を行った授業科目は、卒業や進級、就職などいかなる理由があっても、「履修取消し」の
申請を取消し、履修を復活させることはできません。

 

○ 申請方法

前期： 年６月 日（火）～ 日（月）、後期： 年 月 日（水）～ 日（火）に履修取消
期間を設けています。期間中に、学務情報システム（ ）の履修取消画面から取消申請を行っ
てください。
※ 集中講義及び一部科目は、上記期間外に履修取消期間を定めますので、必ず掲示を確認してください。

また、次に該当する理由で定期試験期間中に実施する試験（定期試験に準ずるものを含む）に欠席した者は、
所定の書類に欠席の理由を証明する書類を添え、該当する試験の終了後、原則として３日以内に学部教務係に
届け出、教務委員長の承認を得た場合、欠席した当該科目の履修を取り消すことができます。

（ ）天災等による事故
（ ）本人の負傷又は病気
（ ）二親等内の親族の忌引き
（ ）教育実習

欠席の理由を証明する書類は、次のとおりです。

欠席時由 証明する書類

（ ）天災等による事故 被災を証明できる書類またはその写し、通常利用して
いる電車、バスの事故による遅延証明書等

（ ）本人の負傷又は病気 安静治療・隔離を要し、又は登校不能な状態である旨
を明記した医師の診断書

（ ）二親等内の親族の忌引き
死亡を証明するもの
（死亡診断書の写し、または保証人による書面、葬礼
状など証明する書類）

（ ）教育実習 教育実習生受入承諾書の写し

（３）学科科目の成績評価基準について 
経済学科と社会情報学科には、統一の成績評価基準が以下のとおり定められています。これ以外の学科科目

についてはシラバスを参照してください。

【経済学科 成績評価の統一基準】

秀（１００～９０） 講義内容について秀でた理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな
経済問題について秀でた分析をすることができる。

優（８９～８０） 講義内容について優れた理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな
経済問題について優れた分析をすることができる。

良（７９～７０） 講義内容について良い理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな経
済問題について良い分析をすることができる。

可（６９～６０） 講義内容について理解力を有し、経済理論を応用して、さまざまな経済分
析について分析をすることができる。

不可（５９～０） 講義内容について十分な理解力を持たず、経済理論を応用して、さまざま
な経済問題について分析をすることができない。
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【社会情報学科 標準成績評価基準】

秀（１００～９０） 当該科目について秀でた理解力、及び応用力を有している。

優（８９～８０） 当該科目について優れた理解力、及び応用力を有している。

良（７９～７０） 当該科目について良い理解力、及び応用力を有している。

可（６９～６０） 当該科目について理解力、及び応用力を有している。

不可（５９～０） 当該科目について十分な理解力、又は応用力を有していない。

（４）成績評価の内容確認、異議があった場合について 
成績評価の内容を確認したい場合、または疑問がある場合は、まずは、授業担当教員に直接問合せください。

また、問合せた結果、さらに疑問がある場合は、教務課を通じて確認を行います。確認の受付期間は、原則、
成績公開後７日以内（卒業判定等に関係する場合は３日以内）となります。
なお、成績評価に対する確認は、成績への疑問に明確な根拠がある場合に限り、単に再評価を願い出るのみ

で疑問の内容を具体的に示していないものや、いわゆる救済目的、懇願的な内容のものは受付けません。

具体的な事例は次のとおりです。

１．受付できる事例
１）成績の誤記入等、明らかに授業担当教員の誤りであると思われるもの。
２）シラバスに記載されている成績評価の基準及び方法に照らして、明らかな誤りがあると思われるもの。

２．受付できない事例
１）担当教員に情状の考慮を求めるもの。（卒業に関わる（この単位があれば卒業できる）、等）
２）他の学生との対比上の不満を訴えるもの。（友人は優だが、なぜ自分は良なのか、等）
３）具体的な根拠がなく、その評価になった理由のみを問い合わせるもの。（がんばったと思うのだが、ど
うして可なのか、等）

※ ２）、３）の場合であっても、明確な根拠の提示がある場合は受付けします。

  

 

６．学科所属について 

昼間コース学生は、 年次から、経済学科、商学科、企業法学科、社会情報学科のいずれかの学科に所属し
ます。そのための手続き（申込等）は、 年次の 月～ 月に行われ、教授会において決定のうえ、次年度
（ 年次）に 上の「学籍情報参照画面」と「履修成績参照画面」に所属学科名を記載し、各人に通知し
ます。
各学科には、それぞれ定員を定めており、成績順にしたがって希望学科へ振り分けていくので、必ずしも第
希望とする学科に所属できるとは限りません。

（１）学科所属の決定方法について 
［学科所属決定方法］

① 成績基準による序列表を作成し、学科定員に達するまで順次所属学科を決定していきます。
② 所属希望者が各学科定員を超えた場合は、序列順で第 希望以下の学科に決定していきます。

［成績基準］
次の科目区分に該当する科目の素点合計
①グローカルコースに所属する者

基礎ゼミナール １科目２単位
基礎科目（成績得点の高い順に） ３科目以上６単位
外国語科目（英語及び日本語は 科目とする） ３科目
学科基幹科目（成績得点の高い順に） ３科目

②それ以外の者（グローカルコースに所属する者を除く）

基礎科目（成績得点の高い順に） ４科目以上８単位
外国語科目（英語及び日本語は 科目とする） ３科目
学科基幹科目（成績得点の高い順に） ３科目

※ 健康スポーツ（ 単位）は得点を１／２とする。健康スポーツ 科目（ 単位）しか修得していない場
合は他の 単位科目の得点を１／２にして健康スポーツと合計し、 単位分を算出する。

※ 不可科目は、計算対象外になります。
※ 学科基幹科目は、商学科英語専修の基幹科目を除きます。
※ 検定等による単位認定は計算に含まれますが、他大学との単位互換制度により単位認定した科目は除き

ます。

（２）学科所属オリエンテーションについて 
年次生を対象に、以下の日時で学科オリエンテーションを開催します。このオリエンテーションでは、各

学科の教員から学科に関する詳細な説明があります。所属を希望する学科の順位を決める参考になりますので、
年次生は必ず参加してください。

実施日時 年 月 日（火）～ 日（金）
対象 年次生

実施内容
各学科についてのガイダンス
履修指導について
その他

88

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   8832100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   88 2021/03/04   10:46:412021/03/04   10:46:41



 

【社会情報学科 標準成績評価基準】

秀（１００～９０） 当該科目について秀でた理解力、及び応用力を有している。

優（８９～８０） 当該科目について優れた理解力、及び応用力を有している。

良（７９～７０） 当該科目について良い理解力、及び応用力を有している。

可（６９～６０） 当該科目について理解力、及び応用力を有している。

不可（５９～０） 当該科目について十分な理解力、又は応用力を有していない。

（４）成績評価の内容確認、異議があった場合について 
成績評価の内容を確認したい場合、または疑問がある場合は、まずは、授業担当教員に直接問合せください。

また、問合せた結果、さらに疑問がある場合は、教務課を通じて確認を行います。確認の受付期間は、原則、
成績公開後７日以内（卒業判定等に関係する場合は３日以内）となります。
なお、成績評価に対する確認は、成績への疑問に明確な根拠がある場合に限り、単に再評価を願い出るのみ

で疑問の内容を具体的に示していないものや、いわゆる救済目的、懇願的な内容のものは受付けません。

具体的な事例は次のとおりです。

１．受付できる事例
１）成績の誤記入等、明らかに授業担当教員の誤りであると思われるもの。
２）シラバスに記載されている成績評価の基準及び方法に照らして、明らかな誤りがあると思われるもの。

２．受付できない事例
１）担当教員に情状の考慮を求めるもの。（卒業に関わる（この単位があれば卒業できる）、等）
２）他の学生との対比上の不満を訴えるもの。（友人は優だが、なぜ自分は良なのか、等）
３）具体的な根拠がなく、その評価になった理由のみを問い合わせるもの。（がんばったと思うのだが、ど
うして可なのか、等）

※ ２）、３）の場合であっても、明確な根拠の提示がある場合は受付けします。

  

 

６．学科所属について 

昼間コース学生は、 年次から、経済学科、商学科、企業法学科、社会情報学科のいずれかの学科に所属し
ます。そのための手続き（申込等）は、 年次の 月～ 月に行われ、教授会において決定のうえ、次年度
（ 年次）に 上の「学籍情報参照画面」と「履修成績参照画面」に所属学科名を記載し、各人に通知し
ます。
各学科には、それぞれ定員を定めており、成績順にしたがって希望学科へ振り分けていくので、必ずしも第
希望とする学科に所属できるとは限りません。

（１）学科所属の決定方法について 
［学科所属決定方法］

① 成績基準による序列表を作成し、学科定員に達するまで順次所属学科を決定していきます。
② 所属希望者が各学科定員を超えた場合は、序列順で第 希望以下の学科に決定していきます。

［成績基準］
次の科目区分に該当する科目の素点合計
①グローカルコースに所属する者

基礎ゼミナール １科目２単位
基礎科目（成績得点の高い順に） ３科目以上６単位
外国語科目（英語及び日本語は 科目とする） ３科目
学科基幹科目（成績得点の高い順に） ３科目

②それ以外の者（グローカルコースに所属する者を除く）

基礎科目（成績得点の高い順に） ４科目以上８単位
外国語科目（英語及び日本語は 科目とする） ３科目
学科基幹科目（成績得点の高い順に） ３科目

※ 健康スポーツ（ 単位）は得点を１／２とする。健康スポーツ 科目（ 単位）しか修得していない場
合は他の 単位科目の得点を１／２にして健康スポーツと合計し、 単位分を算出する。

※ 不可科目は、計算対象外になります。
※ 学科基幹科目は、商学科英語専修の基幹科目を除きます。
※ 「 他大学等での単位認定制度について」、「 大学以外の教育施設等における学修の単位認定に

ついて」により認定された 年次配当科目は計算に含まれます。また、「 留学による単位認定に
ついて」により、学則上の科目に読み替えて認定された 年次配当科目もまたこれと同様です。

（２）学科所属オリエンテーションについて 
年次生を対象に、以下の日時で学科オリエンテーションを開催します。このオリエンテーションでは、各

学科の教員から学科に関する詳細な説明があります。所属を希望する学科の順位を決める参考になりますので、
年次生は必ず参加してください。

実施日時 年 月 日（火）～ 日（金）
対象 年次生

実施内容
各学科についてのガイダンス
履修指導について
その他
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（３）学科所属の申請期間について 
所属学科の決定にあたり、各学生の所属希望調査を行います。申請期間は、以下の通りとなります。申請方

法は、オリエンテーションで説明します。※アンケートフォーム（ ）による調査を予定しています。

（４）転科の手続きについて 
学科所属を変更したい場合は、学部教務係へ所定の期間内に「転科希望理由書」を提出してださい。学科変

更の決定は、転科希望理由書と学業成績を総合して判断しますが、受入れ可能な定員が決まっていますので、
必ずしも転科が認められるわけではありません。

［申請時期］
年次の 月

※詳細は、掲示で通知します。

［学科の成績基準］
転科に当たっては、学科ごとに成績基準が決まっています。基準に満たない学生の「転科希望理由書」は

受理しません。

経済学科 ２年次で修得した経済学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上のもの。

経済学科ビジネ
ス経済学コース

以下①～④を全て満たす者
①２年次で修得した経済学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上
②「英検 級 以上／ 点以上／ 点以上」より１つ以上
③申請時の累積 以上
④基礎科目「基礎ゼミナール」及び専門共通科目「事情科目」を修得済（※１）

商学科 ２年次で修得した商学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上のもの。

商学科グローカ
ルマネジメント
コース

以下①～④を全て満たす者
①２年次で修得した商学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上
②「英検 級 以上／ 点以上／ 点以上」より１つ以上
③申請時の累積 以上
④基礎科目「基礎ゼミナール」及び専門共通科目「事情科目」を修得済（※１）

企業法学科 １年次及び２年次で修得した企業法学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点
以上のもの。

社会情報学科 ２年次で修得した社会情報学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上のも
の。

※１：事情科目とは、アジア・オセアニア事情・ヨーロッパ事情・アメリカ事情を指す。

［転科申請の結果通知］
転科申請の結果は、次年度の前期授業開始時（予定）までに、学務情報システム（キャンパススクエア）

の「学籍情報参照画面」に所属学科名を記載し、各人に通知します。

申請期間 年 月 日（火）～ 日（金）

 

７．進級要件について 

本学では、２年次から３年次に進級するための要件を以下の通り定めています。

【各学科共通】

単位数 備考

昼間コース
単位

（ 年次終了までに）
卒業所要単位に算入され
る単位数に限ります。

夜間主コース

上記要件に掲げる単位を修得できない場合は、この単位を修得するまでは 年次から 年次に進級するこ
とができません。したがって、卒業が 年以上延期されます。

年次に進級できない場合は研究指導に所属することはもちろん、ノンゼミと称することもできません。ま
た、進級要件を満たしてから少なくとも 年間以上在学しなければ卒業できません。
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（３）学科所属の申請期間について 
所属学科の決定にあたり、各学生の所属希望調査を行います。申請期間は、以下の通りとなります。申請方

法は、オリエンテーションで説明します。※アンケートフォーム（ ）による調査を予定しています。

（４）転科の手続きについて 
学科所属を変更したい場合は、学部教務係へ所定の期間内に「転科希望理由書」を提出してださい。学科変

更の決定は、転科希望理由書と学業成績を総合して判断しますが、受入れ可能な定員が決まっていますので、
必ずしも転科が認められるわけではありません。

［申請時期］
年次の 月

※詳細は、掲示で通知します。

［学科の成績基準］
転科に当たっては、学科ごとに成績基準が決まっています。基準に満たない学生の「転科希望理由書」は

受理しません。

経済学科 ２年次で修得した経済学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上のもの。

経済学科ビジネ
ス経済学コース

以下①～④を全て満たす者
①２年次で修得した経済学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上
②「英検 級 以上／ 点以上／ 点以上」より１つ以上
③申請時の累積 以上
④基礎科目「基礎ゼミナール」及び専門共通科目「事情科目」を修得済（※１）

商学科 ２年次で修得した商学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上のもの。

商学科グローカ
ルマネジメント
コース

以下①～④を全て満たす者
①２年次で修得した商学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上
②「英検 級 以上／ 点以上／ 点以上」より１つ以上
③申請時の累積 以上
④基礎科目「基礎ゼミナール」及び専門共通科目「事情科目」を修得済（※１）

企業法学科 １年次及び２年次で修得した企業法学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点
以上のもの。

社会情報学科 ２年次で修得した社会情報学科科目で、成績が高い順の３科目の平均が７０点以上のも
の。

※１：事情科目とは、アジア・オセアニア事情・ヨーロッパ事情・アメリカ事情を指す。

［転科申請の結果通知］
転科申請の結果は、次年度の前期授業開始時（予定）までに、学務情報システム（キャンパススクエア）

の「学籍情報参照画面」に所属学科名を記載し、各人に通知します。

申請期間 年 月 日（火）～ 日（金）

 

７．進級要件について 

本学では、２年次から３年次に進級するための要件を以下の通り定めています。

【各学科共通】

単位数 備考

昼間コース
単位

（ 年次終了までに）
卒業所要単位に算入され
る単位数に限ります。

夜間主コース

上記要件に掲げる単位を修得できない場合は、この単位を修得するまでは 年次から 年次に進級するこ
とができません。したがって、卒業が 年以上延期されます。

年次に進級できない場合は研究指導に所属することはもちろん、ノンゼミと称することもできません。ま
た、進級要件を満たしてから少なくとも 年間以上在学しなければ卒業できません。
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８．研究指導（及び卒業論文執筆要領）について  

（１）研究指導の履修方法 

研究指導（ゼミナール）は、原則として必修とし、 単位を修得しなければなりません。研究指導は、毎
週 時間、 年次から 年間の継続授業で 単位（卒業論文含む。）、原則として自分の所属する学科、あ
るいは専門共通科目の研究指導を履修することになります。
※ ノンゼミ、研究指導の所属の変更を検討している場合は、学部教務係の窓口までご相談ください。
※ 年次になって研究指導の所属を取りやめる場合には、 月の履修登録期限までにノンゼミ移行申請書を
学科長宛に提出し、許可を得る必要があります。詳細は、学部教務係まで問い合わせください。

１）留年による研究指導の単位の取り扱い 

（１）研究指導は、２年間の学習と卒業論文を総合して成績評価を受け、単位認定が行われます。本学では、
研究指導は、半期（前期または後期）ごとの つのユニットによって構成されるものとみなして取り扱
っています。研究指導の単位認定を受けるためには、この４つのユニットを満たしていることが条件です。

（一般的な例）
学年 前期 後期
３年次 第 ユニット 第 ユニット
４年次 第 ユニット 第 ユニット（＋卒業論文）

（２）卒業論文未提出等の理由で、研究指導の単位を残したまま留年した場合は、第 ユニットが欠けてい
ることになるので、再度第４ユニット分（半期）を履修する必要があります。従って、翌年度の前期の段
階で卒業論文を提出し、研究指導の単位が認められた場合、 月卒業をすることができます。

年間留年する場合は、後期から履修することが可能です。その場合は、研究指導教員と学部教務係に
必ず申し出てください。

２）留学による研究指導の単位の取り扱い 

本学規程の派遣留学（協定大学への交換留学）に参加する学生は、留学先の大学で、本学の指導教員が指
定している科目を履修し、単位を修得した場合は、留学期間中も研究指導が継続されているとみなします。
必要手続きを怠らないようにしてください。

【研究指導を履修中の場合（3年次もしくは 4年次に留学する場合】  

留学前
① 指導教員が指定する科目を、科目履修届に記載する。
② 指導教員の承認を受けた上で、「留学に伴う研究指導の継続承認書」を学部教務係に提出する。
※ 用紙は、派遣留学のオリエンテーション時に配布する。

留学後
① 学部教務係から「留学に伴う研究指導の継続承認書」を受け取り、指導教員の承認を受け、再び学部
教務係に提出する。

 

※ 第 ユニットにおいて留学する場合
第 ユニットは、卒業論文の提出が含まれるので、必ず本学に在籍し、履修しなくてはいけません（留

学中の場合は、単位認定を受けられない）。ただし、第 ユニット途中（ 月卒業においては 月まで、
月卒業においては 月まで）に帰国した場合は、この限りではありません。

【研究指導を履修前（２年次後期）に留学する場合】  

① 留学前に研究指導の所属を希望する教員に相談し、留学のため選考期間不在となること及び帰国時期を
伝え、内諾を得ておくこと。

② 年次の後期開始時に、学部教務係からゼミナール紹介本のファイルがメールで送信されます。紹介本
の中にある募集手続きを確認し、『研究指導第一次志望の登録』を必ず行うこと。
※ 事前に教員から内諾を得ていた場合も、この手続きは必須となるので注意すること。
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８．研究指導（及び卒業論文執筆要領）について  

（１）研究指導の履修方法 

研究指導（ゼミナール）は、原則として必修とし、 単位を修得しなければなりません。研究指導は、毎
週 時間、 年次から 年間の継続授業で 単位（卒業論文含む。）、原則として自分の所属する学科、あ
るいは専門共通科目の研究指導を履修することになります。
※ ノンゼミ、研究指導の所属の変更を検討している場合は、学部教務係の窓口までご相談ください。
※ 年次になって研究指導の所属を取りやめる場合には、 月の履修登録期限までにノンゼミ移行申請書を
学科長宛に提出し、許可を得る必要があります。詳細は、学部教務係まで問い合わせください。

１）留年による研究指導の単位の取り扱い 

（１）研究指導は、２年間の学習と卒業論文を総合して成績評価を受け、単位認定が行われます。本学では、
研究指導は、半期（前期または後期）ごとの つのユニットによって構成されるものとみなして取り扱
っています。研究指導の単位認定を受けるためには、この４つのユニットを満たしていることが条件です。

（一般的な例）
学年 前期 後期
３年次 第 ユニット 第 ユニット
４年次 第 ユニット 第 ユニット（＋卒業論文）

（２）卒業論文未提出等の理由で、研究指導の単位を残したまま留年した場合は、第 ユニットが欠けてい
ることになるので、再度第４ユニット分（半期）を履修する必要があります。従って、翌年度の前期の段
階で卒業論文を提出し、研究指導の単位が認められた場合、 月卒業をすることができます。

年間留年する場合は、後期から履修することが可能です。その場合は、研究指導教員と学部教務係に
必ず申し出てください。

２）留学による研究指導の単位の取り扱い 

本学規程の派遣留学（協定大学への交換留学）に参加する学生は、留学先の大学で、本学の指導教員が指
定している科目を履修し、単位を修得した場合は、留学期間中も研究指導が継続されているとみなします。
必要手続きを怠らないようにしてください。

【研究指導を履修中の場合（3年次もしくは 4年次に留学する場合】  

留学前
① 指導教員が指定する科目を、科目履修届に記載する。
② 指導教員の承認を受けた上で、「留学に伴う研究指導の継続承認書」を学部教務係に提出する。
※ 用紙は、派遣留学のオリエンテーション時に配布する。

留学後
① 学部教務係から「留学に伴う研究指導の継続承認書」を受け取り、指導教員の承認を受け、再び学部
教務係に提出する。

 

※ 第 ユニットにおいて留学する場合
第 ユニットは、卒業論文の提出が含まれるので、必ず本学に在籍し、履修しなくてはいけません（留

学中の場合は、単位認定を受けられない）。ただし、第 ユニット途中（ 月卒業においては 月まで、
月卒業においては 月まで）に帰国した場合は、この限りではありません。

【研究指導を履修前（２年次後期）に留学する場合】  

① 留学前に研究指導の所属を希望する教員に相談し、留学のため選考期間不在となること及び帰国時期を
伝え、内諾を得ておくこと。

② 年次の後期開始時に、学部教務係からゼミナール紹介本のファイルがメールで送信されます。紹介本
の中にある募集手続きを確認し、『研究指導第一次志望の登録』を必ず行うこと。
※ 事前に教員から内諾を得ていた場合も、この手続きは必須となるので注意すること。
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（２）卒業論文執筆要領 

卒業論文の作成要領について一般的な原則を述べますが、論文の形式は専攻分野ごとに、用語、文献の引用
方式、記号の利用等に差があるので、指導教員の指示に従ってください。

１）提出期限 
年１月 日（月） 時（昼間コース）、 時（夜間主コース）（時間厳守）なので十分注意する

こと（９月卒業予定者は、 年７月 日（金） 時まで）。次の要領に従って卒業論文を提出すること。
① 図書館のカウンターにて図書返却の確認を受け、確認印を押してもらう。
② キャリア支援センターにて進路報告書提出の確認を受け、確認印を押してもらう。
③ 大学生協にて製本費（確定次第掲示で通知する。参考： 年度は、２ 円）を支払い、領収印
を押印してもらう。

④ 学部教務係窓口にて卒業論文を仮り綴じ後、提出する。仮り綴じ用の綴りひも及び穴あけパンチは学部
教務係にあります。

表紙のみ、あるいは目次程度又は序章程度といった論文とは認めがたい卒業論文は、受理しません。
新型コロナウィルスの感染状況に応じ、卒業論文の提出方法が変更になることがあります。卒業論文の受付

開始時に示される掲示を確認ください。

※ みなさんが提出した卒業論文は製本された後、附属図書館学位論文室に保管され、学生・教職員の求
めに応じて閲覧に供されることとなります。
卒業論文を閲覧に供することにより自分や他人の思想・信条・プライバシー等が侵害されるおそれがあ

るため閲覧を希望しない場合には、附属図書館での図書返却確認時にカウンター職員に申し出てくださ
い。閲覧不可とする申請書をお渡しします。なお申請には、指導教員による承認が必要となります。

２）用紙等 
手書きで執筆する場合には、所定の原稿用紙を使用し、黒又はブルー・ブラックのインクを用いる。油性イ

ンクのボールペンは避けた方がよい（鉛筆は不可）。文字は楷書とし、誤字・脱字に注意する。多色にする必
要がある場合にも一定の方針を立てて統一し、さらに、必要最低限の多色化にとどめること。
パソコン等で作成する場合はＡ４用紙で作成し、体裁及び１ページの文字数等については、指導教員の指示

に従うこと（ただし、感熱紙の使用は不可）。
いずれも、オリジナルを提出し、全体をコピーしたものは提出しないこと。

３）表紙及び裏表紙 
表紙と裏表紙は、本文と同一の用紙を用いる。表紙には、①論文のタイトル、②学生番号、③氏名、④ゼミ

ナール名（教員名＋ゼミナール）、⑤提出年度（令和 年度提出）を記し、上記「１）提出期限」で各確認
印が押印された証明書を裏表紙とする。タイトル等は、成績原簿に記入され、成績証明書、図書館データベー
ス、製本後の背表紙の書き込み等の場合に必要になるので、正確に書くこと。副題を付ける場合には、その左
右を棒線で挟む。
なお、表紙のタイトル全てを「 」や『 』等で囲んではいけない。

４）「はしがき」と「目次」 
「はしがき」（「まえがき」「序」）には、テーマを選択した動機等を書く。指導や助言を受けた人たち、

調査等に協力した人たちに対する謝辞もここに書く。ただし、「はしがき」は省略してもよい。
「はしがき」と「あとがき」の両方を書くことは、卒業論文の場合、概して不適当である。「目次」は、「表

紙」又は「はしがき」の次の用紙に書く。必要に応じて、「表目次」、「図目次」を別に付け加えてもよい。

  

 

５）本文 
① 文体は、「・・・である」の形とし、なるべく簡潔な文章とする。
② 新しい章は、新しいページから始める。
③ 章題と文章、あるいは章題と節題の間は１行あける。
④ 章（節）の番号と章（節）題の間は、１マスあける。
⑤ 各節の間は、２行あける。
⑥ 新しいパラグラフの初めは、１マスあける。
⑦ 句読点等は、１字とする。ただし、行末の句読点は、「ブラサゲ」として、マスの欄外に書き、次行の始
めにはもっていかない。また句読点の次のマスをあけてはいけない。

⑧ 数式は、必ずしもマスや行にこだわらず見やすいように余裕をもって書いてよい。
⑨ 文章の中の欧字と算用数字は、原則として、２字で１マスとする。
⑩ 欧文イタリック文字は、単語の下又は文章の下にアンダーラインを引いて示す。

６）図表 
表とグラフは、番号と見出しを付け、本文との対応を明らかにする。原稿用紙と同じサイズになるように、

グラフ用紙や集計用紙に書いて、そのまま１ページ分としてとじ込むとよい。
「別表」として論文の末尾にまとめることもできる。サイズが小さいときは、原稿用紙の当該箇所に張り付

けてもよい。計算機のプリントアウトは、サイズが合えばそのまま１ページとしてよい。
いずれも、製本のときにヘリを数ミリメートル切り落とすことがあるので、上下左右は、十分にマージンを

取っておくこと。
図表には、資料の出所を明記しなければならない。他の文献等の図表のコピーをそのまま利用することは、

特別の場合を除いて避けるべきである。

７）「注」 
説明の補足や引用・参照を示すため、注を用いる。注の付け方としては、脚注や後注等がある。
指定原稿用紙では、「脚注」を付けることができる。ただ一つの注を３ページ以上に分けることは不適当で

あるから、長い注については、工夫が必要である。後注として注を各章の終わりにまとめて書いてもよい。こ
のとき、注番号は、各章ごとに１から始めてよい。
なお、注の中に注を書いてはいけない。

８）引用文献、参考文献及び引用 
論文作成において、文献の参照と引用の明示は、最も注意すべき点である。文献からの引用には、必ず「 」

（欧文引用のときには“ ”）を付け、その文献を番号のついた注等で明示する。注番号は、例えば、「・・・
である。 注 」、「・・・である。 」等のように書く。肩付きのできないパソコン等の場合は、「・・・で
ある（注１）」としてもよい。
なお、原典自体の中に「 」（又は“ ”）が含まれる場合は、原典中「 」 （又は“ ”）を『 』（又は

‘ ’）に代える。
要約して引用する場合は、原文の文意を損なわないようにし、さらに、要約引用の範囲が分かるように、出

典と引用箇所（例えば、注を用いて）を明示する。「孫引き」は、できるだけ避けて、原典に当たってチェッ
クすべきであるが、やむを得ない場合は、再引用であることを明記する。
引用文献、参考文献は、注番号を明示した上で、脚注部分に記載するか又は論文末尾（又は各章末尾）に一

括して記載する。
文献記載の原則は、次のとおりである。

和 書  

著者名『書名』、出版社名、出版年
又は、
著者名『書名』（出版社名、出版年）
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（２）卒業論文執筆要領 

卒業論文の作成要領について一般的な原則を述べますが、論文の形式は専攻分野ごとに、用語、文献の引用
方式、記号の利用等に差があるので、指導教員の指示に従ってください。

１）提出期限 
年１月 日（月） 時（昼間コース）、 時（夜間主コース）（時間厳守）なので十分注意する

こと（９月卒業予定者は、 年７月 日（金） 時まで）。次の要領に従って卒業論文を提出すること。
① 図書館のカウンターにて図書返却の確認を受け、確認印を押してもらう。
② キャリア支援センターにて進路報告書提出の確認を受け、確認印を押してもらう。
③ 大学生協にて製本費（確定次第掲示で通知する。参考： 年度は、２ 円）を支払い、領収印
を押印してもらう。

④ 学部教務係窓口にて卒業論文を仮り綴じ後、提出する。仮り綴じ用の綴りひも及び穴あけパンチは学部
教務係にあります。

表紙のみ、あるいは目次程度又は序章程度といった論文とは認めがたい卒業論文は、受理しません。
新型コロナウィルスの感染状況に応じ、卒業論文の提出方法が変更になることがあります。卒業論文の受付

開始時に示される掲示を確認ください。

※ みなさんが提出した卒業論文は製本された後、附属図書館学位論文室に保管され、学生・教職員の求
めに応じて閲覧に供されることとなります。
卒業論文を閲覧に供することにより自分や他人の思想・信条・プライバシー等が侵害されるおそれがあ

るため閲覧を希望しない場合には、附属図書館での図書返却確認時にカウンター職員に申し出てくださ
い。閲覧不可とする申請書をお渡しします。なお申請には、指導教員による承認が必要となります。

２）用紙等 
手書きで執筆する場合には、所定の原稿用紙を使用し、黒又はブルー・ブラックのインクを用いる。油性イ

ンクのボールペンは避けた方がよい（鉛筆は不可）。文字は楷書とし、誤字・脱字に注意する。多色にする必
要がある場合にも一定の方針を立てて統一し、さらに、必要最低限の多色化にとどめること。
パソコン等で作成する場合はＡ４用紙で作成し、体裁及び１ページの文字数等については、指導教員の指示

に従うこと（ただし、感熱紙の使用は不可）。
いずれも、オリジナルを提出し、全体をコピーしたものは提出しないこと。

３）表紙及び裏表紙 
表紙と裏表紙は、本文と同一の用紙を用いる。表紙には、①論文のタイトル、②学生番号、③氏名、④ゼミ

ナール名（教員名＋ゼミナール）、⑤提出年度（令和 年度提出）を記し、上記「１）提出期限」で各確認
印が押印された証明書を裏表紙とする。タイトル等は、成績原簿に記入され、成績証明書、図書館データベー
ス、製本後の背表紙の書き込み等の場合に必要になるので、正確に書くこと。副題を付ける場合には、その左
右を棒線で挟む。
なお、表紙のタイトル全てを「 」や『 』等で囲んではいけない。

４）「はしがき」と「目次」 
「はしがき」（「まえがき」「序」）には、テーマを選択した動機等を書く。指導や助言を受けた人たち、

調査等に協力した人たちに対する謝辞もここに書く。ただし、「はしがき」は省略してもよい。
「はしがき」と「あとがき」の両方を書くことは、卒業論文の場合、概して不適当である。「目次」は、「表

紙」又は「はしがき」の次の用紙に書く。必要に応じて、「表目次」、「図目次」を別に付け加えてもよい。

  

 

５）本文 
① 文体は、「・・・である」の形とし、なるべく簡潔な文章とする。
② 新しい章は、新しいページから始める。
③ 章題と文章、あるいは章題と節題の間は１行あける。
④ 章（節）の番号と章（節）題の間は、１マスあける。
⑤ 各節の間は、２行あける。
⑥ 新しいパラグラフの初めは、１マスあける。
⑦ 句読点等は、１字とする。ただし、行末の句読点は、「ブラサゲ」として、マスの欄外に書き、次行の始
めにはもっていかない。また句読点の次のマスをあけてはいけない。

⑧ 数式は、必ずしもマスや行にこだわらず見やすいように余裕をもって書いてよい。
⑨ 文章の中の欧字と算用数字は、原則として、２字で１マスとする。
⑩ 欧文イタリック文字は、単語の下又は文章の下にアンダーラインを引いて示す。

６）図表 
表とグラフは、番号と見出しを付け、本文との対応を明らかにする。原稿用紙と同じサイズになるように、

グラフ用紙や集計用紙に書いて、そのまま１ページ分としてとじ込むとよい。
「別表」として論文の末尾にまとめることもできる。サイズが小さいときは、原稿用紙の当該箇所に張り付

けてもよい。計算機のプリントアウトは、サイズが合えばそのまま１ページとしてよい。
いずれも、製本のときにヘリを数ミリメートル切り落とすことがあるので、上下左右は、十分にマージンを

取っておくこと。
図表には、資料の出所を明記しなければならない。他の文献等の図表のコピーをそのまま利用することは、

特別の場合を除いて避けるべきである。

７）「注」 
説明の補足や引用・参照を示すため、注を用いる。注の付け方としては、脚注や後注等がある。
指定原稿用紙では、「脚注」を付けることができる。ただ一つの注を３ページ以上に分けることは不適当で

あるから、長い注については、工夫が必要である。後注として注を各章の終わりにまとめて書いてもよい。こ
のとき、注番号は、各章ごとに１から始めてよい。
なお、注の中に注を書いてはいけない。

８）引用文献、参考文献及び引用 
論文作成において、文献の参照と引用の明示は、最も注意すべき点である。文献からの引用には、必ず「 」

（欧文引用のときには“ ”）を付け、その文献を番号のついた注等で明示する。注番号は、例えば、「・・・
である。 注 」、「・・・である。 」等のように書く。肩付きのできないパソコン等の場合は、「・・・で
ある（注１）」としてもよい。
なお、原典自体の中に「 」（又は“ ”）が含まれる場合は、原典中「 」 （又は“ ”）を『 』（又は

‘ ’）に代える。
要約して引用する場合は、原文の文意を損なわないようにし、さらに、要約引用の範囲が分かるように、出

典と引用箇所（例えば、注を用いて）を明示する。「孫引き」は、できるだけ避けて、原典に当たってチェッ
クすべきであるが、やむを得ない場合は、再引用であることを明記する。
引用文献、参考文献は、注番号を明示した上で、脚注部分に記載するか又は論文末尾（又は各章末尾）に一

括して記載する。
文献記載の原則は、次のとおりである。

和 書  

著者名『書名』、出版社名、出版年
又は、
著者名『書名』（出版社名、出版年）

履
修
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引用ページを明示する場合には、この後に引用ページを書く。
＜例＞小宮隆太郎・天野明弘『国際経済学』、岩波書店、 年、

藤瀬浩司『資本主義世界の成立』（ミネルヴァ書房、 年）、 ページ
翻訳書の場合にも、
＜例 ＞Ｊ．ブーヴィエ（井上隆一郎訳）『ロスチャイルド』（河出書房新社、 年）
＜例 ＞第３章 （渡辺・箱木・井川

訳『国際経済学』 ダイヤモンド社 年）
等が通常の形式である。

和雑誌の中の論文（及び論文集の中の一つの論文）  
 
著者名「論文名」、『雑誌名』第△△巻、第△△号（発行年）
著者名「論文名」、編集名『書名』出版社名、出版年

又は、
著者名「論文名」、『書名』（編集名）出版社名、出版年

等とする。
＜例＞関口尚志「イングランド銀行バーミンガム支店」、『経済学論集』（東京大学）第 巻第２号、××

ページ
岡田純一「近代経済学とスミス」、経済学史学会編『国富論の成立』、岩波書店、 年、 ．
（複数ページの場合、 ～ ）

洋書及び洋雑誌の中の論文  
 
著者名 書名 注 出版地：出版社 出版年
著者名 “論文名” 雑誌名 ．巻数 号数（発行年）

等とする。ただし、出版地：出版社を（ ）に入れることもある。
また、“論文名” 雑誌名の代わりに“論文名” 雑誌名とすることも多い。著者名は、Ａ とする場合と、

Ａ とする場合の両方があるが、著者名が二つ以上並ぶ（共著）場合に、二人目以降の人名については、
Ａ （または ）のようにファースト・ネームを先に書くのが一般である。
雑誌の 号数は、しばしば省略する。また、 及び の代わりに 及び とすることも多い。
これらについては、標準的な図書及び雑誌を参照して、最も適当と思われるものを選択した上で、統一して

使用する。
さらに、 （又は ） 注２ 等もよく利用される。辞書等で意味を調べて、誤用しな

いことが必要である。
（注１）書名、雑誌名についているアンダーラインは、イタリックを使用せよという指示である。
（注２） は、引用によってローマン体を使うかイタリック体を使うかによって変わる。
＜例＞ （前掲の意味）で、前掲が論文名であればローマン体、前掲が書名、雑誌名であればイタリ
ック体を使用する。 （上記引用文中）、 （同上）も同様である。
なお、 については、先頭にくるときは、 のように大文字となる。

参考文献  
 
斉藤孝、西岡達裕著『学術論文の技法（新訂版）』（日本エディタースクール出版部、 年）
米国現代語学文学協会編（原田敬一訳編）『ＭＬＡ新英語論文の手引』（北星堂書店、第２版、 年）
トウラビアン著（高橋作太郎訳）『英語論文の書き方』（研究社出版、 年）

 

９．修学指導について 

年次及び 年次の学生に対し、修学及び履修登録に関する事項について指導及び助言等を行うために、「履
修指導教員制度」をもうけています。履修指導教員は、各オフィスアワーを設定し、研究室等において学生か
らの相談を受け付けています。修学及び履修登録に関してわからないこと、困ったことがあれば、気軽に相談
してください。（※成績状態が芳しくない学生を呼出し、面談を行うことがあります。）
令和３年度の履修指導教員は以下の通りです。
なお、各教員の担当学生については、別途掲示でお知らせいたします。

１年次担当 
事項

学科
履修指導
教員名

研究室
番号 オフィスアワー

経済学科

天野 大輔 337 木曜日（12：50～14：20）
事前にメールで連絡をして予約すること

岩澤 政宗 425 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

小野塚 祐紀 441 前期：月曜日（15：00～16：00）
後期：月曜日（13：00～14：00）

商学科

坂柳 明 423 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

加賀田 和弘 317 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

プラート カロ
ラス 314 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

企業法学科
小倉 一志 510 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

小林 友彦 523 木曜日（12：00～14：00）

社会情報学科
三浦 克宜 460 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

三谷和史 455 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

一般教育等
須永 将史 343 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

宮田 賢人 354 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

言語センター
高橋 優季 524 月曜日・火曜日・金曜日（10：00～17：00）

山田 久就 542 在室時はいつでも可。
月曜日、金曜日の午前中は在室していることが多い。

ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門 小林 広治 319 火曜日・木曜日（13：00～14：00）
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引用ページを明示する場合には、この後に引用ページを書く。
＜例＞小宮隆太郎・天野明弘『国際経済学』、岩波書店、 年、

藤瀬浩司『資本主義世界の成立』（ミネルヴァ書房、 年）、 ページ
翻訳書の場合にも、
＜例 ＞Ｊ．ブーヴィエ（井上隆一郎訳）『ロスチャイルド』（河出書房新社、 年）
＜例 ＞第３章 （渡辺・箱木・井川

訳『国際経済学』 ダイヤモンド社 年）
等が通常の形式である。

和雑誌の中の論文（及び論文集の中の一つの論文）  
 
著者名「論文名」、『雑誌名』第△△巻、第△△号（発行年）
著者名「論文名」、編集名『書名』出版社名、出版年

又は、
著者名「論文名」、『書名』（編集名）出版社名、出版年

等とする。
＜例＞関口尚志「イングランド銀行バーミンガム支店」、『経済学論集』（東京大学）第 巻第２号、××

ページ
岡田純一「近代経済学とスミス」、経済学史学会編『国富論の成立』、岩波書店、 年、 ．
（複数ページの場合、 ～ ）

洋書及び洋雑誌の中の論文  
 
著者名 書名 注 出版地：出版社 出版年
著者名 “論文名” 雑誌名 ．巻数 号数（発行年）

等とする。ただし、出版地：出版社を（ ）に入れることもある。
また、“論文名” 雑誌名の代わりに“論文名” 雑誌名とすることも多い。著者名は、Ａ とする場合と、

Ａ とする場合の両方があるが、著者名が二つ以上並ぶ（共著）場合に、二人目以降の人名については、
Ａ （または ）のようにファースト・ネームを先に書くのが一般である。
雑誌の 号数は、しばしば省略する。また、 及び の代わりに 及び とすることも多い。
これらについては、標準的な図書及び雑誌を参照して、最も適当と思われるものを選択した上で、統一して

使用する。
さらに、 （又は ） 注２ 等もよく利用される。辞書等で意味を調べて、誤用しな

いことが必要である。
（注１）書名、雑誌名についているアンダーラインは、イタリックを使用せよという指示である。
（注２） は、引用によってローマン体を使うかイタリック体を使うかによって変わる。
＜例＞ （前掲の意味）で、前掲が論文名であればローマン体、前掲が書名、雑誌名であればイタリ
ック体を使用する。 （上記引用文中）、 （同上）も同様である。
なお、 については、先頭にくるときは、 のように大文字となる。

参考文献  
 
斉藤孝、西岡達裕著『学術論文の技法（新訂版）』（日本エディタースクール出版部、 年）
米国現代語学文学協会編（原田敬一訳編）『ＭＬＡ新英語論文の手引』（北星堂書店、第２版、 年）
トウラビアン著（高橋作太郎訳）『英語論文の書き方』（研究社出版、 年）

 

９．修学指導について 

年次及び 年次の学生に対し、修学及び履修登録に関する事項について指導及び助言等を行うために、「履
修指導教員制度」をもうけています。履修指導教員は、各オフィスアワーを設定し、研究室等において学生か
らの相談を受け付けています。修学及び履修登録に関してわからないこと、困ったことがあれば、気軽に相談
してください。（※成績状態が芳しくない学生を呼出し、面談を行うことがあります。）
令和３年度の履修指導教員は以下の通りです。
なお、各教員の担当学生については、別途掲示でお知らせいたします。

１年次担当 
事項

学科
履修指導
教員名

研究室
番号 オフィスアワー

経済学科

天野 大輔 337 木曜日（12：50～14：20）
事前にメールで連絡をして予約すること

岩澤 政宗 425 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

小野塚 祐紀 441 前期：月曜日（15：00～16：00）
後期：月曜日（13：00～14：00）

商学科

坂柳 明 423 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

加賀田 和弘 317 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

プラート カロ
ラス 314 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

企業法学科
小倉 一志 510 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

小林 友彦 523 木曜日（12：00～14：00）

社会情報学科
三浦 克宜 460 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

三谷 和史 455 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

一般教育等
須永 将史 343 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

宮田 賢人 354 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

言語センター
高橋 優季 524 月曜日・火曜日・金曜日（10：00～17：00）

山田 久就 542 在室時はいつでも可。
月曜日、金曜日の午前中は在室していることが多い。

ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門 小林 広治 319 火曜日・木曜日（13：00～14：00）
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２年次担当 
事項

学科
履修指導
教員名

研 究 室
番号 オフィスアワー

経済学科

劉 慶豊 木曜日（ ： ～ ： ）

水島 淳恵 月曜日（ ： ～ ： ）

土居 直史 木曜日（ ： ～ ： ）

商学科

伊藤 一 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

金 鎔基 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

市原 啓善 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

企業法学科

菅沼 真也子 月曜日～金曜日（ ： ～ ： ）

張 博一
木曜日（10：30～12：30）
（前日までに 連絡し
て予約すること）

社会情報学科
平沢 尚毅 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

深田 秀実 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

一般教育等
中村 史 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

醍醐 龍馬 木曜日（ ： ～ ： ）

言語センター
羽村 貴史 水曜日（ ： ～ ： ）

章 天明 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門 小林 広治 火曜日・木曜日（ ： ～ ： ）

※一般教育等 ：基礎科目・専門共通科目の履修指導担当
※言語センター ：英語・英語関係教職科目及び英語以外の外国語科目の履修指導担当

商学科英語専修所属学生への履修指導担当（英語担当専任教員）
※ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門：グローカル総合入試により入学した学生への履修指導担当

  

 

１０．教員との連絡の取り方について 
（１）研究室番号について  
各教員の研究室番号はキャンパススクエア内のシラバスで確認することができます。

教員の研究室は１号館又は４号館にあります。研究室番号は３ケタからなり、百の位が階数、十の位が１～４
は１号館、５～６は４号館となります。（例：３３２であれば１号館の３階となります。）なお、非常勤講師
は、授業時以外は大学にいません。

（２）研究室電話番号・メールアドレス  
本学のホームページの左下「学内限定」→「教職員名簿」→所属学科等をクリックしてください。このペー

ジにアクセスするには、学内ネットワーク環境が必要です。学外から閲覧する場合は、パソコンに
の接続設定をしてください。接続方法は情報総合センターのホームページ「マニュアル」からご覧になれます。

（３）連絡を取る際の注意  
研究室を訪ねる際は、事前にアポイントを取ること。また、メールを送信する際は、件名に学生番号・氏名

を記載してください。

１１．欠席届について 
履修登録をして承認を受けた授業科目については、当該授業に出席しなくてはなりません。出席が少ない場

合は、受験を認められなかったり、単位認定上不利な扱いになる場合がありますから、欠席しないように注意
してください。
しかし、病気、けが、事故等やむを得ない事情によって授業を欠席しなくてはならない場合は、学生センタ

ーに設置されている「欠席届」を提出してください。
なお、「欠席届」の取り扱いについては、担当教員に一任されています。

※ 定期試験をやむを得ない事情により欠席する場合、「定期試験欠席届」を提出する必要があります。「Ⅳ
４ 定期試験について」及び「Ⅹ ４ 定期試験欠席届取扱要項」を参考にしてください。

※ インフルエンザ、麻疹など、学校保健法に基づく出席停止措置が必要な疾患に罹患した際は、保健管理セ
ンターで必要な手続きをしてください。必要な手続きを行った場合、公欠扱いとなります。

＜インフルエンザ等、感染症の疑いがある場合＞
（１）保健管理センターのホームページから「感染症登校許可証明書」の様式を印刷、または次ページの様式

をＡ４サイズに拡大コピーして、病院に持参する。
（２）インフルエンザ等の感染症の診断があった場合は、病院で「感染症登校許可証明書」の医療機関証明欄

に記入してもらう。
（３）登校が可能になったら、まず、（１）の感染症登校許可証明書を持って、保健管理センターに行く。
（４）保健管理センターで証明印をもらったら、感染症登校許可証明書を欠席した授業分コピーをして、様式

左側の「欠席届」欄をそれぞれ記入し、授業担当教員又は学部教務係に提出する。
＜新型コロナウィルス感染症の疑いがある場合＞
（１）対面授業を欠席する初日に保健管理センターにメールで連絡する。保健管理センターのホームページか

ら「新型コロナウィルス感染症を疑う症状による対面授業の欠席届」の様式を印刷して健康観察表に状
態を記録する。記録は欠席している間、毎日行う。

（２）症状が改善し、登校が可能になったら、それまでの健康観察表を保健管理センターに提出する。医療機
関を受信した場合は、受信がわかる書類を添付する。

（３）保健管理センターで証明印をもらったら、「新型コロナウィルス感染症を疑う症状による対面授業の欠
席届」を欠席した授業分コピーをして、様式左側の「欠席届」欄をそれぞれ記入し、授業担当教員又は
学部教務係に提出する。

※ 新型コロナウィルスに感染した場合は、速やかに学生支援係（ － － ）、保健管理センタ
ー（ － ）に連絡すること。
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２年次担当 
事項

学科
履修指導
教員名

研 究 室
番号 オフィスアワー

経済学科

劉 慶豊 木曜日（ ： ～ ： ）

水島 淳恵 月曜日（ ： ～ ： ）

土居 直史 木曜日（ ： ～ ： ）

商学科

伊藤 一 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

金 鎔基 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

市原 啓善 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

企業法学科

菅沼 真也子 月曜日～金曜日（ ： ～ ： ）

張 博一
木曜日（10：30～12：30）
（前日までに 連絡し
て予約すること）

社会情報学科
平沢 尚毅 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

深田 秀実 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

一般教育等
中村 史 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

醍醐 龍馬 木曜日（ ： ～ ： ）

言語センター
羽村 貴史 水曜日（ ： ～ ： ）

章 天明 随時。（事前にメールで連絡をして予約すること）

ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門 小林 広治 火曜日・木曜日（ ： ～ ： ）

※一般教育等 ：基礎科目・専門共通科目の履修指導担当
※言語センター ：英語・英語関係教職科目及び英語以外の外国語科目の履修指導担当

商学科英語専修所属学生への履修指導担当（英語担当専任教員）
※ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門：グローカル総合入試により入学した学生への履修指導担当

  

 

１０．教員との連絡の取り方について 
（１）研究室番号について  
各教員の研究室番号はキャンパススクエア内のシラバスで確認することができます。

教員の研究室は１号館又は４号館にあります。研究室番号は３ケタからなり、百の位が階数、十の位が１～４
は１号館、５～６は４号館となります。（例：３３２であれば１号館の３階となります。）なお、非常勤講師
は、授業時以外は大学にいません。

（２）研究室電話番号・メールアドレス  
本学のホームページの左下「学内限定」→「教職員名簿」→所属学科等をクリックしてください。このペー

ジにアクセスするには、学内ネットワーク環境が必要です。学外から閲覧する場合は、パソコンに
の接続設定をしてください。接続方法は情報総合センターのホームページ「マニュアル」からご覧になれます。

（３）連絡を取る際の注意  
研究室を訪ねる際は、事前にアポイントを取ること。また、メールを送信する際は、件名に学生番号・氏名

を記載してください。

１１．欠席届について 
履修登録をして承認を受けた授業科目については、当該授業に出席しなくてはなりません。出席が少ない場

合は、受験を認められなかったり、単位認定上不利な扱いになる場合がありますから、欠席しないように注意
してください。
しかし、病気、けが、事故等やむを得ない事情によって授業を欠席しなくてはならない場合は、学生センタ

ーに設置されている「欠席届」を提出してください。
なお、「欠席届」の取り扱いについては、担当教員に一任されています。

※ 定期試験をやむを得ない事情により欠席する場合、「定期試験欠席届」を提出する必要があります。「Ⅳ
４ 定期試験について」及び「Ⅹ ４ 定期試験欠席届取扱要項」を参考にしてください。

※ インフルエンザ、麻疹など、学校保健法に基づく出席停止措置が必要な疾患に罹患した際は、保健管理セ
ンターで必要な手続きをしてください。必要な手続きを行った場合、公欠扱いとなります。

＜インフルエンザ等、感染症の疑いがある場合＞
（１）保健管理センターのホームページから「感染症登校許可証明書」の様式を印刷、または次ページの様式

をＡ４サイズに拡大コピーして、病院に持参する。
（２）インフルエンザ等の感染症の診断があった場合は、病院で「感染症登校許可証明書」の医療機関証明欄

に記入してもらう。
（３）登校が可能になったら、まず、（１）の感染症登校許可証明書を持って、保健管理センターに行く。
（４）保健管理センターで証明印をもらったら、感染症登校許可証明書を欠席した授業分コピーをして、様式

左側の「欠席届」欄をそれぞれ記入し、授業担当教員又は学部教務係に提出する。
＜新型コロナウィルス感染症の疑いがある場合＞
（１）対面授業を欠席する初日に保健管理センターにメールで連絡する。保健管理センターのホームページか

ら「新型コロナウィルス感染症を疑う症状による対面授業の欠席届」の様式を印刷して健康観察表に状
態を記録する。記録は欠席している間、毎日行う。

（２）症状が改善し、登校が可能になったら、それまでの健康観察表を保健管理センターに提出する。医療機
関を受信した場合は、受信がわかる書類を添付する。

（３）保健管理センターで証明印をもらったら、「新型コロナウィルス感染症を疑う症状による対面授業の欠
席届」を欠席した授業分コピーをして、様式左側の「欠席届」欄をそれぞれ記入し、授業担当教員又は
学部教務係に提出する。

※ 新型コロナウィルスに感染した場合は、速やかに学生支援係（ － － ）、保健管理センタ
ー（ － ）に連絡すること。
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学
生
各
位

小
樽
商
科

大
学
保

健
管
理

セ
ン
タ

ー
〒

小
樽
市

緑
丁
目

「
感
染
症
登
校
許
可
証
明
書
」
に
つ
い
て

下
記
疾
患
に
罹
患
し
た
際
に
は
、
右
欄
に
医
療
機
関
で
証
明
を
受
け
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
し
て
下
さ

い
。

記
 【

学
校

保
健

安
全

法
施

行
規

則
に

基
づ

く
出

席
停

止
措

置
が

必
要

な
疾

患
】

種種
類類

感感
染染

症症
名名

出出
席席

停停
止止

期期
間間

第
一

種
（
第

一
種
感

染
症
類

）
治

癒
す

る
ま

で

第
二

種

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（

特
定

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

を
除
く

。
）

発
症

し
た
後

日
を

経
過

し
、
か
つ
、
解
熱
し
た
後

日
を

経
過

す
る
ま

で

百
日

咳
特

有
の

咳
が

消
失

す
る

ま
で

又
は

日
間
の

適
正
な
抗
生

物
質

製
剤
に

よ
る
治

療
が
終
了
す
る
ま
で

流
行

性
耳
下

腺
炎
（

お
た
ふ

く
か
ぜ

）
耳

下
腺

、
顎

下
腺

又
は

舌
下
腺
の
腫

脹
が
発

現
し
た
後

日
間

を
経
過

し
、
か

つ
、
全

身
状
態
が
良
好
に
な
る
ま
で

麻
し

ん
（
は

し
か
）

解
熱

し
た
後

日
を

経
過

す
る
ま
で

風
し

ん
発

し
ん

が
消

失
す
る

ま
で

水
痘

（
み
ず

ぼ
う
そ

う
）

発
し

ん
が
痂

皮
化
す

る
ま
で

咽
頭

結
膜
熱

（
プ
ー

ル
熱
）

主
症

状
が
消

退
し
た

後
日

を
経
過
す
る
ま
で

結
核
、
髄
膜

炎
菌
性
髄

膜
炎
及
び

第
三
種

コ
レ

ラ
・

細
菌

性
赤

痢
・

腸
管

出
血

性
大

腸
菌

感
染
症
・
腸
チ

フ
ス
・
パ

ラ
チ

フ
ス

・
流

行
性

角
結

膜
炎

・
急

性
出

血
性

結
膜

炎
・

そ
の
他
の

感
染

症

医
師

に
お
い

て
感
染

の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
ま
で

（
平
成

年
月

日
一
部
改
正
）

【
本
人
記
載
欄
】

【
医
療
機
関
証
明
欄
】

【
小
樽
商
科
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
証
明
欄
】

欠
席

届

令
和

年
月

日

教
員

殿

右
記

事
由

に
よ
り

欠
席

し
ま

し
た

の
で

お
届

け
し

ま
す

。

学
生

番
号

氏
名

科
目

欠
席
日
（

曜
日

）

感感
染染

症症
登登

校校
許許

可可
証証
明明
書書

患
者

氏
名

生
年

月
日

昭
和
・
平
成

年
月

日
生

病
名

上
記
疾
患
の
た
め

年
月

日
～

年
月

日
ま

で

安
静
加
療
を
要
し
ま
し
た
が
治
癒
・
軽
快
し
た
の
で

年
月

日
か

ら

登
校
を
許
可
し
ま
す
。

２
０

年
月

日

医
療
機
関
名
・
住
所

（
ゴ
ム
印
で
お
願
い
致
し
ま
す
。
）

医
師

名
印

※
ご
担

当
医

様
へ
～
お
手

数
で
す
が

、
下
記
証

明
欄
に
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
下

記
欄
は

、
保
健

管
理
セ

ン
タ
ー

で
証

明
印

を
受

け
た
後

、
欠
席
し
た
科
目
ご
と
に
コ
ピ
ー

し
て

記
載
し

て
く
だ

さ
い
。
提

出
先

は
教

務
課

で
す

。（
学

生
セ

ン
タ
ー
設
置

に
投
函
の
事
）

学
生
各
位

 

 
小
樽
商
科
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
症
状
に
よ
る
対
面
授
業
の
欠
席
届

 

 

発
熱
、
咳
、
倦
怠
感
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
症
状
に
よ
り
欠
席
を
す
る
際
は
、

欠
席
す
る
初
日
に
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
（
c
_h

o
ke

n
@

o
ff
ic

e
.o

ta
ru

-
u
c
.a

c
.jp
）
に
メ
ー
ル
で
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
で
右
の
健
康
観
察
表
を
用
い
て
毎
日
の
健
康
観
察
を
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
が
下
が
っ

て
症
状
が
改
善
し
、
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
健
康
観
察
表
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
ペ
ー
ジ
フ
ロ
ー
に
あ
る
【
厚
生
労
働
省

 
相
談
の
目
安
】
に
該
当
す
る
場
合
は
、
最

寄
り
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
証
明
印
を
受
け
た
の
ち
、
欠
席
し
た
科
目
ご
と
に
コ
ピ
ー
し
て
欠
席
届
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
教
務
課
（
学
生
セ
ン
タ
ー
設
置

B
O

X
に
投
函
）
で
す
。

 

対
面

授
業

の
欠

席
届

令
和

年
月

日
 

 
教
員

殿
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症
を

疑
う
症

状
に
よ

り
欠
席

し
ま
し

た
の
で

お
届
け

し
ま
す

 

学
生
番
号

 
 

氏
名

 
 

科
目

 
 

欠
席
日
（

曜
日
）

 
 

 小
樽
商
科

大
学
保

健
管
理

セ
ン
タ

ー
証
明

欄

【
健

康
観

察
表
】

健
康

観
察
は

毎
日
行

い
、
下

の
表
に

記
入
し

て
く
だ

さ
い
。

学
生

番
号

氏
名

発
症

日
年

月
日

保
健

管
理

セ
ン
タ

ー
に
連

絡
し
た

日
月

日

医
療
機

関
を
受

診
し
ま

し
た
か

。
（

は
い

月
日

・
い

い
え
）

「
は

い
」

の
場
合

は
、
受

診
が
わ

か
る
医

療
機
関

の
領
収

書
等
を

添
付
し

て
く
だ

さ
い
。

【
問

い
合

わ
せ
先

：
保
健

管
理
セ

ン
タ
ー

】

 
 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

朝
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
 
 
 )

 
そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

夜
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

100
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学
生
各
位

小
樽
商
科

大
学
保

健
管
理

セ
ン
タ

ー
〒

小
樽
市

緑
丁

目

「
感
染
症
登
校
許
可
証
明
書
」
に
つ
い
て

下
記
疾
患
に
罹
患
し
た
際
に
は
、
右
欄
に
医
療
機
関
で
証
明
を
受
け

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

記
 【

学
校

保
健

安
全

法
施

行
規

則
に

基
づ

く
出

席
停

止
措

置
が

必
要

な
疾

患
】

種種
類類

感感
染染

症症
名名

出出
席席

停停
止止

期期
間間

第
一

種
（
第

一
種
感

染
症
類

）
治

癒
す

る
ま

で

第
二

種

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
（

特
定

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

を
除
く

。
）

発
症

し
た
後

日
を

経
過

し
、
か
つ
、
解
熱
し
た
後

日
を

経
過

す
る
ま

で

百
日

咳
特

有
の

咳
が

消
失

す
る

ま
で

又
は

日
間
の

適
正
な
抗
生

物
質

製
剤
に

よ
る
治

療
が
終
了
す
る
ま
で

流
行

性
耳
下

腺
炎
（

お
た
ふ

く
か
ぜ

）
耳

下
腺

、
顎

下
腺

又
は

舌
下
腺
の
腫

脹
が
発

現
し
た
後

日
間

を
経
過

し
、
か

つ
、
全
身
状
態
が
良
好
に
な
る
ま
で

麻
し

ん
（
は

し
か
）

解
熱

し
た
後

日
を

経
過

す
る
ま
で

風
し

ん
発

し
ん

が
消

失
す
る

ま
で

水
痘

（
み
ず

ぼ
う
そ

う
）

発
し

ん
が
痂

皮
化
す

る
ま
で

咽
頭

結
膜
熱

（
プ
ー

ル
熱
）

主
症

状
が
消

退
し
た

後
日

を
経
過
す
る
ま
で

結
核

、
髄
膜

炎
菌
性
髄

膜
炎
及
び

第
三
種

コ
レ

ラ
・

細
菌

性
赤

痢
・

腸
管

出
血

性
大

腸
菌

感
染
症
・
腸
チ

フ
ス
・
パ

ラ
チ

フ
ス

・
流

行
性

角
結

膜
炎

・
急

性
出

血
性

結
膜

炎
・

そ
の
他
の
感
染

症

医
師

に
お
い

て
感
染

の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
ま
で

（
平
成

年
月

日
一
部
改
正

）

【
本
人
記
載
欄
】

【
医
療
機
関
証
明
欄
】

【
小
樽
商
科
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
証
明
欄
】

欠
席

届

令
和

年
月

日

教
員

殿

右
記

事
由

に
よ
り

欠
席

し
ま

し
た

の
で

お
届

け
し

ま
す

。

学
生

番
号

氏
名

科
目

欠
席
日
（

曜
日

）

感感
染染

症症
登登

校校
許許

可可
証証

明明
書書

患
者

氏
名

生
年

月
日

昭
和
・
平
成

年
月

日
生

病
名

上
記
疾
患
の
た
め

年
月

日
～

年
月

日
ま

で

安
静
加
療
を
要
し
ま
し
た
が
治
癒
・
軽
快
し
た
の
で

年
月

日
か

ら

登
校
を
許
可
し
ま
す
。

２
０

年
月

日

医
療
機
関
名
・
住
所

（
ゴ
ム
印
で
お
願
い
致
し
ま
す
。
）

医
師

名
印

※
ご
担

当
医

様
へ
～
お

手
数
で
す
が

、
下
記

証
明
欄
に
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
下

記
欄
は

、
保
健

管
理
セ

ン
タ
ー

で
証

明
印

を
受

け
た
後

、
欠
席
し
た
科
目
ご
と
に
コ
ピ
ー

し
て

記
載
し

て
く
だ

さ
い
。
提

出
先

は
教

務
課

で
す

。（
学

生
セ

ン
タ
ー
設
置

に
投
函
の
事
）

学
生
各
位

 

 
小
樽
商
科
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
症
状
に
よ
る
対
面
授
業
の
欠
席
届

 

 

発
熱
、
咳
、
倦
怠
感
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
疑
う
症
状
に
よ
り
欠
席
を
す
る
際
は
、

欠
席
す
る
初
日
に
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
（
c
_h

o
ke

n
@

o
ff
ic

e
.o

ta
ru

-
u
c
.a

c
.jp
）
に
メ
ー
ル
で
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
で
右
の
健
康
観
察
表
を
用
い
て
毎
日
の
健
康
観
察
を
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
が
下
が
っ

て
症
状
が
改
善
し
、
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
健
康
観
察
表
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
ペ
ー
ジ
フ
ロ
ー
に
あ
る
【
厚
生
労
働
省

 
相
談
の
目
安
】
に
該
当
す
る
場
合
は
、
最

寄
り
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
証
明
印
を
受
け
た
の
ち
、
欠
席
し
た
科
目
ご
と
に
コ
ピ
ー
し
て
欠
席
届
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
教
務
課
（
学
生
セ
ン
タ
ー
設
置

B
O

X
に
投
函
）
で
す
。

 

対
面

授
業

の
欠

席
届

令
和

年
月

日
 

 
教
員

殿
 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
症
を

疑
う
症

状
に
よ

り
欠
席

し
ま
し

た
の
で

お
届
け

し
ま
す

 

学
生
番
号

 
 

氏
名

 
 

科
目

 
 

欠
席
日
（

曜
日
）

 
 

 小
樽
商
科

大
学
保

健
管
理

セ
ン
タ

ー
証
明

欄

【
健

康
観

察
表
】

健
康

観
察
は

毎
日
行

い
、
下

の
表
に

記
入
し

て
く
だ

さ
い
。

学
生

番
号

氏
名

発
症

日
年

月
日

保
健

管
理

セ
ン
タ

ー
に
連

絡
し
た

日
月

日

医
療
機

関
を
受

診
し
ま

し
た
か

。
（

は
い

月
日

・
い

い
え
）

「
は

い
」

の
場
合

は
、
受

診
が
わ

か
る
医

療
機
関

の
領
収

書
等
を

添
付
し

て
く
だ

さ
い
。

【
問

い
合

わ
せ
先

：
保
健

管
理
セ

ン
タ
ー

】

 
 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

 
月

 
 
日

( 
) 

朝
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
 
 
 )

 
そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

夜
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

体
温

( 
  

 
  

 
  

 )
 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

鼻
水

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

咳
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 無

 )
 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

痰
 

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

息
切
れ

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

倦
怠
感

 
( 
有

 ・
 
無

 
) 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

そ
の
他

( 
  

 
  

 
  

 )
 

履
修
要
領

101
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新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染
症

を
疑
う
症

状
が
出

た
場
合

発
熱
（
一

般
的
に

は
度
以

上
）
、
風
邪

の
症
状

強
い
だ
る

さ
（
倦

怠
感
）

や
息
苦

し
さ

呼
吸

困
難

、
嗅

覚
・
味

覚
障
害

な
ど

保
健
管
理

セ
ン
タ

ー
に
メ

ー
ル
（
 

c
_h

o
ke

n
@

o
ff

ic
e
.o

ta
ru

-
uc

.a
c
.jp

 
）
で

連
絡

。

メ
ー
ル

の
件
名

は
「

対
面
授
業

の
欠
席

届
に
つ

い
て
（

学
生
番

号
〇
〇

〇
〇

）」
と

記
載
し
、

本
文
に

も
学
生

番
号

と
氏
名
を

必
ず
記

載
す
る

。

※
イ
ン
フ

ル
エ
ン

ザ
な
ど

の
心
配

が
あ
る

と
き
は

、
か
か

り
つ
け

医
に
電

話
で
相

談
す
る

。

「
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染

症
を
疑

う
症
状

に
よ
る

対
面
授

業
の

欠
席
届
」

を
用
い

て
毎
日

朝
、
夜

の
回

健
康
調

査
を
実

施
し
、

記
録
す

る
。

※

登
校
の
際

に
「
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染
症

を
疑
う
症

状
に
よ

る
最

寄
り
の

保
健
所

に
設
置

さ
れ
て

い
る
「

帰
国
者

・
接
触

者
相
談

セ
ン
タ

ー
」
に

相
談
す

る
。

対
面
授
業

の
欠
席

届
」
を

保
健
管

理
セ
ン

タ
ー

に
持
参
し

、
証
明

を

受
け
る

。
欠
席
し

て
い
る

間
に
医

療
機
関

を
受
診

し
て
い

た
場
合

は
、

受
診
の
履

歴
が
分

か
る
書

類
（
レ

シ
ー
ト

な
ど
）

の
受
診

が
分
か

る

書
類
を
添

付
す
る

。

指
示
に
従

い
受
診

す
る
、

登
校
の

可
否
に

つ
い
て

医
師
に

相
談
す

る
。

登
校
可
能

な
状
態

に
な
っ

た
。

登
校
の

際
に
「

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス

感
染
症

を
疑
う
症

状
に
よ

る
対
面

授
業
の

欠
席
届

」
を
保

健
管
理

セ
ン
タ

ー
に

持
参
し
証

明
を
受

け
る
。

医
療
機

関
を
受

診
し
て
い

た
場
合

は
、

受
診
の
履

歴
が
分

か
る
書

類
（
レ

シ
ー
ト

な
ど
）

を
添
付

す
る
。

【
問
い
合

わ
せ
先

保
健

管
理
セ

ン
タ
ー

メ
ー

ル
：

c
_h

o
ke

n@
o
ff

ic
e
.o

ta
ru

-
u
c
.a

c
.jp

  
、
電
話
：
0
.3

4
-2

7
-5

2
66

 
】

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

小
樽
市
保
健
所

平
日

：

上
記
時
間
外

札
幌
保
健
所

江
別
保
健
所

千
歳
保
健
所

北
海
道
保
健
福
祉
部
健
康
安
全
局
地
域
保
健
課

 

※
「
症
状

が
改
善

し
た
」
は
以
下
①
～
③
の
全
て

を
満
た
し
て

い

る
状
態
で
す
。

 
①
「
朝
・
夜
」
の

2
回
連
続
の
検
温
で

37
.4
℃
以
下
で
あ
る
こ
と

 
②
鼻
水
、
咳
な
ど

の
風
邪
症
状
が
消
失
し
て
い
る

又
は

軽
減
し

て

い
る

こ
と

 
③
強
い
倦
怠
感

、
呼
吸
困
難
が
な
い
こ
と

 

症
状
が
改
善
し
た

【
厚
生
労

働
省

相
談
の

目
安
】

強
い
だ
る

さ
倦
怠
感

、
息
苦
し

さ
呼
吸
困

難
が
あ
る

。

基
礎
疾
患

（
糖
尿

病
、
心

不
全
、

呼
吸
器

疾
患
な

ど
）
が

あ
り
、

発
熱
や

比
較
的

軽
い
風

邪
の
症

状
が
あ

る
。

発
熱
や
比

較
的
軽

い
風
邪

の
症
状

が
続
く

（
日
以
上

続
く
場
合

は
必
ず

相
談
）

Ⅴ．その他履修に関する制度
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新型コロナウイルス感染症を疑う症状が出た場合

発熱（一般的には 度以上）、風邪の症状

強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ 呼吸困難 、嗅覚・味覚障害など

保健管理センターにメール（ c_hoken@office.otaru-uc.ac.jp ）で連絡。

メールの件名は「対面授業の欠席届について（学生番号〇〇〇〇）」と記載し、本文にも学生番号と氏名を必ず記載する。

※インフルエンザなどの心配があるときは、かかりつけ医に電話で相談する。

「新型コロナウイルス感染症を疑う症状による対面授業の欠席届」を用いて毎日朝、夜の 回健康調査を実施し、記録する。

※

登校の際に「新型コロナウイルス感染症を疑う症状による 最寄りの保健所に設置されている「帰国者・接触者相談センター」に相談する。

対面授業の欠席届」を保健管理センターに持参し、証明を

受ける。欠席している間に医療機関を受診していた場合は、

受診の履歴が分かる書類（レシートなど）の受診が分かる

書類を添付する。

指示に従い受診する、登校の可否について医師に相談する。

登校可能な状態になった。

登校の際に「新型コロナウイルス感染症を疑う症状による対面授業の欠席届」を保健管理センターに

持参し証明を受ける。

医療機関を受診していた場合は、受診の履歴が分かる書類（レシートなど）を添付する。

【問い合わせ先 保健管理センター メール：c_hoken@office.otaru-uc.ac.jp  、電話：0.34-27-5266 】

帰国者・接触者相談センター

小樽市保健所 平日 ：

上記時間外

札幌保健所

江別保健所

千歳保健所

北海道保健福祉部健康安全局地域保健課

 

※「症状が改善した」は以下①～③の全てを満たしてい

る状態です。 
①「朝・夜」の 2 回連続の検温で 37.4℃以下であること 
②鼻水、咳などの風邪症状が消失している又は軽減して

いること 
③強い倦怠感、呼吸困難がないこと 

症状が改善した

【厚生労働省 相談の目安】

強いだるさ 倦怠感 、息苦しさ 呼吸困難 がある。

基礎疾患（糖尿病、心不全、呼吸器疾患など）があり、発熱や比較的軽い風邪の症状がある。

発熱や比較的軽い風邪の症状が続く（ 日以上続く場合は必ず相談）

Ⅴ．その他履修に関する制度
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１．他大学等での単位認定制度について 

（１）入学前の既修得単位の認定 
本学では、学則第２８条により、入学前の既修得単位を本学の単位として認定できます。なお、入学前の既

修得単位は、キャップ制における 単位の上限には含まれません。
必要な手続きは、次の通りです。
対象者 年４月に入学した学生
申請時期 年４月 日（金）～４月 日（水）
提出書類 ①既修得単位認定申請書

②成績証明書
③講義概要（授業内容のわかるもの コピー可）
※提出書類に不備があると認定できない場合があります。

認定する範囲 研究指導、基礎ゼミナール、総合科目、夜間主コースの卒業論文を除く授業科
目で、本学の授業科目に読替えることができる科目

認定できる学校等の範囲 ①大学（科目履修の単位を含む）
②短期大学及び、短期大学の専攻科
高等専門学校の４、５年目及び、高等専門学校の専攻科

認定単位数 ６０単位を超えない範囲で認定し、卒業所要単位に算入する。ただし、入学後
において、学則第２７条により卒業所要単位として認定される単位は、今回、
「入学前の既修得単位」として認定される単位と合わせて６０単位を超えるこ
とができない。

担当窓口 教務課学部教務係

（２）他大学との単位互換制度 
学則第 条により、北海道大学経済学部・北海道教育大学札幌校及び道内国立大学 校との間に単位互換

に関する協定を結んでいます。そのため、それぞれの大学の一部の授業科目を履修することができ、身分はそ
れぞれの大学の特別聴講学生となります。単位互換科目は、６０単位（留学による単位互換の修得単位及び、
入学前の既修得単位を含む）を超えない範囲で認定します。募集時期や履修可能科目などの詳細は、 月上旬
から中旬に掲示でお知らせします。申請期間が短くなっていますので、履修希望者は掲示に注意してください。

［北海道大学経済学部］
聴講出願対象者： 年４月時点で、 年次生の学生
出願時期： 年４月中・下旬
※詳細は、掲示により通知

［北海道教育大学札幌校］
聴講出願対象者： 年４月時点で、２年次生以上の学生
出願時期： 年４月中・下旬
※詳細は、掲示により通知

［国立大学教養教育コンソーシアム北海道］
聴講出願対象者： 年４月時点で、２年次以上の学生
出願時期 前期： 年 月 日（水）～ 月 日（水）

後期： 年 月 日（月）～ 月 日（火）
※詳細は、掲示及び『国立大学教養教育コンソーシアム北海道』の を参照してください。

 

２．大学以外の教育施設等における学修の単位認定について 
本学では、本学以外の教育施設等で学修した成果を本学の単位として認定することができます。単位を認定

することができる学修の種類等は次ページの表の通りです。

［申請方法］ 
以下の書類を、学部教務係へ提出してください。

○ 検定試験等の合格証書（原本）及びそのコピー（1部）
※合格証書（原本）は確認後、返却します。

○ 単位認定願（学部教務係の窓口で配布・記入します）

［申請時期］ 
提出年度の単位として認定されるためには、以下の期日までに提出してください。

〇 年次生及び早期卒業を希望する 年次生： 年１月 日（水）
※９月卒業者は 年７月 日（火）

〇 １～３年次生： 年２月 日（金）
※入学前（編入学・再入学を含む）に学修した成果は、 年４月 日（水）までに提出してくださ
い。

［注意事項］ 
・単位認定をできる科目は、単位が未修得の科目に限ります。
・単位認定を受けようとする授業科目を履修中の場合、当該授業科目の成績評価の前（前期：７月末、後期：
１月末）もしくは、成績が不合格である場合に限り、申請を行うことができます。またこの場合、単位認定
は履修登録上限（キャップ）に含まれます。
※ 「単位を認定することができる検定等 別表」において「本学授業科目」における同一カテゴリ内では

定められた単位数を超えて認定することはできません。
※ 同一外部試験の成績は複数のカテゴリに跨って同時に単位認定を申請することはできません。

※英語 の授業で受験する テストの単位認定について
英語 の授業で受験する テストは、当該科目の期末試験として実施されます。
よって、この試験を単位認定として申請する場合は、以下のようになります。

認 定 科 目

英語 履修学生
①または②で申請

①英語 単位
②英語 単位と
英語 、 、 のうち 単位の計 単位

申請期間
掲示により通知します。指定の申請期間でのみ申請を受け付けます。
申請方法
① 授業担当教員に、単位申請をする旨を連絡し、了承を得る。
② 以下の必要書類を、学部教務係に提出する
必要書類
○TOEICのスコアレポート（原本）及びそのコピー（1部）
※スコアレポート（原本）は確認後、返却します。

○単位認定願（窓口で配布・記入します）
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１．他大学等での単位認定制度について 

（１）入学前の既修得単位の認定 
本学では、学則第２８条により、入学前の既修得単位を本学の単位として認定できます。なお、入学前の既

修得単位は、キャップ制における 単位の上限には含まれません。
必要な手続きは、次の通りです。
対象者 年４月に入学した学生
申請時期 年４月 日（金）～４月 日（水）
提出書類 ①既修得単位認定申請書

②成績証明書
③講義概要（授業内容のわかるもの コピー可）
※提出書類に不備があると認定できない場合があります。

認定する範囲 研究指導、基礎ゼミナール、総合科目、夜間主コースの卒業論文を除く授業科
目で、本学の授業科目に読替えることができる科目

認定できる学校等の範囲 ①大学（科目履修の単位を含む）
②短期大学及び、短期大学の専攻科
高等専門学校の４、５年目及び、高等専門学校の専攻科

認定単位数 ６０単位を超えない範囲で認定し、卒業所要単位に算入する。ただし、入学後
において、学則第２７条により卒業所要単位として認定される単位は、今回、
「入学前の既修得単位」として認定される単位と合わせて６０単位を超えるこ
とができない。

担当窓口 教務課学部教務係

（２）他大学との単位互換制度 
学則第 条により、北海道大学経済学部・北海道教育大学札幌校及び道内国立大学 校との間に単位互換

に関する協定を結んでいます。そのため、それぞれの大学の一部の授業科目を履修することができ、身分はそ
れぞれの大学の特別聴講学生となります。単位互換科目は、６０単位（留学による単位互換の修得単位及び、
入学前の既修得単位を含む）を超えない範囲で認定します。募集時期や履修可能科目などの詳細は、 月上旬
から中旬に掲示でお知らせします。申請期間が短くなっていますので、履修希望者は掲示に注意してください。

［北海道大学経済学部］
聴講出願対象者： 年４月時点で、 年次生の学生
出願時期： 年４月中・下旬
※詳細は、掲示により通知

［北海道教育大学札幌校］
聴講出願対象者： 年４月時点で、２年次生以上の学生
出願時期： 年４月中・下旬
※詳細は、掲示により通知

［国立大学教養教育コンソーシアム北海道］
聴講出願対象者： 年４月時点で、２年次以上の学生
出願時期 前期： 年 月 日（水）～ 月 日（水）

後期： 年 月 日（月）～ 月 日（火）
※詳細は、掲示及び『国立大学教養教育コンソーシアム北海道』の を参照してください。

 

２．大学以外の教育施設等における学修の単位認定について 
本学では、本学以外の教育施設等で学修した成果を本学の単位として認定することができます。単位を認定

することができる学修の種類等は次ページの表の通りです。

［申請方法］ 
以下の書類を、学部教務係へ提出してください。

○ 検定試験等の合格証書（原本）及びそのコピー（1部）
※合格証書（原本）は確認後、返却します。

○ 単位認定願（学部教務係の窓口で配布・記入します）

［申請時期］ 
提出年度の単位として認定されるためには、以下の期日までに提出してください。

〇 年次生及び早期卒業を希望する 年次生： 年１月 日（水）
※９月卒業者は 年７月 日（火）

〇 １～３年次生： 年２月 日（金）
※入学前（編入学・再入学を含む）に学修した成果は、 年４月 日（水）までに提出してくださ
い。

［注意事項］ 
・単位認定をできる科目は、単位が未修得の科目に限ります。
・単位認定を受けようとする授業科目を履修中の場合、当該授業科目の成績評価の前（前期：７月末、後期：
１月末）もしくは、成績が不合格である場合に限り、申請を行うことができます。またこの場合、単位認定
は履修登録上限（キャップ）に含まれます。
※ 「単位を認定することができる検定等 別表」において「本学授業科目」における同一カテゴリ内では

定められた単位数を超えて認定することはできません。
※ 同一外部試験の成績は複数のカテゴリに跨って同時に単位認定を申請することはできません。

※英語 の授業で受験する テストの単位認定について
英語 の授業で受験する テストは、当該科目の期末試験として実施されます。
よって、この試験を単位認定として申請する場合は、以下のようになります。

認 定 科 目

英語 履修学生
①または②で申請

①英語 単位
②英語 単位と
英語 、 、 のうち 単位の計 単位

申請期間
掲示により通知します。指定の申請期間でのみ申請を受け付けます。
申請方法
① 授業担当教員に、単位申請をする旨を連絡し、了承を得る。
② 以下の必要書類を、学部教務係に提出する
必要書類
○TOEICのスコアレポート（原本）及びそのコピー（1部）
※スコアレポート（原本）は確認後、返却します。

○単位認定願（窓口で配布・記入します）

そ
の
他
制
度
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単位を認定することができる検定等 別表
令和 年度以降入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備 考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて、
単位として申請する場合は、英語

Ⅰ の 単位およびⅠ ・Ⅰ ・Ⅰ
の中から 単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
（夜間主コース）
英語Ⅱ 、英語Ⅱ
、英語Ⅱ 、英

語Ⅱ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点 １
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０ ドイツ語
ドイツ語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語
フランス語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語
中国語

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語 ２単位

スペイン語技能検定試験
３級以上合格 秀 ９０

スペイン語
スペイン語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。
４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語
ロシア語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

韓国語
韓国語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、

に限る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験

３級合格（ 点
以上）又は２級以
上合格

秀 ９０

３級合格（ 点
以上 点未満） 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理基礎
情報処理Ⅱ

単位
もしくは
単位

「情報処理Ⅱ」については、昼間コ
ース授業科目として認定する。

ＩＴパスポート試験合格 優 ８０ 情報処理基礎 ２単位

注（ ）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（ ）英語については、本学で行われる および の も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

 

２０１９年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備 考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて、
単位として申請する場合は、英語

Ⅰ の 単位およびⅠ ・Ⅰ ・Ⅰ
の中から 単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
（夜間主コース）
英語Ⅱ 、英語Ⅱ
、英語Ⅱ 、英

語Ⅱ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点 １
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０ ドイツ語
ドイツ語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語
フランス語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語
中国語

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語 ２単位

スペイン語技能検定試験
３級以上合格 秀 ９０

スペイン語
スペイン語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。
４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語
ロシア語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

韓国語
韓国語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、

に限る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験

３級合格（ 点
以上）又は２級以
上合格

秀 ９０

３級合格（ 点
以上 点未満） 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認定す
る。

初級システムアドミニストレータ試験合格
優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格

注（ ）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（ ）英語については、本学で行われる および の も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。
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単位を認定することができる検定等 別表
令和 年度以降入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備 考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて、
単位として申請する場合は、英語

Ⅰ の 単位およびⅠ ・Ⅰ ・Ⅰ
の中から 単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
（夜間主コース）
英語Ⅱ 、英語Ⅱ
、英語Ⅱ 、英

語Ⅱ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点 １
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０ ドイツ語
ドイツ語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語
フランス語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語
中国語

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語 ２単位

スペイン語技能検定試験
３級以上合格 秀 ９０

スペイン語
スペイン語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。
４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語
ロシア語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

韓国語
韓国語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、

に限る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験

３級合格（ 点
以上）又は２級以
上合格

秀 ９０

３級合格（ 点
以上 点未満） 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理基礎
情報処理Ⅱ

単位
もしくは
単位

「情報処理Ⅱ」については、昼間コ
ース授業科目として認定する。

ＩＴパスポート試験合格 優 ８０ 情報処理基礎 ２単位

注（ ）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（ ）英語については、本学で行われる および の も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

 

２０１９年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備 考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて、
単位として申請する場合は、英語

Ⅰ の 単位およびⅠ ・Ⅰ ・Ⅰ
の中から 単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
（夜間主コース）
英語Ⅱ 、英語Ⅱ
、英語Ⅱ 、英

語Ⅱ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点 １
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０ ドイツ語
ドイツ語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語
フランス語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語
中国語

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語 ２単位

スペイン語技能検定試験
３級以上合格 秀 ９０

スペイン語
スペイン語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。
４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語
ロシア語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

韓国語
韓国語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、

に限る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験

３級合格（ 点
以上）又は２級以
上合格

秀 ９０

３級合格（ 点
以上 点未満） 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認定す
る。

初級システムアドミニストレータ試験合格
優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格

注（ ）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（ ）英語については、本学で行われる および の も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

そ
の
他
制
度
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平成２８～３ 年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備 考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて、
単位として申請する場合は、英語

Ⅰ の 単位およびⅠ ・Ⅰ ・Ⅰ
の中から 単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
（夜間主コース）
英語Ⅱ 、英語Ⅱ
、英語Ⅱ 、英

語Ⅱ

２単位
もしくは
１単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。

昼間コースにおいて、２単位で申請
する場合は、英語Ⅱ Ⅱ の１
単位およびⅡ 、Ⅱ 、Ⅱ
の中から１単位

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点 １
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０ ドイツ語
ドイツ語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語
フランス語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語
中国語

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語 ２単位

スペイン語技能検定試験
３級以上合格 秀 ９０

スペイン語
スペイン語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。
４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語
ロシア語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

韓国語
韓国語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、

に限る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験

３級合格（ 点
以上）又は２級以
上合格

秀 ９０

３級合格（ 点
以上 点未満） 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認定す
る。

初級システムアドミニストレータ試験合格
優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格

注（ ）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（ ）英語については、本学で行われる および の も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

 

平成２５～２７年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備考
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語ⅠA
英語ⅠB
英語ⅠC
英語ⅠD

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、1単位または2単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて
、2単位として申請する場合は、英
語ⅠDの1単位およびⅠA・ⅠB・Ⅰ
Cの中から1単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語ⅡA1/B1
英語ⅡA2/B2
英語ⅡA3
英語ⅡA4
（夜間主コース）
英語ⅡA1、英語Ⅱ
A2、英語ⅡB1、英
語ⅡB2

２単位
もしくは
１単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。

昼間コースにおいて、２単位で申請
する場合は、英語ⅡA2/ⅡB2の１単
位およびⅡA1/B1、ⅡA3、ⅡA4の
中から１単位

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点+１０点
以上又は２級以上合
格

秀 ９０ ドイツ語1 1
ドイツ語1 2

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
1 2に限る。３級合格点

＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能
検定試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語1 1
フランス語1 2

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
1 2に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語1 1
中国語1 2

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語1 1 ２単位

スペイン語技能
検定試験

３級以上合格 秀 ９０
スペイン語1 1
スペイン語1 2

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、
1 2に限る。

４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語1 1
ロシア語1 2

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、
1 2に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

朝鮮語1 1
朝鮮語1 2

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、1 2に限
る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力
検定試験

３級以上合格 秀 ９０

４級合格 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認定す
る。

初級システムアドミニストレータ試験合格 優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格
注（1）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。

（2）英語については、本学で行われる TOEIC IP TEST および TOEFL ITP TEST の score も認定する。
ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。
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平成２８～３ 年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備 考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、 単位または 単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて、
単位として申請する場合は、英語

Ⅰ の 単位およびⅠ ・Ⅰ ・Ⅰ
の中から 単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
（夜間主コース）
英語Ⅱ 、英語Ⅱ
、英語Ⅱ 、英

語Ⅱ

２単位
もしくは
１単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。

昼間コースにおいて、２単位で申請
する場合は、英語Ⅱ Ⅱ の１
単位およびⅡ 、Ⅱ 、Ⅱ
の中から１単位

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点 １
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０ ドイツ語
ドイツ語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語
フランス語

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語
中国語

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語 ２単位

スペイン語技能検定試験
３級以上合格 秀 ９０

スペイン語
スペイン語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。
４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語
ロシア語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、

に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

韓国語
韓国語

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、

に限る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験

３級合格（ 点
以上）又は２級以
上合格

秀 ９０

３級合格（ 点
以上 点未満） 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認定す
る。

初級システムアドミニストレータ試験合格
優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格

注（ ）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（ ）英語については、本学で行われる および の も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

 

平成２５～２７年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備考
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語ⅠA
英語ⅠB
英語ⅠC
英語ⅠD

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、いずれか
一つについて１回のみの申請を認
め、1単位または2単位として認定
する。ただし、昼間コースにおいて
、2単位として申請する場合は、英
語ⅠDの1単位およびⅠA・ⅠB・Ⅰ
Cの中から1単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語ⅡA1/B1
英語ⅡA2/B2
英語ⅡA3
英語ⅡA4
（夜間主コース）
英語ⅡA1、英語Ⅱ
A2、英語ⅡB1、英
語ⅡB2

２単位
もしくは
１単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。

昼間コースにおいて、２単位で申請
する場合は、英語ⅡA2/ⅡB2の１単
位およびⅡA1/B1、ⅡA3、ⅡA4の
中から１単位

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点+１０点
以上又は２級以上合
格

秀 ９０ ドイツ語1 1
ドイツ語1 2

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
1 2に限る。３級合格点

＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能
検定試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語1 1
フランス語1 2

４単位
もしくは
２単位

２単位で申請する場合は、
1 2に限る。４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語1 1
中国語1 2

４単位
もしくは
２単位

４級合格 優 ８０ 中国語1 1 ２単位

スペイン語技能
検定試験

３級以上合格 秀 ９０
スペイン語1 1
スペイン語1 2

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、
1 2に限る。

４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語1 1
ロシア語1 2

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
２単位で申請する場合は、
1 2に限る。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

朝鮮語1 1
朝鮮語1 2

４単位
もしくは
２単位

昼間コース授業科目として認定す
る。
学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
２単位で申請する場合は、1 2に限
る。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力
検定試験

３級以上合格 秀 ９０

４級合格 優 ８０

日商簿記検定
１級合格 秀 ９０

簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれか一つ
について認定する。
「応用簿記」については、昼間コー
ス授業科目として認定する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認定す
る。

初級システムアドミニストレータ試験合格 優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格
注（1）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。

（2）英語については、本学で行われる TOEIC IP TEST および TOEFL ITP TEST の score も認定する。
ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

そ
の
他
制
度
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平成２０～２４年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語ⅠA
英語ⅠB
英語ⅠC
英語ⅠD

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、い
ずれか一つについて１回のみ
の申請を認め、1単位または2
単位として認定する。ただし、
昼間コースにおいて、2単位
として申請する場合は、英語
ⅠDの1単位およびⅠA・ⅠB
・ⅠCの中から1単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語ⅡA1/B1
英語ⅡA2/B2
英語ⅡA3
英語ⅡA4
（夜間主コース）
英語ⅡA1、英語Ⅱ
A2、英語ⅡB1、英
語ⅡB2

２単位
もしくは
１単位

学修の種類等のうち、いずれ
か一つについて認定する。

昼間コースにおいて、２単位
で申請する場合は、英語Ⅱ
A2/ⅡB2の１単位およびⅡ
A1/B1、ⅡA3、ⅡA4の中か
ら１単位

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点+１
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０
ドイツ語Ⅰ ４単位

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語Ⅰ ４単位４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語Ⅰ ４単位４級合格 優 ８０

スペイン語技能検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ スペイン語Ⅰ ４単位 昼間コース授業科目として認
定する。４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語Ⅰ ４単位 昼間コース授業科目として認
定する。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

朝鮮語Ⅰ ４単位
学修の種類等のうち、いずれ
か一つについて認定する。
昼間コース授業科目として認
定する。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験 ３級以上合格 秀 ９０
４級合格 優 ８０

日商簿記検定

１級合格 秀 ９０
簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれ
か一つについて認定する。
「応用簿記」については、昼
間コース授業科目として認定
する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認
定する。

初級システムアドミニストレータ試験合格
優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格

注（1）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（2）英語については、本学で行われる TOEIC IP TEST および TOEFL ITP TEST の score も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

  

 

３．留学による単位認定について 

（１）単位互換に関する取り扱い 
① 留学先大学で修得する科目を本学の卒業所要単位に算入することを希望する場合は、６０単位を超えない
範囲で認定します。（北大及び教育大との単位互換の修得単位及び入学前の既修得単位を含む）

② 留学先大学ごとに定められた基準に従い、成績評価（秀・優・良・可）を行います。
③ 単位互換科目は、「科目履修届」及び「単位認定願」を提出することにより卒業所要単位に算入すること
ができます。

④ 単位互換科目が、当該系列区分（学科科目等）の内容に該当する場合は、学則上の科目に読み替えをしな
くても卒業所要単位に算入することができる場合があります。

⑤ 卒業所要単位へ算入する場合で、学則上の科目に読み替えて認定できる科目は、基礎科目、外国語科目、
学科科目、専門共通科目、教職共通科目とします。

⑥ 読み替えた科目が卒業所要単位として認定された場合は、以後、本学において当該科目の履修は認めませ
ん。

⑦ 教育職員免許法により、読み替えた科目を教員免許申請のための科目に使用することはできません。一度
読み替えた科目を再度履修することはできませんので、教員免許を取得予定の学生は十分気を付けてくださ
い。

⑧ 研究指導を履修する学生が協定校に留学する場合は、留学先の大学で本学の指導教員がしている科目を履
修し、単位を修得した場合は当該期間の研究指導が継続されているとみなされます。詳細は、「Ⅳ ８ 研
究指導について」を確認してください。

（２）単位互換の申請手続き 
単位認定には、以下の書類の提出が必要です。詳細は、派遣留学決定者向けのオリエンテーションで説明し

ます。
履修科目確定後 帰国後 ヶ月以内

科目履修届
履修科目のシラバスのコピー及びその和訳
（英語以外の場合）

単位認定願
成績証明書

※ 国際交流室が定めた申請期限を厳守してください。
※ 手続きに不備がある場合、単位認定ができなくなる可能性があります。
※ 手続き方法は、変更となる可能性があります。派遣留学予定者は、国際交流室の指示に従い、手続きを行
ってください。

（３）語学研修における単位認定について 
海外で行われる語学研修に参加した学生は、語学研修終了後に該当言語の語学検定試験を受験し、その結果

を国際交流室へ提出することで、語学科目の卒業所要単位としても申請可能です。成績評価の基準については、
別表を参照してください。
※ 語学研修による単位認定を受けようとする授業科目を履修中の場合、単位認定は履修登録上限（キャップ）
に含まれます。
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平成２０～２４年度入学者

検定等の種類・評価等 本学授業科目 単位数 備考

実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５

英語ⅠA
英語ⅠB
英語ⅠC
英語ⅠD

２単位
もしくは
１単位

「検定等の種類」のうち、い
ずれか一つについて１回のみ
の申請を認め、1単位または2
単位として認定する。ただし、
昼間コースにおいて、2単位
として申請する場合は、英語
ⅠDの1単位およびⅠA・ⅠB
・ⅠCの中から1単位とする。

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５５０点以上
ＩＢＴ ８０点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５００点以上
ＩＢＴ ６１点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７３０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７００点以上 優 ８５
実用英語技能検定準１級以上 秀 ９５ （昼間コース）

英語ⅡA1/B1
英語ⅡA2/B2
英語ⅡA3
英語ⅡA4
（夜間主コース）
英語ⅡA1、英語Ⅱ
A2、英語ⅡB1、英
語ⅡB2

２単位
もしくは
１単位

学修の種類等のうち、いずれ
か一つについて認定する。

昼間コースにおいて、２単位
で申請する場合は、英語Ⅱ
A2/ⅡB2の１単位およびⅡ
A1/B1、ⅡA3、ⅡA4の中か
ら１単位

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５７０点以上
ＩＢＴ ８８点以上 秀 ９５

ＴＯＥＦＬ ＰＢＴ ５２０点以上
ＩＢＴ ６８点以上 優 ８５

ＴＯＥＩＣ      ７８０点以上 秀 ９５
ＴＯＥＩＣ      ７５０点以上 優 ８５

ドイツ語技能検定試験

３級合格点+１
０点以上又は２
級以上合格

秀 ９０
ドイツ語Ⅰ ４単位

３級合格点
＋１０点まで 優 ８０

実用フランス語技能検定
試験

３級以上合格 秀 ９０ フランス語Ⅰ ４単位４級合格 優 ８０

中国語検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ 中国語Ⅰ ４単位４級合格 優 ８０

スペイン語技能検定試験 ３級以上合格 秀 ９０ スペイン語Ⅰ ４単位 昼間コース授業科目として認
定する。４級合格 優 ８０

ロシア語能力検定試験 ４級以上合格 秀 ９０ ロシア語Ⅰ ４単位 昼間コース授業科目として認
定する。

韓国語能力試験 ３級以上合格 秀 ９０

朝鮮語Ⅰ ４単位
学修の種類等のうち、いずれ
か一つについて認定する。
昼間コース授業科目として認
定する。

２級合格 優 ８０

｢ハングル」能力検定試験 ３級以上合格 秀 ９０
４級合格 優 ８０

日商簿記検定

１級合格 秀 ９０
簿記原理
応用簿記

４単位
もしくは
２単位

学修の種類等のうち、いずれ
か一つについて認定する。
「応用簿記」については、昼
間コース授業科目として認定
する。

２級合格 良 ７０

基本情報技術者試験合格 秀 ９０ 情報処理 ４単位 昼間コース授業科目として認
定する。

初級システムアドミニストレータ試験合格
優 ８０ 情報処理基礎 ２単位ＩＴパスポート試験合格

注（1）一度申請した外部試験の成績は、別科目で再度申請することはできない。
（2）英語については、本学で行われる TOEIC IP TEST および TOEFL ITP TEST の score も認定する。

ただし、申請時において２年以内に取得した のみ有効とする。
英語Ⅰと英語Ⅱのそれぞれについて、外部試験により単位が認定されるのは 単位までとする。
申請についても、それぞれ 回のみとする。

  

 

３．留学による単位認定について 

（１）単位互換に関する取り扱い 
① 留学先大学で修得する科目を本学の卒業所要単位に算入することを希望する場合は、６０単位を超えない
範囲で認定します。（北大及び教育大との単位互換の修得単位及び入学前の既修得単位を含む）

② 留学先大学ごとに定められた基準に従い、成績評価（秀・優・良・可）を行います。
③ 単位互換科目は、「科目履修届」及び「単位認定願」を提出することにより卒業所要単位に算入すること
ができます。

④ 単位互換科目が、当該系列区分（学科科目等）の内容に該当する場合は、学則上の科目に読み替えをしな
くても卒業所要単位に算入することができる場合があります。

⑤ 卒業所要単位へ算入する場合で、学則上の科目に読み替えて認定できる科目は、基礎科目、外国語科目、
学科科目、専門共通科目、教職共通科目とします。

⑥ 読み替えた科目が卒業所要単位として認定された場合は、以後、本学において当該科目の履修は認めませ
ん。

⑦ 教育職員免許法により、読み替えた科目を教員免許申請のための科目に使用することはできません。一度
読み替えた科目を再度履修することはできませんので、教員免許を取得予定の学生は十分気を付けてくださ
い。

⑧ 研究指導を履修する学生が協定校に留学する場合は、留学先の大学で本学の指導教員がしている科目を履
修し、単位を修得した場合は当該期間の研究指導が継続されているとみなされます。詳細は、「Ⅳ ８ 研
究指導について」を確認してください。

（２）単位互換の申請手続き 
単位認定には、以下の書類の提出が必要です。詳細は、派遣留学決定者向けのオリエンテーションで説明し

ます。
履修科目確定後 帰国後 ヶ月以内

科目履修届
履修科目のシラバスのコピー及びその和訳
（英語以外の場合）

単位認定願
成績証明書

※ 国際交流室が定めた申請期限を厳守してください。
※ 手続きに不備がある場合、単位認定ができなくなる可能性があります。
※ 手続き方法は、変更となる可能性があります。派遣留学予定者は、国際交流室の指示に従い、手続きを行
ってください。

（３）語学研修における単位認定について 
海外で行われる語学研修に参加した学生は、語学研修終了後に該当言語の語学検定試験を受験し、その結果

を国際交流室へ提出することで、語学科目の卒業所要単位としても申請可能です。成績評価の基準については、
別表を参照してください。
※ 語学研修による単位認定を受けようとする授業科目を履修中の場合、単位認定は履修登録上限（キャップ）
に含まれます。

そ
の
他
制
度
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（４）共通科目「外国事情」の履修について 
外国事情の履修については、原則として、本学が実施する協定校への派遣留学に参加する学生を対象として

います。履修希望者は、派遣留学をする前年度１月末までに、予めグローカル教育部門長の許可を得た上で、

下記の要件を満たさなければなりません。

（要件）

１．派遣留学前に指定する「事前指導」を受講すること。

２．毎月指定する日時までに「月次レポート」を提出すること。

３．派遣留学後に指定する「事後指導（発表なども含む）」を受講すること。

４．その他、グローカル教育部門長が指定する資料の提出等。

（成績評価について）

外国事情の成績評価は、事前・事後指導の受講態度、月次レポートの内容、及び留学先が発行した成績証明

書等を総合的に勘案して評価しますが、成績評価の結果、合格点に達しないこともありますので注意してくだ

さい。

なお、成績評価の時期については、原則、「事後指導」の受講時期によって下記のとおりとなります。

１．４月から６月までの受講した場合 当該年度前期の成績評価

２．７月から１２月までに受講した場合 当該年度後期の成績評価

３．１月から３月までの受講した場合 翌年度前期の成績評価

 

 

語学研修における成績評価の基準（ 年次配当科目）
区分 英語ⅠA、ⅠB、ⅠC、ⅠD、語学研修の中から 2 単位以内

成績評価 備考
PBT ～459 460～469 470～479 480～499 500～519 (TOEFL PBT スコア)

520 以上は 100 点とする
①460 点→素点 60 点から 1 点きざみ
②470 点→素点 70 点から１点きざみ
③480 点→素点 80 点から 2 点きざみ
④500 点→素点 90 点から 2 点きざみ
(TOEFL IBT スコア)
69 以上は 100 点とする
①48 点→素点 60 点から 3 点きざみ
②52 点→素点 73 点から 4 点きざみ
③54 点→素点 81 点から 1 点きざみ
（83・86 点を除く）
④61 点→素点 91 点から 1 点きざみ
（95 点を除く）

IBT ～47 48～51 52～53 54～60 61～68

英語 不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 ドイツ語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

ドイツ語

31 以下 21～ 30 11～ 20 1～ 10 合格点～ ドイツ語技能検定３級
①可（合格点 30 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点 20 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点 10 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点～）
→素点 90 点から 4 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 フランス語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

フランス
語

31 以下 21～ 30 11～ 20 1～ 10 合格点～ 実用フランス語技能検定３級のスコア
を基準とする。
①可 （合格点 30 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 （合格点 20 まで）
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 （合格点 10 まで）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀 （合格点～）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎
に異なる）から満点までを 10 等分する

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 中国語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

中国語

～(合格点
31)

(合格点 30)
～

(合格点 21）

(合格点 20)
～

(合格点 11)

(合格点 10)
～

 (合格点 1)
(合格点)

～

日本中国語検定協会主催 中国語検定
試験３級を基準とする。３級の合格基
準は、筆記６５点、ヒアリング６５点
の計１３０点。これを１００点満点に
換算して、６５点を合格基準とする。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

①可(合格点 30)
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良(合格点 20)
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優(合格点 10)
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀(合格点～)
→素点 90 点から以後満点までを 10 等
分する。

区分 スペイン語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

スペイン
語

6 級不合格 該当なし 6 級合格 5 級合格 4 級以上合格 スペイン語技能検定試験
①6 級不合格
②該当なし
③6 級合格
④5 級合格
⑤4 級以上合格

①不可 ②可 ③良 ④優 ⑤秀

区分 ロシア語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

ロシア語

総得点の
40%未満 該当なし

総得点の
40%以上
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上

ロシア語能力検定試験 4 級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

区分 韓国語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考
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（４）共通科目「外国事情」の履修について 
外国事情の履修については、原則として、本学が実施する協定校への派遣留学に参加する学生を対象として

います。履修希望者は、派遣留学をする前年度１月末までに、予めグローカル教育部門長の許可を得た上で、

下記の要件を満たさなければなりません。

（要件）

１．派遣留学前に指定する「事前指導」を受講すること。

２．毎月指定する日時までに「月次レポート」を提出すること。

３．派遣留学後に指定する「事後指導（発表なども含む）」を受講すること。

４．その他、グローカル教育部門長が指定する資料の提出等。

（成績評価について）

外国事情の成績評価は、事前・事後指導の受講態度、月次レポートの内容、及び留学先が発行した成績証明

書等を総合的に勘案して評価しますが、成績評価の結果、合格点に達しないこともありますので注意してくだ

さい。

なお、成績評価の時期については、原則、「事後指導」の受講時期によって下記のとおりとなります。

１．４月から６月までの受講した場合 当該年度前期の成績評価

２．７月から１２月までに受講した場合 当該年度後期の成績評価

３．１月から３月までの受講した場合 翌年度前期の成績評価

 

 

語学研修における成績評価の基準（ 年次配当科目）
区分 英語ⅠA、ⅠB、ⅠC、ⅠD、語学研修の中から 2 単位以内

成績評価 備考
PBT ～459 460～469 470～479 480～499 500～519 (TOEFL PBT スコア)

520 以上は 100 点とする
①460 点→素点 60 点から 1 点きざみ
②470 点→素点 70 点から１点きざみ
③480 点→素点 80 点から 2 点きざみ
④500 点→素点 90 点から 2 点きざみ
(TOEFL IBT スコア)
69 以上は 100 点とする
①48 点→素点 60 点から 3 点きざみ
②52 点→素点 73 点から 4 点きざみ
③54 点→素点 81 点から 1 点きざみ
（83・86 点を除く）
④61 点→素点 91 点から 1 点きざみ
（95 点を除く）

IBT ～47 48～51 52～53 54～60 61～68

英語 不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 ドイツ語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

ドイツ語

31 以下 21～ 30 11～ 20 1～ 10 合格点～ ドイツ語技能検定３級
①可（合格点 30 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点 20 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点 10 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点～）
→素点 90 点から 4 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 フランス語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

フランス
語

31 以下 21～ 30 11～ 20 1～ 10 合格点～ 実用フランス語技能検定３級のスコア
を基準とする。
①可 （合格点 30 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 （合格点 20 まで）
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 （合格点 10 まで）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀 （合格点～）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎
に異なる）から満点までを 10 等分する

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 中国語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

中国語

～(合格点
31)

(合格点 30)
～

(合格点 21）

(合格点 20)
～

(合格点 11)

(合格点 10)
～

 (合格点 1)
(合格点)

～

日本中国語検定協会主催 中国語検定
試験３級を基準とする。３級の合格基
準は、筆記６５点、ヒアリング６５点
の計１３０点。これを１００点満点に
換算して、６５点を合格基準とする。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

①可(合格点 30)
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良(合格点 20)
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優(合格点 10)
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀(合格点～)
→素点 90 点から以後満点までを 10 等
分する。

区分 スペイン語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

スペイン
語

6 級不合格 該当なし 6 級合格 5 級合格 4 級以上合格 スペイン語技能検定試験
①6 級不合格
②該当なし
③6 級合格
④5 級合格
⑤4 級以上合格

①不可 ②可 ③良 ④優 ⑤秀

区分 ロシア語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

ロシア語

総得点の
40%未満 該当なし

総得点の
40%以上
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上

ロシア語能力検定試験 4 級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

区分 韓国語Ⅰ、語学研修の中から２単位
成績評価 備考

そ
の
他
制
度
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韓国語
(朝鮮語)

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上
70%未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以上

ハングル能力検定 5 級または韓国語能
力試験 1級受験者
＊最終評価点数は不可が 60等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

（注）既に外国語Ⅰを修得済みであり、選択できる科目が無い場合は、科目名「語学研修」での
単位認定となる。

 

 

語学研修における成績評価の基準（ 年次配当科目）
区分

（昼間コース）英語ⅡA1/ⅡB1、ⅡA2/ⅡB2、ⅡA3、ⅡA4 又は語学研修の中から 2 単位以内
（夜間主コース）英語ⅡA1、ⅡA2、ⅡB1、ⅡB2 又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

PBT ～474 475～484 485～494 495～514 515～534 (TOEFL PBT スコア)
535 以上は 100 点とする
①475 点→素点 60 点から 1 点きざみ
②485 点→素点 70 点から１点きざみ
③495 点→素点 80 点から 2 点きざみ
④515 点→素点 90 点から 2 点きざみ
(TOEFL IBT スコア)
74 以上は 100 点とする
①53 点→素点 60 点から 3 点きざみ
②57 点→素点 73 点から 4 点きざみ
③59 点→素点 81 点から 1 点きざみ
（83・86 点を除く）
④66 点→素点 91 点から 1 点きざみ
（95 点を除く）

IBT ～52 53～56 57～58 59～65 66～73

英語 不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 ドイツ語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

ドイツ語

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格点～
+9 +10 以上 ドイツ語技能検定３級

①可（合格点 20 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点 10 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点+9 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点+10 以上）
→素点 90 点から 3 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 フランス語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

フランス
語

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格点～
+9 +10 以上 実用フランス語技能検定３級のスコア

を基準とする。
①可 （合格点 20 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 （合格点 10 まで）
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 （合格点+9 まで）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀 （合格点+10 以上）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎
に異なる）+10 から満点までを 10 等分
する

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 中国語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

中国語

～(合格点
21)

(合格点 20)
～

(合格点 11）

(合格点 10)
～

(合格点 1）

合格点
～

 (合格点＋9)
(合格点＋

10)～

日本中国語検定協会主催 中国語検定
試験３級を基準とする。３級の合格基準
は、筆記６５点、ヒアリング６５点の計
１３０点。これを１００点満点に換算し
て、６５点を合格基準とする。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

①可(合格点 20)
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良(合格点 10)
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 合格点
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀(合格点+10)
→素点 90 点から以後満点までを 10 等
分する。

区分 スペイン語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

スペイン
語

6 級不合格 6 級合格 5 級合格 4 級合格 3 級以上合格 スペイン語技能検定試験
①6 級不合格
②6 級合格
③5 級合格
④4 級合格
⑤3 級以上合格

①不可 ②可 ③良 ④優 ⑤秀

区分 ロシア語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

ロシア語

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上
70%未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以上

ロシア語能力検定試験４級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀
総得点の
30%未満

総得点の
30%以上
40%未満

総得点の
40%以上
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上

ロシア語能力検定試験３級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。
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韓国語
(朝鮮語)

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上
70%未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以上

ハングル能力検定 5 級または韓国語能
力試験 1級受験者
＊最終評価点数は不可が 60等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

（注）既に外国語Ⅰを修得済みであり、選択できる科目が無い場合は、科目名「語学研修」での
単位認定となる。

 

 

語学研修における成績評価の基準（ 年次配当科目）
区分

（昼間コース）英語ⅡA1/ⅡB1、ⅡA2/ⅡB2、ⅡA3、ⅡA4 又は語学研修の中から 2 単位以内
（夜間主コース）英語ⅡA1、ⅡA2、ⅡB1、ⅡB2 又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

PBT ～474 475～484 485～494 495～514 515～534 (TOEFL PBT スコア)
535 以上は 100 点とする
①475 点→素点 60 点から 1 点きざみ
②485 点→素点 70 点から１点きざみ
③495 点→素点 80 点から 2 点きざみ
④515 点→素点 90 点から 2 点きざみ
(TOEFL IBT スコア)
74 以上は 100 点とする
①53 点→素点 60 点から 3 点きざみ
②57 点→素点 73 点から 4 点きざみ
③59 点→素点 81 点から 1 点きざみ
（83・86 点を除く）
④66 点→素点 91 点から 1 点きざみ
（95 点を除く）

IBT ～52 53～56 57～58 59～65 66～73

英語 不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 ドイツ語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

ドイツ語

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格点～
+9 +10 以上 ドイツ語技能検定３級

①可（合格点 20 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点 10 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点+9 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点+10 以上）
→素点 90 点から 3 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 フランス語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

フランス
語

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格点～
+9 +10 以上 実用フランス語技能検定３級のスコア

を基準とする。
①可 （合格点 20 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 （合格点 10 まで）
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 （合格点+9 まで）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀 （合格点+10 以上）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎
に異なる）+10 から満点までを 10 等分
する

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 中国語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

中国語

～(合格点
21)

(合格点 20)
～

(合格点 11）

(合格点 10)
～

(合格点 1）

合格点
～

 (合格点＋9)
(合格点＋

10)～

日本中国語検定協会主催 中国語検定
試験３級を基準とする。３級の合格基準
は、筆記６５点、ヒアリング６５点の計
１３０点。これを１００点満点に換算し
て、６５点を合格基準とする。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

①可(合格点 20)
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良(合格点 10)
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 合格点
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀(合格点+10)
→素点 90 点から以後満点までを 10 等
分する。

区分 スペイン語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

スペイン
語

6 級不合格 6 級合格 5 級合格 4 級合格 3 級以上合格 スペイン語技能検定試験
①6 級不合格
②6 級合格
③5 級合格
④4 級合格
⑤3 級以上合格

①不可 ②可 ③良 ④優 ⑤秀

区分 ロシア語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

ロシア語

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上
70%未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以上

ロシア語能力検定試験４級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀
総得点の
30%未満

総得点の
30%以上
40%未満

総得点の
40%以上
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上

ロシア語能力検定試験３級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

そ
の
他
制
度
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不可 可 良 優 秀

区分 韓国語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

韓国語
(朝鮮語)

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上
70%未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以上

ハングル能力検定４級または韓国語能
力試験２級受験者
＊最終評価点数は不可が 60等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

（注）語学研修時の学年の上級年次に配当される科目を申請することはできない。
（注）既に外国語Ⅱを修得済みであり、選択できる科目が無い場合は、科目名「語学研修」での

単位認定となる。

 

 

語学研修における成績評価の基準（ 年次配当科目）
区分 英語上級Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの中から２単位

成績評価 備考
PBT ～489 490～499 500～

509 510～529 530～
549

(TOEFL PBT スコア)
550 以上は 100 点とする
①490 点→素点 60 点から 1 点きざみ
②500 点→素点 70 点から１点きざみ
③510 点→素点 80 点から 2 点きざみ
④530 点→素点 90 点から 2 点きざみ
(TOEFL IBT スコア)
79 以上は 100 点とする
①58 点→素点 60 点から 3 点きざみ
②61 点→素点 70 点から 3 点きざみ
③65 点→素点 81 点から 1 点きざみ
（83・86 点を除く）
④72 点→素点 91 点から 1 点きざみ
（93・96 点を除く）

IBT ～57 58～60 61～64 65～71 72～78

英語 不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ドイツ語）の中から２単位
成績評価 備考

ドイツ語

11 以下 1～ 10 合格点～
+9 +10～+19 +20 以上 ドイツ語技能検定３級

①可（合格点 10 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点+9 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点+19 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点+20 以上）
→素点 90 点から 2 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格～+9 +10 以上 ドイツ語技能検定準２級
①可（合格点 20 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点 10 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点+9 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点+10 以上）
→素点 90 点から 3 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（フランス語）の中から２単位
成績評価 備考

フランス
語

11 以下 1～ 10 合格点～
+9 +10～+19 +20 以上 実用フランス語技能検定３級のスコアを基

準とする。
①可 （合格点 10 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 （合格点+9 まで）
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 （合格点+19 まで）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀 （合格点+20 以上）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎に異
なる）+20 から満点までを 10 等分する。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格～+9 +10 以上 実用フランス語技能検定準２級のスコアを
基準とする。
①可（合格点 20 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良（合格点 10 まで）
→素点 70 点から以後１点きざみ
③優（合格点+9 まで）
→素点 80 点から以後１点きざみ
④秀 （合格点+10 以上）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎に異
なる）+10 から満点までを 10 等分する

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（中国語）の中から２単位
成績評価 備考

中国語

～（合格
点－11）

(合格点－
10)
～

（合格点－
1）

合格点
～

（合格点
＋9）

（合格点＋
10）
～

（合格点＋
19）

（合格点
＋20）～

日本中国語検定協会主催中国語検定試験３
級を基準とする。 ３級の合格基準は、筆記
６５点、ヒアリング６５点の計１３０点。こ
れを１００点満点に換算して、６５点を合格
基準とする。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

①可（合格点 10）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 合格点
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優（合格点+10）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀（合格点+20)
→素点 90 点から以後満点までを 10 等分す
る
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不可 可 良 優 秀

区分 韓国語ⅡＡ、ⅡＢ又は語学研修の中から２単位以内
成績評価 備考

韓国語
(朝鮮語)

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以上
70%未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以上

ハングル能力検定４級または韓国語能
力試験２級受験者
＊最終評価点数は不可が 60等分、可、
良、優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

（注）語学研修時の学年の上級年次に配当される科目を申請することはできない。
（注）既に外国語Ⅱを修得済みであり、選択できる科目が無い場合は、科目名「語学研修」での

単位認定となる。

 

 

語学研修における成績評価の基準（ 年次配当科目）
区分 英語上級Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの中から２単位

成績評価 備考
PBT ～489 490～499 500～

509 510～529 530～
549

(TOEFL PBT スコア)
550 以上は 100 点とする
①490 点→素点 60 点から 1 点きざみ
②500 点→素点 70 点から１点きざみ
③510 点→素点 80 点から 2 点きざみ
④530 点→素点 90 点から 2 点きざみ
(TOEFL IBT スコア)
79 以上は 100 点とする
①58 点→素点 60 点から 3 点きざみ
②61 点→素点 70 点から 3 点きざみ
③65 点→素点 81 点から 1 点きざみ
（83・86 点を除く）
④72 点→素点 91 点から 1 点きざみ
（93・96 点を除く）

IBT ～57 58～60 61～64 65～71 72～78

英語 不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ドイツ語）の中から２単位
成績評価 備考

ドイツ語

11 以下 1～ 10 合格点～
+9 +10～+19 +20 以上 ドイツ語技能検定３級

①可（合格点 10 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点+9 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点+19 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点+20 以上）
→素点 90 点から 2 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格～+9 +10 以上 ドイツ語技能検定準２級
①可（合格点 20 まで）
→素点 60 点から 1 点きざみ
②良（合格点 10 まで）
→素点 70 点から 1 点きざみ
③優（合格点+9 まで）
→素点 80 点から 1 点きざみ
④秀（合格点+10 以上）
→素点 90 点から 3 点きざみ

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（フランス語）の中から２単位
成績評価 備考

フランス
語

11 以下 1～ 10 合格点～
+9 +10～+19 +20 以上 実用フランス語技能検定３級のスコアを基

準とする。
①可 （合格点 10 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 （合格点+9 まで）
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優 （合格点+19 まで）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀 （合格点+20 以上）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎に異
なる）+20 から満点までを 10 等分する。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

21 以下 11～ 20 1～ 10 合格～+9 +10 以上 実用フランス語技能検定準２級のスコアを
基準とする。
①可（合格点 20 まで）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良（合格点 10 まで）
→素点 70 点から以後１点きざみ
③優（合格点+9 まで）
→素点 80 点から以後１点きざみ
④秀 （合格点+10 以上）
→素点 90 点から以後、合格点（試験毎に異
なる）+10 から満点までを 10 等分する

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（中国語）の中から２単位
成績評価 備考

中国語

～（合格
点－11）

(合格点－
10)
～

（合格点－
1）

合格点
～

（合格点
＋9）

（合格点＋
10）
～

（合格点＋
19）

（合格点
＋20）～

日本中国語検定協会主催中国語検定試験３
級を基準とする。 ３級の合格基準は、筆記
６５点、ヒアリング６５点の計１３０点。こ
れを１００点満点に換算して、６５点を合格
基準とする。

不可 ①可 ②良 ③優 ④秀

①可（合格点 10）
→素点 60 点から以後 1 点きざみ
②良 合格点
→素点 70 点から以後 1 点きざみ
③優（合格点+10）
→素点 80 点から以後 1 点きざみ
④秀（合格点+20)
→素点 90 点から以後満点までを 10 等分す
る

そ
の
他
制
度
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区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（スペイン語）の中から２単位
成績評価 備考

スペイン
語

5級不合格 5級合格 4級合格 3級合格 2級以上
合格

スペイン語技能検定試験
①5級不合格
②5級合格
③4級合格
④3級合格
⑤2級以上合格①不可 ②可 ③良 ④優 ⑤秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ロシア語）の中から２単位
成績評価 備考

ロシア語

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以
上 70%
未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以
上

ロシア語能力検定試験３級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、良、
優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

総得点の
30%未満

総得点の
30%以上
40%未満

総得点の
40%以
上 50%
未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以
上

ロシア語能力検定試験２級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、良、
優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀
区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（韓国語）の中から２単位

成績評価 備考

韓国語
(朝鮮語）

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以
上 70%
未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以
上

ハングル能力検定３級または韓国語能力試
験３級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、良、
優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

（注）語学研修時の学年の上級年次に配当される科目を申請することはできない。
  

 

４．昼間コースから夜間主コースへのコース変更について 

生活の困窮により、学業の継続に困難を来している昼間コースの学生（私費外国人特別選抜により入学した
学生を除く。）を救済するために、夜間主コースへの変更が認められる場合があります。

【申請要件】
（ ）申請者が、生活に困窮し、授業料の支払いが困難なため、除籍の対象となり又はそのおそれがあること。
（ ）申請者に学業を継続する意思及びその見込みが認められること。

【家計及び学力基準】
家計基準：授業料免除申請における家計基準に準じる。
学力基準：
（ ）前年次までの累積 （ ）が本人の属する学年全員の最上位から 以内の者。
（ ）学年ごとに定める単位数以上を修得していなければならない。

年次生： 年次終了時点で 単位以上修得していること。
年次生： 年次終了時点で 単位以上修得していること。
年次生： 年次終了時点で 単位以上修得していること。

※手続き方法は、教務課学部教務係に問い合わせること。

５．９月卒業について 

月卒業は、過年度学生が前期科目の合格によって、卒業要件を満たした場合に対象になります。卒業要件
を満たした学生は、通年科目を履修中であっても卒業することになります。
なお、夏季集中講義で８月、 月に実施される科目は、 月卒業の対象科目とはなりませんので、注意して

ください。

６．早期卒業について 

本学に 年以上在学した者（これに準ずる者として別に定める者を含む）が卒業要件として定める単位（卒
業所要単位）を優秀な成績で修得したと認める場合には、 年未満の在学での卒業（早期卒業）が認められま
す。

要件
① 年次において、早期卒業希望調書を提出していること。
② 早期卒業を希望できる学生は、 年次終了時において、卒業所要単位の総単位数のうち「秀」及び「優」
を合わせて ％以上有していること。

③ ３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち 単位以上を修得し、卒業所要単位の総単位数
のうち「秀」及び「優」を合わせて ％以上有していること。

上記要件を満たしている場合に、別に定める審査を経たうえで、早期卒業が認められることになります。な
お、早期卒業を希望できる学生の 年次に履修できる単位は、キャップ制における上限 単位にかかわらず、
単位までとなります。申請方法等については、別途連絡します。
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区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（スペイン語）の中から２単位
成績評価 備考

スペイン
語

5級不合格 5級合格 4級合格 3級合格 2級以上
合格

スペイン語技能検定試験
①5級不合格
②5級合格
③4級合格
④3級合格
⑤2級以上合格①不可 ②可 ③良 ④優 ⑤秀

区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（ロシア語）の中から２単位
成績評価 備考

ロシア語

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以
上 70%
未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以
上

ロシア語能力検定試験３級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、良、
優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

総得点の
30%未満

総得点の
30%以上
40%未満

総得点の
40%以
上 50%
未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以
上

ロシア語能力検定試験２級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、良、
優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀
区分 外国語上級Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ（韓国語）の中から２単位

成績評価 備考

韓国語
(朝鮮語）

総得点の
50%未満

総得点の
50%以上
60%未満

総得点の
60%以
上 70%
未満

総得点の
70%以上
80%未満

総得点の
80%以
上

ハングル能力検定３級または韓国語能力試
験３級受験者
＊最終評価点数は不可が 60 等分、可、良、
優、秀が 10 等分して決める。

不可 可 良 優 秀

（注）語学研修時の学年の上級年次に配当される科目を申請することはできない。
  

 

４．昼間コースから夜間主コースへのコース変更について 

生活の困窮により、学業の継続に困難を来している昼間コースの学生（私費外国人特別選抜により入学した
学生を除く。）を救済するために、夜間主コースへの変更が認められる場合があります。

【申請要件】
（ ）申請者が、生活に困窮し、授業料の支払いが困難なため、除籍の対象となり又はそのおそれがあること。
（ ）申請者に学業を継続する意思及びその見込みが認められること。

【家計及び学力基準】
家計基準：授業料免除申請における家計基準に準じる。
学力基準：
（ ）前年次までの累積 （ ）が本人の属する学年全員の最上位から 以内の者。
（ ）学年ごとに定める単位数以上を修得していなければならない。

年次生： 年次終了時点で 単位以上修得していること。
年次生： 年次終了時点で 単位以上修得していること。
年次生： 年次終了時点で 単位以上修得していること。

※手続き方法は、教務課学部教務係に問い合わせること。

５．９月卒業について 

月卒業は、過年度学生が前期科目の合格によって、卒業要件を満たした場合に対象になります。卒業要件
を満たした学生は、通年科目を履修中であっても卒業することになります。
なお、夏季集中講義で８月、 月に実施される科目は、 月卒業の対象科目とはなりませんので、注意して

ください。

６．早期卒業について 

本学に 年以上在学した者（これに準ずる者として別に定める者を含む）が卒業要件として定める単位（卒
業所要単位）を優秀な成績で修得したと認める場合には、 年未満の在学での卒業（早期卒業）が認められま
す。

要件
① 年次において、早期卒業希望調書を提出していること。
② 早期卒業を希望できる学生は、 年次終了時において、卒業所要単位の総単位数のうち「秀」及び「優」
を合わせて ％以上有していること。

③ ３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち 単位以上を修得し、卒業所要単位の総単位数
のうち「秀」及び「優」を合わせて ％以上有していること。

上記要件を満たしている場合に、別に定める審査を経たうえで、早期卒業が認められることになります。な
お、早期卒業を希望できる学生の 年次に履修できる単位は、キャップ制における上限 単位にかかわらず、
単位までとなります。申請方法等については、別途連絡します。

そ
の
他
制
度
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７．学部・大学院（博士前期課程及び専門職学位課程） 
５年一貫教育プログラムについて 

プログラムの目的 
「学部・大学院（博士前期課程及び専門職学位課程（以下「博士前期課程等」という））５年一貫教育プロ

グラム」は、学部において所定の学業成績を修め早期卒業をする学生に大学院（博士前期課程等）での学修の
機会を与えることにより、学部教育の活性化、高度な理論及び実践的能力を求める学生のニーズに応えること
を目的としています。

プログラムの特色 
「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」において対象とする学生は、「研究者を目指

す者」、「高度な専門知識と実践的な能力をもち企業等で働くことを目指す者」とし、本学の大学院アントレ
プレナーシップ専攻及び現代商学専攻のいずれにも進学することを可能としています。

プログラムの内容 
① 「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」は、早期卒業制度（３年間での卒業）及び
大学院（博士前期課程等）（２年間）を組み合わせたシステムです。

② 「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」により大学院（博士前期課程等）に進学を
希望する場合の取扱いは次のとおりとなっています。

現代商学専攻

昼間コースにおいては、学科をベースとした大学院関連コースへの進学を想定し、表１の学科に対応す
る大学院のコースへの進学に限るものとし、３年次終了時までに表２に定める単位数を修得していること
を条件としています。
（表 ） （表 ）

所属学科 対応する大学院コース 自学科基幹科目 自学科発展科目
経 済 学 科
商 学 科
企 業 法 学 科
社会情報学科

経済学コース
国際商学コース
企業法学コース
社会情報コース

単位以上 単位以上

アントレプレナーシップ専攻

アントレプレナーシップ専攻の教育課程は、学部の教育を基礎としたものではなく、専門職大学院にお
いて体系的に教育することを柱としているため、学部段階では、履修上の条件は設けられていません。

③ 「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」への所属を希望する者は、２年次終了時
に「早期卒業希望調書」、３年次９月までに「専攻・コース所属希望調書」、３年次終了時に「早期卒業
審査願」と「専攻・コース所属願」を提出することになります。

④ 早期卒業のための成績基準は、次の通りとします。
１）３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち１２４単位以上を修得し、全修得科目の総単位
数のうち「秀」及び「優」を合わせて８０％以上有していること。

２）早期卒業を希望できる学生は、２年次終了時において、全修得科目の総単位数のうち「秀」及び「優」
を合わせて８０％以上有していなければならない。

⑤ 大学院（博士前期課程等）への進学は進学要件の審査で行い、入学試験は行いません。また、入学金も
免除されます。

 

８．学部学生による大学院科目履修制度について 

本学の在学生で本学大学院（現代商学専攻）への進学を志望する優秀な者について、その能力の高度な発展
を期し、早期に大学院教育に接する機会を提供するため、教育上の特例措置として「学部学生による大学院科
目履修制度」があります。
この制度は、早いうちから大学院の授業に触れさせることにより、大学院入学後に余裕をもって修士論文の

執筆に集中させ、本人の努力によっては大学院を１年間の在学で修了することを可能とするものです。
具体的には、大学院の指定する授業科目（以下「大学院指定科目」という。）を学部４年次に履修して試験

に合格した場合、大学院入学後において履修者からの申請により審査し、大学院の修了に必要な単位として認
定されるものです。
大学院の修了単位に算入できるのは１０単位まで、認定される単位は大学院入学前３年以内に修得した単位

となります。

◆「学部学生による大学院科目履修制度」による履修を認められる要件は次のとおりです。

要件
１．本学大学院（現代商学専攻）への入学を希望していること。
２．４年次生で、原則として３年次終了までに研究指導を除いて卒業所要単位を修得していること。
３．研究指導を履修していること。
４．研究指導教員の推薦があること。
５．留年した者は留学等の特別の事情があると認められる場合を除き履修することができない。

上記の要件を満たし、「学部学生による大学院科目履修制度」の履修を希望する場合は、教務課大学院係に
申し出てください。

［その他］
① 大学院指定科目については、図書館 階入り口付近の掲示板をご覧下さい。
② 大学院に入学後、１年間で修了するための要件は、「大学院学則第 27 条第１項」によりますが、単位に
関しては、大学院指定科目を最低８単位以上修得する必要があります。
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７．学部・大学院（博士前期課程及び専門職学位課程） 
５年一貫教育プログラムについて 

プログラムの目的 
「学部・大学院（博士前期課程及び専門職学位課程（以下「博士前期課程等」という））５年一貫教育プロ

グラム」は、学部において所定の学業成績を修め早期卒業をする学生に大学院（博士前期課程等）での学修の
機会を与えることにより、学部教育の活性化、高度な理論及び実践的能力を求める学生のニーズに応えること
を目的としています。

プログラムの特色 
「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」において対象とする学生は、「研究者を目指

す者」、「高度な専門知識と実践的な能力をもち企業等で働くことを目指す者」とし、本学の大学院アントレ
プレナーシップ専攻及び現代商学専攻のいずれにも進学することを可能としています。

プログラムの内容 
① 「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」は、早期卒業制度（３年間での卒業）及び
大学院（博士前期課程等）（２年間）を組み合わせたシステムです。

② 「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」により大学院（博士前期課程等）に進学を
希望する場合の取扱いは次のとおりとなっています。

現代商学専攻

昼間コースにおいては、学科をベースとした大学院関連コースへの進学を想定し、表１の学科に対応す
る大学院のコースへの進学に限るものとし、３年次終了時までに表２に定める単位数を修得していること
を条件としています。
（表 ） （表 ）

所属学科 対応する大学院コース 自学科基幹科目 自学科発展科目
経 済 学 科
商 学 科
企 業 法 学 科
社会情報学科

経済学コース
国際商学コース
企業法学コース
社会情報コース

単位以上 単位以上

アントレプレナーシップ専攻

アントレプレナーシップ専攻の教育課程は、学部の教育を基礎としたものではなく、専門職大学院にお
いて体系的に教育することを柱としているため、学部段階では、履修上の条件は設けられていません。

③ 「学部・大学院（博士前期課程等）５年一貫教育プログラム」への所属を希望する者は、２年次終了時
に「早期卒業希望調書」、３年次９月までに「専攻・コース所属希望調書」、３年次終了時に「早期卒業
審査願」と「専攻・コース所属願」を提出することになります。

④ 早期卒業のための成績基準は、次の通りとします。
１）３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち１２４単位以上を修得し、全修得科目の総単位
数のうち「秀」及び「優」を合わせて８０％以上有していること。

２）早期卒業を希望できる学生は、２年次終了時において、全修得科目の総単位数のうち「秀」及び「優」
を合わせて８０％以上有していなければならない。

⑤ 大学院（博士前期課程等）への進学は進学要件の審査で行い、入学試験は行いません。また、入学金も
免除されます。

 

８．学部学生による大学院科目履修制度について 

本学の在学生で本学大学院（現代商学専攻）への進学を志望する優秀な者について、その能力の高度な発展
を期し、早期に大学院教育に接する機会を提供するため、教育上の特例措置として「学部学生による大学院科
目履修制度」があります。
この制度は、早いうちから大学院の授業に触れさせることにより、大学院入学後に余裕をもって修士論文の

執筆に集中させ、本人の努力によっては大学院を１年間の在学で修了することを可能とするものです。
具体的には、大学院の指定する授業科目（以下「大学院指定科目」という。）を学部４年次に履修して試験

に合格した場合、大学院入学後において履修者からの申請により審査し、大学院の修了に必要な単位として認
定されるものです。
大学院の修了単位に算入できるのは１０単位まで、認定される単位は大学院入学前３年以内に修得した単位

となります。

◆「学部学生による大学院科目履修制度」による履修を認められる要件は次のとおりです。

要件
１．本学大学院（現代商学専攻）への入学を希望していること。
２．４年次生で、原則として３年次終了までに研究指導を除いて卒業所要単位を修得していること。
３．研究指導を履修していること。
４．研究指導教員の推薦があること。
５．留年した者は留学等の特別の事情があると認められる場合を除き履修することができない。

上記の要件を満たし、「学部学生による大学院科目履修制度」の履修を希望する場合は、教務課大学院係に
申し出てください。

［その他］
① 大学院指定科目については、図書館 階入り口付近の掲示板をご覧下さい。
② 大学院に入学後、１年間で修了するための要件は、「大学院学則第 27 条第１項」によりますが、単位に
関しては、大学院指定科目を最低８単位以上修得する必要があります。

そ
の
他
制
度
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Ⅵ．副専攻プログラム
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１．副専攻プログラムについて 

概要 
副専攻プログラムは、通常４学科の主専攻に加えて学ぶ、地域社会の諸課題をグローバルな視点から分析

し、実際に解決できることを目的としたプログラムです。所属する学科以外の専門分野の体系的な学習を促
すとともに、その学習成果を認証します。

種類 

副専攻名 目的 卒業所要単位にプラ
スして必要な単位数

グローカルマネジ
メント副専攻プロ
グラム（ ）

実社会で役立つビジネス教育や語学教育の伝統と、豊富
な産官学のネットワークを活かした、戦略的なカリキュ
ラムで学ぶ、地域に軸足を置いて世界で活躍するリーダ
ーを育成するプログラム

単位以上

経済学 経済学に関する基礎的な知識を得ること ６単位以上

ビジネス法務 ビジネス法務に関する基礎的な知識を得ること ６単位以上

経営情報 経営情報学に関する基礎的な知識を得ること ６単位以上

アカウンティング
会計に関する幅広い視野と問題解決能力、会計の理論に
関する専門知識を学び、会計関連分野をより体系的に学
ぶこと

６単位以上

※グローカルマネジメント副専攻プログラム（GMP）は平成25年度以降入学生、経済学・ビジネス法務・
経営情報・アカウンティングの副専攻は平成 30年度以降入学生が対象になります。

所属要件・申請時期 
副専攻名 所属要件・申請時期

グローカルマネジメント
副専攻プログラム

（ ）

（所属要件）
本学商学部に在籍する２年次以上の学生で、本学学部のいずれかの学科

に所属し、かつ以下の要件をすべて満たすこと。
所属手続時の が原則として 以上の者。
優れた語学力を有する者で、次の①から④に掲げる基準のうち、原則

としていずれか一の基準を満たす成績を有していること。
① 以上
② 以上（ のスコアを含む）
③ 以上又は 以上（ のスコアを含む）
④ 実用英語技能検定２級以上
（申請時期）
２年次、３年次の４月の指定された期日

経済学
ビジネス法務
経営情報

アカウンティング

（所属要件）
本学商学部に在籍する２年次以上の学生

（申請時期）
２年次、３年次又は４年次の４月の指定された期日

 

授業科目の履修登録 
授業科目の履修登録は、本学で定められた履修登録期間に学務情報システム（ ）で行って

ください。本プログラムのための特別な履修登録期間及び登録方法はありません。一部の科目において登録方
法が異なる場合がありますのでシラバス・掲示等でよく確認してください。
また、履修登録上限制（キャップ制）の取り扱いについても他の学生と同様です。

単位の認定 
当該プログラムの修了に必要な単位とは別に、所属学科の卒業に必要な単位を修得してください。大学入学

前に修得した指定科目の単位も本プログラム修了必要単位として算入することができます。

履修上の注意点 
本プログラムの一部科目については、 講目に開講されます。履修計画作成は慎重に行ってください。

単位の修得・算入 
履修後、単位修得した当該副専攻科目については、修了必要単位に算入されます。修得した単位を確認し、

不足分を次年度の科目履修登録期間に登録してください。

修了の条件 
本プログラム修了の条件については以下について全て満たしていることが必要です。
○ 所属申請を行い、所属が認められていること。
○ 定められた科目の単位を修得すること。
○ 本学の卒業が認定されること。

※当該プログラムの修了要件を満たしても、本学を卒業できなければ修了できません。
〇 当該プログラムの修了者に対しては、卒業時に「修了証書」を交付します。

また「成績証明書」にも当該プログラム修了であることが記載されます。

所属の辞退 
所属決定後に、やむを得ず所属を辞退する場合は、「辞退届」を教務課学部教務係に提出してください。

令和３年度の申請について 
年 月にオンデマンド説明会を開催します。所属を希望する学生は、必ず視聴してください。詳細は、

掲示でお知らせします。
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１．副専攻プログラムについて 

概要 
副専攻プログラムは、通常４学科の主専攻に加えて学ぶ、地域社会の諸課題をグローバルな視点から分析

し、実際に解決できることを目的としたプログラムです。所属する学科以外の専門分野の体系的な学習を促
すとともに、その学習成果を認証します。

種類 

副専攻名 目的 卒業所要単位にプラ
スして必要な単位数

グローカルマネジ
メント副専攻プロ
グラム（ ）

実社会で役立つビジネス教育や語学教育の伝統と、豊富
な産官学のネットワークを活かした、戦略的なカリキュ
ラムで学ぶ、地域に軸足を置いて世界で活躍するリーダ
ーを育成するプログラム

単位以上

経済学 経済学に関する基礎的な知識を得ること ６単位以上

ビジネス法務 ビジネス法務に関する基礎的な知識を得ること ６単位以上

経営情報 経営情報学に関する基礎的な知識を得ること ６単位以上

アカウンティング
会計に関する幅広い視野と問題解決能力、会計の理論に
関する専門知識を学び、会計関連分野をより体系的に学
ぶこと

６単位以上

※グローカルマネジメント副専攻プログラム（GMP）は平成25年度以降入学生、経済学・ビジネス法務・
経営情報・アカウンティングの副専攻は平成 30年度以降入学生が対象になります。

所属要件・申請時期 
副専攻名 所属要件・申請時期

グローカルマネジメント
副専攻プログラム

（ ）

（所属要件）
本学商学部に在籍する２年次以上の学生で、本学学部のいずれかの学科

に所属し、かつ以下の要件をすべて満たすこと。
所属手続時の が原則として 以上の者。
優れた語学力を有する者で、次の①から④に掲げる基準のうち、原則

としていずれか一の基準を満たす成績を有していること。
① 以上
② 以上（ のスコアを含む）
③ 以上又は 以上（ のスコアを含む）
④ 実用英語技能検定２級以上
（申請時期）
２年次、３年次の４月の指定された期日

経済学
ビジネス法務
経営情報

アカウンティング

（所属要件）
本学商学部に在籍する２年次以上の学生

（申請時期）
２年次、３年次又は４年次の４月の指定された期日

 

授業科目の履修登録 
授業科目の履修登録は、本学で定められた履修登録期間に学務情報システム（ ）で行って

ください。本プログラムのための特別な履修登録期間及び登録方法はありません。一部の科目において登録方
法が異なる場合がありますのでシラバス・掲示等でよく確認してください。
また、履修登録上限制（キャップ制）の取り扱いについても他の学生と同様です。

単位の認定 
当該プログラムの修了に必要な単位とは別に、所属学科の卒業に必要な単位を修得してください。大学入学

前に修得した指定科目の単位も本プログラム修了必要単位として算入することができます。

履修上の注意点 
本プログラムの一部科目については、 講目に開講されます。履修計画作成は慎重に行ってください。

単位の修得・算入 
履修後、単位修得した当該副専攻科目については、修了必要単位に算入されます。修得した単位を確認し、

不足分を次年度の科目履修登録期間に登録してください。

修了の条件 
本プログラム修了の条件については以下について全て満たしていることが必要です。
○ 所属申請を行い、所属が認められていること。
○ 定められた科目の単位を修得すること。
○ 本学の卒業が認定されること。

※当該プログラムの修了要件を満たしても、本学を卒業できなければ修了できません。
〇 当該プログラムの修了者に対しては、卒業時に「修了証書」を交付します。

また「成績証明書」にも当該プログラム修了であることが記載されます。

所属の辞退 
所属決定後に、やむを得ず所属を辞退する場合は、「辞退届」を教務課学部教務係に提出してください。

令和３年度の申請について 
年 月にオンデマンド説明会を開催します。所属を希望する学生は、必ず視聴してください。詳細は、

掲示でお知らせします。
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２．関連規程等 

グローバル教育グローカルマネジメント副専攻プログラム要項

（趣旨）
第１条 この要項は、小樽商科大学学則第 条の２第２項の規定に基づき、地域と世界を結び、北海道経済
の活性化を担う｢グローバル人材｣の育成を目的とするグローバル教育グローカルマネジメント副専攻プロ
グラム（以下「副専攻プログラム」という。）」の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。

（対象者）
第２条 副専攻プログラムに所属できる者は、本学商学部に在籍する 年次以上の学生（以下｢本学学生｣と
いう。）及び特別聴講学生とする。

（所属要件）
第３条 本学学生が副専攻プログラムに所属するためには、いずれかの学科に所属し、かつ次に掲げる各号の
すべてに該当する者でなければならない。

所属手続時の が原則として 以上の者。（編入学生については、編入学前の所属大学における
が原則として 以上または同等程度の成績と見込まれる者）

優れた語学力を有する者で、次の①から④に掲げる基準のうち、原則としていずれか一の基準を満たす
成績を有していること。

① 以上
② 以上（ のスコアを含む）
③ 以上又は 以上（ のスコアを含む）
④ 実用英語技能検定２級以上
２ 特別聴講学生の所属要件は、別に定める。
（所属者数
第４条 本学学生には毎年度新規に３０名程度の所属を認める。
２ 特別聴講学生の所属者数は、別に定める。
（所属手続き
第５条 本学学生が副専攻プログラムに所属するためには、２年次の４月末まで又は３年次の４月末までに、
第３条第１項第２号に定めた成績を証明する書類を添えて、「グローバル教育グローカルマネジメント副専
攻プログラム所属申請書」 別紙１ を学長に提出して承認を得なければならない。

２ 特別聴講学生の所属手続きは、別に定める。
（所属者の決定）
第 条 学長は、学部教授会の議を経て、所属者を決定する。
（科目及び単位数）
第７条 副専攻プログラムに関する授業科目及び履修方法等は、別表のとおりとする。ただし、年度により授
業科目の一部を開講しないことがある。

（修了要件）
第８条 本学学生が副専攻プログラムを修了するためには、小樽商科大学学則第４０条及び第４１条に定める
卒業が認められ、かつ次の表に掲げる科目区分に定める所定の単位を修得しなければならない。

科目区分 単位数
地域キャリア教育科目 ６
グローバル教育プログラム科目 １８
言語文化教育科目 ６
合計 ３０

２ 本学学生は、第１項表中で示された科目区分に属する授業科目において、小樽商科大学学則第２０条で定
められた基幹科目、発展科目、自由科目及び専門共通科目に該当する場合は、１８単位まで卒業所要単位に
含めることができる。

３ 特別聴講学生の修了要件は、別に定める。

 

（修了認定）
第９条 学長は、副専攻プログラムの修了要件を充たした本学学生について、学部教授会の議を経て修了を認
定する。

２ 前項の修了を認定された本学学生には、様式第 号の修了証書を交付する。
３ 学長は、本学学生が副専攻プログラムを修了した場合、成績証明書に副専攻プログラムを修了した旨記載
するものとする。

４ 特別聴講学生の修了認定は、別に定める。
（事務）
第１０条 副専攻プログラムに関する事務は、学生支援課国際交流室の協力を得て教務課が行う。
（雑則
第１１条 この要項に定めるもののほか、副専攻プログラムに関し必要な事項は、別に定める。

附 則
この要項は、平成２７年４月１日から施行し、平成２５年度本学学部入学生から適用する。

附 則
この要項は、平成 年 月 日から施行する。

附 則
この要項は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則
この要項は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則
この要項は、令和３年４月１日から施行する。
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２．関連規程等 

グローバル教育グローカルマネジメント副専攻プログラム要項

（趣旨）
第１条 この要項は、小樽商科大学学則第 条の２第２項の規定に基づき、地域と世界を結び、北海道経済
の活性化を担う｢グローバル人材｣の育成を目的とするグローバル教育グローカルマネジメント副専攻プロ
グラム（以下「副専攻プログラム」という。）」の実施に関し、必要な事項を定めるものとする。

（対象者）
第２条 副専攻プログラムに所属できる者は、本学商学部に在籍する 年次以上の学生（以下｢本学学生｣と
いう。）及び特別聴講学生とする。

（所属要件）
第３条 本学学生が副専攻プログラムに所属するためには、いずれかの学科に所属し、かつ次に掲げる各号の
すべてに該当する者でなければならない。

所属手続時の が原則として 以上の者。（編入学生については、編入学前の所属大学における
が原則として 以上または同等程度の成績と見込まれる者）

優れた語学力を有する者で、次の①から④に掲げる基準のうち、原則としていずれか一の基準を満たす
成績を有していること。

① 以上
② 以上（ のスコアを含む）
③ 以上又は 以上（ のスコアを含む）
④ 実用英語技能検定２級以上
２ 特別聴講学生の所属要件は、別に定める。
（所属者数
第４条 本学学生には毎年度新規に３０名程度の所属を認める。
２ 特別聴講学生の所属者数は、別に定める。
（所属手続き
第５条 本学学生が副専攻プログラムに所属するためには、２年次の４月末まで又は３年次の４月末までに、
第３条第１項第２号に定めた成績を証明する書類を添えて、「グローバル教育グローカルマネジメント副専
攻プログラム所属申請書」 別紙１ を学長に提出して承認を得なければならない。

２ 特別聴講学生の所属手続きは、別に定める。
（所属者の決定）
第 条 学長は、学部教授会の議を経て、所属者を決定する。
（科目及び単位数）
第７条 副専攻プログラムに関する授業科目及び履修方法等は、別表のとおりとする。ただし、年度により授
業科目の一部を開講しないことがある。

（修了要件）
第８条 本学学生が副専攻プログラムを修了するためには、小樽商科大学学則第４０条及び第４１条に定める
卒業が認められ、かつ次の表に掲げる科目区分に定める所定の単位を修得しなければならない。

科目区分 単位数
地域キャリア教育科目 ６
グローバル教育プログラム科目 １８
言語文化教育科目 ６
合計 ３０

２ 本学学生は、第１項表中で示された科目区分に属する授業科目において、小樽商科大学学則第２０条で定
められた基幹科目、発展科目、自由科目及び専門共通科目に該当する場合は、１８単位まで卒業所要単位に
含めることができる。

３ 特別聴講学生の修了要件は、別に定める。

 

（修了認定）
第９条 学長は、副専攻プログラムの修了要件を充たした本学学生について、学部教授会の議を経て修了を認
定する。

２ 前項の修了を認定された本学学生には、様式第 号の修了証書を交付する。
３ 学長は、本学学生が副専攻プログラムを修了した場合、成績証明書に副専攻プログラムを修了した旨記載
するものとする。

４ 特別聴講学生の修了認定は、別に定める。
（事務）
第１０条 副専攻プログラムに関する事務は、学生支援課国際交流室の協力を得て教務課が行う。
（雑則
第１１条 この要項に定めるもののほか、副専攻プログラムに関し必要な事項は、別に定める。

附 則
この要項は、平成２７年４月１日から施行し、平成２５年度本学学部入学生から適用する。

附 則
この要項は、平成 年 月 日から施行する。

附 則
この要項は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則
この要項は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則
この要項は、令和３年４月１日から施行する。

副
専
攻

127

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   12732100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   127 2021/03/04   10:47:202021/03/04   10:47:20



 

別表 令和３年度以降に所属する者

科目区分 単位数
左記に対応する授業科目

備考授業科目 必
修

選択

地域キャリア教育科目 ６ 地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ
総合科目Ⅲ
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２

グローバル教育プログラム科目 １８ グローカルマネジメント入門
ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティ

ング戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル経済学特講
グローバル商学特講
グローカルインターンシップⅠ
グローカルインターンシップⅡ
グローカルセミナーⅠ
グローカルセミナーⅡ
グローカルセミナーⅢ
グローカルセミナーⅣ
研究論文Ⅰ
研究論文Ⅱ
外国の大学等に留学して履修した
授業科目のうち別に定めたもの

２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２

２

２
２
２
２

言語文化教育科目 ６ 上級日本語Ⅰ
上級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅲ
上級日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ
ビジネス英語Ⅰ
ビジネス英語Ⅱ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２

 

※ 単位欄中の数値に が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授
業科目として履修することができる。

別表 令和 2 年度以前に所属した者

科目区分 単位数
左記に対応する授業科目

備考授業科目 必
修

選
択

地域キャリア教育科目 ６ 地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ
総合科目Ⅲ
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２

グローバル教育プログラム科目 １８ グローカルマネジメント入門
ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
国際経済学
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
アジア太平洋経済協力
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティ
ング戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル特講
グローバル経済学特講
グローバル商学特講
グローカルインターンシップⅠ
グローカルインターンシップⅡ
グローカルセミナーⅠ
グローカルセミナーⅡ
グローカルセミナーⅢ
グローカルセミナーⅣ
研究論文（※１）
研究論文Ⅰ（※１）
研究論文Ⅱ（※１）
外国の大学等に留学して履修した
授業科目のうち別に定めたもの

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

２科目
以上選
択必修

言語文化教育科目 ６ 上級日本語Ⅰ
上級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅲ
上級日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ
ビジネス英語Ⅰ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
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別表 令和３年度以降に所属する者

科目区分 単位数
左記に対応する授業科目

備考授業科目 必
修

選択

地域キャリア教育科目 ６ 地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ
総合科目Ⅲ
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２

グローバル教育プログラム科目 １８ グローカルマネジメント入門
ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティ

ング戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル経済学特講
グローバル商学特講
グローカルインターンシップⅠ
グローカルインターンシップⅡ
グローカルセミナーⅠ
グローカルセミナーⅡ
グローカルセミナーⅢ
グローカルセミナーⅣ
研究論文Ⅰ
研究論文Ⅱ
外国の大学等に留学して履修した
授業科目のうち別に定めたもの

２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２

２

２
２
２
２

言語文化教育科目 ６ 上級日本語Ⅰ
上級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅲ
上級日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ
ビジネス英語Ⅰ
ビジネス英語Ⅱ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２

 

※ 単位欄中の数値に が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授
業科目として履修することができる。

別表 令和 2 年度以前に所属した者

科目区分 単位数
左記に対応する授業科目

備考授業科目 必
修

選
択

地域キャリア教育科目 ６ 地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ
総合科目Ⅲ
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２

グローバル教育プログラム科目 １８ グローカルマネジメント入門
ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
国際経済学
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
アジア太平洋経済協力
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティ
ング戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル特講
グローバル経済学特講
グローバル商学特講
グローカルインターンシップⅠ
グローカルインターンシップⅡ
グローカルセミナーⅠ
グローカルセミナーⅡ
グローカルセミナーⅢ
グローカルセミナーⅣ
研究論文（※１）
研究論文Ⅰ（※１）
研究論文Ⅱ（※１）
外国の大学等に留学して履修した
授業科目のうち別に定めたもの

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２

２科目
以上選
択必修

言語文化教育科目 ６ 上級日本語Ⅰ
上級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅲ
上級日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ
ビジネス英語Ⅰ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２

副
専
攻

129

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   12932100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   129 2021/03/11   14:58:422021/03/11   14:58:42



 

ビジネス英語Ⅱ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

２
２
２
２
２
２
２
２

※ 単位欄中の数値に が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授
業科目として履修することができる。

※１ 「研究論文」を修得済みの学生は、「研究論文Ⅰ」「研究論文Ⅱ」を履修することができません。

 

グローバル教育グローカルマネジメント副専攻プログラム「グローバル教育プログラム科目群」における
「外国の大学等に留学して履修した授業科目」の算入可能科目一覧

平成 年 月 日 ｸﾞﾛｰｶﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運営委員会 決定

履修科目 和訳 単位数
ウィーン経済大学

Ⅱ 国際マーケティングと経営論
Ⅱ 国際財務管理論

国際ビジネス論（応用）
国際観光論
グローバルブランディング

ウーロンゴン大学
ビジネスのための基礎マクロ経済学

マーケティング原理
ウェスタンミシガン大学

広告とプロモーション
広告クリエイティブ戦略
消費者行動論
経営管理論
労務管理論
小売経営

オグレソープ大学
小売業
経営管理原理
消費者行動
宣伝広告活動（パブリックリレーションズ）

オタゴ大学
観光マネジメント
ツーリズム入門
ホスピタリティ入門
統合マーケティングコミュニケーション
グローバルツーリズム

サウスダコタ大学
組織行動論

シェフィールド大学
日本の経済と経営

※授業時間数により、単位数が変更になる場合がある。
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ビジネス英語Ⅱ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

２
２
２
２
２
２
２
２

※ 単位欄中の数値に が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授
業科目として履修することができる。

※１ 「研究論文」を修得済みの学生は、「研究論文Ⅰ」「研究論文Ⅱ」を履修することができません。

 

グローバル教育グローカルマネジメント副専攻プログラム「グローバル教育プログラム科目群」における
「外国の大学等に留学して履修した授業科目」の算入可能科目一覧

平成 年 月 日 ｸﾞﾛｰｶﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ運営委員会 決定

履修科目 和訳 単位数
ウィーン経済大学

Ⅱ 国際マーケティングと経営論
Ⅱ 国際財務管理論

国際ビジネス論（応用）
国際観光論
グローバルブランディング

ウーロンゴン大学
ビジネスのための基礎マクロ経済学

マーケティング原理
ウェスタンミシガン大学

広告とプロモーション
広告クリエイティブ戦略
消費者行動論
経営管理論
労務管理論
小売経営

オグレソープ大学
小売業
経営管理原理
消費者行動
宣伝広告活動（パブリックリレーションズ）

オタゴ大学
観光マネジメント
ツーリズム入門
ホスピタリティ入門
統合マーケティングコミュニケーション
グローバルツーリズム

サウスダコタ大学
組織行動論

シェフィールド大学
日本の経済と経営

※授業時間数により、単位数が変更になる場合がある。
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小樽商科大学副専攻プログラム要項

（趣旨）
第１条 この要項は、小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第 20 条の２第２項の規定に基づき、小樽

商科大学が開設する副専攻プログラム（以下「副専攻プログラム」という。）に関し、必要な事項を定める
ものとする。

（目的）
第２条 副専攻プログラムは、地域社会の諸課題をグローバルな視点から分析し、実際に解決できることを目

的としており、所属する学科以外の専門分野の体系的な学習を促すとともに、その学習成果を認証する制度
である。

（対象者）
第３条 副専攻プログラムに所属できる者は、本学商学部に在籍する２年次以上の学生（以下「本学学生」と

いう。）とする。
（所属手続き）
第４条 本学学生が副専攻プログラムに所属するためには、２年次、３年次又は４年次の４月の指定された期

日までに、「副専攻プログラム所属申請書」（別紙１）を学長に提出して承認を得なければならない。
（副専攻プログラムの種類及び名称）
第５条 副専攻プログラムは、以下に掲げるプログラムとする。
（１）学科等提供型

①経済学（経済学科）
経済学に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

②ビジネス法務（企業法学科）
ビジネス法務に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

③経営情報（社会情報学科）
経営情報学に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

なお、本学学生は、所属する学科が提供する副専攻プログラムに所属することはできない。
（２）学科等横断提供型（１プログラム）

①アカウンティング（商学科及び企業法学科）
会計に関する幅広い視野と問題解決能力、会計の理論に関する専門知識を学び、会計関連分野をより

体系的に学ぶことを目的とする。
なお、本学学生は、学科の所属に関係なく、当該副専攻プログラムに所属することができる。

（科目及び単位数）
第６条 副専攻プログラムの授業科目及び履修方法等は、別表のとおりとする。
（修了要件）
第７条 本学学生が副専攻プログラムを修了するためには、小樽商科大学学則第４０条または第４１条に定め
る卒業が認められ、かつ、次の表に定める所定の単位を修得しなければならない。

種類 科目群 単位数 

学科等提供型
グローカル教育科目群 １０

学科科目群 ２０
合計 ３０

学科等横断提供型
グローカル教育科目群 １０

学科横断型科目群 ２０
合計 ３０

２ 本学学生は、第１項表中で示された科目群に属する授業科目において、「グローカル教育科目群」につい
ては８単位を、「学科科目群」又は「学科横断科目群」については１６単位を卒業所要単位に含めることが
できる。

（修了認定）
第８条 学長は、副専攻プログラムの修了要件を充たした本学学生について、学部教授会の議を経て修了を認

定する。
２ 前項の修了を認定された本学学生には、様式第１号の修了証書を交付する。

 

３ 学長は、本学学生が副専攻プログラムを修了した場合、成績証明書に副専攻プログラムを修了した旨記載
するものとする。

（事務）
第９条 副専攻プログラムに関する事務は、教務課が行う。
（雑則）
第１０条 この要項に定めるもののほか、副専攻プログラムに関し必要な事項は、別に定める。

附 則
この要項は、平成３０年４月１日から施行し、平成３０年度本学学部入学生から適用する。

附 則
１ この要項は、令和２年４月１日から施行する。
２ 令和２年３月３１日以前に入学した者の別表の取扱いについては、なお従前の例による。

附 則
この要項は、令和３年４月１日から施行する。
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小樽商科大学副専攻プログラム要項

（趣旨）
第１条 この要項は、小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第 20 条の２第２項の規定に基づき、小樽

商科大学が開設する副専攻プログラム（以下「副専攻プログラム」という。）に関し、必要な事項を定める
ものとする。

（目的）
第２条 副専攻プログラムは、地域社会の諸課題をグローバルな視点から分析し、実際に解決できることを目

的としており、所属する学科以外の専門分野の体系的な学習を促すとともに、その学習成果を認証する制度
である。

（対象者）
第３条 副専攻プログラムに所属できる者は、本学商学部に在籍する２年次以上の学生（以下「本学学生」と

いう。）とする。
（所属手続き）
第４条 本学学生が副専攻プログラムに所属するためには、２年次、３年次又は４年次の４月の指定された期

日までに、「副専攻プログラム所属申請書」（別紙１）を学長に提出して承認を得なければならない。
（副専攻プログラムの種類及び名称）
第５条 副専攻プログラムは、以下に掲げるプログラムとする。
（１）学科等提供型

①経済学（経済学科）
経済学に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

②ビジネス法務（企業法学科）
ビジネス法務に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

③経営情報（社会情報学科）
経営情報学に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

なお、本学学生は、所属する学科が提供する副専攻プログラムに所属することはできない。
（２）学科等横断提供型（１プログラム）

①アカウンティング（商学科及び企業法学科）
会計に関する幅広い視野と問題解決能力、会計の理論に関する専門知識を学び、会計関連分野をより

体系的に学ぶことを目的とする。
なお、本学学生は、学科の所属に関係なく、当該副専攻プログラムに所属することができる。

（科目及び単位数）
第６条 副専攻プログラムの授業科目及び履修方法等は、別表のとおりとする。
（修了要件）
第７条 本学学生が副専攻プログラムを修了するためには、小樽商科大学学則第４０条または第４１条に定め
る卒業が認められ、かつ、次の表に定める所定の単位を修得しなければならない。

種類 科目群 単位数 

学科等提供型
グローカル教育科目群 １０

学科科目群 ２０
合計 ３０

学科等横断提供型
グローカル教育科目群 １０

学科横断型科目群 ２０
合計 ３０

２ 本学学生は、第１項表中で示された科目群に属する授業科目において、「グローカル教育科目群」につい
ては８単位を、「学科科目群」又は「学科横断科目群」については１６単位を卒業所要単位に含めることが
できる。

（修了認定）
第８条 学長は、副専攻プログラムの修了要件を充たした本学学生について、学部教授会の議を経て修了を認

定する。
２ 前項の修了を認定された本学学生には、様式第１号の修了証書を交付する。

 

３ 学長は、本学学生が副専攻プログラムを修了した場合、成績証明書に副専攻プログラムを修了した旨記載
するものとする。

（事務）
第９条 副専攻プログラムに関する事務は、教務課が行う。
（雑則）
第１０条 この要項に定めるもののほか、副専攻プログラムに関し必要な事項は、別に定める。

附 則
この要項は、平成３０年４月１日から施行し、平成３０年度本学学部入学生から適用する。

附 則
１ この要項は、令和２年４月１日から施行する。
２ 令和２年３月３１日以前に入学した者の別表の取扱いについては、なお従前の例による。

附 則
この要項は、令和３年４月１日から施行する。
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別表
（１）グローカル教育科目群（令和３年度以降に所属する者）

授業科目 単位数 配当
年次 必修 選択 備考

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ（社会科学と職業）
総合科目Ⅲ（エバーグリーン講座）
基礎ゼミナール
地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

６

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ・Ⅱ
Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

科目 単位以上を選択
必修
（ 単位まで卒業所要単
位に算入できる）

ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティン
グ戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル特講
グローバル経済学特講
グローバル商学特講義
英作文Ⅰ
英作文Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
英語コミュニケーションⅣ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
比較文化Ⅲ
比較文化Ⅳ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

４

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

［２］
［２］

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２科目４単位を選択必修
（卒業所要単位への算入
が可能な科目のうち、
単位まで卒業所要単位に
算入できる）

※ 単位欄中の数値に[ ]が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授業
科目として履修することができる。

 

（１）グローカル教育科目群（令和２年度以前に所属する者）

授業科目 単位数 配当
年次 必修 選択 備考

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ（社会科学と職業）
総合科目Ⅲ（エバーグリーン講座）
基礎ゼミナール
地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

６

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ・Ⅱ
Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

科目 単位以上を選択
必修
（ 単位まで卒業所要単
位に算入できる）

ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
国際経済学
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
アジア太平洋経済協力
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティン
グ戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル特講
グローバル経済学特講
グローバル商学特講
英作文Ⅰ
英作文Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
英語コミュニケーションⅣ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
比較文化Ⅲ
比較文化Ⅳ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

４

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

［２］
［２］

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２科目４単位を選択必修
（卒業所要単位への算入
が可能な科目のうち、
単位まで卒業所要単位に
算入できる）

※ 単位欄中の数値に[ ]が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授業
科目として履修することができる。
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別表
（１）グローカル教育科目群（令和３年度以降に所属する者）

授業科目 単位数 配当
年次 必修 選択 備考

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ（社会科学と職業）
総合科目Ⅲ（エバーグリーン講座）
基礎ゼミナール
地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

６

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ・Ⅱ
Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

科目 単位以上を選択
必修
（ 単位まで卒業所要単
位に算入できる）

ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティン
グ戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル特講
グローバル経済学特講
グローバル商学特講義
英作文Ⅰ
英作文Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
英語コミュニケーションⅣ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
比較文化Ⅲ
比較文化Ⅳ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

４

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

［２］
［２］

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２科目４単位を選択必修
（卒業所要単位への算入
が可能な科目のうち、
単位まで卒業所要単位に
算入できる）

※ 単位欄中の数値に[ ]が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授業
科目として履修することができる。

 

（１）グローカル教育科目群（令和２年度以前に所属する者）

授業科目 単位数 配当
年次 必修 選択 備考

総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ（社会科学と職業）
総合科目Ⅲ（エバーグリーン講座）
基礎ゼミナール
地域活性化システム論
グローバリズムと地域経済
地域学
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
社会連携実践Ⅲ

６

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ・Ⅱ
Ⅱ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

科目 単位以上を選択
必修
（ 単位まで卒業所要単
位に算入できる）

ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
国際経済学
グローカルフィールドワークⅠ
グローカルフィールドワークⅡ
日本経済
アジア太平洋経済協力
国際開発協力
アジア太平洋におけるマーケティン
グ戦略
世界の中の日本企業
日本的経営入門
観光マーケティング
グローバル特講
グローバル経済学特講
グローバル商学特講
英作文Ⅰ
英作文Ⅱ
英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
英語コミュニケーションⅣ
比較文化Ⅰ
比較文化Ⅱ
比較文化Ⅲ
比較文化Ⅳ
英語上級Ⅰ
英語上級Ⅱ
英語上級Ⅲ
英語上級Ⅳ
アジア・オセアニア事情
ヨーロッパ事情
アメリカ事情

４

Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ
Ⅲ・Ⅳ

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２

［２］
［２］

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２科目４単位を選択必修
（卒業所要単位への算入
が可能な科目のうち、
単位まで卒業所要単位に
算入できる）

※ 単位欄中の数値に[ ]が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授業
科目として履修することができる。
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（２）学科科目群 ア

学科等名：経済学科
副専攻プログラム名称：経済学
副専攻プログラムの概要：経済学に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

授業科目 単位数 配当年次 必修 選択 備考

基
礎
経
済
学

基
幹
科
目

マクロ経済学

20

Ⅱ ４

２０単位を選択必修
（１６単位まで卒業所要
単位に算入できる）

ミクロ経済学 Ⅱ ４
統計学 Ⅰ ２
経済史 Ⅱ ２
計量経済学 Ⅱ ４

発
展
科
目

現代経済理論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ２
現代経済理論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
数理統計学 Ⅲ・Ⅳ ２
経済データ解析論 Ⅲ・Ⅳ ４
経済学史 Ⅲ・Ⅳ ４
日本経済史 Ⅱ 2
外国経済史Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ４
外国経済史Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ４

応
用
経
済
学

基
幹

科
目 国際経済学 Ⅱ ２

発
展
科
目

公共経済学 Ⅲ・Ⅳ ４
労働経済学 Ⅱ ４
産業組織論 Ⅲ・Ⅳ ４
財政学 Ⅲ・Ⅳ ４
金融論 Ⅲ・Ⅳ ４
国際金融と世界経済 Ⅲ・Ⅳ ４
現代ファイナンス理論 Ⅲ・Ⅳ ４
国際貿易理論 Ⅲ・Ⅳ ２
国際マクロ経済学 Ⅲ・Ⅳ ４

基
幹

科
目

経済数学 Ⅱ ２
経済学入門Ⅰ Ⅰ・Ⅱ ２
経済学入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ ２

※経済学科の学生は、本副専攻プログラムを履修することができない。

 

 

（２）学科科目群 イ

学科等名：企業法学科
副専攻プログラム名称：ビジネス法務
副専攻プログラムの概要：ビジネス法務に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

授業科目 単位数 配当年次 必修 選択 備考

民法・基礎Ⅰ
６

Ⅰ・Ⅱ ２ 6単位が必修
（6単位まで卒業所要単位
に算入できる）

8単位を選択必修
（8単位まで卒業所要単位
に算入できる）

６単位を選択必修
(2単位まで卒業所要単位
に算入できる）

商法Ⅰ Ⅱ ４
民法・基礎Ⅱ

８

Ⅱ ２

民法Ⅱ Ⅱ ４

民法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ ４

商法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ４

商法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ ４
労働法 Ⅲ・Ⅳ ４

憲法・基礎Ⅰ

６

Ⅰ・Ⅱ ２
憲法・基礎Ⅱ Ⅱ ２

行政法Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ４

刑法Ⅰ Ⅱ ４

憲法Ⅱ Ⅱ ４

行政法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ４
租税法 Ⅲ・Ⅳ ２

民法Ⅳ Ⅲ・Ⅳ ２

刑法Ⅱ Ⅱ ２

国際法 Ⅱ ４

国際機構論 Ⅱ ２

基礎法特講 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ [2]

経済法 Ⅲ・Ⅳ ４

知的財産法 Ⅲ・Ⅳ ４

社会保障法 Ⅲ・Ⅳ ４

国際経済法 Ⅲ・Ⅳ ４

企業法特講 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ [2]
※企業法学科の学生は、本副専攻プログラムを履修することができない。
※ 単位欄中の数値に が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授
業科目として履修することができる。
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（２）学科科目群 ア

学科等名：経済学科
副専攻プログラム名称：経済学
副専攻プログラムの概要：経済学に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

授業科目 単位数 配当年次 必修 選択 備考

基
礎
経
済
学

基
幹
科
目

マクロ経済学

20

Ⅱ ４

２０単位を選択必修
（１６単位まで卒業所要
単位に算入できる）

ミクロ経済学 Ⅱ ４
統計学 Ⅰ ２
経済史 Ⅱ ２
計量経済学 Ⅱ ４

発
展
科
目

現代経済理論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ２
現代経済理論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
数理統計学 Ⅲ・Ⅳ ２
経済データ解析論 Ⅲ・Ⅳ ４
経済学史 Ⅲ・Ⅳ ４
日本経済史 Ⅱ 2
外国経済史Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ４
外国経済史Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ４

応
用
経
済
学

基
幹

科
目 国際経済学 Ⅱ ２

発
展
科
目

公共経済学 Ⅲ・Ⅳ ４
労働経済学 Ⅱ ４
産業組織論 Ⅲ・Ⅳ ４
財政学 Ⅲ・Ⅳ ４
金融論 Ⅲ・Ⅳ ４
国際金融と世界経済 Ⅲ・Ⅳ ４
現代ファイナンス理論 Ⅲ・Ⅳ ４
国際貿易理論 Ⅲ・Ⅳ ２
国際マクロ経済学 Ⅲ・Ⅳ ４

基
幹

科
目

経済数学 Ⅱ ２
経済学入門Ⅰ Ⅰ・Ⅱ ２
経済学入門Ⅱ Ⅰ・Ⅱ ２

※経済学科の学生は、本副専攻プログラムを履修することができない。

 

 

（２）学科科目群 イ

学科等名：企業法学科
副専攻プログラム名称：ビジネス法務
副専攻プログラムの概要：ビジネス法務に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

授業科目 単位数 配当年次 必修 選択 備考

民法・基礎Ⅰ
６

Ⅰ・Ⅱ ２ 6単位が必修
（6単位まで卒業所要単位
に算入できる）

8単位を選択必修
（8単位まで卒業所要単位
に算入できる）

６単位を選択必修
(2単位まで卒業所要単位
に算入できる）

商法Ⅰ Ⅱ ４
民法・基礎Ⅱ

８

Ⅱ ２

民法Ⅱ Ⅱ ４

民法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ ４

商法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ４

商法Ⅲ Ⅲ・Ⅳ ４
労働法 Ⅲ・Ⅳ ４

憲法・基礎Ⅰ

６

Ⅰ・Ⅱ ２
憲法・基礎Ⅱ Ⅱ ２

行政法Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ４

刑法Ⅰ Ⅱ ４

憲法Ⅱ Ⅱ ４

行政法Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ４
租税法 Ⅲ・Ⅳ ２

民法Ⅳ Ⅲ・Ⅳ ２

刑法Ⅱ Ⅱ ２

国際法 Ⅱ ４

国際機構論 Ⅱ ２

基礎法特講 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ [2]

経済法 Ⅲ・Ⅳ ４

知的財産法 Ⅲ・Ⅳ ４

社会保障法 Ⅲ・Ⅳ ４

国際経済法 Ⅲ・Ⅳ ４

企業法特講 Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ [2]
※企業法学科の学生は、本副専攻プログラムを履修することができない。
※ 単位欄中の数値に が付いている授業科目は、複数の講義題目により行われる場合、それぞれ一の授
業科目として履修することができる。
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（２）学科科目群 ウ

学科等名：社会情報学科
副専攻プログラム名称：経営情報
副専攻プログラムの概要：経営情報に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

授業科目 単位数 配当年次 必修 選択 備考

基
幹
科
目

情報処理基礎

20

Ⅰ・Ⅱ ２

２０単位を選択必修
（１６単位まで卒業
所要単位に算入でき
る）

経営システム基礎 Ⅱ ２
情報システム管理論 Ⅱ ２

知識科学基礎 Ⅱ ２
オペレーションズリサーチ Ⅱ ２

統計科学 Ⅱ ２

発
展
科
目

プロジェクトマネジメント Ⅱ ２
組織コミュニケーション論 Ⅱ ２

デジタルデザイン論 Ⅱ ２
情報数理 Ⅱ ２

システム戦略論 Ⅲ・Ⅳ ２
組織情報論 Ⅲ・Ⅳ ２
社会情報論 Ⅲ・Ⅳ ２

情報システム構築論 Ⅲ・Ⅳ ２
ビジネスシステム論 Ⅲ・Ⅳ ２

社会計画Ⅰ Ⅱ ２
社会計画Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
計画科学Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ２
計画科学Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
意思決定論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ２
意思決定論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
認知科学 Ⅲ・Ⅳ ２
情報と職業 Ⅲ・Ⅳ ２

※社会情報学科の学生は、本副専攻プログラムを履修することができない。

 

（３）学科横断型科目群 ア

副専攻プログラム名称：アカウンティング
副専攻プログラムの概要：会計に関する幅広い視野と問題解決能力、会計の理論に関する専門知識を学ぶ。

本副専攻は、プログラムでの学習を通じて主として会計関連分野をより体系的に
学ぶことを目的とする。

授業科目 単位
数

配当
年次 必修 選択 備考

選
択
必
修
科
目

簿記原理（商学科・会計学）

20

Ⅰ

８

２

8単位を選択必修
（8 単位まで卒業所
要単位に算入で
きる）

12単位を選択必修
（8単位まで卒業所
要単位に算入で
きる）

応用簿記（商学科・会計学） Ⅱ ２

財務会計論（商学科・会計学） Ⅱ ４

原価計算論（商学科・会計学） Ⅱ ４

管理会計論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４

基
幹
科
目

経営管理論（商学科・経営学） Ⅱ ４

民法・基礎Ⅰ（企業法学科・基礎法） Ⅰ・Ⅱ ２

民法・基礎Ⅱ（企業法学科・基礎法） Ⅱ ２
商法Ⅰ（企業法学科・企業法） Ⅱ ４

発
展
科
目

財務管理論（商学科・経営学） Ⅲ・Ⅳ ２※1
監査論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４

国際会計論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４

税務会計論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４
民法Ⅱ（企業法学科・基礎法） Ⅱ ４

民法Ⅲ（企業法学科・基礎法） Ⅲ・Ⅳ ４

商法Ⅱ（企業法学科・企業法） Ⅲ・Ⅳ ４

国際経済法（企業法学科・企業法） Ⅲ・Ⅳ ４
※１学則上は4単位だが、2単位で運用
【留意事項】
・学生は、学科の所属に関係なく、本副専攻プログラムを履修することができる。
・本副専攻プログラムは、公認会計士試験ないし税理士試験の受験を想定したものではない。
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（２）学科科目群 ウ

学科等名：社会情報学科
副専攻プログラム名称：経営情報
副専攻プログラムの概要：経営情報に関する基礎的な知識を得ることを目的とする。

授業科目 単位数 配当年次 必修 選択 備考

基
幹
科
目

情報処理基礎

20

Ⅰ・Ⅱ ２

２０単位を選択必修
（１６単位まで卒業
所要単位に算入でき
る）

経営システム基礎 Ⅱ ２
情報システム管理論 Ⅱ ２

知識科学基礎 Ⅱ ２
オペレーションズリサーチ Ⅱ ２

統計科学 Ⅱ ２

発
展
科
目

プロジェクトマネジメント Ⅱ ２
組織コミュニケーション論 Ⅱ ２

デジタルデザイン論 Ⅱ ２
情報数理 Ⅱ ２

システム戦略論 Ⅲ・Ⅳ ２
組織情報論 Ⅲ・Ⅳ ２
社会情報論 Ⅲ・Ⅳ ２

情報システム構築論 Ⅲ・Ⅳ ２
ビジネスシステム論 Ⅲ・Ⅳ ２

社会計画Ⅰ Ⅱ ２
社会計画Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
計画科学Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ２
計画科学Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
意思決定論Ⅰ Ⅲ・Ⅳ ２
意思決定論Ⅱ Ⅲ・Ⅳ ２
認知科学 Ⅲ・Ⅳ ２
情報と職業 Ⅲ・Ⅳ ２

※社会情報学科の学生は、本副専攻プログラムを履修することができない。

 

（３）学科横断型科目群 ア

副専攻プログラム名称：アカウンティング
副専攻プログラムの概要：会計に関する幅広い視野と問題解決能力、会計の理論に関する専門知識を学ぶ。

本副専攻は、プログラムでの学習を通じて主として会計関連分野をより体系的に
学ぶことを目的とする。

授業科目 単位
数

配当
年次 必修 選択 備考

選
択
必
修
科
目

簿記原理（商学科・会計学）

20

Ⅰ

８

２

8単位を選択必修
（8 単位まで卒業所
要単位に算入で
きる）

12単位を選択必修
（8単位まで卒業所
要単位に算入で
きる）

応用簿記（商学科・会計学） Ⅱ ２

財務会計論（商学科・会計学） Ⅱ ４

原価計算論（商学科・会計学） Ⅱ ４

管理会計論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４

基
幹
科
目

経営管理論（商学科・経営学） Ⅱ ４

民法・基礎Ⅰ（企業法学科・基礎法） Ⅰ・Ⅱ ２

民法・基礎Ⅱ（企業法学科・基礎法） Ⅱ ２
商法Ⅰ（企業法学科・企業法） Ⅱ ４

発
展
科
目

財務管理論（商学科・経営学） Ⅲ・Ⅳ ２※1
監査論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４

国際会計論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４

税務会計論（商学科・会計学） Ⅲ・Ⅳ ４
民法Ⅱ（企業法学科・基礎法） Ⅱ ４

民法Ⅲ（企業法学科・基礎法） Ⅲ・Ⅳ ４

商法Ⅱ（企業法学科・企業法） Ⅲ・Ⅳ ４

国際経済法（企業法学科・企業法） Ⅲ・Ⅳ ４
※１学則上は4単位だが、2単位で運用
【留意事項】
・学生は、学科の所属に関係なく、本副専攻プログラムを履修することができる。
・本副専攻プログラムは、公認会計士試験ないし税理士試験の受験を想定したものではない。
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Ⅶ．教育職員免許状
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１．本学で取得できる免許状の資格  

教育職員免許状の取得を希望する学生のために教職課程を設けています。本学で教育職員免許状を取得する
には、卒業要件に加えて免許状に必要な単位を修得し、基礎資格として学士の学位を有していなければなりま
せん。本学で取得できる免許状の種類は次表の通りで、各免許状の令和３年度入学生の履修方法は別表Ⅰ～Ⅵ
に記載しています。

免許状の種類 履修方法 備考

高等学校教諭一種免許状「商業」 別表Ⅰ

※入学年度によって履修方法が異なるので注意し
てください。該当入学年次以外の別表については、
大学ホームページの「教職課程ホームページ」を参
照してください。

高等学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅱ

中学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅲ

高等学校教諭一種免許状「情報」 別表Ⅳ

中学校教諭一種免許状「社会」 別表Ⅴ

高等学校教諭一種免許状「公民」 別表Ⅵ

（注）
中学校教諭の免許状を取得する場合は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許

法の特例等に関する法律（介護等体験特例法）」により、「特別支援学校（盲・聾・養護学校）及び社会福
祉施設において、「介護等体験」の実習が義務づけられています。

中一種免「社会」と高一種免「公民」の免許状は、平成 年度以降入学生から取得できます。（平成
年度以前入学生は取得できません。）
「社会」と「公民」の「教科に関する科目」で重複して開設している授業科目は、それぞれの表において

併用できるため、「社会」と「公民」の免許状を同時取得しやすくなっています。

中一種免「英語」及び高一種免「英語」取得希望者の注意事項
学則改正に伴い、入学年度により、英語の「教科に関する科目」の科目配置が異なります。詳細は、「５．

教職関係の科目対応表について（２）「英語」の「教科に関する科目」」を参照してください。
なお、 年度から、商学科に「英語専修」が設けられました（ 年度入学生から対象）。英語専

修では、今まで卒業所要単位に含むことのできなかった英語の教科に関する科目も卒業所要単位に含むこと
ができます。希望者は学科所属の際に商学科英語専修を選択してください。

北海道教育大学との単位互換による教職科目の単位修得について
北海道教育大学と本学との間において「単位互換協定」が締結されています。この単位互換協定に基づい

て北海道教育大学札幌校で修得した授業科目の単位を本学の教職科目の単位に見なすことがあります。
履修できるのは 年次以上の学生です。履修手続は毎年 月に掲示でお知らせしますので、履修希望者は
学部教務係で対応科目を確認のうえ申請してください。

教職課程の履修を希望する学生は「教職課程ガイダンス」（ 月実施）に必ず出席し、履修方法に関する説
明を受けた上で、最短修業年限（ 年）で必要な単位を修得できるように、 年次から計画的に履修を進め
てください。

 

 

２．教育実習について  

教育実習は、専門職としての教職を志望する学生が、大学の授業で習得した知識・技能を基礎として、大学
の授業だけでは得ることのできない教師としての諸知識・技能を身につけるために、実際の学校現場で、教育
実践を通して集中的に学習するものです。教員志望の学生が教員免許状を取得するための必修科目（４年次履
修）となっています。

［教育実習の受講資格］
教育実習（ 年次）の履修には以下のことを基本的な条件とします。

（ 年度以降入学生）
① 年次までの「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上である。
② 「教科及び教科の指導法に関する科目」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上であり、免許状の

教科教育法を修得済みである。
③ 年次の履修登録で、「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「教科及び教科の指導法に関する科目」
の所要単位数が修得可能である。

（平成 年度以前入学生）
① 年次までの「教職に関する科目」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上であり、免許状の教科
教育法を修得済みである。

② 「教科に関する科目」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上である。
③ 年次の履修登録で、「教職に関する科目」及び「教科に関する科目」の所要単位数が修得可能である。

※ 特別な事情があり、上記の条件を満たさない場合は、学部教務係に申し出てください。

［履修等の日程］
時期 実施事項

教育実習の
前年 月

「教育実習履修予定調」の提出
本学では、学生の希望に応じて、教育実習の受入校に対して受入の依頼をします。希望者は、
受入校の内諾を得た上で、「教育実習履修予定調」を受講年度の前年 月の指定期日までに
提出してください。なお、事情により、出身校以外での教育実習を希望する学生は早めに学
部教務係に相談すること。

前年 月
第 回事前指導
教育実習を受けるための心構えを指導します。
なお、当該年度に実習を受けた学生の声を聞くことが出来ます。（レポートが課せられます。）

当年 月

第 回事前指導
教育実習を受けるための具体的な指導が行われます。
履修登録
履修登録時には、教育実習、事前・事後指導の登録を忘れないようにしてください。
「調査書」の提出
教育実習校に送付するために必要な書類です。

教育実習前
事前確認等
教育実習を行う 週間程度前に実習校へ連絡をとり、オリエンテーションの日程などを確認
するとともに、指導教諭に挨拶をしておくことが望まれます。

当年 月 事後指導
教育実習のまとめを行います。なお、次年度の実習予定者にアドバイスを行います。

※ 上記に記載されている提出物関係は、詳細を掲示で連絡します。
※ 担当窓口は、教務課学部教務係です。
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１．本学で取得できる免許状の資格  

教育職員免許状の取得を希望する学生のために教職課程を設けています。本学で教育職員免許状を取得する
には、卒業要件に加えて免許状に必要な単位を修得し、基礎資格として学士の学位を有していなければなりま
せん。本学で取得できる免許状の種類は次表の通りで、各免許状の令和３年度入学生の履修方法は別表Ⅰ～Ⅵ
に記載しています。

免許状の種類 履修方法 備考

高等学校教諭一種免許状「商業」 別表Ⅰ

※入学年度によって履修方法が異なるので注意し
てください。該当入学年次以外の別表については、
大学ホームページの「教職課程ホームページ」を参
照してください。

高等学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅱ

中学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅲ

高等学校教諭一種免許状「情報」 別表Ⅳ

中学校教諭一種免許状「社会」 別表Ⅴ

高等学校教諭一種免許状「公民」 別表Ⅵ

（注）
中学校教諭の免許状を取得する場合は、「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許

法の特例等に関する法律（介護等体験特例法）」により、「特別支援学校（盲・聾・養護学校）及び社会福
祉施設において、「介護等体験」の実習が義務づけられています。

中一種免「社会」と高一種免「公民」の免許状は、平成 年度以降入学生から取得できます。（平成
年度以前入学生は取得できません。）
「社会」と「公民」の「教科に関する科目」で重複して開設している授業科目は、それぞれの表において

併用できるため、「社会」と「公民」の免許状を同時取得しやすくなっています。

中一種免「英語」及び高一種免「英語」取得希望者の注意事項
学則改正に伴い、入学年度により、英語の「教科に関する科目」の科目配置が異なります。詳細は、「５．

教職関係の科目対応表について（２）「英語」の「教科に関する科目」」を参照してください。
なお、 年度から、商学科に「英語専修」が設けられました（ 年度入学生から対象）。英語専

修では、今まで卒業所要単位に含むことのできなかった英語の教科に関する科目も卒業所要単位に含むこと
ができます。希望者は学科所属の際に商学科英語専修を選択してください。

北海道教育大学との単位互換による教職科目の単位修得について
北海道教育大学と本学との間において「単位互換協定」が締結されています。この単位互換協定に基づい

て北海道教育大学札幌校で修得した授業科目の単位を本学の教職科目の単位に見なすことがあります。
履修できるのは 年次以上の学生です。履修手続は毎年 月に掲示でお知らせしますので、履修希望者は
学部教務係で対応科目を確認のうえ申請してください。

教職課程の履修を希望する学生は「教職課程ガイダンス」（ 月実施）に必ず出席し、履修方法に関する説
明を受けた上で、最短修業年限（ 年）で必要な単位を修得できるように、 年次から計画的に履修を進め
てください。

 

 

２．教育実習について  

教育実習は、専門職としての教職を志望する学生が、大学の授業で習得した知識・技能を基礎として、大学
の授業だけでは得ることのできない教師としての諸知識・技能を身につけるために、実際の学校現場で、教育
実践を通して集中的に学習するものです。教員志望の学生が教員免許状を取得するための必修科目（４年次履
修）となっています。

［教育実習の受講資格］
教育実習（ 年次）の履修には以下のことを基本的な条件とします。

（ 年度以降入学生）
① 年次までの「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上である。
② 「教科及び教科の指導法に関する科目」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上であり、免許状の

教科教育法を修得済みである。
③ 年次の履修登録で、「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「教科及び教科の指導法に関する科目」
の所要単位数が修得可能である。

（平成 年度以前入学生）
① 年次までの「教職に関する科目」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上であり、免許状の教科
教育法を修得済みである。

② 「教科に関する科目」の修得単位数が、所要単位数の 分の 以上である。
③ 年次の履修登録で、「教職に関する科目」及び「教科に関する科目」の所要単位数が修得可能である。

※ 特別な事情があり、上記の条件を満たさない場合は、学部教務係に申し出てください。

［履修等の日程］
時期 実施事項

教育実習の
前年 月

「教育実習履修予定調」の提出
本学では、学生の希望に応じて、教育実習の受入校に対して受入の依頼をします。希望者は、
受入校の内諾を得た上で、「教育実習履修予定調」を受講年度の前年 月の指定期日までに
提出してください。なお、事情により、出身校以外での教育実習を希望する学生は早めに学
部教務係に相談すること。

前年 月
第 回事前指導
教育実習を受けるための心構えを指導します。
なお、当該年度に実習を受けた学生の声を聞くことが出来ます。（レポートが課せられます。）

当年 月

第 回事前指導
教育実習を受けるための具体的な指導が行われます。
履修登録
履修登録時には、教育実習、事前・事後指導の登録を忘れないようにしてください。
「調査書」の提出
教育実習校に送付するために必要な書類です。

教育実習前
事前確認等
教育実習を行う 週間程度前に実習校へ連絡をとり、オリエンテーションの日程などを確認
するとともに、指導教諭に挨拶をしておくことが望まれます。

当年 月 事後指導
教育実習のまとめを行います。なお、次年度の実習予定者にアドバイスを行います。

※ 上記に記載されている提出物関係は、詳細を掲示で連絡します。
※ 担当窓口は、教務課学部教務係です。
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３．介護等体験について  

平成 年 月 日にいわゆる「介護等体験特例法」が公布されました。正式には、「小学校及び中学校の
教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」といいます。
介護等体験制度は、平成 年 月 日から実施され、平成 年度入学者からは、小学校・中学校の教諭

の普通免許状を取得しようとする場合、原則として 日間の介護体験が必要になります。なお、必要日数「
日間」の内訳については、特別支援学校で連続する 日間、福祉施設で連続する 日間となります。

［申し込み方法］

提出書類等 介護等体験申込書、体験費用： 円

申込期間 年 月１日（木）～ 月 日（金）

申込場所 学部教務係

その他注意事項

※「学研災付帯賠償責任保険」に必ず加入してください。
未加入の場合は、学生支援係で加入手続きを行ってください。

※事前指導（ 月または 月に実施予定）に必ず参加してください。
※ 月の健康診断を必ず受診してください。何らかの事情で受診できない場合は、
個別に健康診断を受診する必要があります。

※北海道以外での介護等体験を希望する場合は、学部教務係までご相談ください。

４．免許状の申請について  

卒業（ 月卒業）までに、教育職員免許状の取得に係る所要の単位を修得し、申請資格を得た学生に対して、
本学で一括申請を行います。（ 月卒業の場合は、個人申請となります。）免許状申請を希望する場合は、掲
示に注意し、必要手続きを行ってください。手続きは、卒年次の 月～ 月にかけて随時行われます。
※一括申請をしない場合は、免許状の授与が遅くなります。特別な事情があり、一括申請できない場合は、学
部教務係にご相談ください。

［申請の流れ］
時期 実施事項

月上旬
「教育職員免許状授与申込書」の提出
免許状一括申請予定者の名簿情報を北海道教育委員会に提出するために必要な書類です。
中学校の免許を申請する場合、介護等体験証明書を添付して提出してください。

月上旬
授与申請書の配布開始
名簿に基づき、北海道教育委員会から大学に教育職員免許状授与申請書が送付されます。
授与申請書が大学に届き次第、学生センターの窓口で配布します。

月上旬
教育職員免許状授与申請書提出
授与申請書に記入して、学生センター窓口に提出します。【締切厳守】
このとき、北海道収入証紙（免許状１件につき 円分）が必要です。

３月
学位授与式

免許状交付
学位授与式の日に免許状をお渡しします。

 

５．教職関係の科目対応表について 

※詳細については、大学ホームページに掲載している科目対応表を参照してください。

（１）「教職に関する科目」 
 
科目名の変更
 

平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
教育原理 教育の歴史

科目の新設
以下の科目は、教員職員免許法改正に伴い、 年度から新設された科目です。
これらの科目は 年度以降の入学生のみ履修可能です。

科目名 科目区分 単位数 備考
特別支援教育 教職共通科目 年度以降の入学生の

み履修可能「総合的な学習の時間」指導法 教職共通科目
英語科教育法Ⅳ 教職共通科目 ２

（２）「英語」の「教科に関する科目」 
 
科目名の変更
 

平成 年度以降入学者 平成 ～ 年度入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

英語学概論Ⅲ 言語学概論Ⅰ 言語学概論言語学概論 言語学概論Ⅱ
英作文Ⅰ 英会話・英作文Ⅰ 英会話・英作文英作文Ⅱ 英会話・英作文Ⅱ

（３）「商業」の「教科に関する科目」 
 
科目名の変更
 
●昼間コース 

平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
企業と社会 ４ 環境経営論 ４
社会計画Ⅰ ２ 社会計画 ４社会計画Ⅱ ２

●昼間コース
平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者

授業科目 単位 授業科目 単位
社会情報入門Ⅰ 計画科学基礎
社会情報入門Ⅱ 社会情報入門
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３．介護等体験について  

平成 年 月 日にいわゆる「介護等体験特例法」が公布されました。正式には、「小学校及び中学校の
教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」といいます。
介護等体験制度は、平成 年 月 日から実施され、平成 年度入学者からは、小学校・中学校の教諭

の普通免許状を取得しようとする場合、原則として 日間の介護体験が必要になります。なお、必要日数「
日間」の内訳については、特別支援学校で連続する 日間、福祉施設で連続する 日間となります。

［申し込み方法］

提出書類等 介護等体験申込書、体験費用： 円

申込期間 年 月１日（木）～ 月 日（金）

申込場所 学部教務係

その他注意事項

※「学研災付帯賠償責任保険」に必ず加入してください。
未加入の場合は、学生支援係で加入手続きを行ってください。

※事前指導（ 月または 月に実施予定）に必ず参加してください。
※ 月の健康診断を必ず受診してください。何らかの事情で受診できない場合は、
個別に健康診断を受診する必要があります。

※北海道以外での介護等体験を希望する場合は、学部教務係までご相談ください。

４．免許状の申請について  

卒業（ 月卒業）までに、教育職員免許状の取得に係る所要の単位を修得し、申請資格を得た学生に対して、
本学で一括申請を行います。（ 月卒業の場合は、個人申請となります。）免許状申請を希望する場合は、掲
示に注意し、必要手続きを行ってください。手続きは、卒年次の 月～ 月にかけて随時行われます。
※一括申請をしない場合は、免許状の授与が遅くなります。特別な事情があり、一括申請できない場合は、学
部教務係にご相談ください。

［申請の流れ］
時期 実施事項

月上旬
「教育職員免許状授与申込書」の提出
免許状一括申請予定者の名簿情報を北海道教育委員会に提出するために必要な書類です。
中学校の免許を申請する場合、介護等体験証明書を添付して提出してください。

月上旬
授与申請書の配布開始
名簿に基づき、北海道教育委員会から大学に教育職員免許状授与申請書が送付されます。
授与申請書が大学に届き次第、学生センターの窓口で配布します。

月上旬
教育職員免許状授与申請書提出
授与申請書に記入して、学生センター窓口に提出します。【締切厳守】
このとき、北海道収入証紙（免許状１件につき 円分）が必要です。

３月
学位授与式

免許状交付
学位授与式の日に免許状をお渡しします。

 

５．教職関係の科目対応表について 

※詳細については、大学ホームページに掲載している科目対応表を参照してください。

（１）「教職に関する科目」 
 
科目名の変更
 

平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
教育原理 教育の歴史

科目の新設
以下の科目は、教員職員免許法改正に伴い、 年度から新設された科目です。
これらの科目は 年度以降の入学生のみ履修可能です。

科目名 科目区分 単位数 備考
特別支援教育 教職共通科目 年度以降の入学生の

み履修可能「総合的な学習の時間」指導法 教職共通科目
英語科教育法Ⅳ 教職共通科目 ２

（２）「英語」の「教科に関する科目」 
 
科目名の変更
 

平成 年度以降入学者 平成 ～ 年度入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

英語学概論Ⅲ 言語学概論Ⅰ 言語学概論言語学概論 言語学概論Ⅱ
英作文Ⅰ 英会話・英作文Ⅰ 英会話・英作文英作文Ⅱ 英会話・英作文Ⅱ

（３）「商業」の「教科に関する科目」 
 
科目名の変更
 
●昼間コース 

平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
企業と社会 ４ 環境経営論 ４
社会計画Ⅰ ２ 社会計画 ４社会計画Ⅱ ２

●昼間コース
平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者

授業科目 単位 授業科目 単位
社会情報入門Ⅰ 計画科学基礎
社会情報入門Ⅱ 社会情報入門
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（４）「情報」の「教科に関する科目」 
 
科目名の変更
 
●昼間コース 

令和 年度以降入学者 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
情報処理Ⅰ 情報処理情報処理Ⅱ

●昼間コース 

平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
計画科学Ⅰ ２ 計画科学 ４計画科学Ⅱ ２
意思決定論Ⅰ ２ 意思決定論 ４意思決定論Ⅱ ２

６．「教職共通科目」履修上の注意事項 

以下の科目は、開講時間に関わらず昼間・夜間主コース共通科目であり、どちらの学生も履修できます。成
績上は昼間コース科目となりますが、夜間主コースの学生がこれを履修する場合、昼間コース科目の履修上の
上限６０単位には含まれません。また、２クラスに分かれて行われる科目（ ・ 開講）は、どれか一つのク
ラスしか履修できません。
・教職論
・特別支援教育
・商業科教育法Ⅰ
・商業科教育法Ⅱ
・社会科教育法Ⅱ
・生徒指導
・地理学
・職業指導（令和 年度は非開講）

  

 

７．別表 

令和３年度入学生用 別表（昼間コース）

免許状の種類 履修方法

高等学校教諭一種免許状「商業」 別表Ⅰ

高等学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅱ

中学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅲ

高等学校教諭一種免許状「情報」 別表Ⅳ

中学校教諭一種免許状「社会」 別表Ⅴ

高等学校教諭一種免許状「公民」 別表Ⅵ

※ 入学年次以外の別表については、大学ホームページの
「教職課程ホームページ」を参照してください。
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（４）「情報」の「教科に関する科目」 
 
科目名の変更
 
●昼間コース 

令和 年度以降入学者 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
情報処理Ⅰ 情報処理情報処理Ⅱ

●昼間コース 

平成 年度以降入学者 平成 年度以前入学者
授業科目 単位 授業科目 単位
計画科学Ⅰ ２ 計画科学 ４計画科学Ⅱ ２
意思決定論Ⅰ ２ 意思決定論 ４意思決定論Ⅱ ２

６．「教職共通科目」履修上の注意事項 

以下の科目は、開講時間に関わらず昼間・夜間主コース共通科目であり、どちらの学生も履修できます。成
績上は昼間コース科目となりますが、夜間主コースの学生がこれを履修する場合、昼間コース科目の履修上の
上限６０単位には含まれません。また、２クラスに分かれて行われる科目（ ・ 開講）は、どれか一つのク
ラスしか履修できません。
・教職論
・特別支援教育
・商業科教育法Ⅰ
・商業科教育法Ⅱ
・社会科教育法Ⅱ
・生徒指導
・地理学
・職業指導（令和 年度は非開講）

  

 

７．別表 

令和３年度入学生用 別表（昼間コース）

免許状の種類 履修方法

高等学校教諭一種免許状「商業」 別表Ⅰ

高等学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅱ

中学校教諭一種免許状「英語」 別表Ⅲ

高等学校教諭一種免許状「情報」 別表Ⅳ

中学校教諭一種免許状「社会」 別表Ⅴ

高等学校教諭一種免許状「公民」 別表Ⅵ

※ 入学年次以外の別表については、大学ホームページの
「教職課程ホームページ」を参照してください。
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別表（Ⅰ）高等学校教諭一種免許状（商業）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習
事前・事後指導

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考
授業科目 必修

選択

必修
選択科目

区分

各科目に含める

ことが必要な事
項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

商業の関係科目
単位

流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ
金融市場論
経営学原理Ⅰ
経営学原理Ⅱ
経営管理論
財務管理論
簿記原理
応用簿記
社会情報入門Ⅰ
社会情報入門Ⅱ
マーケティング
マーケティング行動論
チャネル・マネジメント
国際マーケティング
貿易論
保険論
商学特講
経営学説史
労務管理論
国際経営論
経営史
企業と社会
中小企業論
経営学特講
経営戦略論
財務会計論
原価計算論
管理会計論
監査論
国際会計論
組織と会計
税務会計論
会計学特講
経営と会計

選択必修 単位以上選択

職業指導 職業指導

各教科の指導法（情
報機器及び教材の活
用を含む。） 単位

商業科教育法Ⅰ
商業科教育法Ⅱ

要修得単位

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指

導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関す

る科目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を修得す

ること。

備考：

１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位

は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，

それぞれの表において併用できる。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」で 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含め

る。

４ 「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法

に関する科目」（※「職業指導」「商業科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科の卒業所要単位と併用できる。
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別表（Ⅰ）高等学校教諭一種免許状（商業）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習
事前・事後指導

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考
授業科目 必修

選択

必修
選択科目

区分

各科目に含める

ことが必要な事
項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

商業の関係科目
単位

流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ
金融市場論
経営学原理Ⅰ
経営学原理Ⅱ
経営管理論
財務管理論
簿記原理
応用簿記
社会情報入門Ⅰ
社会情報入門Ⅱ
マーケティング
マーケティング行動論
チャネル・マネジメント
国際マーケティング
貿易論
保険論
商学特講
経営学説史
労務管理論
国際経営論
経営史
企業と社会
中小企業論
経営学特講
経営戦略論
財務会計論
原価計算論
管理会計論
監査論
国際会計論
組織と会計
税務会計論
会計学特講
経営と会計

選択必修 単位以上選択

職業指導 職業指導

各教科の指導法（情
報機器及び教材の活
用を含む。） 単位

商業科教育法Ⅰ
商業科教育法Ⅱ

要修得単位

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指

導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関す

る科目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を修得す

ること。

備考：

１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位

は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，

それぞれの表において併用できる。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」で 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含め

る。

４ 「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法

に関する科目」（※「職業指導」「商業科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科の卒業所要単位と併用できる。
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別表（Ⅱ）高等学校教諭一種免許状（英語）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育 ※１

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

※１

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の

指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に

関する科目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を

修得すること。

備考：

１．それぞれ所属する学科の卒業所要単位のほかに，上記単位数を修得しなければならない。ただし，「教免法施行規則

第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科

目」の「英語コミュニケーションⅠ」，「英語コミュニケーションⅡ」，「比較文化Ⅰ」，「比較文化Ⅱ」は，卒業所要単

位と併用できる。

なお、商学科英語専修にあっては、「教免法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（「情報機器概論」

を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科目」（「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を除く）を卒業所要単位と

併用できる。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得し

た単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

３．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち「道徳教育」，「教育実習Ⅰ」は，「大学が独自に設定する科目」の単位

に含めることができる（※１）。

４．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単

位に含める。

５．この表の各科目は，別表（Ⅲ）と併用できる。なお，「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）

において重複して開設している授業科目については，それぞれの表において併用できる。

免許法施行規則に

定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 
授業科目 必修 選択科目

区分

各科目に含める

ことが必要な事

項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学

単位

言語学概論

英語学概論Ⅰ

英語学概論Ⅱ

英語学概論Ⅲ

英語学Ⅰ

英語学Ⅱ

選択科目から２科目４単位を

必修とする。

英語文学

英文学史Ⅰ

英文学史Ⅱ

英文学概論Ⅰ

英文学概論Ⅱ

英文学Ⅰ

英文学Ⅱ

英語コミュニ

ケーション

英作文Ⅰ

英作文Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

異文化理解

比較文化Ⅰ

比較文化Ⅱ

比較文化Ⅲ

比較文化Ⅳ

各教科の指導法（情報

機器及び教材の活用を

含む。）
単位

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

要修得単位
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別表（Ⅱ）高等学校教諭一種免許状（英語）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育 ※１

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

※１

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の

指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に

関する科目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を

修得すること。

備考：

１．それぞれ所属する学科の卒業所要単位のほかに，上記単位数を修得しなければならない。ただし，「教免法施行規則

第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科

目」の「英語コミュニケーションⅠ」，「英語コミュニケーションⅡ」，「比較文化Ⅰ」，「比較文化Ⅱ」は，卒業所要単

位と併用できる。

なお、商学科英語専修にあっては、「教免法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（「情報機器概論」

を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科目」（「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を除く）を卒業所要単位と

併用できる。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得し

た単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

３．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち「道徳教育」，「教育実習Ⅰ」は，「大学が独自に設定する科目」の単位

に含めることができる（※１）。

４．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単

位に含める。

５．この表の各科目は，別表（Ⅲ）と併用できる。なお，「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）

において重複して開設している授業科目については，それぞれの表において併用できる。

免許法施行規則に

定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 
授業科目 必修 選択科目

区分

各科目に含める

ことが必要な事

項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学

単位

言語学概論

英語学概論Ⅰ

英語学概論Ⅱ

英語学概論Ⅲ

英語学Ⅰ

英語学Ⅱ

選択科目から２科目４単位を

必修とする。

英語文学

英文学史Ⅰ

英文学史Ⅱ

英文学概論Ⅰ

英文学概論Ⅱ

英文学Ⅰ

英文学Ⅱ

英語コミュニ

ケーション

英作文Ⅰ

英作文Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

異文化理解

比較文化Ⅰ

比較文化Ⅱ

比較文化Ⅲ

比較文化Ⅳ

各教科の指導法（情報

機器及び教材の活用を

含む。）
単位

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

要修得単位

教
職
免
許
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別表（Ⅲ）中学校教諭一種免許状（英語）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の

指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に

関する科目等」について、併せて４４単単位位以以上上を修

得すること。

備考：

１．それぞれ所属する学科の卒業所要単位のほかに，上記単位数を修得しなければならない。ただし，「教免法施行規則

第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科

目」の「英語コミュニケーションⅠ」，「英語コミュニケーションⅡ」，「比較文化Ⅰ」，「比較文化Ⅱ」は，卒業所要単

位と併用できる。

なお、商学科英語専修にあっては、「教免法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（「情報機器概論」

を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科目」（「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を除く）を卒業所要単位

と併用できる。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得し

た単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単

位に含める。

４．この表の各科目は，別表（Ⅱ）と併用できる。なお，「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）

において重複して開設している授業科目については，それぞれの表において併用できる。

５．特別支援学校（盲学校，聾学校及び養護学校）並びに社会福祉施設等において，「介護等体験」を行わなければなら

ない。

免許法施行規則に

定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 
授業科目 必修 選択科目

区分

各科目に含め

ることが必要

な事項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学

単位

言語学概論

英語学概論Ⅰ

英語学概論Ⅱ

英語学概論Ⅲ

英語学Ⅰ

英語学Ⅱ

選択科目から２科目４単位

を必修とする。

英語文学

英文学史Ⅰ

英文学史Ⅱ

英文学概論Ⅰ

英文学概論Ⅱ

英文学Ⅰ

英文学Ⅱ

英語コミュニ

ケーション

英作文Ⅰ

英作文Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

異文化理解

比較文化Ⅰ

比較文化Ⅱ

比較文化Ⅲ

比較文化Ⅳ

各教科の指導法（情報

機器及び教材の活用

を含む。）
単位

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

要修得単位
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別表（Ⅲ）中学校教諭一種免許状（英語）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の

指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に

関する科目等」について、併せて４４単単位位以以上上を修

得すること。

備考：

１．それぞれ所属する学科の卒業所要単位のほかに，上記単位数を修得しなければならない。ただし，「教免法施行規則

第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科

目」の「英語コミュニケーションⅠ」，「英語コミュニケーションⅡ」，「比較文化Ⅰ」，「比較文化Ⅱ」は，卒業所要単

位と併用できる。

なお、商学科英語専修にあっては、「教免法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（「情報機器概論」

を除く），および「教科及び教科の指導法に関する科目」（「英語科教育法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」を除く）を卒業所要単位

と併用できる。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得し

た単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単

位に含める。

４．この表の各科目は，別表（Ⅱ）と併用できる。なお，「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）

において重複して開設している授業科目については，それぞれの表において併用できる。

５．特別支援学校（盲学校，聾学校及び養護学校）並びに社会福祉施設等において，「介護等体験」を行わなければなら

ない。

免許法施行規則に

定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 
授業科目 必修 選択科目

区分

各科目に含め

ることが必要

な事項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

英語学

単位

言語学概論

英語学概論Ⅰ

英語学概論Ⅱ

英語学概論Ⅲ

英語学Ⅰ

英語学Ⅱ

選択科目から２科目４単位

を必修とする。

英語文学

英文学史Ⅰ

英文学史Ⅱ

英文学概論Ⅰ

英文学概論Ⅱ

英文学Ⅰ

英文学Ⅱ

英語コミュニ

ケーション

英作文Ⅰ

英作文Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

異文化理解

比較文化Ⅰ

比較文化Ⅱ

比較文化Ⅲ

比較文化Ⅳ

各教科の指導法（情報

機器及び教材の活用

を含む。）
単位

英語科教育法Ⅰ

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅲ

英語科教育法Ⅳ

要修得単位

教
職
免
許

153

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   15332100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   153 2021/03/04   10:47:472021/03/04   10:47:47



 

別表（Ⅳ）高等学校教諭一種免許状（情報）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

令和２～３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習
事前・事後指導

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に

定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考
授業科目 必修 選択科目

区分

各科目に含める

ことが必要な事

項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

情報社会・情報

倫理

単位

社会情報論

組織情報論

コンピュータ・

情報処理（実習

を含む。）

情報処理基礎

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

ソフトウェア科学

計画科学Ⅰ

計画科学Ⅱ

情報数理

意思決定論Ⅰ

意思決定論Ⅱ

情報システム

（実習を含む。）

情報システム構築論

情報システム管理論

経営システム基礎

情報通信ネット

ワーク（実習を

含む。）

コンピュータネットワーク論

組織コミュニケーション論

マルチメディア

表現・マルチメ

ディア技術（実

習を含む。）

デジタルデザイン論

オペレーションズ・リサーチ

情報と職業
情報と職業

ビジネスシステム論

各教科の指導法（情

報機器及び教材の活

用を含む。）
単位

情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

要修得単位

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の

指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に

関する科目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を

修得すること。

備考：

１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位

は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，

それぞれの表において併用できる。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」で 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含め

る。

４ 「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法

に関する科目」（※「情報科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科の卒業所要単位と併用できる。
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別表（Ⅳ）高等学校教諭一種免許状（情報）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

令和２～３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習
事前・事後指導

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に

定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考
授業科目 必修 選択科目

区分

各科目に含める

ことが必要な事

項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

情報社会・情報

倫理

単位

社会情報論

組織情報論

コンピュータ・

情報処理（実習

を含む。）

情報処理基礎

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

ソフトウェア科学

計画科学Ⅰ

計画科学Ⅱ

情報数理

意思決定論Ⅰ

意思決定論Ⅱ

情報システム

（実習を含む。）

情報システム構築論

情報システム管理論

経営システム基礎

情報通信ネット

ワーク（実習を

含む。）

コンピュータネットワーク論

組織コミュニケーション論

マルチメディア

表現・マルチメ

ディア技術（実

習を含む。）

デジタルデザイン論

オペレーションズ・リサーチ

情報と職業
情報と職業

ビジネスシステム論

各教科の指導法（情

報機器及び教材の活

用を含む。）
単位

情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

要修得単位

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める

科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に

関する科目等」

「教科及び教科の指導

法に関する科目」

参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の

指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に

関する科目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を

修得すること。

備考：

１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位

は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，

それぞれの表において併用できる。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」で 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含め

る。

４ 「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法

に関する科目」（※「情報科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科の卒業所要単位と併用できる。

教
職
免
許
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別表（Ⅴ）中学校教諭一種免許状（社会）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 授業科目 必修
選択
必修

選択科目
区分

各科目に含めるこ
とが必要な事項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史・外国史

単位

日本史
外国史

地理学
（地誌を含む。）

地理学

「法律学，政治学」

法学
国際法
行政法Ⅰ
民法・基礎Ⅰ
民法・基礎Ⅱ
刑法Ⅰ
憲法Ⅱ
行政法Ⅱ
租税法
民法Ⅱ
民法Ⅲ
民法Ⅳ
刑法Ⅱ
国際機構論
商法Ⅰ
商法Ⅱ
商法Ⅲ
知的財産法
労働法
社会保障法
国際経済法

※１

「社会学，経済学」

経済学入門Ⅰ
経済学入門Ⅱ
統計学
マクロ経済学
ミクロ経済学
経済史
数理統計学
計量経済学
経済データ解析論
経済学史
日本経済史
外国経済史Ⅰ
国際経済学
公共経済学
労働経済学
産業組織論
金融論
国際金融と世界経済
現代ファイナンス理論
国際貿易理論
国際マクロ経済学

※１
※１

「哲学，倫理学，
宗教学」

哲学
倫理学
宗教学

３科目から２科目選択必修

各教科の指導法（情報機
器及び教材の活用を含
む。）

単位

社会科教育法Ⅰ
社会科教育法Ⅱ
社会科・公民科教育法Ⅰ
社会科・公民科教育法Ⅱ

要修得単位

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に
関する科目等」
「教科及び教科の指導
法に関する科目」
参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導
法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科
目等」について、併せて４４単単位位以以上上を修得すること。

備考：
１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位は，「大学

が独自に設定する科目」の単位に含める。
２．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち「憲法Ⅱ」，「マクロ経済学」，「ミクロ経済学」は，いずれか１科目（ 単位）を選択

必修とする（※１）。
３．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。
４．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，それぞれの

表において併用できる。
５．「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法に関する

科目」（※日本史，外国史，地理学，「社会科教育法Ⅰ・Ⅱ」，「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科
の卒業所要単位と併用できる。

６．特別支援学校（盲学校，聾学校及び養護学校）並びに社会福祉施設等において，「介護等体験」を行わなければならない。
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別表（Ⅴ）中学校教諭一種免許状（社会）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

備考
科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目

道徳の理論及び指導法 道徳教育

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

 

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 授業科目 必修
選択
必修

選択科目
区分

各科目に含めるこ
とが必要な事項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

日本史・外国史

単位

日本史
外国史

地理学
（地誌を含む。）

地理学

「法律学，政治学」

法学
国際法
行政法Ⅰ
民法・基礎Ⅰ
民法・基礎Ⅱ
刑法Ⅰ
憲法Ⅱ
行政法Ⅱ
租税法
民法Ⅱ
民法Ⅲ
民法Ⅳ
刑法Ⅱ
国際機構論
商法Ⅰ
商法Ⅱ
商法Ⅲ
知的財産法
労働法
社会保障法
国際経済法

※１

「社会学，経済学」

経済学入門Ⅰ
経済学入門Ⅱ
統計学
マクロ経済学
ミクロ経済学
経済史
数理統計学
計量経済学
経済データ解析論
経済学史
日本経済史
外国経済史Ⅰ
国際経済学
公共経済学
労働経済学
産業組織論
金融論
国際金融と世界経済
現代ファイナンス理論
国際貿易理論
国際マクロ経済学

※１
※１

「哲学，倫理学，
宗教学」

哲学
倫理学
宗教学

３科目から２科目選択必修

各教科の指導法（情報機
器及び教材の活用を含
む。）

単位

社会科教育法Ⅰ
社会科教育法Ⅱ
社会科・公民科教育法Ⅰ
社会科・公民科教育法Ⅱ

要修得単位

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目

単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に
関する科目等」
「教科及び教科の指導
法に関する科目」
参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導
法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科
目等」について、併せて４４単単位位以以上上を修得すること。

備考：
１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位は，「大学

が独自に設定する科目」の単位に含める。
２．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち「憲法Ⅱ」，「マクロ経済学」，「ミクロ経済学」は，いずれか１科目（ 単位）を選択

必修とする（※１）。
３．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。
４．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，それぞれの

表において併用できる。
５．「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法に関する

科目」（※日本史，外国史，地理学，「社会科教育法Ⅰ・Ⅱ」，「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科
の卒業所要単位と併用できる。

６．特別支援学校（盲学校，聾学校及び養護学校）並びに社会福祉施設等において，「介護等体験」を行わなければならない。

教
職
免
許
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別表（Ⅵ）高等学校教諭一種免許状（公民）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目 備考

科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目、

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

※１

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 
授業科目 必修

選択
必修

選択科目
区分

各科目に含めるこ
とが必要な事項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律学（国際法
を含む。），政治学
（国際政治を含

む。）」

単位

法学
国際法
行政法Ⅰ
民法・基礎Ⅰ
民法・基礎Ⅱ
刑法Ⅰ
憲法Ⅱ
行政法Ⅱ
租税法
民法Ⅱ
民法Ⅲ
民法Ⅳ
刑法Ⅱ
国際機構論
商法Ⅰ
商法Ⅱ
商法Ⅲ
知的財産法
労働法
社会保障法
国際経済法

※２

「社会学，経済学
（国際経済を含

む。）」

経済学入門Ⅰ
経済学入門Ⅱ
マクロ経済学
ミクロ経済学
経済史
計量経済学
経済データ解析論
経済学史
日本経済史
外国経済史Ⅰ
国際経済学
公共経済学
労働経済学
産業組織論
金融論
国際金融と世界経済
現代ファイナンス理論
国際貿易理論
国際マクロ経済学

※２
※２

「哲学，倫理学，
宗教学，心理学」

哲学
倫理学
宗教学
心理学Ⅰ
心理学Ⅱ

５科目から３科目選択必修

各教科の指導法（情報機
器及び教材の活用を含
む。）

単位
社会科・公民科教育法Ⅰ
社会科・公民科教育法Ⅱ

要修得単位 単位必修

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
備考

授業科目
単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に
関する科目等」
「教科及び教科の指導
法に関する科目」
参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導
法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科
目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を修得すること。

備考：

１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位は，「大学

が独自に設定する科目」の単位に含める。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち「教育実習Ⅰ」は，「大学が独自に設定する科目」の単位として含めることができる（※

１）。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち「憲法Ⅱ」，「マクロ経済学」，「ミクロ経済学」は，いずれか１科目（ 単位）を選択

必修とする（※２）。

４．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

５．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，それぞれの

表において併用できる。

６．「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法に関する

科目」（※「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科の卒業所要単位と併用できる。
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別表（Ⅵ）高等学校教諭一種免許状（公民）取得希望者の単位修得方法（昼間コース）

２０１９年度～令和３年度入学者

○免許法施行規則第６６条の６に定める科目

免許法施行規則に定める科目区分 単位数
左記に対応する開設授業科目

備考
授業科目 必修 選択

日本国憲法
憲法・基礎Ⅰ

憲法・基礎Ⅱ

体育

健康スポーツⅠａ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡａ

健康スポーツⅡｂ

健康スポーツⅡｃ（スキー）

生活と健康

健康スポー

ツから１科

目以上選択

必修

外国語コミュニケーション
英語ⅠＡ

英語ⅠＢ

情報機器の操作 情報機器概論

○教育の基礎的理解に関する科目等
免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目 備考

科目 各科目に含めることが必要な事項 単位数 授業科目 必修 選択

教育の基礎的

理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及

び思想
教育原理

教職の意義及び教員の役割・職務内容

（チーム学校運営への対応を含む。）
教職論

教育に関する社会的、制度的又は経営

的事項（学校と地域との連携及び学校

安全への対応を含む。）

教育制度

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び

学習の過程
教育心理

特別の支援を必要とする幼児、児童及

び生徒に対する理解
特別支援教育

教育課程の意義及び編成の方法（カリ

キュラム・マネジメントを含む。）
教育課程論

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目、

総合的な学習の時間の指導法
「総合的な学習の時間」指

導法

特別活動の指導法 特別活動論

教育の方法及び技術（情報機器及び教

材の活用を含む。）
教育方法

生徒指導の理論及び方法 生徒指導

「進路指導及

びキャリア教

育の理論及び

方法」を含む

教育相談（カウンセリングに関する基

礎的な知識を含む。）の理論及び方法
教育相談

教育実践

に関する

科目

教育実習

事前・事後指導

教育実習Ⅰ

教育実習Ⅱ

※１

教職実践演習 教職実践演習（中・高）

合計単位 単位必修

○教科及び教科の指導法に関する科目
免許法施行規則に
定める科目区分等

単位数

左記に対応する開設授業科目

備 考 
授業科目 必修

選択
必修

選択科目
区分

各科目に含めるこ
とが必要な事項

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

「法律学（国際法
を含む。），政治学
（国際政治を含

む。）」

単位

法学
国際法
行政法Ⅰ
民法・基礎Ⅰ
民法・基礎Ⅱ
刑法Ⅰ
憲法Ⅱ
行政法Ⅱ
租税法
民法Ⅱ
民法Ⅲ
民法Ⅳ
刑法Ⅱ
国際機構論
商法Ⅰ
商法Ⅱ
商法Ⅲ
知的財産法
労働法
社会保障法
国際経済法

※２

「社会学，経済学
（国際経済を含

む。）」

経済学入門Ⅰ
経済学入門Ⅱ
マクロ経済学
ミクロ経済学
経済史
計量経済学
経済データ解析論
経済学史
日本経済史
外国経済史Ⅰ
国際経済学
公共経済学
労働経済学
産業組織論
金融論
国際金融と世界経済
現代ファイナンス理論
国際貿易理論
国際マクロ経済学

※２
※２

「哲学，倫理学，
宗教学，心理学」

哲学
倫理学
宗教学
心理学Ⅰ
心理学Ⅱ

５科目から３科目選択必修

各教科の指導法（情報機
器及び教材の活用を含
む。）

単位
社会科・公民科教育法Ⅰ
社会科・公民科教育法Ⅱ

要修得単位 単位必修

○大学が独自に設定する科目

免許法施行規則に定める
科目区分

左記に対応する開設授業科目
備考

授業科目
単位数

必修 選択

大学が独自に設定する科目

「教育の基礎的理解に
関する科目等」
「教科及び教科の指導
法に関する科目」
参照

最低修得単位を超えて履修した「教科及び教科の指導
法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科
目等」について、併せて１１２２単単位位以以上上を修得すること。

備考：

１．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，免許法施行規則に定める最低修得単位数（ 単位）を超えて修得した単位は，「大学

が独自に設定する科目」の単位に含める。

２．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち「教育実習Ⅰ」は，「大学が独自に設定する科目」の単位として含めることができる（※

１）。

３．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち「憲法Ⅱ」，「マクロ経済学」，「ミクロ経済学」は，いずれか１科目（ 単位）を選択

必修とする（※２）。

４．「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち 単位を超えて修得した単位は，「大学が独自に設定する科目」の単位に含める。

５．「教育の基礎的理解に関する科目等」のうち，別表（Ⅰ）～（Ⅵ）において重複して開設している授業科目については，それぞれの

表において併用できる。

６．「免許法施行規則第 条の に基づき本学が開設する科目」（※「情報機器概論」を除く）及び「教科及び教科の指導法に関する

科目」（※「社会科・公民科教育法Ⅰ・Ⅱ」を除く）は，それぞれ所属する学科の卒業所要単位と併用できる。

教
職
免
許
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Ⅷ．教務システム利用の手引き

学務情報システム「 」

学修管理システム「 」
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学学務務情情報報シシスステテムム利利用用のの手手引引きき

（（学学生生版版））
 

 
 

 
 
 
 

１１．．ロロググイインン・・学学籍籍情情報報のの登登録録ににつついいてて・・・・・・・・・・・・・・・

２２．．シシララババススのの参参照照・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３３．．履履修修登登録録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４４．．履履修修取取消消申申請請ににつついいてて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５５．．成成績績のの参参照照・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

６６．．判判定定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７７．． よよくくああるる質質問問・・・・・・・・・・・・・・・・・

 

1 

キャンパススクエアへは、以下の３カ所からアクセスできます。

○大学 トップ右上のメニューボタンから

○情報総合センター トップから

１１．．ロロググイインン・・学学籍籍情情報報のの登登録録ににつついいてて 
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2 

※※注注意意※※  
は、学内ネットワーク環境でなければ使用できませんので、情報

総合センターの PC を使用してください。ただし、自分のパソコンやスマートフォン

に SSL-VPN の設定を行うことで、学外からも接続できます。教務情報 HP に掲載し

ていますので、参考にして設定を行ってください。 
○大学 「在学生」のページ→「教務情報」→「履修ＦＡＱ」→「キャンパススク

エア」に関すること」→「学外から に接続できますか？」

○大学 「在学生」のページ→「教務情報」から

3 

①①入入学学時時にに配配布布さされれたたユユーーザザーー名名ととパパススワワーードドをを入入力力すするる。。

ロロググイインン画画面面

②②パパススワワーードドをを変変更更すするる。。

パパススワワーードド変変更更画画面面

[初期設定] 
ユーザー名：学生番号 
パスワード：英数字の乱数 
 
※全て半角で入力してくだ

さい。 
※英数字を入力する際は、

「1（数字）」と「l（小文字
の L）」、「I（大文字の I）」
や「0（数字）」と「O（大文
字の O）」の入力ミスに注意
してください。 

初期パスワードを使用し、

ログインしようとした際、

パスワードの変更が求めら

れます。注意事項を確認し、

新しいパスワードを設定し

てください。 
 
新しいパスワードは、忘れ

ないようにメモしておきま

しょう。 

164
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①①入入学学時時にに配配布布さされれたたユユーーザザーー名名ととパパススワワーードドをを入入力力すするる。。

ロロググイインン画画面面

②②パパススワワーードドをを変変更更すするる。。

パパススワワーードド変変更更画画面面

[初期設定] 
ユーザー名：学生番号 
パスワード：英数字の乱数 
 
※全て半角で入力してくだ

さい。 
※英数字を入力する際は、

「1（数字）」と「l（小文字
の L）」、「I（大文字の I）」
や「0（数字）」と「O（大文
字の O）」の入力ミスに注意
してください。 

初期パスワードを使用し、

ログインしようとした際、

パスワードの変更が求めら

れます。注意事項を確認し、

新しいパスワードを設定し

てください。 
 
新しいパスワードは、忘れ

ないようにメモしておきま

しょう。 
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4 

③③学学籍籍情情報報のの登登録録・・確確認認ををすするる。。

ログインをすると、現住所、保護者、保証人の情報の確認画面が表示されます。

現現住住所所等等入入力力画画面面

 
 
 
 
 
 
 

[登録・修正する場合] 
該当する項目にチェックマ

ークを入れて、登録・修正

内容を入力し、下部の「登

録」をクリックしてくださ

い。 
 
[修正しない場合] 
「修正しない」をクリック

してください。 

※※注注意意※※ 
○郵便番号と電話番号は半角で入力してください。ローマ数字は web 上だと文字化け
してしまいますので「Ⅰ」なら「大文字の I（アイ）」、「Ⅱ」なら「大文字の I（ア
イ）を２つ II」と入力するようにしてください。 

 
○連絡先は、大学から緊急の連絡がある場合等に使用されます。登録がないと、不利

益が生じる恐れがありますので、必ず登録しましょう。 
 
○現住所、電話番号、e-mail 等に変更があった場合は速やかに当システムで変更して
ください。 

5 

 

本学では、シラバスは電子参照となっており、キャンパススクエアから確認します。

①①シシララババスス参参照照画画面面

シラバス参照画面

 

②②条条件件のの設設定定

条件の設定

 

左側メニューから『シラバス』

→『シラバス参照』を選択し

ます。 

別タブで、条件入力画面が表

示されます。 
学期や教員名などを入力し、

『検索開始』をクリックしま

す。 
 
※授業科目名は正しく入力

しないと検索できません。 
※教員名から検索するとき

は、名字のみで検索してく

ださい。 

２２．．シシララババススのの参参照照 
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6 

③③検検索索結結果果

検索結果

 

④④シシララババススのの参参照照

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シラバスの参照

 

条件に一致した授業科目が一

覧で表示されます。 
 
参照したい科目の一番右側の

『参照』をクリックします。 

講義の基本情報が表示されま

す。 
講義の概要を確認するために

は、『授業概要情報』のタブに

切り替えます。 

授業概要が表示されます。 
授業内容だけでなく、成績評

価基準等重要なことが記載

されていますので、自分の受

講する科目のシラバスは、全

て確認しましょう。 

7 

 
 

履修登録は、単位を修得する上で必要なことです。履修登録をしていないと単位を修得するこ

とはできません。誤りのないようよく確認し、登録作業を行いましょう。 
 

【 操 作 の 流 れ 】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面左の『 』をクリックし、

さらに『 』をクリックする

開講期・曜日・時限を選ぶ

時間割コードを調べる

時間割コードを入力

登録完了をクリック

登録をクリック

繰り返す

３３．．履履修修登登録録 
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３３．．履履修修登登録録 

シ
ス
テ
ム

169

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   16932100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   169 2021/03/16   14:48:452021/03/16   14:48:45



8 

（（１１））履履修修登登録録画画面面のの見見方方  
 
履履修修登登録録画画面面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面左側のメニューの

をクリックし、

を選択すると、

履修登録画面が表示され

ます。

登録したい科目の開講

期・曜日・時限を選択し、

履修登録を行っていきま

す。 

前期・後期の切り替え 

集中講義を登録 

※※注注意意※※ 
○夏季集中、夏学期科目、教育実習を履修登録する場合は”前期”を選択し、「集中講

義を登録」から履修登録をおこなってください。 
 
○冬季の健康スポーツ（スキー）を履修登録する場合は”後期”を選択し、「集中講義

を登録」から履修登録をおこなってください。 

履修登録した単位数の合計を、卒業所要単位と課外単位に分けて

計算し、表示しています。 

自分が履修登録した単位数を、この欄で確認しましょう。 

 

※課外単位：卒業所要単位に含まれない単位（教職共通科目など） 

 

通常講義を登録 

9 

（（２２））登登録録すするる科科目目のの検検索索方方法法  
履修登録画面で『未登録』をクリックすると、科目の検索画面が表示されます。 
 
科科目目検検索索画画面面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「時間割所属」を「商学部」

にし、「時間割検索」をクリッ

クしてください。 

「時間割検索」をクリックす

ると、この画面が表示されま

す。内容を確認し、間違いが

なければ検索開始をクリッ

クします。曜日・時限等は▼

ボタンをクリックして変更

することも可能です。 

170
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履修登録画面が表示され

ます。

登録したい科目の開講

期・曜日・時限を選択し、

履修登録を行っていきま

す。 

前期・後期の切り替え 

集中講義を登録 

※※注注意意※※ 
○夏季集中、夏学期科目、教育実習を履修登録する場合は”前期”を選択し、「集中講

義を登録」から履修登録をおこなってください。 
 
○冬季の健康スポーツ（スキー）を履修登録する場合は”後期”を選択し、「集中講義

を登録」から履修登録をおこなってください。 

履修登録した単位数の合計を、卒業所要単位と課外単位に分けて

計算し、表示しています。 

自分が履修登録した単位数を、この欄で確認しましょう。 

 

※課外単位：卒業所要単位に含まれない単位（教職共通科目など） 

 

通常講義を登録 

9 

（（２２））登登録録すするる科科目目のの検検索索方方法法  
履修登録画面で『未登録』をクリックすると、科目の検索画面が表示されます。 
 
科科目目検検索索画画面面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「時間割所属」を「商学部」

にし、「時間割検索」をクリッ

クしてください。 

「時間割検索」をクリックす

ると、この画面が表示されま

す。内容を確認し、間違いが

なければ検索開始をクリッ

クします。曜日・時限等は▼

ボタンをクリックして変更

することも可能です。 
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科科目目検検索索画画面面

 

 

 

 

 

 

 

当該時間帯に開講する科目

の一覧が表示されます。 
登録したい科目の『開講科目

名』をクリックします。 

指定した科目の時間割コー

ドが表示されるので、確認

後、登録をクリックします。 

時間割に科目が登録される

と、左のような画面となり

ます。 
この作業を繰り返し行いま

す。全ての科目を履修登録

したら、『登録完了』ボタン

をクリックします。 
※履修登録期間中は、『登録

完了』ボタンを押した後

も、変更ができます。 

11 

※※注注意意※※  
○前期の履修登録期間に、後期科目の履修登録もおこなってください。後期の履修

登録変更期間（10 月）には、後期科目（通年科目は不可）の変更をすることがで
きます。 

 
○夏季集中講義・夏学期科目は、前期の履修登録期間に登録を行う必要があります。 
 
○３、４年生は、研究指導の履修登録の確認を必ず行ってください。 
 
○履修登録をせずに、授業を受けていても単位を取得できません。履修登録期間後

の変更は一切できませんので、履修登録後はプリントアウトする等必ず確認しま

しょう。 
 
○エラーメッセージが表示される等、何らかの事情で履修登録がうまくできない場

合は、履修登録期間中に学部教務係まで問い合わせてください。 

履履修修登登録録画画面面をを EExxcceell フファァイイルルででダダウウンンロローードドししたたいい……  
一度 CSV ファイルでダウンロードしてから Excel ファイルに変換します。 

 
 

「テキスト出力」のボタンを

クリックすると、テキストフ

ァイルがダウンロードされま

す。 
テキストファイルの名前の一

番後ろに「.csv」をつけて保

存します。 
csv ファイルを開いて、Excel
ファイルに変換し、適宜、加

工をおこなってください。 
※本操作は、成績参照時にも

使用します。 
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当該時間帯に開講する科目

の一覧が表示されます。 
登録したい科目の『開講科目

名』をクリックします。 

指定した科目の時間割コー

ドが表示されるので、確認

後、登録をクリックします。 

時間割に科目が登録される

と、左のような画面となり

ます。 
この作業を繰り返し行いま

す。全ての科目を履修登録

したら、『登録完了』ボタン

をクリックします。 
※履修登録期間中は、『登録

完了』ボタンを押した後

も、変更ができます。 

11 

※※注注意意※※  
○前期の履修登録期間に、後期科目の履修登録もおこなってください。後期の履修

登録変更期間（10 月）には、後期科目（通年科目は不可）の変更をすることがで
きます。 

 
○夏季集中講義・夏学期科目は、前期の履修登録期間に登録を行う必要があります。 
 
○３、４年生は、研究指導の履修登録の確認を必ず行ってください。 
 
○履修登録をせずに、授業を受けていても単位を取得できません。履修登録期間後

の変更は一切できませんので、履修登録後はプリントアウトする等必ず確認しま

しょう。 
 
○エラーメッセージが表示される等、何らかの事情で履修登録がうまくできない場

合は、履修登録期間中に学部教務係まで問い合わせてください。 

履履修修登登録録画画面面をを EExxcceell フファァイイルルででダダウウンンロローードドししたたいい……  
一度 CSV ファイルでダウンロードしてから Excel ファイルに変換します。 

 
 

「テキスト出力」のボタンを

クリックすると、テキストフ

ァイルがダウンロードされま

す。 
テキストファイルの名前の一

番後ろに「.csv」をつけて保

存します。 
csv ファイルを開いて、Excel
ファイルに変換し、適宜、加

工をおこなってください。 
※本操作は、成績参照時にも

使用します。 
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12 

履修取消制度は、 を下げないために制定された制度です。

履修取消を行うと、成績評価が『 』となり、 の計算対象外となりますが、履修登録自

体が消えるわけではありません。

①①履履修修取取消消画画面面のの表表示示

履修取消画面の表示

②②履履修修取取消消科科目目のの登登録録

履修取消画面の登録

左側のメニューから【履修】

→【履修取消】をクリックし

ます。 

【履修取消】を選択すると、

履修登録時と同様に時間割

画面が表示されます。 
取消したい科目をクリック

します。 

４４．．履履修修取取消消申申請請ににつついいてて 

13 

③③履履修修取取消消申申請請完完了了

履修取消申請確認画面

【取消の取消（履修の復活）

はできません。よろしいで

すか？】 
というポップアップメッセ

ージが表示されます。内容

を理解した上で、履修取消

を申請する場合は、【OK】
をクリックしてください。 

履修取消をした科目には、科

目の前に【取消】と表示され

ます。 
また、【履修登録】の画面に

おいて、履修取消した科目

は、背景の色がピンク色にな

り、科目名の後に【取消】が

表示されます。 

※※注注意意※※ 
○履修取消をした科目については、【履修→履修取消】の画面からのみ確認できます。

【履修→履修登録】の画面からは確認できません。 
○履修取消申請は、履修登録と違い、期間中何度でも登録・変更を行えるものではなく、

一度取消申請した科目については、その申請を取り下げることはできません。よく考

え、申請をしてください。 
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③③履履修修取取消消申申請請完完了了

履修取消申請確認画面

【取消の取消（履修の復活）

はできません。よろしいで

すか？】 
というポップアップメッセ

ージが表示されます。内容

を理解した上で、履修取消

を申請する場合は、【OK】
をクリックしてください。 

履修取消をした科目には、科

目の前に【取消】と表示され

ます。 
また、【履修登録】の画面に

おいて、履修取消した科目

は、背景の色がピンク色にな

り、科目名の後に【取消】が

表示されます。 

※※注注意意※※ 
○履修取消をした科目については、【履修→履修取消】の画面からのみ確認できます。
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○履修取消申請は、履修登録と違い、期間中何度でも登録・変更を行えるものではなく、

一度取消申請した科目については、その申請を取り下げることはできません。よく考

え、申請をしてください。 
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14 

以下３つの方法から参照できますので、用途に合わせて確認してください。

（（ ））履履修修成成績績参参照照

履修していた科目の評語と合否を参照できます。

※ 検定試験による単位認定や既修得科目、留学先で修得し認定された科目についてはこの画

面ではなく、「単位修得状況参照」画面で確認できます。

（（ ））単単位位修修得得状状況況参参照照

修得した科目は卒業要件のどの区分に入るかも参照することができます。

（（ ））学学業業成成績績票票

自分が修得した単位数を卒業要件の区分ごとに集計した欄をもうけてあります。この単位集

計欄で、現在の修得単位数、不足単位数を簡単に確認することができます。 

 

５５．．成成績績のの参参照照 

15 

 
 
 
 
（（１１））判判定定画画面面

判定画面

 
 
 
 
 
 
 
 
（（２２））進進級級判判定定結結果果画画面面

進級判定結果画面

 
 
 

左側メニューから『判定』→

『自己判定』を選択します。 
 
[[設設定定]]  
進進級級判判定定  
学年：２年生 
所属学科：昼間コースもしく

は夜間主コース 
卒卒業業判判定定  
学年：４年生 
所属学科：自分の所属学科 

※※注注意意※※ 
○進級判定では、「現在履修登録している科目を全て合格したら、3 年生に進級できる

か・卒業できるか」という判定を行います。 
○卒業判定を行った場合は、卒業に必要な各科目区分を自分は何単位修得・履修してい

るかということの確認もできます。 

有有効効単単位位数数  
総修得単位数から、教職科

目などの卒業要件に含まれ

ない単位数を引いたもの 
総総合合単単位位数数  
教職科目などの卒業要件に

含まれない単位も含まれて

いる 

６６．．判判定定 
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５５．．成成績績のの参参照照 
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判定画面

 
 
 
 
 
 
 
 
（（２２））進進級級判判定定結結果果画画面面

進級判定結果画面

 
 
 

左側メニューから『判定』→

『自己判定』を選択します。 
 
[[設設定定]]  
進進級級判判定定  
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所属学科：昼間コースもしく

は夜間主コース 
卒卒業業判判定定  
学年：４年生 
所属学科：自分の所属学科 

※※注注意意※※ 
○進級判定では、「現在履修登録している科目を全て合格したら、3 年生に進級できる

か・卒業できるか」という判定を行います。 
○卒業判定を行った場合は、卒業に必要な各科目区分を自分は何単位修得・履修してい

るかということの確認もできます。 

有有効効単単位位数数  
総修得単位数から、教職科

目などの卒業要件に含まれ

ない単位数を引いたもの 
総総合合単単位位数数  
教職科目などの卒業要件に
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いる 
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（（３３））卒卒業業判判定定結結果果画画面面

卒業判定結果画面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※※注注意意※※ 
総合単位数は積み上げのため、科目区分ごとの単位数が足りていない場合でも「卒

業」と判定されてしまう場合があります。必ず、自分で卒業要件の科目区分ごとに

単位数を満たしているか計算をして確認してください。 

17 

 

◆◆ロロググイインン関関連連

ＱＱ１１：：初初期期パパススワワーードドをを何何度度入入力力ししててももううままくくいいききまませせんん。。

Ａ：数字の”１”とアルファベットの小文字の”（エル）”、アルファベットの大文字”Ｉ

（アイ）”のように、見分けのつきにくいパスワードがあります。もし、「どうしても

ログインできない」という場合は、学部教務係カウンターにきてください。

ＱＱ２２：：新新パパススワワーードドががううままくく設設定定ででききなないい！！

Ａ：画面下にある、＜パスワード設定に関する注意＞どおり設定していますか？もし、その

注意どおりにしてもうまくいかない場合は、学部教務係カウンターにきてください。

ＱＱ３３：：家家ののパパソソココンンかかららロロググイインンででききなないいのの？？

Ａ：学外から学内ネットワークに仮想的に接続できるサービス ）を利用するこ

とにより家のパソコンからでもログインすることができます。以下の大学ホームペー

ジ内に利用方法についてのマニュアルを掲載していますので、そちらを参考に利用し

てください。

大学 「在学生」のページ→「教務情報」→「履修ＦＡＱ」→「キャンパススクエア」

に関すること」→「学外から に接続できますか？」

◆◆履履修修登登録録関関連連

ＱＱ１１：：登登録録ボボタタンンをを押押ししたたらら履履修修登登録録エエララーーメメッッセセーージジがが出出たた。。

Ａ：過去に修得済みの科目や、履修登録できない科目（昼間コースの学生が夜間主の科目を

履修登録する等）を履修登録しようとすると以下のような画面になります。

＜パターン１＞

７７．．Campus Square よよくくああるる質質問問 
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＜パターン２＞

上記のエラーが出た場合は、履修登録をすることができません。不明点がある場合は、学部教

務係までお尋ねください。

ＱＱ２２：：履履修修登登録録完完了了ボボタタンンをを押押ししたた後後にに、、科科目目をを取取りり消消ししたたいい・・追追加加ししたたいい。。

Ａ：履履修修登登録録期期間間内内
．．．．．．．

なら、履修登録完了ボタンを押した後でも何度でも変更が可能です。

◆◆成成績績関関連連

ＱＱ１１：：前前期期試試験験やや後後期期試試験験のの結結果果（（成成績績））ははいいつつかからら参参照照ででききるるよよううににななるるのの？？

Ａ：成績発表日は、行事予定表に記載されています。

前期科目については９月初旬頃、後期・通年科目については３月上旬頃（４年生は２月

中旬頃から）です。

ＱＱ２２：：学学業業成成績績票票のの単単位位集集計計欄欄とと実実際際のの修修得得単単位位数数ととがが違違ううののでですすがが。。

Ａ：単位集計欄は、サーバー側で更新作業をしないと計算されません。４年生の後期・通年

科目など、全ての成績が発表される前に、成績の参照ができるように日程を設定してい

る場合があります。そのため成績が出ていても、単位集計欄には反映されていないこと

があります。その場合は、自分で卒業要件の区分ごとに計算をして確認をしてください。

単位集計欄の更新作業をいつするかは、掲示でお知らせします。

 

学学修修管管理理シシスステテムム「「 」」利利用用のの手手引引きき

（（学学生生版版））

１．学修管理システム「 」について・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２．ログイン方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３．詳しい操作方法を知りたい場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

４． ・ よくある質問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

180

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   18032100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   180 2021/03/16   14:48:492021/03/16   14:48:49



18 

＜パターン２＞

上記のエラーが出た場合は、履修登録をすることができません。不明点がある場合は、学部教

務係までお尋ねください。

ＱＱ２２：：履履修修登登録録完完了了ボボタタンンをを押押ししたた後後にに、、科科目目をを取取りり消消ししたたいい・・追追加加ししたたいい。。

Ａ：履履修修登登録録期期間間内内
．．．．．．．

なら、履修登録完了ボタンを押した後でも何度でも変更が可能です。

◆◆成成績績関関連連

ＱＱ１１：：前前期期試試験験やや後後期期試試験験のの結結果果（（成成績績））ははいいつつかからら参参照照ででききるるよよううににななるるのの？？

Ａ：成績発表日は、行事予定表に記載されています。

前期科目については９月初旬頃、後期・通年科目については３月上旬頃（４年生は２月

中旬頃から）です。

ＱＱ２２：：学学業業成成績績票票のの単単位位集集計計欄欄とと実実際際のの修修得得単単位位数数ととがが違違ううののでですすがが。。

Ａ：単位集計欄は、サーバー側で更新作業をしないと計算されません。４年生の後期・通年

科目など、全ての成績が発表される前に、成績の参照ができるように日程を設定してい

る場合があります。そのため成績が出ていても、単位集計欄には反映されていないこと

があります。その場合は、自分で卒業要件の区分ごとに計算をして確認をしてください。

単位集計欄の更新作業をいつするかは、掲示でお知らせします。

 

学学修修管管理理シシスステテムム「「 」」利利用用のの手手引引きき
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１１．．学学修修管管理理シシスステテムム「「 」」ににつついいてて

は講義運営やレポートの管理などに使われるウェブシステムです。

パソコンだけではなく、タブレット端末やスマートフォンからでも利用可能で、インターネット接続さえで

きれば、どこでも利用できます。

１１））学学務務情情報報シシスステテムム「「 」」ととのの同同期期ににつついいてて

は から情報を同期し、皆さんの利用環境を整えています。

から同期するのは、ユーザ情報（パスワード等）、履修登録科目です。

※ ・パスワードは と同様ですので、 のパスワードを変更したい場合は、

でパスワードの変更を行ってください。

（ 月・ 月・ 月は 分ごと、それ以外の月は 日に 回（ ～ ）同期されますから、

時間を置いて、パスワードが変更されているか確認してください。）

２２））学学内内無無線線 ににつついいてて

を利用するにはインターネット接続が必要です。学内で、ご自身のスマートフォン等から利用す

る際は、ぜひ学内無線 をご利用ください。

詳しくは情報総合センターにお問い合わせください。

※ 参照 ：

３３））リリアアルルタタイイムムアアンンケケーートトアアププリリ「「 」」ににつついいてて

とは、 上でリアルタイムアンケートを行うアプリのことです。

各自でスマートフォンへのインストールと設定が必要ですので、 にログインし、入学時に登録さ

れた「新入生用コース」から 設定マニュアルを参照し、指示に従って設定してください。

））「「リリママイインンダダメメーールル」」のの設設定定ににつついいてて

から届く「リマインダメール」については、ご自身で設定が可能です。

にログインし、マイページ右側上部の「設定」→「リマインダ設定」から受信の可否について設

定してください。

※リマインダ設定は、新規課題の公開やコースニュースの通知など、授業の担当教員が更新をするとメール

が届く仕組みです。更新は教員の都合によりますので、いつメールが届いても良いよう、ご自身の

上のリマインダ設定、携帯電話・スマートフォン・タブレット等の設定には十分ご注意ください。

なお、この設定は所属しているコース全体で反映されます。一つのコースのみ「受信しない」に設定するな

どの個別設定はできませんのでご了承ください。

2 
 

２２．．ロロググイインン方方法法

１）ログイン方法は２つあります。

①大学のホームページから開く方法

小樽商科大学 （ ）から、次の方法で入ってください。

○大学 トップ右上のメニューボタンから

○大学 「在学生」のページ→「教務情報」から
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②以下の を入力し、 のログイン画面を表示する方法

 

 

 

※この （ ）をご自身のスマートフォン等のブラウザの

““おお気気にに入入りり””に登録すると便利です。

２）入学時に配付されたユーザ とパスワードを入力してください。

※ から情報を同期しており、 ・パスワードは と同様ですので、

のパスワードを変更したい場合は、 でパスワードの変更を行ってください。

（ 月・ 月・ 月は 分ごと、それ以外の月は 日に 回（ ～ ）同期されますから、

時間を置いて、パスワードが変更されているか確認してください。）

※ パスワードを忘れた場合は、教務課でパスワードの初期化を申し出て、 で再設定を

してください。

https://otaru-uc.manaba.jp/ct/login 

  

4 
 

３）ログインすると、マイページが開きます。

①① お知らせ： に関するお知らせが表示されます。必ず確認してください。

②② 大学からの課題・アンケート：対象者に表示されます。必ず回答してください。

③③ コース一覧： で履修登録した科目（コース）の他、管理者が設定したコースが表示さ

れます。必要なコースを選択し、担当教員の指示に従って操作してください。

①①

②②

③③
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3 
 

②以下の を入力し、 のログイン画面を表示する方法

 

 

 

※この （ ）をご自身のスマートフォン等のブラウザの

““おお気気にに入入りり””に登録すると便利です。

２）入学時に配付されたユーザ とパスワードを入力してください。

※ から情報を同期しており、 ・パスワードは と同様ですので、

のパスワードを変更したい場合は、 でパスワードの変更を行ってください。

（ 月・ 月・ 月は 分ごと、それ以外の月は 日に 回（ ～ ）同期されますから、

時間を置いて、パスワードが変更されているか確認してください。）

※ パスワードを忘れた場合は、教務課でパスワードの初期化を申し出て、 で再設定を

してください。

https://otaru-uc.manaba.jp/ct/login 

  

4 
 

３）ログインすると、マイページが開きます。

①① お知らせ： に関するお知らせが表示されます。必ず確認してください。

②② 大学からの課題・アンケート：対象者に表示されます。必ず回答してください。

③③ コース一覧： で履修登録した科目（コース）の他、管理者が設定したコースが表示さ

れます。必要なコースを選択し、担当教員の指示に従って操作してください。

①①

②②

③③

シ
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ム
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5 
 

３３．．詳詳ししいい操操作作方方法法をを知知りりたたいい場場合合

１） にログインした後、下部の「マニュアル」をクリックしてください。

２）「学生用マニュアル」が表示されますので、こちらをご覧ください。

6 
 

４４．． ・・ よよくくああるる質質問問

● について

マイページに必要なコースの表示がされない

 できちんと履修登録がされていますか？また、 で登録はされていて

も、すぐには に反映されません。 月・ 月・ 月は 分ごと、それ以外の月は 日に

回（ ～ ）同期されますから、時間を置いて再度確認してください。それでもコースが見当

たらない場合は、学生センターへお越しください。

※ の仕様により、一つの科目を複数の教員で担当している場合、コースには「主担当教員」及び

「開講コマ（曜日・時限）のうち一つ」が表示されますので、科目名で判断してください。 上

の時間割においても、同じく「開講コマ（曜日・時限）のうち一つ」しか表示されませんのでご注意くだ

さい。

履修登録をしているのに、 で「使わないコース」と表示される

担当教員が「使わないコース」の設定をしています。その科目については、担当教員は を使用

しないということですので、心配しなくて大丈夫です。

（ への履修登録さえきちんとしていれば大丈夫です。）

必要のないコースが表示される

全学生に情報提供ができるよう、全学生を対象に登録しているコースがあります

（社会連携実践、全学アンケート等）。

リマインダメールが大量に届くので、止めたい

にログインして、一番上の「設定」→「リマインダメールの設定」から設定が可能です。ご自

身の判断で「受信する」「受信しない」を設定してください。

・パスワードを忘れてしまった

と同様の とパスワードです。 は学生番号です。パスワードを忘れた場合は、

から初期化・再設定が必要ですので教務課でパスワードの初期化を申し出てください。

※ への同期にはタイムラグがありますので、 を参考にして、情報同期まで待つ必要があり

ます。

● について

のインストール・設定方法が分からない

入学時に登録されている「新入生用コース」から「 設定マニュアル」を参照してください。

携帯を変えたら、 のログが消えましたが、大丈夫ですか

ログが消えても、これまで提出した記録は に残っていますので安心してください

（問題はありません）。
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5 
 

３３．．詳詳ししいい操操作作方方法法をを知知りりたたいい場場合合

１） にログインした後、下部の「マニュアル」をクリックしてください。

２）「学生用マニュアル」が表示されますので、こちらをご覧ください。

6 
 

４４．． ・・ よよくくああるる質質問問

● について

マイページに必要なコースの表示がされない

 できちんと履修登録がされていますか？また、 で登録はされていて

も、すぐには に反映されません。 月・ 月・ 月は 分ごと、それ以外の月は 日に

回（ ～ ）同期されますから、時間を置いて再度確認してください。それでもコースが見当

たらない場合は、学生センターへお越しください。

※ の仕様により、一つの科目を複数の教員で担当している場合、コースには「主担当教員」及び

「開講コマ（曜日・時限）のうち一つ」が表示されますので、科目名で判断してください。 上

の時間割においても、同じく「開講コマ（曜日・時限）のうち一つ」しか表示されませんのでご注意くだ

さい。

履修登録をしているのに、 で「使わないコース」と表示される

担当教員が「使わないコース」の設定をしています。その科目については、担当教員は を使用

しないということですので、心配しなくて大丈夫です。

（ への履修登録さえきちんとしていれば大丈夫です。）

必要のないコースが表示される

全学生に情報提供ができるよう、全学生を対象に登録しているコースがあります

（社会連携実践、全学アンケート等）。

リマインダメールが大量に届くので、止めたい

にログインして、一番上の「設定」→「リマインダメールの設定」から設定が可能です。ご自

身の判断で「受信する」「受信しない」を設定してください。

・パスワードを忘れてしまった

と同様の とパスワードです。 は学生番号です。パスワードを忘れた場合は、

から初期化・再設定が必要ですので教務課でパスワードの初期化を申し出てください。

※ への同期にはタイムラグがありますので、 を参考にして、情報同期まで待つ必要があり

ます。

● について

のインストール・設定方法が分からない

入学時に登録されている「新入生用コース」から「 設定マニュアル」を参照してください。

携帯を変えたら、 のログが消えましたが、大丈夫ですか

ログが消えても、これまで提出した記録は に残っていますので安心してください

（問題はありません）。
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１．科目ナンバリング

本学では、平成 年度より科目ナンバリング制度を導入しました。科目ナンバリングとは、授業科目に適
切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示する仕組みです。授業
科目を分類し、対象とするレベル（学年等）や学問の分類を示すことで、学生が適切な授業科目を選択する助
けとなります。履修計画を立てる参考にしてください。

科目ナンバリングのコード配分規則

①学科 ②昼間・夜間主コース ③講座・系等

① 学科
学科 コード

経済学科
商学科
企業法学科
社会情報学科
共通科目
外国語科目等
専門共通科目
教職共通科目
国際交流科目

② 昼間・夜間主コース等
コース コード

昼間コース科目
夜間主コース科目
教職関連科目

③ 講座・系等
科目大区分 講座・系等 コード
経済学科 基礎経済学

応用経済学

商学科
商学
経営学
会計学
英語専修

企業法学科 基礎法
企業法

社会情報学科
計画科学
組織情報
社会情報
入門及び特講科目等

共通科目

人間と文化
社会と人間
自然と環境
知（地）の基礎
健康科学

外国語科目

英語
ドイツ語
フランス語
中国語
スペイン語
ロシア語
韓国語
日本語

専門共通科目

人文科学
社会科学
自然科学
健康科学
外国語
英語

教職に関する
科目

教職に関する科目
情報機器概論
日本史
世界史
地理学
職業指導

国際交流科目
基礎経済学
応用経済学
商学
経営学

④左から順に、「配当年次」、「科
目の中区分」、「科目の小区分」、
「言語コード」 

 

●昼間コース
共通科目

哲学
倫理学
宗教学
心理学Ⅰ
心理学Ⅱ
教育学
日本文学Ⅰ
日本文学Ⅱ
文化論
言語・文学特別講義
外国語コミュニケーショ
ンⅠ
外国語コミュニケーショ
ンⅡ

外国事情
科学方法論
社会科学
歴史学Ⅰ
歴史学Ⅱ
社会思想史Ⅰ
社会思想史Ⅱ
政治学Ⅰ
政治学Ⅱ
社会学Ⅰ
社会学Ⅱ
文化人類学
数学Ⅰ
数学Ⅱ
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
化学Ⅰ
化学Ⅱ
生物学Ⅰ
生物学Ⅱ
環境科学
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ
総合科目Ⅲ
基礎数学
基礎ゼミナール
地域活性化システム論

グローバリズムと地域経済

地域学
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
生活と健康
予防の医学
健康スポーツⅠ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡ

健康スポーツⅡ

健康スポーツⅡ スキー

外国語科目
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅱ
中国語Ⅰ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅱ
中国語Ⅱ
中国語Ⅱ
スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ
スペイン語Ⅱ
スペイン語Ⅱ
スペイン語Ⅱ
ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語Ⅱ
ロシア語Ⅱ
ロシア語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅱ
韓国語Ⅱ
韓国語Ⅱ
初級日本語
中級日本語Ⅰ
中級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅰ
上級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅲ
上級日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ

経済学科
統計学
ミクロ経済学
マクロ経済学
経済史
日本経済史
計量経済学
現代経済理論Ⅱ
現代経済理論Ⅰ
経済学史
外国経済史Ⅰ
外国経済史Ⅱ
数理統計学
経済データ解析論
国際経済学
労働経済学
国際マクロ経済学
産業組織論
国際貿易理論
公共経済学
財政学
金融論
国際金融と世界経済

現代ファイナンス理論

経済学入門Ⅰ
経済学入門Ⅱ
経済数学
経済学特別講義
社会連携実践Ⅲ
卒業研究
☆日本史
☆外国史
☆地理学
☆法学
☆国際法
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１．科目ナンバリング

本学では、平成 年度より科目ナンバリング制度を導入しました。科目ナンバリングとは、授業科目に適
切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表し、教育課程の体系性を明示する仕組みです。授業
科目を分類し、対象とするレベル（学年等）や学問の分類を示すことで、学生が適切な授業科目を選択する助
けとなります。履修計画を立てる参考にしてください。

科目ナンバリングのコード配分規則

①学科 ②昼間・夜間主コース ③講座・系等

① 学科
学科 コード

経済学科
商学科
企業法学科
社会情報学科
共通科目
外国語科目等
専門共通科目
教職共通科目
国際交流科目

② 昼間・夜間主コース等
コース コード

昼間コース科目
夜間主コース科目
教職関連科目

③ 講座・系等
科目大区分 講座・系等 コード
経済学科 基礎経済学

応用経済学

商学科
商学
経営学
会計学
英語専修

企業法学科 基礎法
企業法

社会情報学科
計画科学
組織情報
社会情報
入門及び特講科目等

共通科目

人間と文化
社会と人間
自然と環境
知（地）の基礎
健康科学

外国語科目

英語
ドイツ語
フランス語
中国語
スペイン語
ロシア語
韓国語
日本語

専門共通科目

人文科学
社会科学
自然科学
健康科学
外国語
英語

教職に関する
科目

教職に関する科目
情報機器概論
日本史
世界史
地理学
職業指導

国際交流科目
基礎経済学
応用経済学
商学
経営学

④左から順に、「配当年次」、「科
目の中区分」、「科目の小区分」、
「言語コード」 

 

●昼間コース
共通科目

哲学
倫理学
宗教学
心理学Ⅰ
心理学Ⅱ
教育学
日本文学Ⅰ
日本文学Ⅱ
文化論
言語・文学特別講義
外国語コミュニケーショ
ンⅠ
外国語コミュニケーショ
ンⅡ

外国事情
科学方法論
社会科学
歴史学Ⅰ
歴史学Ⅱ
社会思想史Ⅰ
社会思想史Ⅱ
政治学Ⅰ
政治学Ⅱ
社会学Ⅰ
社会学Ⅱ
文化人類学
数学Ⅰ
数学Ⅱ
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
化学Ⅰ
化学Ⅱ
生物学Ⅰ
生物学Ⅱ
環境科学
総合科目Ⅰ
総合科目Ⅱ
総合科目Ⅲ
基礎数学
基礎ゼミナール
地域活性化システム論

グローバリズムと地域経済

地域学
社会連携実践Ⅰ
社会連携実践Ⅱ
生活と健康
予防の医学
健康スポーツⅠ

健康スポーツⅠｂ

健康スポーツⅠｃ

健康スポーツⅡ

健康スポーツⅡ

健康スポーツⅡ スキー

外国語科目
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅰ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
英語Ⅱ
ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅰ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ
ドイツ語Ⅱ
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅰ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅱ
フランス語Ⅱ
中国語Ⅰ
中国語Ⅰ
中国語Ⅱ
中国語Ⅱ
中国語Ⅱ
中国語Ⅱ
スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅰ
スペイン語Ⅱ
スペイン語Ⅱ
スペイン語Ⅱ
スペイン語Ⅱ
ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅰ
ロシア語Ⅱ
ロシア語Ⅱ
ロシア語Ⅱ
ロシア語Ⅱ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅰ
韓国語Ⅱ

韓国語Ⅱ
韓国語Ⅱ
韓国語Ⅱ
初級日本語
中級日本語Ⅰ
中級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅰ
上級日本語Ⅱ
上級日本語Ⅲ
上級日本語Ⅳ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ

経済学科
統計学
ミクロ経済学
マクロ経済学
経済史
日本経済史
計量経済学
現代経済理論Ⅱ
現代経済理論Ⅰ
経済学史
外国経済史Ⅰ
外国経済史Ⅱ
数理統計学
経済データ解析論
国際経済学
労働経済学
国際マクロ経済学
産業組織論
国際貿易理論
公共経済学
財政学
金融論
国際金融と世界経済

現代ファイナンス理論

経済学入門Ⅰ
経済学入門Ⅱ
経済数学
経済学特別講義
社会連携実践Ⅲ
卒業研究
☆日本史
☆外国史
☆地理学
☆法学
☆国際法
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研究指導

商学科
流通システム論Ⅰ
流通システム論Ⅱ
マーケティング
マーケティング行動論

チャネル・マネジメント

貿易論
国際マーケティング

保険論
金融市場論
商学特講
経営学原理Ⅰ
経営学原理Ⅱ
経営管理論
経営史
組織行動論
労務管理論
財務管理論
国際経営論
企業と社会
中小企業論
経営学特講
経営戦略論
経営学説史
簿記原理
応用簿記
財務会計論
経営と会計
原価計算論
国際会計論
税務会計論
会計学特講
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組織と会計
監査論
社会連携実践Ⅲ
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商学科英語専修
英語学概論Ⅰ
英語学概論Ⅱ
英文学史Ⅰ
英文学概論Ⅰ
英語コミュニケーションⅠ

比較文化Ⅰ
英語学概論Ⅲ
言語学概論

英語学Ⅰ
英語学Ⅱ
英文学史Ⅱ
☆英語学特講Ⅰ
英文学概論Ⅱ
☆英語学特講Ⅱ
英文学Ⅰ
英文学Ⅱ
☆英文学特講Ⅰ
☆英文学特講Ⅱ
英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅣ

英作文Ⅰ
英作文Ⅱ
比較文化Ⅱ
比較文化Ⅲ
比較文化Ⅳ
☆英語上級Ⅰ
☆英語上級Ⅱ
☆英語上級Ⅲ
☆英語上級Ⅳ
☆ビジネス英語Ⅰ
☆ビジネス英語Ⅱ
研究指導
☆職業指導

企業法学科
法学
憲法・基礎Ⅰ
民法・基礎Ⅰ
基礎法特講
憲法・基礎Ⅱ
憲法Ⅱ
国際法
国際機構論
刑法Ⅰ
民法・基礎Ⅱ
民法Ⅱ
行政法Ⅰ
行政法Ⅱ
租税法
刑法Ⅱ
民法Ⅲ
民法Ⅳ
商法Ⅰ
企業法特講
国際経済法

経済法
労働法
社会保障法
商法Ⅱ
商法Ⅲ
知的財産法
社会連携実践Ⅲ
卒業研究
☆日本史
☆外国史
☆地理学
☆経済学入門Ⅰ
☆経済学入門Ⅱ
☆国際経済学
研究指導

社会情報学科
計画数学Ⅰ
計画数学Ⅱ
オペレーションズ・リサーチ

社会計画Ⅰ
統計科学
社会計画Ⅱ
計画科学Ⅰ
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意思決定論Ⅰ
意思決定論Ⅱ
経営システム基礎
組織コミュニケーション論

情報システム管理論
プロジェクトマネジメン
ト

デジタルデザイン論

組織情報論
社会情報論
ビジネスシステム論

システム戦略論
情報システム構築論

知識科学基礎
情報処理Ⅰ
情報処理Ⅱ
ソフトウェア科学
情報数理
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コンピュータネットワーク論

応用情報論Ⅰ
応用情報論Ⅱ
情報と職業
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専門共通科目
現代哲学論
現代思想
現代心理学
文学と人間
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歴史と社会
現代の化学
自然と物理学
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現代の数学Ⅱ
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国際コミュニケーションⅠ
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外国語上級Ⅰ
外国語上級Ⅱ
外国語上級Ⅲ
外国語上級Ⅳ
アジア・オセアニア事情

ヨーロッパ事情
アメリカ事情
研究指導

●昼・夜共通
教職共通科目

教育心理
教育制度
教職論
教育原理
教育課程論
☆特別活動論
生徒指導
★特別支援教育
★「総合的な学習の時間」
指導法

商業科教育法Ⅰ
商業科教育法Ⅱ
☆社会科教育法Ⅰ

☆社会科教育法Ⅱ
☆社会科・公民科教育法Ⅰ
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情報科教育法Ⅰ
情報科教育法Ⅱ
英語科教育法Ⅰ
英語科教育法Ⅱ
英語科教育法Ⅲ
★英語科教育法Ⅳ
道徳教育
教育方法
教育相談
事前・事後指導
教育実習Ⅰ
教育実習Ⅱ
教職実践演習（中・高）

情報機器概論

国際交流科目
ビジネス経済学Ⅰ
ビジネス経済学Ⅱ
実証研究入門
国際経済学
グローカルフィールドワ
ークⅠ
グローカルフィールドワ
ークⅡ

日本経済
アジア太平洋経済協力
アジア太平洋におけるマ
ーケティング戦略

世界の中の日本企業
日本的経営入門
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ークⅠ
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２．カリキュラムマップ 

カリキュラムマップは、科目ナンバリングに基づいて、科目を学習していく順序、科目と科目の内容がどう
関連しているのかを示したマップです。履修計画を立てる際に参考にしてください。

－目 次－

・経済学科

・商学科

・企業法学科

・社会情報学科

・一般教育系 人文科学系

・一般教育系 社会科学系

・一般教育系 自然科学系

・一般教育系 健康科学系

・一般教育系 知（地）の基礎系

・言語センター関連

（共通科目、外国語等科目、専門共通科目、商学科英語専修科目等、教職共通科目）

・高等学校教諭一種免許状（商業）

・中学校教諭一種免許状（英語）

・高等学校教諭一種免許状（英語）

・高等学校教諭一種免許状（情報）

・中学校教諭一種免許状（社会）

・高等学校教諭一種免許状（公民）
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２．カリキュラムマップ 

カリキュラムマップは、科目ナンバリングに基づいて、科目を学習していく順序、科目と科目の内容がどう
関連しているのかを示したマップです。履修計画を立てる際に参考にしてください。
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・高等学校教諭一種免許状（情報）

・中学校教諭一種免許状（社会）

・高等学校教諭一種免許状（公民）
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済
学

』
の

よ
り
高

度
な
理

論
を
習

得

外外
国国

経経
済済
史史
ⅠⅠ

 

外外
国国

経経
済済

史史
ⅡⅡ

 

経経
済済

学学
史史

 

公公
共共

経経
済済
学学

 

財財
政政

学学
 

産産
業業

組組
織織

論論
 

労労
働働

経経
済済

学学
 

現現
代代

経経
済済
理理
論論
ⅡⅡ

 

現現
代代

経経
済済

理理
論論
ⅠⅠ

 
現現

代代
フフ
ァァ
イイ
ナナ
ンン
スス

 
理理

論論
 

金金
融融

論論
 

国国
際際

金金
融融

とと
 

世世
界界

経経
済済

 
国国

際際
ママ
クク
ロロ

 
経経

済済
学学

 

国国
際際

貿貿
易易

理理
論論

 

国国
際際

経経
済済

学学
 

経経
済済

史史
 

日日
本本

経経
済済

史史
 

ママ
クク
ロロ
経経

済済
学学

 
ミミ
クク
ロロ
経経

済済
学学

 

日日
本本

経経
済済

 

経経
済済

学学
入入
門門
ⅠⅠ

 
経経

済済
学学

入入
門門
ⅡⅡ

 

経経 済済 学学
 

特特 別別 講講 義義
 

統統
計計

学学
 

ビビ
ジジ
ネネ
スス

 
経 経

済済
学学
ⅠⅠ

 

ビビ
ジジ
ネネ
スス

 
経経

済済
学学
ⅡⅡ

 

実実
証証

研研
究究
入入
門門

 

国国
際際

開開
発発
協協
力力

 

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
特特
講講

 
(経 経

済済
) 

経経
済済

デデ
ーー
タタ

 
解解

析析
論論

 

数数
理理

統統
計計

学学
 

経経
済済

数数
学学

 
計計

量量
経経

済済
学学
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商
学

 

貿
易

論
 

会
計

学
 

保
険
論

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
行

動
論

 

原
価

計
算

論
 

 
 

 
 

 
経

営
学

 

国
際
経
営
論

 

労
務
管
理
論

 

経
営
学
説
史

 

財
務
管
理
論

 

経
営
学
原
理
Ⅱ

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

 
流
通

 
シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ

 

応
用
簿
記

 
経
営
と
会
計

 

研
究
指
導
（
Ⅲ

年
ゼ
ミ
･Ⅳ

年
ゼ
ミ
，
卒

業
論
文

）
 

チ
ャ
ネ
ル

・
 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
経
営
組
織
論

 

Ⅲ
･Ⅳ

年
次

配
当

科
目

（発
展

科
目

）

Ⅱ
年

次
配

当
科

目
（基

幹
，
発

展
科

目
）

Ⅰ
（Ⅰ

･Ⅱ
）年

次
配

当
科

目
（基

幹
科

目
）

国
際

 
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

 

金
融
市
場
論

 
商
学
特
講

 

経
営
管
理
論

 

経
営
史

 

企
業
と
社
会

 

中
小
企
業
論

 
経
営
学
特
講

 

財
務
会
計
論

 

商
学
科

（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

Ⅰ
・
Ⅱ

年
次

配
当

科
目

で
習

得
し
た
基

礎
知

識
と
基

礎
理

論
を

ベ
ー
ス
に
し
、
流

通
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
貿

易
、
金

融
、
保

険
の

分
野

に
お
け
る
理

論
お
よ
び
事

例
分

析
・
現

状
分

析
な
ど
発

展
的

に
学

習
す
る

 

経
営

学
分

野
の

専
門

科
目

の
習

得
を
通
じ
て
、

多
様

な
経

営
学

分
野

の
深
い
専
門

知
識
や

幅
広

い
応

用
力

を
身

に
つ
け
る

 

会
計

学
特

講
 

税
務
会
計
論

 

組
織

と
会
計

 

管
理
会
計
論

 
監

査
論

 

国
際
会
計
論

 

会
計

の
専

門
分

野
を
学
習

し
、

 
深

く
広

い
知

識
を
習

得
す
る

 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
金

融
の

 
基

礎
知

識
と
基

礎
理

論
を
習

得
す
る

 
経

営
管

理
論

と
経

営
史

を
通

じ
て
経

営
学

分
野

の
基

礎
理

論
の

深
化

と
そ
の

応
用

力
を
発

展
さ

せ
る
た
め
の

知
識

を
習

得
す
る

 

簿
記

の
応

用
を
理

解
し
、

 
会

計
に
関

す
る
専

門
知

識
を
習

得
す
る

 

流
通

シ
ス
テ
ム
の

 
基

礎
知

識
と
基

礎
理

論
を
習

得
す
る

 
経

営
学

原
理

で
 

経
営

学
分

野
の

基
礎

理
論

を
習
得

す
る

 
簿

記
の

基
礎

を
理

解
す
る

 

流
通
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ

 
経
営
学
原
理
Ⅰ

 
簿

記
原

理
 

（（
20

21
））
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研

究
指

導
（
Ⅲ

年
ゼ
ミ
･Ⅳ

年
ゼ
ミ
，
卒

業
論

文
）

 

行
政

法
Ⅰ

 

租
税

法
 

行
政

法
Ⅱ

 

刑
法
Ⅱ

 

国
際
経
済
法

 

経
済

法
 

民
法
Ⅱ

 

民
法
Ⅳ

 
労
働
法

 

民
法
Ⅲ

 

商
法
Ⅱ

 

商
法
Ⅲ

 

民
法
・
基
礎
Ⅱ

 

憲
法
Ⅱ

 

刑
法
Ⅰ

 
憲

法
・
基
礎
Ⅱ

 

法
学

 
憲
法
・
基
礎
Ⅰ

 
民
法
・
基
礎
Ⅰ

 

国
際
法

 

国
際

機
構

論
 

社
会

保
障

法
 

商
法
Ⅰ

 

知
的
財
産
法

 

Ⅲ
･Ⅳ

年
次

配
当

科
目

（発
展

科
目

）

Ⅱ
年

次
配

当
科

目
（基

幹
，
発

展
科

目
）

Ⅰ
（Ⅰ

・Ⅱ
）年

次
配

当
科

目
（基

幹
科

目
）

企企
業業

法法
学学

科科
  
（（
昼昼

間間
ココ
ーー
スス
））

 

法
的

思
考

方
法

の
基

礎
を
身

に
つ
け
る

 

基
本

的
な
法

分
野

に
つ
い
て
学

び
、
法
学

学
習
の

基
礎
を
固

め
る

 

色
々

な
法

分
野

に
つ
い
て
学

び
、
よ
り
深

く
広
い
知

識
を
身

に
つ
け
る

 

ゼ
ミ
で
具

体
的

な
法

的
問

題
を
深

く
掘

り
下
げ
て
研

究
し
、
そ
の

成
果

を
卒

業
論
文

に
ま
と
め
る

 

基
礎

法
特

講
 

 

企
業

法
特

講
 

 

（（
20

21
））
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マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
エ
ン
ス

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
エ
ン
ス

組
織

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

社
会
情
報
学
科
（
昼
間
コ
ー
ス
）

（
）

Ⅰ
（
Ⅰ
･Ⅱ

）
年
次
配
当
科
目
（
基
幹
科
目
）

社
会

情
報

学
科

が
取

扱
う

教
育

内
容

を
概

観
し

、
そ

の
全

体
像

を
把

握
す

る

研
究

指
導

（
Ⅲ

年
ゼ

ミ
･Ⅳ

年
ゼ

ミ
，

卒
業

論
文

）
学

び
の

集
大

成
と

し
て

研
究

に
従

事
し

、
専

門
性

を
深

め
る

と
と

も
に

、
研

究
の

進
め

方
や

成
果

の
取

り
ま

と
め

方
な

ど
を

実
践

的
に

学
ぶ

Ⅲ
･Ⅳ

年
次
配
当
科
目
（
発
展
科
目
）

社
会

情
報

特
講

Ⅲ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

論
情

報
と

職
業

応
用

情
報

論
Ⅱ

認
知

科
学

応
用

情
報

論
Ⅰ

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

発
展

的
知

識
を

修
得

す
る

社
会

情
報

特
講

Ⅱ

組
織

情
報

論
社

会
情

報
論

ビ
ジ

ネ
ス

シ
ス

テ
ム

論

シ
ス

テ
ム

戦
略

論

情
報

シ
ス

テ
ム

構
築

論

組
織

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
発

展
的

知
識

を
修

得
す

る

社
会

情
報

特
講

Ⅰ

計
画

科
学

Ⅰ
計

画
科

学
Ⅱ

意
志

決
定

論
Ⅱ

社
会

計
画

Ⅱ

意
志

決
定

論
Ⅰ

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

発
展

的
知

識
を

修
得

す
る

Ⅱ
年
次
配
当
科
目
（
基
幹
，
発
展
科
目
）

情
報

処
理

Ⅰ
情

報
処

理
Ⅱ

情
報

数
理

知
識

科
学

基
礎

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

科
学

イ
ン

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

修
得

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

管
理

論
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

デ
ジ

タ
ル

デ
ザ

イ
ン

論

経
営

シ
ス

テ
ム

基
礎

組
織

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
論

組
織

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
基

礎
的

知
識

を
修

得
す

る

統
計

科
学

計
画

数
学

Ⅰ

社
会

計
画

Ⅰ

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
ズ

リ
サ

ー
チ

計
画

数
学

Ⅱ

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

基
礎

的
知

識
を

修
得

す
る

社
会

情
報

入
門

Ⅰ
社

会
情

報
入

門
Ⅱ

情
報

処
理

基
礎

一般教育系 人文科学系 昼間コース

一般教育系 社会科学系 昼間コース

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研研  究究  指指  導導  ３
・
４
年
次

２
年
次

１
年
次

現現代代哲哲学学論論  文文学学とと人人間間  現現代代心心理理学学  

哲哲学学・・倫倫理理学学  心心理理学学ⅠⅠ・・ⅡⅡ  日日本本文文学学ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

教教育育学学  宗宗教教学学  文文化化論論  

外外国国語語ココミミュュニニケケ
ーーシショョンン論論ⅠⅠ・・ⅡⅡ  外外国国事事情情  

歴歴史史とと  
社社会会  

現現代代  
思思想想  

現現代代のの  
社社会会  

歴歴史史学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

社社会会思思想想史史
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

社社会会学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

政政治治学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

文文化化  
人人類類学学  

社社会会  
科科学学  

科科学学  
方方法法論論  

研研  究究  指指  導導  ３
・
４
年
次

２
年
次

１
年
次

言言語語・・文文学学特特別別講講義義  
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一般教育系 人文科学系 昼間コース

一般教育系 社会科学系 昼間コース

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研研  究究  指指  導導  ３
・
４
年
次

２
年
次

１
年
次

現現代代哲哲学学論論  文文学学とと人人間間  現現代代心心理理学学  

哲哲学学・・倫倫理理学学  心心理理学学ⅠⅠ・・ⅡⅡ  日日本本文文学学ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

教教育育学学  宗宗教教学学  文文化化論論  

外外国国語語ココミミュュニニケケ
ーーシショョンン論論ⅠⅠ・・ⅡⅡ  外外国国事事情情  

歴歴史史とと  
社社会会  

現現代代  
思思想想  

現現代代のの  
社社会会  

歴歴史史学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

社社会会思思想想史史
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

社社会会学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

政政治治学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

文文化化  
人人類類学学  

社社会会  
科科学学  

科科学学  
方方法法論論  

研研  究究  指指  導導  ３
・
４
年
次

２
年
次

１
年
次

言言語語・・文文学学特特別別講講義義  
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一般教育系 自然科学系 昼間コース

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

一般教育系 健康科学系 昼間コース

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予予防防のの医医学学  

人人  間間  科科  学学  論論  
２
年
次

１
年
次

健健康康ススポポーーツツⅠⅠ・・ⅡⅡ  

生生活活とと健健康康  

３
・
４
年
次

２
年
次

１
年
次

研研  究究  指指  導導  
３
・
４
年
次

研研  究究  指指  導導  

現現代代のの数数学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

自自然然とと  
物物理理学学  

現現代代のの  
化化学学  

現現代代のの  
生生物物学学  

数数学学ⅡⅡ  物物理理学学ⅡⅡ  化化学学ⅡⅡ  

数数学学ⅠⅠ  物物理理学学ⅠⅠ  化化学学ⅠⅠ  

生生物物学学ⅡⅡ  

生生物物学学ⅠⅠ  

環環境境科科学学  

200200
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一般教育系 自然科学系 昼間コース

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

一般教育系 健康科学系 昼間コース

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

予予防防のの医医学学  

人人  間間  科科  学学  論論  
２
年
次

１
年
次

健健康康ススポポーーツツⅠⅠ・・ⅡⅡ  

生生活活とと健健康康  

３
・
４
年
次

２
年
次

１
年
次

研研  究究  指指  導導  
３
・
４
年
次

研研  究究  指指  導導  

現現代代のの数数学学  
ⅠⅠ・・ⅡⅡ  

自自然然とと  
物物理理学学  

現現代代のの  
化化学学  

現現代代のの  
生生物物学学  

数数学学ⅡⅡ  物物理理学学ⅡⅡ  化化学学ⅡⅡ  

数数学学ⅠⅠ  物物理理学学ⅠⅠ  化化学学ⅠⅠ  

生生物物学学ⅡⅡ  

生生物物学学ⅠⅠ  

環環境境科科学学  

総
合
科
目
Ⅱ

 
（
大

学
の

学
び
と
社

会
）

 

総
合
科
目
Ⅰ

 
（
小
樽
学
）

 
（
地
域
と
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾈ
ｯ
ﾄﾒ
ﾃ
ﾞｨ
ｱ
の
ﾘ
ﾃ

ﾗ
ｼ
ｰ
）

 

総
合
科
目
Ⅲ

 
（
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
講
座
）

 
基
礎
数
学

 
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

 
地
域
学

 
地

域
活

性
化

 
シ
ス
テ
ム
論

 

一
般
教
育
系

 
知
（
地
）
の
基
礎
系
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

（
 キ

 ャ
 リ

 ア
 教

 育
）

 
（
地

 域
 志

 向
 教

 育
）

 
１
年

次
 

２
年

次
 

現
代

の
数

学
Ⅰ

・
Ⅱ

 

３
年

次
 

４
年

次
 

グ
ロ
ー
バ

リ
ズ

ム
と
地

域
経

済
 

（
 初

 年
 次

 教
 育

）
 

（（
20

21
））

 

各
学
科
科
目
等

 
Ⅰ

～
Ⅳ

配
当

 

社
会

連
携

実
践

 
Ⅰ

・
Ⅱ

・Ⅲ
 

研
究
指
導
Ⅲ

・
Ⅳ

配
当

 

参　
　

考

201

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   20132100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   201 2021/03/04   10:48:332021/03/04   10:48:33



言言
語語

セセ
ンン
タタ
ーー
関関

連連
（（
共共
通通

科科
目目

,外外
国国
語語

等等
科科
目目

,専専
門門
共共

通通
科科

目目
,商商

学学
科科

英英
語語
専専

修修
科科
目目

等等
,教教

職職
共共
通通

科科
目目
））
カカ
リリ
キキ
ュュ
ララ
ムム
ママ
ッッ
ププ

 

３ ・ ４ 年 次  ２ 年 次  １ 年 次  

事事
前前

・・
事事
後後

指指
導導

 
教教

育育
実実

習習
ⅠⅠ

・・ⅡⅡ
 

英英
語語

科科
教教

育育
法法

 
ⅠⅠ

・・
ⅡⅡ
・・
ⅢⅢ
・・ⅣⅣ

 

英英
語語

学学
概概
論論

 
ⅠⅠ

・・
ⅡⅡ

 
英英

文文
学学

史史
ⅠⅠ

 
英英

文文
学学

概概
論論
ⅠⅠ

 
英英

語語
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ
ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー

ｼｼ
ｮｮﾝﾝ
ⅠⅠ

 
比比

較較
文文

化化
ⅠⅠ

 

言言
語語

学学
概概
論論

 
英 英

語語
学学

概概
論論
ⅢⅢ

 
英英

語語
学学
ⅠⅠ

・・ⅡⅡ
 

英英
文文

学学
史史
ⅡⅡ

 
英英

文文
学学

概概
論論
ⅡⅡ

 
英英

文文
学学
ⅠⅠ

・・ⅡⅡ
 

英英
作作

文文
ⅠⅠ

・・ⅡⅡ
 

英英
語語

ｺｺ
ﾐﾐｭｭ
ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー

ｼｼ
ｮｮﾝﾝ
ⅡⅡ

・・
ⅢⅢ

・・
ⅣⅣ

 
比比

較較
文文

化化
 

ⅡⅡ
・・
ⅢⅢ
・・
ⅣⅣ

 

教教
科科

及及
びび
指指

導導
法法

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

商商
学学

科科
英英
語語
専専
修修

 

英英
語語

学学
特特

講講
 

ⅠⅠ
・・
ⅡⅡ

 
英 英

文文
学学

特特
講講

 
ⅠⅠ

・・
ⅡⅡ

 

英英
語語

上上
級級

 
ⅠⅠ

・・
ⅡⅡ

・・
ⅢⅢ
・・ⅣⅣ

 
ﾋﾋ
ﾞ゙ｼｼ
ﾞ゙ﾈﾈ
ｽｽ
英英

語語
 

ⅠⅠ
・・
ⅡⅡ

 

（（
20

21
））

 

独独
語語

 

国国
際際

ｺｺ
ﾐﾐｭｭ
ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮﾝﾝ

 

言言
語語

・・
文文

学学
 

特特
別別

講講
義義

 

外外
国国

語語
ｺｺ
ﾐﾐｭｭ
ﾆﾆ
ｹｹ
ｰー
ｼｼ
ｮｮ

ﾝﾝ
ⅠⅠ

・・
ⅡⅡ

 
ＩＩＡＡ

、、
ＩＩＢＢ

、、
ＩＩＣＣ

、、
ＩＩＤＤ

 

ⅡⅡ
ＡＡ

 
ⅡⅡ

ＡＡ
/ 

Ⅱ Ⅱ
ＢＢ

 

英英
語語

 

上上
級級

日日
本本

語語
ⅠⅠ
・・ⅡⅡ

 
日 日

本本
事事

情情
ⅠⅠ

 

基基
礎礎

科科
目目

 

上上
級級

日日
本本

語語
ⅢⅢ
・・ⅣⅣ

 
日日

本本
事事

情情
ⅡⅡ

 

日日
本本

語語
科科

目目
 

仏仏
語語

 

中中
語語

 
西西

語語
 

露露
語語

 
韓韓

語語
 

ⅠⅠ
 

ⅡⅡ
ＡＡ

 
ⅡⅡ

ＢＢ
 専専
門門

共共
通通

科科
目目

 

外外
国国

語語
科科
目目

 

外外
国国

語語
科科

目目
等等

 

外外
国国

語語
上上
級級

 
ⅠⅠ

・・
ⅡⅡ
・・
ⅢⅢ

・・ⅣⅣ
 

教教
職職

共共
通通

科科
目目

 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

商商
学学

科科
自自
由由

科科
目目
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●
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等

 

●
免

許
法

施
行

規
則

第
６
６
条

の
６
に
定

め
る
科

目
 

教
育
制
度

 
教
育
心
理

 

教
職
論

 
教

育
原

理
 

教
育
課
程
論

 
特
別
活
動
論

 

教
育
方
法

 

生
徒
指
導

 

教
育
相
談

 

事
前
事
後
指
導

 
教
育
実
習
Ⅱ

 

教
職
実
践
演
習

 

●
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

 

そ
の

他
，
「
教

科
及

び
教

科
の
指

導
法

に
関

す
る
科

目
」
，
「
教

育
の

基
礎

的
理

解
に
関

す
る
科

目
等

」
か

ら
12

単
位

以
上

取
得

 

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
商

業
）
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
憲

法
・
基

礎
Ⅰ

 
憲

法
・
基

礎
Ⅱ

 

（
必

修
科

目
）

 
生

活
と
健

康
 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
以

上
選

択
必
修

）
 

健
康

ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

ａ
～
Ⅱ

ｃ
 

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
英

語
Ⅰ

Ａ
 

英
語
Ⅰ

Ｂ
 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
機

器
概

論
 

（（
以以

下下
のの

科科
目目

よよ
りり
１１
８８
単単

位位
以以

上上
選選

択択
必必

修修
））

 
流

通
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ

 
 

流
通

シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ

 
金

融
市

場
論

 
経

営
学

原
理
Ⅰ

 
経

営
学

原
理
Ⅱ

 
経

営
管

理
論

 
財

務
管

理
論

 
簿

記
原

理
 

応
用

簿
記

 
社

会
情

報
入

門
Ⅰ

 
社

会
情

報
入

門
Ⅱ

 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

教教
育育

のの
基基

礎礎
的的
理理

解解
にに
関関

すす
るる
科科
目目

 

特
別
支
援
教
育

 

「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
指
導
法

 

道道
徳徳

、、
総総

合合
的的

なな
学学

習習
のの

時時
間間
等等

のの
指指
導導

法法
及及

びび
生生

徒徒
指指

導導
、、
教教

育育
相相

談談
等等

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

（（
必必

修修
科科

目目
））
  
職

業
指

導
 

（（
必必

修修
科科

目目
））
 

 
商

業
科

教
育

法
Ⅰ

 
商

業
科

教
育

法
Ⅱ

 

参　
　

考
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●
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等

 
●
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

 

●
免

許
法

施
行

規
則

第
６
６
条

の
６
に
定

め
る
科

目
 

教
育
制
度

 
教
育
心
理

 

教
職
論

 
教

育
原

理
 

教
育
課
程
論

 
特
別
活
動
論

 

教
育

方
法

 

生
徒
指
導

 

教
育
相
談

 

事
前
事
後
指
導

 
教
育
実
習
Ⅰ

 
教
育
実
習
Ⅱ

 

教
職
実
践
演
習

 

（
必
修
科
目
）
 

 
英
語
科
教
育
法
Ⅰ

 
英
語
科
教
育
法
Ⅱ

 
英
語
科
教
育
法
Ⅲ

 
英
語
科
教
育
法
Ⅳ

 

そ
の
他
，
「
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関

す
る
科
目
」
，
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関

す
る
科
目
等
」
か
ら

4単
位
以
上
取
得

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
憲

法
・
基

礎
Ⅰ

 
憲

法
・
基

礎
Ⅱ

 

（
必

修
科

目
）

 
生

活
と
健

康
 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
以

上
選

択
必
修

）
 

健
康

ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

ａ
～
Ⅱ

ｃ
 

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
英

語
Ⅰ

Ａ
 

英
語
Ⅰ

Ｂ
 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
機

器
概

論
 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

教教
育育

のの
基基

礎礎
的的
理理

解解
にに
関関

すす
るる
科科
目目

 

特
別
支
援
教
育

 

「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
指
導
法

 

道道
徳徳

、、
総総

合合
的的

なな
学学

習習
のの

時時
間間
等等

のの
指指
導導

法法
及及

びび
生生

徒徒
指指

導導
、、
教教

育育
相相

談談
等等

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
英
語
）
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

（
３
科
目
と
も
必
修
）

 
英
語
学
概
論
Ⅰ

 
英
語
学
概
論
Ⅱ

 
英
語
学
概
論
Ⅲ

 
 

（
２
科
目
と
も
必
修
）

 
英
文
学
史
Ⅰ

 
英
文
学
概
論
Ⅰ

 

（
２
科
目
と
も
必
修
）

 
英
作
文
Ⅰ

 
 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

 

（
必
修
科
目
）
 
比
較
文
化
Ⅰ

 

（
以
下
の
科
目
か
ら
２
科
目
４
単
位
を
必
修
）

 
言
語
学
概
論

 
英
語
学
Ⅰ

・
Ⅱ

 
英
文
学
史
Ⅱ

 
英
文
学
概
論
Ⅱ

 
英
文
学
Ⅰ

・
Ⅱ

 
英
作
文
Ⅱ

 
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

～
Ⅳ

 
比
較
文
化
Ⅱ

～
Ⅳ

 

道
徳
教
育
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●
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等

 
●
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

 

●
免

許
法

施
行

規
則

第
６
６
条

の
６
に
定

め
る
科

目
 

教
育
制
度

 
教
育
心
理

 

教
職
論

 
教

育
原

理
 

教
育
課
程
論

 
特
別
活
動
論

 

教
育

方
法

 

生
徒
指
導

 

教
育
相
談

 

事
前
事
後
指
導

 
（
教
育
実
習
Ⅰ

）
 

教
育
実
習
Ⅱ

 

教
職
実
践
演
習

 

（
必
修
科
目
）
 

 
英
語
科
教
育
法
Ⅰ

 
英
語
科
教
育
法
Ⅱ

 
英
語
科
教
育
法
Ⅲ

 
英
語
科
教
育
法
Ⅳ

 

そ
の
他
，
「
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関

す
る
科
目
」
，
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関

す
る
科
目
等
」
か
ら

12
単
位
以
上
取
得

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
憲

法
・
基

礎
Ⅰ

 
憲

法
・
基

礎
Ⅱ

 

（
必

修
科

目
）

 
生

活
と
健

康
 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
以

上
選

択
必
修

）
 

健
康

ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

ａ
～
Ⅱ

ｃ
 

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
英

語
Ⅰ

Ａ
 

英
語
Ⅰ

Ｂ
 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
機

器
概

論
 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

教教
育育

のの
基基

礎礎
的的
理理

解解
にに
関関

すす
るる
科科
目目

 

特
別
支
援
教
育

 

「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
指
導
法

 

道道
徳徳

、、
総総

合合
的的

なな
学学

習習
のの

時時
間間
等等

のの
指指
導導

法法
及及

びび
生生

徒徒
指指

導導
、、
教教

育育
相相

談談
等等

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

（
３
科
目
と
も
必
修
）

 
英
語
学
概
論
Ⅰ

 
英
語
学
概
論
Ⅱ

 
英
語
学
概
論
Ⅲ

 
 

（
２
科
目
と
も
必
修
）

 
英
文
学
史
Ⅰ

 
英
文
学
概
論
Ⅰ

 

（
２
科
目
と
も
必
修
）

 
英
作
文
Ⅰ

 
 

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

 

（
必
修
科
目
）
 
比
較
文
化
Ⅰ

 

（
以
下
の
科
目
か
ら
２
科
目
４
単
位
を
必
修
）

 
言
語
学
概
論

 
英
語
学
Ⅰ

・
Ⅱ

 
英
文
学
史
Ⅱ

 
英
文
学
概
論
Ⅱ

 
英
文
学
Ⅰ

・
Ⅱ

 
英
作
文
Ⅱ

 
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅱ

～
Ⅳ

 
比
較
文
化
Ⅱ

～
Ⅳ

 

(道
徳

教
育

) 

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
英
語
）
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

参　
　

考
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●
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等

 
●
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

 

●
免

許
法

施
行

規
則

第
６
６
条

の
６
に
定

め
る
科

目
 

教
育
制
度

 
教
育
心
理

 

教
職
論

 
教

育
原

理
 

教
育
課
程
論

 
特
別
活
動
論

 

教
育
方
法

 

生
徒
指
導

 

教
育
相
談

 

事
前
事
後
指
導

 
教
育
実
習
Ⅱ

 

教
職
実
践
演
習

 

そ
の

他
，
「
教

科
及

び
教

科
の
指

導
法

に
関

す
る
科

目
」
，
「
教

育
の

基
礎

的
理

解
に
関

す
る
科

目
等

」
か

ら
12

単
位

以
上

取
得

 
（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
憲

法
・
基

礎
Ⅰ

 
憲

法
・
基

礎
Ⅱ

 

（
必

修
科

目
）

 
生

活
と
健

康
 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
以

上
選

択
必
修

）
 

健
康

ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

ａ
～
Ⅱ

ｃ
 

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
英

語
Ⅰ

Ａ
 

英
語
Ⅰ

Ｂ
 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
機

器
概

論
 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

教教
育育

のの
基基

礎礎
的的
理理

解解
にに
関関

すす
るる
科科
目目

 

特
別
支
援
教
育

 

「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
指
導
法

 

道道
徳徳

、、
総総

合合
的的

なな
学学

習習
のの

時時
間間
等等

のの
指指
導導

法法
及及

びび
生生

徒徒
指指

導導
、、
教教

育育
相相

談談
等等

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
情

報
）
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

（
必

修
科

目
）
情

報
と
職

業
 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
デ
ジ
タ
ル

デ
ザ

イ
ン
論

 
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ

ー
チ

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論

 
組

織
コ
ミ
ュ
ニ
ー
シ
ョ
ン
論

 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
シ
ス
テ
ム
構
築

論
 

（
４
科

目
と
も
必

修
）

 
情

報
処

理
基

礎
 

 
情

報
処

理
Ⅰ

・
情

報
処

理
Ⅱ

 
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
科

学
 

（
必

修
科

目
）
社

会
情

報
論

 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
科

教
育

法
Ⅰ

 
情
報
科

教
育
法
Ⅱ
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●
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等

 
●
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

 

●
免

許
法

施
行

規
則

第
６
６
条

の
６
に
定

め
る
科

目
 

教
育
制
度

 
教
育
心
理

 

教
職
論

 
教

育
原

理
 

教
育
課
程
論

 
特
別
活
動
論

 

教
育

方
法

 

生
徒
指
導

 

教
育
相
談

 

事
前
事
後
指
導

 
教
育
実
習
Ⅰ

 
教
育
実
習
Ⅱ

 

教
職
実
践
演
習

 

そ
の
他
，
「
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に

関
す
る
科
目
」
，
「
教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目
等
」
か
ら

4単
位
以
上
取
得

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
憲

法
・
基

礎
Ⅰ

 
憲

法
・
基

礎
Ⅱ

 

（
必

修
科

目
）

 
生

活
と
健

康
 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
以

上
選

択
必
修

）
 

健
康

ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

ａ
～
Ⅱ

ｃ
 

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
英

語
Ⅰ

Ａ
 

英
語
Ⅰ

Ｂ
 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
機

器
概

論
 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

教教
育育

のの
基基

礎礎
的的
理理

解解
にに
関関

すす
るる
科科
目目

 

特
別
支
援
教
育

 

「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
指
導
法

 

道道
徳徳

、、
総総

合合
的的

なな
学学

習習
のの

時時
間間
等等

のの
指指
導導

法法
及及

びび
生生

徒徒
指指

導導
、、
教教

育育
相相

談談
等等

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

道
徳
教
育

 

中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
社
会
）
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
日

本
史

 
外

国
史

 

（
必

修
科

目
）

 
地

理
学

 

（
３
科

目
と
も
必

修
）

 
法

学
 

 
経

済
学

入
門
Ⅰ

 
経

済
学

入
門
Ⅱ

 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
選

択
必

修
）

 
憲

法
Ⅱ

 
ミ
ク
ロ
経

済
学

 
マ
ク
ロ
経

済
学

 
 

（
い
ず
れ

か
２
科

目
選

択
必

修
）

 
哲

学
 

倫
理

学
 

宗
教

学
 

 

（
必

修
科

目
）

 
社

会
科

教
育

法
Ⅰ

 
社

会
科

教
育

法
Ⅱ

 
社

会
科

・
公

民
科

教
育

法
Ⅰ

 
社

会
科

・
公

民
科

教
育

法
Ⅱ

 

参　
　

考
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●
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科

目
等

 
●
教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

 

●
免

許
法

施
行

規
則

第
６
６
条

の
６
に
定

め
る
科

目
 

教
育
制
度

 
教
育
心
理

 

教
職
論

 
教

育
原

理
 

教
育
課
程
論

 
特
別
活
動
論

 

教
育
方
法

 

生
徒
指
導

 

教
育
相
談

 

事
前
事
後
指
導

 
（
教
育
実
習
Ⅰ

）
 

教
育
実
習
Ⅱ

 

教
職
実
践
演
習

 

そ
の

他
，
「
教

科
及

び
教

科
の
指

導
法

に
関

す
る
科

目
」
，
「
教

育
の

基
礎

的
理

解
に
関

す
る
科

目
等

」
か

ら
12

単
位

以
上

取
得

 
（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
憲

法
・
基

礎
Ⅰ

 
憲

法
・
基

礎
Ⅱ

 

（
必

修
科

目
）

 
生

活
と
健

康
 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
以

上
選

択
必
修

）
 

健
康

ス
ポ
ー
ツ
Ⅰ

ａ
～
Ⅱ

ｃ
 

 

（
２
科

目
と
も
必

修
）

 
英

語
Ⅰ

Ａ
 

英
語
Ⅰ

Ｂ
 

（
必

修
科

目
）

 
情

報
機

器
概

論
 

教教
育育

実実
践践

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

教教
育育

のの
基基

礎礎
的的
理理

解解
にに
関関

すす
るる
科科
目目

 

特
別
支
援
教
育

 

「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
指
導
法

 

道道
徳徳

、、
総総

合合
的的

なな
学学

習習
のの

時時
間間
等等

のの
指指
導導

法法
及及

びび
生生

徒徒
指指

導導
、、
教教

育育
相相

談談
等等

にに
関関

すす
るる
科科

目目
 

（
必

修
科

目
）

 
社

会
科

・
公

民
科

教
育

法
Ⅰ

 
社

会
科

・
公

民
科

教
育

法
Ⅱ

 

高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
公

民
）
（
昼
間
コ
ー
ス
）

 

（
５
科

目
と
も
必

修
） 

法
学

 
国

際
法

 
 

経
済

学
入

門
Ⅰ

 
経

済
学

入
門
Ⅱ

 
国

際
経

済
学

 

（
い
ず
れ

か
１
科

目
選

択
必

修
）

 
憲

法
Ⅱ

 
ミ
ク
ロ
経

済
学

 
マ
ク
ロ
経

済
学

 
 

（
い
ず
れ

か
３
科

目
選

択
必

修
）

 
哲

学
 

倫
理
学

 
宗

教
学

 
心

理
学
Ⅰ

 
心

理
学
Ⅱ

 
 

 

３．履修モデル  

昼間コースの教育課程のもとで体系的な履修を可能にするために「履修モデル」を設定しています。「履修
モデル」は、自らの将来計画のために何を学び、将来どのような職業に就きたいか等を考えて、履修科目を決
定する際の例示的なものであり、これに拘束されるものではありません。下記に掲げるモデル例を参考しなが
ら各自履修科目を決定してください。

履修モデルⅠ  
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、経済学を主として学ぶ」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

統計学 ミクロ経済学

経済学入門Ⅰ マクロ経済学

経済学入門Ⅱ 経済史

国際経済学

発
展
科
目

経済学科発展
科目 経済学
特別講義及び
社会連携実践
Ⅲを含む

経済学科発
展科目

他
学
科
科
目

簿記原理 他学科科目 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門Ⅰ

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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３．履修モデル  

昼間コースの教育課程のもとで体系的な履修を可能にするために「履修モデル」を設定しています。「履修
モデル」は、自らの将来計画のために何を学び、将来どのような職業に就きたいか等を考えて、履修科目を決
定する際の例示的なものであり、これに拘束されるものではありません。下記に掲げるモデル例を参考しなが
ら各自履修科目を決定してください。

履修モデルⅠ  
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、経済学を主として学ぶ」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

統計学 ミクロ経済学

経済学入門Ⅰ マクロ経済学

経済学入門Ⅱ 経済史

国際経済学

発
展
科
目

経済学科発展
科目 経済学
特別講義及び
社会連携実践
Ⅲを含む

経済学科発
展科目

他
学
科
科
目

簿記原理 他学科科目 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門Ⅰ

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

参　
　

考

209

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   20932100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   209 2021/03/04   10:48:422021/03/04   10:48:42



 

履修モデルⅡ－１  
「マーケティング・金融のスペシャリストとしての知識と教養を修得する」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

流通システム論 流通システム論

経営学原理 経営学原理

簿記原理 経営管理論

応用簿記

発
展
科
目

マーケティング 商学講座及び
商学科の科目

商学科の発
展科目

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

 

 

履修モデルⅡ－２  
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、経営学を中心に商学全般を学ぶ」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

簿記原理 経営学原理
経営学原理 経営管理論

流通システム論 流通システム論

経営と会計

発
展
科
目

経営史 経営学講座及
び商学科の科
目

商学科の発
展科目組織と会計

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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履修モデルⅡ－１  
「マーケティング・金融のスペシャリストとしての知識と教養を修得する」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

流通システム論 流通システム論

経営学原理 経営学原理

簿記原理 経営管理論

応用簿記

発
展
科
目

マーケティング 商学講座及び
商学科の科目

商学科の発
展科目

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

 

 

履修モデルⅡ－２  
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、経営学を中心に商学全般を学ぶ」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

簿記原理 経営学原理
経営学原理 経営管理論

流通システム論 流通システム論

経営と会計

発
展
科
目

経営史 経営学講座及
び商学科の科
目

商学科の発
展科目組織と会計

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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履修モデルⅡ－３ 
「会計専門職としてキャリアを積むための知識と教養を修得する」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

簿記原理 応用簿記

経営学原理 経営と会計

流通システム論 経営管理論

発
展
科
目

財務会計論 会計講座及び
商学科の科目

商学科の発
展科目原価計算論

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

法学

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

 

 

履修モデルⅢ 
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、企業法学を主として学ぶ」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

法学 憲法・基礎

憲法・基礎 民法・基礎

民法・基礎 刑法

商法

発
展
科
目

企業法学科発展
科目（ 年次配当）

行政法 企業法学科
の発展科目

企業法学科の
発展科目

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

簿記原理

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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履修モデルⅡ－３ 
「会計専門職としてキャリアを積むための知識と教養を修得する」
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語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

簿記原理 応用簿記

経営学原理 経営と会計

流通システム論 経営管理論
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び専門共通科
目
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通科目

法学

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

 

 

履修モデルⅢ 
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、企業法学を主として学ぶ」

年次
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年次
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年次
単位

年次
単位

共
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科
目

基
礎
科
目
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外
国
語
科
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英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

法学 憲法・基礎

憲法・基礎 民法・基礎

民法・基礎 刑法

商法

発
展
科
目

企業法学科発展
科目（ 年次配当）

行政法 企業法学科
の発展科目

企業法学科の
発展科目

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

簿記原理

社会情報入門

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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履修モデルⅣ 
「幅広い教養とともに、情報に関する専門知識、合理的かつ科学的な思考能力、問題能力を修得
する」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

社会情報入門 計画数学 オペレーション
ズ・リサーチ

社会情報入門 計画数学 統計科学

情報処理基礎 経営システム基礎

情報システム管理論

知識科学基礎

情報処理Ⅰ

情報処理Ⅱ

発
展
科
目

プロジェクトマネジ
メント

社会情報学科
の ・ 年次
配当科目（社
会連携実践

を含む）

社会情報学
科の ・ 年
次配当科目組織コミュニケーシ

ョン論

デジタルデザイン論

情報数理

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

簿記原理

法学

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

 

 

履修モデルⅤ 
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、専門共通の各領域を専攻する」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目

知の基礎

基礎科目 人間系 基礎科目 人間系

基礎科目 社会系 基礎科目 社会系

基礎科目 自然系 基礎科目 自然系

基礎科目 健康系 基礎科目 健康系

外
国
語
科
目

英語Ⅰ 英語Ⅱ １ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ

英語Ⅰ 英語Ⅱ
英語以外の外国
語Ⅰ

英語以外の外国
語Ⅱ

自
学
科
科
目

基
幹
科
目

経済学入門Ⅰ
所属学科の基幹科目

経済学入門Ⅱ

発
展
科
目

所属学科の発展科目（社会連携実践 III を含む） 28

他
学
科
科
目

簿記原理 自然科学を専攻する者 人文科学を専攻する者 社会科学を専攻する者

法学 現代の生物学 2 現代哲学論 2 現代思想 2

社会情報入門 現代の数学 I 2 文学と人間 2 現代の社会 2

現代の数学Ⅱ 2 現代心理学 2 歴史と社会 2
  現代の化学 2 他学科科目 他学科科目
  自然と物理学 2
  他学科科目
  健康科学を専攻する者

  人間科学論 2

他学科科目

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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履修モデルⅣ 
「幅広い教養とともに、情報に関する専門知識、合理的かつ科学的な思考能力、問題能力を修得
する」
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単位
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年次
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通
科
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礎
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発
展
科
目

プロジェクトマネジ
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社会情報学科
の ・ 年次
配当科目（社
会連携実践

を含む）

社会情報学
科の ・ 年
次配当科目組織コミュニケーシ

ョン論

デジタルデザイン論

情報数理

他
学
科
科
目

経済学入門 他学科科目及
び専門共通科
目

他学科科目
及び専門共
通科目

簿記原理

法学

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。

 

 

履修モデルⅤ 
「幅広い教養及び外国語能力を基礎として、専門共通の各領域を専攻する」

年次
単位

年次
単位

年次
単位

年次
単位

共
通
科
目

基
礎
科
目
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英語Ⅰ 英語Ⅱ
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語Ⅰ
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科
科
目

基
幹
科
目

経済学入門Ⅰ
所属学科の基幹科目

経済学入門Ⅱ

発
展
科
目

所属学科の発展科目（社会連携実践 III を含む） 28

他
学
科
科
目

簿記原理 自然科学を専攻する者 人文科学を専攻する者 社会科学を専攻する者

法学 現代の生物学 2 現代哲学論 2 現代思想 2

社会情報入門 現代の数学 I 2 文学と人間 2 現代の社会 2

現代の数学Ⅱ 2 現代心理学 2 歴史と社会 2
  現代の化学 2 他学科科目 他学科科目
  自然と物理学 2
  他学科科目
  健康科学を専攻する者

  人間科学論 2

他学科科目

研究指導 研究指導
研究指導

内の単位数は、１年間の履修上限内で卒業所要単位を超えて履修する単位数を表します。
「Ⅰ．教育課程」の「卒業に必要な単位数」も併せて確認してください。
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１．小樽商科大学履修方法等に関する規則 

（平成３年１０月１日制定）

（趣旨）
第１条 小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第３２条及び第４１条第２項に定める 昼間コース及び
夜間主コースの教育課程及び履修方法等並びに早期卒業に関する必要な事項は，この規則の定めるところに
よる。
（開講科目等）

第２条 毎学年の開講科目，単位数及び担当者は，学部教授会の議を経て学長が定める。
（授業科目の履修及び履修制限）

第３条 授業科目の履修は開講する年度の配当年次によるものとし，上位配当の授業科目の履修は認めない。
２ 前項の規定は，学則第２７条第３項に基づく留学による授業科目の履修には適用しない。
３ 既に単位を修得した授業科目は，再度履修することができない。
４ 授業担当教員は，教室等の収容人数を超える履修者がいる場合には当該授業科目の履修者数について制限
することができる。
（履修の上限及び再履修等）

第３条の２ １年間に履修できる単位数の上限は，４０単位とする。ただし，３年次に履修する研究指導は，
第８条第６項に規定する早期卒業に該当する場合を除き，当該単位の内に含めないものとする。
２ ４年次の研究指導は，昼間コースの学生は１２単位を，夜間主コースの学生にあっては８単位をそれぞれ
前項に規定する４０単位の内に含め履修するものとする。

３ 前２項にかかわらずグローカルコースに所属する者が履修する研究指導は，第１項に規定する４０単位の
内に含め履修するものとする。

４ 過去に成績が不可となった授業科目 成績が０点となった授業科目を除く。 は，８単位を限度として第１
項の単位数とは別に再度履修することができる。

５ 以下の各号の一に該当する授業科目は，第１項に規定する単位数を超えて履修できるものとする。
教職共通科目
学科自由科目のうち卒業所要単位に含まれない科目

６ 第１項の本文の規定にかかわらず，本学の３年次に編入学した者については，初年度に限り１年間に履修
できる単位数の上限を４８単位とする。
（他のコースにおける履修科目の範囲）

第４条 学則第２６条第２項の規定により夜間主コースの学生が履修できる科目は，当該年度に夜間主コース
で開講されていない科目に限るものとする。
（他の大学等の授業科目の履修）

第５条 削除
２ 前項の他の大学等及び授業科目は，別に定める。
（入学前の既修得単位等の認定）

第６条 学則第２８条の規定により入学前の既修得単位の認定を希望する者は，入学後速やかに本学所定の様
式により，願い出なければならない。
（履修の変更等）

第７条 学則第３０条の規定により授業科目履修の承認を受けたものについては，次の各号に掲げる場合以外
は，その取消し又は変更を認めない。
第２学期から開講となる授業科目について，第２学期の所定の期間内に届け出て承認を受けることにより，

履修科目を変更する場合。
第１学期及び第２学期から開講する授業科目について，それぞれの所定の期間内に届け出て承認を受ける

ことにより，履修科目を取り消す場合。

 
 

２ 学生が第１学期を休学し，第２学期から復学する場合，又は学則第３４条の規定により復学を許可された
者が第２学期から授業科目を履修しようとする場合は，所定の期間内に届け出て承認を受けなければならな
い。

（２年次の単位修得基準等）
第７条の２ 学則第２５条第２項に規定する所定の単位数は，１年次及び２年次配当の卒業所要単位数に算入
される科目のうちから４６単位以上とする。

２ 前項の単位数を２年を超えて修得した者は，修得した年度の終了後２年以上在学しなければならない。
３ 第１項に規定する単位数を在学期間６年を満了しても修得できないときは，学則第３６条第１号に規定す
る除籍事由に該当するものとする。
（研究指導等の履修等）

第８条 研究指導は，昼間コース及び夜間主コースともに原則として必修科目とする。だだし，各学科等が特
に必要であるとして当該学生に例外的措置を認める場合は，この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらずグローカルコースに所属する者は，各学科が特に必要であるとして当該学生に例
外的措置を認める場合，履修上の区分又は学科を変更しなければならない。

３ 研究指導を履修しようとする者は，担当教員の承認を得なければならない。
４ 第１項ただし書きの規定により研究指導を履修しないこととなる学生は，自学科の学科科目のうちから研
究指導に相当する単位数の授業科目を別に履修しなければならない。

５ 第３項により承認された研究指導の履修は，任意にその所属を変更することができない。
６ 学生は，３年次及び４年次にわたり４学期を履修するものとする。ただし，第９条の２に定める早期卒業

の場合は，３年次における２学期を履修することで足りるものとし，この場合は卒業研究として，昼間コ
ースは６単位を学科発展科目に，夜間主コースにあっては４単位をコース発展科目にそれぞれ認定する。

７ 前項の規定にかかわらずグローカルコースに所属する者は，１年次から４年次にわたりグローカルセミナ
ーⅠ～Ⅳ及び研究論文Ⅰ・Ⅱを履修するものとする。ただし，第９条の２に定める早期卒業の場合は，グ
ローカルセミナーⅠ～Ⅲ及び研究論文Ⅰを修得することで足りるものとし，この８単位を学科発展科目に
認定する。
（卒業論文）

第９条 昼間コースの学生で，研究指導を履修する者は，卒業論文を提出しなければならない。
（早期卒業）

第９条の２ 学則第４１条に定める卒業（以下「早期卒業」という。）の認定は，学生が早期卒業を希望して
おり，かつ，３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち１２４単位以上を修得し，全修得科目の
総単位数のうち「秀」及び「優」を合わせて８０パーセント以上有している場合に，別に定める審査を経た
上で行うことができる。

２ 学則第４１条第１項に定める本学に３年以上在学した者に準ずる者とは，学校教育法施行規則第１４７条
第１号及び第２号に規定する早期卒業の要件を満たす大学（短期大学を除く。）から編入学を許可された者
であって，前項に規定する要件のすべてに該当し，かつ，在学期間が通算して３年以上となった者をいう。

３ 早期卒業を希望できる学生は，２年次終了時において，全修得科目の総単位数のうち「秀」及び「優」を
合わせて８０パーセント以上有していなければならない。

４ 前項の規定に該当する学生となる者の３年次に履修できる単位は，第３条の２第１項の本文の規定にかか
わらず，４８単位までとする。この場合において，第３条の２第３項に定める再度履修を妨げない。
（早期卒業の適用除外）

第９条の３ 前条第１項及び第２項の規定は，平成１３年４月１日（以下「施行日」という。）前から引き続
き本学に在学する者，又は編入学若しくは再入学を許可された者であって，修業年限に通算された当該在学
期間に施行日前の期間が含まれるものについては適用しない。
（科目修了の認定）

第１０条 科目修了の認定は，科目試験及び提出された卒業論文の審査によって行う。
（科目試験）

第１１条 科目試験は，履修科目について定期及び随時に行う。
（試験の受験資格）
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１．小樽商科大学履修方法等に関する規則 

（平成３年１０月１日制定）

（趣旨）
第１条 小樽商科大学学則（以下「学則」という。）第３２条及び第４１条第２項に定める 昼間コース及び
夜間主コースの教育課程及び履修方法等並びに早期卒業に関する必要な事項は，この規則の定めるところに
よる。
（開講科目等）

第２条 毎学年の開講科目，単位数及び担当者は，学部教授会の議を経て学長が定める。
（授業科目の履修及び履修制限）

第３条 授業科目の履修は開講する年度の配当年次によるものとし，上位配当の授業科目の履修は認めない。
２ 前項の規定は，学則第２７条第３項に基づく留学による授業科目の履修には適用しない。
３ 既に単位を修得した授業科目は，再度履修することができない。
４ 授業担当教員は，教室等の収容人数を超える履修者がいる場合には当該授業科目の履修者数について制限
することができる。
（履修の上限及び再履修等）

第３条の２ １年間に履修できる単位数の上限は，４０単位とする。ただし，３年次に履修する研究指導は，
第８条第６項に規定する早期卒業に該当する場合を除き，当該単位の内に含めないものとする。
２ ４年次の研究指導は，昼間コースの学生は１２単位を，夜間主コースの学生にあっては８単位をそれぞれ
前項に規定する４０単位の内に含め履修するものとする。

３ 前２項にかかわらずグローカルコースに所属する者が履修する研究指導は，第１項に規定する４０単位の
内に含め履修するものとする。

４ 過去に成績が不可となった授業科目 成績が０点となった授業科目を除く。 は，８単位を限度として第１
項の単位数とは別に再度履修することができる。

５ 以下の各号の一に該当する授業科目は，第１項に規定する単位数を超えて履修できるものとする。
教職共通科目
学科自由科目のうち卒業所要単位に含まれない科目

６ 第１項の本文の規定にかかわらず，本学の３年次に編入学した者については，初年度に限り１年間に履修
できる単位数の上限を４８単位とする。
（他のコースにおける履修科目の範囲）

第４条 学則第２６条第２項の規定により夜間主コースの学生が履修できる科目は，当該年度に夜間主コース
で開講されていない科目に限るものとする。
（他の大学等の授業科目の履修）

第５条 削除
２ 前項の他の大学等及び授業科目は，別に定める。
（入学前の既修得単位等の認定）

第６条 学則第２８条の規定により入学前の既修得単位の認定を希望する者は，入学後速やかに本学所定の様
式により，願い出なければならない。
（履修の変更等）

第７条 学則第３０条の規定により授業科目履修の承認を受けたものについては，次の各号に掲げる場合以外
は，その取消し又は変更を認めない。
第２学期から開講となる授業科目について，第２学期の所定の期間内に届け出て承認を受けることにより，

履修科目を変更する場合。
第１学期及び第２学期から開講する授業科目について，それぞれの所定の期間内に届け出て承認を受ける

ことにより，履修科目を取り消す場合。

 
 

２ 学生が第１学期を休学し，第２学期から復学する場合，又は学則第３４条の規定により復学を許可された
者が第２学期から授業科目を履修しようとする場合は，所定の期間内に届け出て承認を受けなければならな
い。

（２年次の単位修得基準等）
第７条の２ 学則第２５条第２項に規定する所定の単位数は，１年次及び２年次配当の卒業所要単位数に算入
される科目のうちから４６単位以上とする。

２ 前項の単位数を２年を超えて修得した者は，修得した年度の終了後２年以上在学しなければならない。
３ 第１項に規定する単位数を在学期間６年を満了しても修得できないときは，学則第３６条第１号に規定す
る除籍事由に該当するものとする。
（研究指導等の履修等）

第８条 研究指導は，昼間コース及び夜間主コースともに原則として必修科目とする。だだし，各学科等が特
に必要であるとして当該学生に例外的措置を認める場合は，この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらずグローカルコースに所属する者は，各学科が特に必要であるとして当該学生に例
外的措置を認める場合，履修上の区分又は学科を変更しなければならない。

３ 研究指導を履修しようとする者は，担当教員の承認を得なければならない。
４ 第１項ただし書きの規定により研究指導を履修しないこととなる学生は，自学科の学科科目のうちから研
究指導に相当する単位数の授業科目を別に履修しなければならない。

５ 第３項により承認された研究指導の履修は，任意にその所属を変更することができない。
６ 学生は，３年次及び４年次にわたり４学期を履修するものとする。ただし，第９条の２に定める早期卒業

の場合は，３年次における２学期を履修することで足りるものとし，この場合は卒業研究として，昼間コ
ースは６単位を学科発展科目に，夜間主コースにあっては４単位をコース発展科目にそれぞれ認定する。

７ 前項の規定にかかわらずグローカルコースに所属する者は，１年次から４年次にわたりグローカルセミナ
ーⅠ～Ⅳ及び研究論文Ⅰ・Ⅱを履修するものとする。ただし，第９条の２に定める早期卒業の場合は，グ
ローカルセミナーⅠ～Ⅲ及び研究論文Ⅰを修得することで足りるものとし，この８単位を学科発展科目に
認定する。
（卒業論文）

第９条 昼間コースの学生で，研究指導を履修する者は，卒業論文を提出しなければならない。
（早期卒業）

第９条の２ 学則第４１条に定める卒業（以下「早期卒業」という。）の認定は，学生が早期卒業を希望して
おり，かつ，３年次終了時に卒業所要単位に算入される科目のうち１２４単位以上を修得し，全修得科目の
総単位数のうち「秀」及び「優」を合わせて８０パーセント以上有している場合に，別に定める審査を経た
上で行うことができる。

２ 学則第４１条第１項に定める本学に３年以上在学した者に準ずる者とは，学校教育法施行規則第１４７条
第１号及び第２号に規定する早期卒業の要件を満たす大学（短期大学を除く。）から編入学を許可された者
であって，前項に規定する要件のすべてに該当し，かつ，在学期間が通算して３年以上となった者をいう。

３ 早期卒業を希望できる学生は，２年次終了時において，全修得科目の総単位数のうち「秀」及び「優」を
合わせて８０パーセント以上有していなければならない。

４ 前項の規定に該当する学生となる者の３年次に履修できる単位は，第３条の２第１項の本文の規定にかか
わらず，４８単位までとする。この場合において，第３条の２第３項に定める再度履修を妨げない。
（早期卒業の適用除外）

第９条の３ 前条第１項及び第２項の規定は，平成１３年４月１日（以下「施行日」という。）前から引き続
き本学に在学する者，又は編入学若しくは再入学を許可された者であって，修業年限に通算された当該在学
期間に施行日前の期間が含まれるものについては適用しない。
（科目修了の認定）

第１０条 科目修了の認定は，科目試験及び提出された卒業論文の審査によって行う。
（科目試験）

第１１条 科目試験は，履修科目について定期及び随時に行う。
（試験の受験資格）

諸
規
程
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第１１条の２ 前条に規定する試験は，各授業科目の講義，実験，実習及び実技のそれぞれの時間数の３分の
２以上出席しなければ受験することができない。ただし，授業科目担当教員が教育上有効と判断した場合は，
この限りではない。

２ 授業担当教員は，所定の条件を満たさない者で特別の理由があると認められる場合は，受験させることが
できる。
（履修科目の成績等）

第１２条 履修科目の成績は，秀（９０点～１００点），優（８０点～８９点），良（７０点～７９点），可
（６０点～６９点）又は不可（６０点未満）により評価し，可（６０点）以上を合格とする。

２ 試験の成績は，学業成績票をもって通知し，学期の開始時に交付する。
（追試験）

第１３条 科目試験に欠席した者に対する追試験は，原則として行わない。
附 則

１ この規則は，平成３年１０月１日から施行する。
２ この規則施行の際，現に在学している者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成４年２月５日から施行する。

附 則
この規則は，平成５年４月１日から施行する。

附 則
１ この規則は，平成９年４月１日から施行する。
２ この規則施行の際，現に在学している者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成１０年４月１日から施行する。

附 則
１ この規則は，平成１３年４月１日から施行する。
２ 平成１３年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱については，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成１５年４月１日から施行する。

附 則
この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則
この規則は，平成１７年４月１日から施行する。ただし，改正後の第９条の２の規程は平成１６年度入学者

から適用する。
附 則

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。
２ 平成１８年３月３１日以前に入学した者の履修方法等の取扱いについては，第１２条第１項ただし書の規
定を除き，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則
１ この規則は，平成２４年４月１日から施行する。
２ 平成２４年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成２７年４月１日から施行する。

附 則
この規則は，平成２７年９月９日から施行する。

附 則
１ この規則は，令和３年４月１日から施行する。
２ 令和３年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

 
 

２．小樽商科大学履修登録上限制における再履修８単位の取り扱いに関
する申し合わせ 

（平成１４年１月３０日制定）

① 履修登録上限制における再履修８単位の取扱は，小樽商科大学履修方法等に関する規則第３条の２第３項
の規程にかかわらず，当分の間，次のとおり取り扱うものとする。

② 当該年度に不可となった授業科目（成績が０点となった授業科目を除く。）がある場合，翌年度に限り，
単位を超えて履修することができるものとする。

③ 単位を超えて履修することができる単位数は，不可となった授業科目に相当する単位数とし，８単位
を限度として履修することができるものとする。

附 則
この申し合わせは，平成 年４月１日から施行する。
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第１１条の２ 前条に規定する試験は，各授業科目の講義，実験，実習及び実技のそれぞれの時間数の３分の
２以上出席しなければ受験することができない。ただし，授業科目担当教員が教育上有効と判断した場合は，
この限りではない。

２ 授業担当教員は，所定の条件を満たさない者で特別の理由があると認められる場合は，受験させることが
できる。
（履修科目の成績等）

第１２条 履修科目の成績は，秀（９０点～１００点），優（８０点～８９点），良（７０点～７９点），可
（６０点～６９点）又は不可（６０点未満）により評価し，可（６０点）以上を合格とする。

２ 試験の成績は，学業成績票をもって通知し，学期の開始時に交付する。
（追試験）

第１３条 科目試験に欠席した者に対する追試験は，原則として行わない。
附 則

１ この規則は，平成３年１０月１日から施行する。
２ この規則施行の際，現に在学している者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成４年２月５日から施行する。

附 則
この規則は，平成５年４月１日から施行する。

附 則
１ この規則は，平成９年４月１日から施行する。
２ この規則施行の際，現に在学している者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成１０年４月１日から施行する。

附 則
１ この規則は，平成１３年４月１日から施行する。
２ 平成１３年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱については，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成１５年４月１日から施行する。

附 則
この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則
この規則は，平成１７年４月１日から施行する。ただし，改正後の第９条の２の規程は平成１６年度入学者

から適用する。
附 則

１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。
２ 平成１８年３月３１日以前に入学した者の履修方法等の取扱いについては，第１２条第１項ただし書の規
定を除き，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成１９年１２月２６日から施行する。

附 則
１ この規則は，平成２４年４月１日から施行する。
２ 平成２４年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

附 則
この規則は，平成２７年４月１日から施行する。

附 則
この規則は，平成２７年９月９日から施行する。

附 則
１ この規則は，令和３年４月１日から施行する。
２ 令和３年３月３１日以前に入学した者の履修方法等に関する取扱いについては，なお従前の例による。

 
 

２．小樽商科大学履修登録上限制における再履修８単位の取り扱いに関
する申し合わせ 

（平成１４年１月３０日制定）

① 履修登録上限制における再履修８単位の取扱は，小樽商科大学履修方法等に関する規則第３条の２第３項
の規程にかかわらず，当分の間，次のとおり取り扱うものとする。

② 当該年度に不可となった授業科目（成績が０点となった授業科目を除く。）がある場合，翌年度に限り，
単位を超えて履修することができるものとする。

③ 単位を超えて履修することができる単位数は，不可となった授業科目に相当する単位数とし，８単位
を限度として履修することができるものとする。

附 則
この申し合わせは，平成 年４月１日から施行する。
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３．小樽商科大学履修指導教員制実施要項 

（平成１２年６月１２日制定）

（目的）
第１条 各学科等は，履修登録上限制の下における責任ある教育体制を実現するために履修指導教員制を設け，
学生が各々の学習目標に沿って適切に履修できるよう修学に関する指導及び助言を行う。
（履修指導教員の構成及び任期）

第２条 履修指導教員は，当該学科等から選出された教員及び教務委員会委員の下表に定める合計２ 名によ
る構成とする。

学 科 １年次担当 ２年次担当
経済学科
商学科
企業法学科
社会情報学科
一般教育等
言語センター

３
３
２
２
２
２

３
３
２
２
２
２

ｸﾞﾛｰｶﾙ戦略推進ｾﾝﾀｰ
ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門 １

２ 当該学科等から選出された教員の任期は，原則として２年とする。ただし，欠員が生じた場合の後任とな
る者の任期は，前任者の残任期間とする。

３ １年次担当教員は翌年度，引き続き２年次を担当する。
４ グローカル総合入試により入学した学生の履修指導は，グローカル戦略推進センターグローカル教育部門
の教員が行う。
（履修指導教員の役割）

第３条 履修指導教員は，１年次及び２年次の学生に対し，修学及び履修登録に関する事項について指導及び
助言等を行う。ただし，メンタルヘルスの面で対応が必要な学生については保健管理センターに，経済的援
助が必要と考えられる学生は教務課にそれぞれ連絡するものとする。
（学生との対応）

第４条 履修指導教員は，学生への指導及び助言について日常的に応ずることとし，これを周知するためにシ
ラバス等にオフィス・アワーを明示するものとする。
（事務部局との連携）

第５条 履修指導教員は，指導及び助言を行うに際し，学生との連絡が取れない，若しくは第３条に規定する
役割の範囲を超える等の場合は教務課に連絡するものとする。
（担当する学生数）

第６条 履修指導教員が担当する学生の割り当て人数に関しては，別に定める。
（事務）

第７条 履修指導教員制に係る事務は，保健管理センターが所掌するものを除き，教務課が行う。
附 則

この要項は，平成１３年４月１日から実施する。
附 則

この要項は，平成１６年４月１日から実施する。
附 則

この要項は，平成２６年１０月１日から実施する。
附 則

この要項は，令和 ３年４月１日から実施する。

 
 

４．定期試験欠席届取扱要項 

平成 年 月 日
教 務 委 員 会 決 定

（目的）
第１条 この要項は，やむを得ない事由により所定の期日に定期試験（中間試験・期末試験）
を受験できなかった者に対し，必要な事項を定める。

（事由）
第２条 前条に定めるやむを得ない事由は，次の各号のいずれかに該当するものとする。
（１）病気・けが
（２）災害及び不慮の事故
（３）二親等以内の親族の死亡
（４）教育実習
（５）小樽商科大学学生の派遣留学に関する規程による留学
（６）その他前各号に準ずる事由
（手続）
第３条 やむを得ない事由のため定期試験を受けることができない者は，原則として定期試験開始までに教務
課に連絡し，かつ試験実施日を含め 日以内（申請期限日が休業日の場合は，その翌日まで）に定期試験
欠席届（別紙様式）を教務課に提出しなければならない。

２ 前項の欠席届には，病気・けがの場合にあっては医師の診断書，その他の場合にあっては，その事由を証
明する書類を提出しなければならない。ただし，前条第４号及び第５号においては，教務課によって当該事
項に係る事実確認ができた場合は，その事由を証明する書類の提出を要しない。

３ 教務課は適式に提出された定期試験欠席届を，試験科目を開講する教員に送付する。教務課は教員に対し
て，代替措置の可否等について速やかに教務課へ回答するよう依頼するものとする。なお，具体的な代替措
置の内容や手順については，申請者の事情を勘案しつつ，教員の裁量に委ねられるものとする。

附 則
この要項は，平成 年４月１日から施行する。
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３．小樽商科大学履修指導教員制実施要項 

（平成１２年６月１２日制定）

（目的）
第１条 各学科等は，履修登録上限制の下における責任ある教育体制を実現するために履修指導教員制を設け，
学生が各々の学習目標に沿って適切に履修できるよう修学に関する指導及び助言を行う。
（履修指導教員の構成及び任期）

第２条 履修指導教員は，当該学科等から選出された教員及び教務委員会委員の下表に定める合計２ 名によ
る構成とする。

学 科 １年次担当 ２年次担当
経済学科
商学科
企業法学科
社会情報学科
一般教育等
言語センター

３
３
２
２
２
２

３
３
２
２
２
２

ｸﾞﾛｰｶﾙ戦略推進ｾﾝﾀｰ
ｸﾞﾛｰｶﾙ教育部門 １

２ 当該学科等から選出された教員の任期は，原則として２年とする。ただし，欠員が生じた場合の後任とな
る者の任期は，前任者の残任期間とする。

３ １年次担当教員は翌年度，引き続き２年次を担当する。
４ グローカル総合入試により入学した学生の履修指導は，グローカル戦略推進センターグローカル教育部門
の教員が行う。
（履修指導教員の役割）

第３条 履修指導教員は，１年次及び２年次の学生に対し，修学及び履修登録に関する事項について指導及び
助言等を行う。ただし，メンタルヘルスの面で対応が必要な学生については保健管理センターに，経済的援
助が必要と考えられる学生は教務課にそれぞれ連絡するものとする。
（学生との対応）

第４条 履修指導教員は，学生への指導及び助言について日常的に応ずることとし，これを周知するためにシ
ラバス等にオフィス・アワーを明示するものとする。
（事務部局との連携）

第５条 履修指導教員は，指導及び助言を行うに際し，学生との連絡が取れない，若しくは第３条に規定する
役割の範囲を超える等の場合は教務課に連絡するものとする。
（担当する学生数）

第６条 履修指導教員が担当する学生の割り当て人数に関しては，別に定める。
（事務）

第７条 履修指導教員制に係る事務は，保健管理センターが所掌するものを除き，教務課が行う。
附 則

この要項は，平成１３年４月１日から実施する。
附 則

この要項は，平成１６年４月１日から実施する。
附 則

この要項は，平成２６年１０月１日から実施する。
附 則

この要項は，令和 ３年４月１日から実施する。

 
 

４．定期試験欠席届取扱要項 

平成 年 月 日
教 務 委 員 会 決 定

（目的）
第１条 この要項は，やむを得ない事由により所定の期日に定期試験（中間試験・期末試験）
を受験できなかった者に対し，必要な事項を定める。

（事由）
第２条 前条に定めるやむを得ない事由は，次の各号のいずれかに該当するものとする。
（１）病気・けが
（２）災害及び不慮の事故
（３）二親等以内の親族の死亡
（４）教育実習
（５）小樽商科大学学生の派遣留学に関する規程による留学
（６）その他前各号に準ずる事由
（手続）
第３条 やむを得ない事由のため定期試験を受けることができない者は，原則として定期試験開始までに教務
課に連絡し，かつ試験実施日を含め 日以内（申請期限日が休業日の場合は，その翌日まで）に定期試験
欠席届（別紙様式）を教務課に提出しなければならない。

２ 前項の欠席届には，病気・けがの場合にあっては医師の診断書，その他の場合にあっては，その事由を証
明する書類を提出しなければならない。ただし，前条第４号及び第５号においては，教務課によって当該事
項に係る事実確認ができた場合は，その事由を証明する書類の提出を要しない。

３ 教務課は適式に提出された定期試験欠席届を，試験科目を開講する教員に送付する。教務課は教員に対し
て，代替措置の可否等について速やかに教務課へ回答するよう依頼するものとする。なお，具体的な代替措
置の内容や手順については，申請者の事情を勘案しつつ，教員の裁量に委ねられるものとする。

附 則
この要項は，平成 年４月１日から施行する。
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Ⅺ 配置図
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（男）

D

４号館
U

至
３
号
館

CGS教育
支援部門

ALサポー
トセンター

２７２AL
講義室

EV

D

U
警務
員室

３７０ＣＬ
講義室

正門

○は玄関位置を示す 体育館へ

大学会館

保健管理
センター

⑤ WC
（男） ４階学生

カウン
ター

事務棟
④ WC

（女） DN

４号館

４７０ＣＬ
講義室③

５号館

DN
②

UP

附属図書館

キャリア
支援室

５号館
①

２号館
３号館

４号館

EV

学内配置図
１号館　（研究棟）

１号館 ２号館　（情報総合センター，言語センター，CGS産学官連携部門）

３号館　（講義棟）

４号館　（講義棟　・　研究棟）

２号館
５号館　（講義棟）

226

32100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   22632100201_RishuChukan#honbun#1-230.indd   226 2021/03/04   10:49:032021/03/04   10:49:03



２

至
２
号
館

UP

自然科学実験室
生物学
実験室

心理学
実験室

暗室

玄関 玄関
準備室杉山

１階

109
張

①

UPUP

１０５
講義室

116
三浦

114
松本

非常勤
講師
控室

111
竹村

113
近藤

115
坂柳

118
小倉

117
柴山

119
市原

107
加賀
田

EV

WC（女）

110
沼澤

112
國武

WC
１０２
講義室

WC WC
（男）

機器
分析
室

化学実験
室

化学
研究室 106

橋本

108
小野
塚

１０４
講義室

至
図
書
館

至
４
号
館

２階

194
沼田

193

192
191
片山 ＷＣ

(男）
ＷＣ
（女）

207A
菅沼

207B
石黒

207C
劉

207D
西口

209A
大津

209B
白田倉庫

205A
多木

205B
金

グローカルラ
ウンジⅠ

UPDN UP

209C
上山

209D
三谷

209E
小泉

209F
河森

208A 208B
中浜

２１２
講義室

２１４
講義室

WC

２１３AL
講義室

DN

２１１
講義室

202
羽村

資料
室

206
松家

DN WC
（男） グローカルラウンジ

Ⅱ
EV

WC（女）UP

←情報総合センターへ UP

201
石川

203
池田

327
王

290
中村

296
安宅

295
Ｗ
Ｃ
(男

ＷＣ
（女）

２１０
講義室

291
292
赤塚

293 294
ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ

３０１
講義室

ＢＬ１／３０３
講義室

３０５
講義室

３０７
講義室

307B
齋藤

309
坂東

311
小林
（友）

313
岩本

315
天野

学生起業サ
ポートルーム

至
４
号
館

３階

317
加地

319
廣瀬

321
堺

323
土居

325
寺坂

UP

310
岡部

312
佐野

314
ﾎﾙｽﾄ

機械
室

316A
須永

DN UP

302
岩澤

306
中村
（史）

DN WC
（男） ３０８

講義室
EV

DN
WC（女）UP

316B
中島

318
ﾌﾟﾗｰﾄ

WC
320
深田

322
平沢

４階

至
１
号
館

423
伊藤

425A
水島

425B
平井

427
林
（松）

411
何でも相談室

４１３
講義室

415
佐山

417
木村

419
乙政

421A
高田

421B
片岡

DN UP

401
講義室

403
杉山

405
醍醐

院生
研究
室Ｂ

院生研究室
Ａ

407
講義室

418
片桐

420
ｻｰﾏﾝ

EV
DN

WC（女）

408
阿部

410
西永

412
鈴木
（和）

令和３年度　講義室・ゼミ室配置図

至
１
号
館 ３号館

414
三ツ木

416
高橋
（周）

WC

至
２
号
館

402A
高橋
(優)

402B
江頭

DN WC
（男） 404A

才原
404B
後藤

４０６
講義室

２

１階 ③

④

156
研究室

廊下 155
研究室

158
研究室

⑤ WC
（男）

機械室
WC

１階

玄関

１階研究室

キャリア支
援室

グローカル
戦略推進
センターコ
ラボルーム

ＷＣ UPWC
（女）

ミーティン
グ室

154
研究室

152

１６０CL
講義室

WC
（男）

２階 ②廊下

EV

DN

２５３
講義室

256
小林（敏）

258
籏本 U

１７２AL
講義室

１７１AL
講義室

２階
１７４AL
講義室

ALサポートセン
ター（会議室）

１６０CL
講義室

252
内田

WC
（男） ２階UP

254
猪口

WC
（女）

EV

自習
室

３階UP
WC
（女） DN

２７４AL
講義室２５１

講義室

ＷＣ

WC
（男）

D

４号館
U

至
３
号
館

CGS教育
支援部門

ALサポー
トセンター

２７２AL
講義室

EV

D

U
警務
員室

３７０ＣＬ
講義室

正門

○は玄関位置を示す 体育館へ

大学会館

保健管理
センター

⑤ WC
（男） ４階学生

カウン
ター

事務棟
④ WC

（女） DN

４号館

４７０ＣＬ
講義室③

５号館

DN
②

UP

附属図書館

キャリア
支援室

５号館
①

２号館
３号館

４号館

EV

学内配置図
１号館　（研究棟）

１号館 ２号館　（情報総合センター，言語センター，CGS産学官連携部門）

３号館　（講義棟）

４号館　（講義棟　・　研究棟）

２号館
５号館　（講義棟）

配
置
図
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C

↓4F　言語センター

↓2F　情報総合センター別館

言語センター事務室
兼ライブラリーカウン

ター

バルコニー

吹抜

階段 WC

BL3

WC

マルチメディア
ライブラリ

↓1F　グローカル戦略推進センター産学官連携推進部門

EV

吹抜

階段

玄関

リフレッシュコーナー

資料室

階段

資料室

階段

客員研究室C

客員研究室B

客員研究室A

階段 WC

ミーティングルームA

ミーティングルームB

産学官連携推進部
門事務室

スタッフ
ルーム

産学官
連携推進
部門長室

令和３年度　２号館配置図

LL

言語センター長室 WC

言語情報処理室

CALラボラトリ
第４自習室

第2LL

階段

BL4/
国際交流スタ

ジオバルコニー

・BLはBlended learning講義室の略称です。
・BL1/303は3号館3階にあります。

器財保管室

↓5F　言語センター

↓3F　言語センター

BL2

階段

階段

バルコニー

吹抜

階段
EV

EV EV

EV

レコーディ
ングスタジ

オ

リサーチルー
ム/デジタルタ
スク室

教員利用室

階段 WC

スカイテラス

第1自習室

宮
田

小
林

(
敏

)
中

川
サ
ー
マ
ン

４
 
号

 
館

 
４

 
階

赤
塚

岡
部

三
谷

鈴
木

(
将
)

杉
山

沼
澤

４
 
号

 
館

 
３

 
階

佐
山

石
井

（
孝

）

階 段
鈴
木

(
和
)

三
浦

階 段

女 子 便 所

男 子 便 所

階 段

女 子 便 所

男 子 便 所

後
藤

平
沢

ホ
ル

ス
ト

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
籏
本

竹
中

階 段

章

１
 
号

 
館

 
３

 
階

西
村

穴
沢

芳
澤

高
橋

（
周
）

嘉
瀬

市
原

才
原

松
本

小
林

（
広
）

加
賀
田

加
地

須
永

國
本

天
野

手
島

土
居

猪
口

小
泉

石
川

屋
外

階
段

女 子 便 所

階 段

上
山

田
島

今
野

坂
東

片
岡

西
口

プ
ラ
ー
ト

杉
之
原

男
子

便
所

階 段
会

議
室

Ａ
齊

藤
(
一

)
平

井
会

議
室

Ｂ
社

会
情

報
学

備
品

室
近
藤

安
宅

男 子 便 所

１
 
号

 
館

 
４

 
階

中
村

(
健
)

池
田

森
谷

伊
藤

小
野

塚
水

島
柴

山
多

木
階 段

地
域

研
究

会
事

務
室

岩
澤

坂
柳

屋
外

階
段

女 子 便 所

深
田

廣
瀬

副
島

江
頭

片
桐

中
島

ｸ
ﾗ
ﾝ
ｷ
ｰ

給 湯
室

八
木

大
津

林
ｼ
ﾞ
ｮ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ﾝ

乙
政

藤
原

男
子

便
所

階 段
堺

醍
醐

王
客

員
研

究
員

佐
野

松
家

寺
坂

女
子

便
所

玉
井

菅
沼

商
学

科
非

常
勤

職
員

小
笠

原

男 子 便 所

北
川

１
 
号

 
館

 
５

 
階

内
田

佐
藤

(
剛
)

多
田

李
(
済
民
)

企
業

法
学

科
非

常
勤

職
員

客
員

研
究

員
劉

小
林

(
友
)

尾
形

金
中
村

(
史
)

石
井

（
登
）

階 段
高

田
阿

部
石

黒
石
崎

屋
外

階
段

女 子 便 所

白
田

三
ツ

木

齋
藤

(
健
)

岩
本

山
川

國
武

小
倉

橋
本

瀬
戸

西
出

高
橋

（
優
）

張
竹
村

木
村

令
和
３
年
度
　
教
 
員
 
研
 
究
 
室
 
一
 
覧

男 子 便 所

男
子

便
所

階 段
中

浜
山

田
西

永
出

川
カ

ル
ヤ

ヌ
河

森
羽

村
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C

↓4F　言語センター

↓2F　情報総合センター別館

言語センター事務室
兼ライブラリーカウン

ター

バルコニー

吹抜

階段 WC

BL3

WC

マルチメディア
ライブラリ

↓1F　グローカル戦略推進センター産学官連携推進部門

EV

吹抜

階段

玄関

リフレッシュコーナー

資料室

階段

資料室

階段

客員研究室C

客員研究室B

客員研究室A

階段 WC

ミーティングルームA

ミーティングルームB

産学官連携推進部
門事務室

スタッフ
ルーム

産学官
連携推進
部門長室

令和３年度　２号館配置図
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言語センター長室 WC

言語情報処理室

CALラボラトリ
第４自習室

第2LL

階段

BL4/
国際交流スタ

ジオバルコニー

・BLはBlended learning講義室の略称です。
・BL1/303は3号館3階にあります。

器財保管室

↓5F　言語センター

↓3F　言語センター

BL2

階段

階段

バルコニー

吹抜

階段
EV

EV EV

EV

レコーディ
ングスタジ

オ

リサーチルー
ム/デジタルタ
スク室

教員利用室

階段 WC

スカイテラス

第1自習室

宮
田

小
林

(
敏

)
中

川
サ
ー
マ
ン

４
 
号

 
館

 
４

 
階

赤
塚

岡
部

三
谷

鈴
木

(
将
)

杉
山

沼
澤

４
 
号

 
館

 
３

 
階

佐
山

石
井

（
孝

）

階 段
鈴
木

(
和
)

三
浦

階 段

女 子 便 所

男 子 便 所

階 段

女 子 便 所

男 子 便 所

後
藤

平
沢

ホ
ル

ス
ト

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
籏
本

竹
中

階 段

章

１
 
号

 
館

 
３

 
階

西
村

穴
沢

芳
澤

高
橋

（
周
）

嘉
瀬

市
原

才
原

松
本

小
林

（
広
）

加
賀
田

加
地

須
永

國
本

天
野

手
島

土
居

猪
口

小
泉

石
川

屋
外

階
段

女 子 便 所

階 段

上
山

田
島

今
野

坂
東

片
岡

西
口

プ
ラ
ー
ト

杉
之
原

男
子

便
所

階 段
会

議
室

Ａ
齊

藤
(
一

)
平

井
会

議
室

Ｂ
社

会
情

報
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備
品

室
近
藤

安
宅

男 子 便 所

１
 
号

 
館

 
４

 
階

中
村

(
健
)

池
田

森
谷

伊
藤
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野
塚

水
島

柴
山
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階 段
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究
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澤
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ﾗ
ﾝ
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ｰ
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所

玉
井

菅
沼

商
学

科
非

常
勤

職
員

小
笠

原
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川
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)
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)
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井
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）
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段
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木
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)
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村

木
村
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国立大学法人小樽商科大学

教務課

０４７ ８５０１ 北海道小樽市緑３丁目５番２１号

２０ 年４月１日発行

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

入
学
式

定
期
健
康
診
断
（

新
入
生
）

定
期
健
康
診
断
（

新
入
生
）

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

前
期
授
業
開
始
（

昼
間
・
夜
間
主
）

定
期
健
康
診
断
（

２
年
次
以
上
）

定
期
健
康
診
断
（

２
年
次
以
上
）

通
常
授
業
日

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

追
悼
式

学
生
大
会

補
講
日

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

緑
宵
祭

緑
丘
祭
・
緑
宵
祭

緑
丘
祭

緑
丘
祭

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

通
常
授
業
日

大
学
祭
分
の
授
業
日

及
び
補
講
日

大
学
祭
分
の
授
業
日

及
び
補
講
日

補
講
日

学
生
大
会
分
の
授
業
日

及
び
補
講
日

卒
業
論
文
提
出
締
切

（

月
卒
業
対
象
）

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

山
の
日

振
替
休
日

本
学
休
業
日

本
学
休
業
日

本
学
休
業
日

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

卒
業
判
定
会
議

敬
老
の
日

学
位
記
授
与
式
（

月
卒
業
）

秋
分
の
日

後
期
授
業
開
始　

月

　
月

令和3年度 行事予定表

　
月

　
月

　
月

　
月

前期・通年科目 履修科目選択期間

日 火 ～ ２日 月

履修登録期間

３日 火 ～１９日 月

～ ， 講目は

通常授業

前期中間試験（対面）

１日（火）～７日 月

履修取消期間

日 火 ～ 日 月

試験科目以外は

平常授業

～ 講目は

通常授業

・ 講目は通常授業

・ 講目は木曜日授業

～ 講目は補講を行う。

講目は火曜日授業

～ 講目は補講を行う。

夏季休業 月 日 木 ～ 月 日 日

前期期末試験

（対面）

～ 月 日 水

夜間主夏学期① 日 火 ～ 日 火

夏季集中講義（後期科目）

日 月 ～ 日 土

夜間主夏学期② 日 水 ～ 月２日 木

夏季休業 月 日 木 ～ 月 日 日

夏季集中講義（後期科目）

日 月 ～ 日 土

前期科目

成績通知開始

日 水 ～

夜間主夏学期③３日 金 ～１０日 金 夜間主夏学期④ １日 土 ～ 日 土
後期科目

履修科目選択期間

日 月 ～ 月 日 金

通常どおり

木曜の授業を行う

～ 講目は金曜日授業

・ 講目は補講を行う。
前期期末試験

（対面）

月 日 水 ～

前期期末試験（遠隔）

月 日 木 ～ 月 水

前期中間試験（遠隔）

８日（火）～ 日 月

通常どおり

水曜の授業を行う
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